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要       旨 

 

１ 策定の背景 

 

日本学術会議科学者委員会学術の大型研究計画検討分科会（以下、「本分科会」という）

は、2010年に第 21期の大型研究計画のマスタープラン 2010を提言し、その翌年には小改

訂を行いマスタープラン 2011として報告した。こうした取り組みを行った背景としては、

「大型施設計画」の推進において、国民の理解並びに科学者コミュニティの合意を得るた

めに、科学に基づく透明なアセスメントの必要性が高まったことがあげられる。また、「大

型施設計画」を長期的かつ組織的に推進する仕組みが不十分であるとの指摘もあった。加

えて、学術の発展には、「大型施設計画」の他に、大規模な研究基盤設備の設置や、大規模

なデータベースの作製や、そのデータ収集組織そのものの確立を必要とする「大規模研究

計画」の実現を求める動きも活発となっていた。 

本分科会は、学術の大型研究計画を検討することを本旨としている。従来の呼称である

大型施設計画と大規模研究計画の双方をあわせて、本提言では「大型研究計画」と総称す

ることとした。日本学術会議は、既にマスタープラン 2010の提言において、我が国が推進

すべき大型研究計画のマスタープランを３年ごとに見直して策定することを明示した。こ

れを踏まえて、本分科会は、第 22期においても学術の大型研究計画に関するマスタープラ

ン（以下、「マスタープラン 2014」という）を策定することを決定し、策定作業を進める

こととした。 

 

２ 策定の方針 

 

マスタープラン 2014の策定に当たって、以下の３点からなる策定方針を確立した。 

第１は、「学術の俯瞰・体系化に立脚した大型研究計画の策定」である。日本学術会議

が発した提言「日本の展望」を踏まえ、学術全般を展望・体系化するために「学術研究領

域」をまず制定することとした。また、学術分野の俯瞰・体系に立脚し、各学術分野が必

要とする大型研究計画を網羅したものとする。そうした観点から、大型研究計画を２段階

で策定した。まず、各学術分野に必須な「学術大型研究計画」を策定する。次に、その中

から、諸観点から特に速やかに実施すべき「重点大型研究計画」を策定することとした。 

第２は、「科学者コミュニティの主体的な寄与によるマスタープランの作成」である。

マスタープランは、科学者コミュニティからの主体的な寄与が十分反映されることが必要

である。このため、マスタープラン 2014の策定においては、「公募」方式を採用した。日

本学術会議会員ないし連携会員や分野別委員会の協力を得るとともに、学協会との連携を

積極的に推進した。こうした公募の過程を通じて、科学者コミュニティの内部及び相互の

意思疎通を図り、もって日本学術会議の強化に貢献することを期待した。 

第３は、「学術的評価に基づく公平かつ公正な審査によるマスタープランの作成」であ

る。マスタープランは、学術的評価に基づく、公平かつ公正な審査により策定されること
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が重要である。このため、策定に当たっては、日本学術会議の分野別委員会等との連携を

図り、学術的評価に基づく公平かつ公正な審査を実施することとした。その過程では、利

益相反を廃し、高い透明性を確保した審査・評価を徹底して行った。 

 

３ 提言の内容 

 

(1) 国家的な大型研究プロジェクトの推進には、長期間にわたって多額の経費を措置

する必要があるため、社会や国民の幅広い理解を得ながら、長期的な展望をもって戦略

的・計画的に推進していくことが強く求められる。本分科会は、日本学術会議「日本の

展望―学術からの提言 2010―」の実現に向けて、大型研究計画の観点から学術の方向性

を明らかにするために、新たに学術大型研究計画 207 件（区分 I 及び区分 II の合計）

と重点大型研究計画 27件を取りまとめ、その内容をマスタープラン 2014として提案す

る。 

 

(2) マスタープラン 2014は、科学者コミュニティの総意として、日本学術会議が積極

的に関与すべきとする方向性を具現化したものである。今後、科学者コミュニティは、

大型研究計画の実現を通じて研究の発展を図り、我が国の科学技術の振興に貢献するこ

とが求められる。なお、学術全体の発展には、大型研究に馴染まない学術領域の貢献も

極めて重要であることはいうまでもない。 

 

(3) マスタープラン 2014で策定された大型研究計画は、今後、科学技術立国を旨とす

る我が国の将来に資するために、国として計画に措置されるべきである。このため、大

型研究計画が、国や自治体等の学術に関わる政策に速やかに反映されることが求められ

る。 
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１ 本提言の背景と目的 

 
(1) 我が国における大型研究計画について 

 
本提言「第 22期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン 2014）」

（以下、「マスタープラン 2014」という）の策定の経緯について以下で述べる。 

 
① 日本学術会議の取り組み 

 
ア 第 21期におけるマスタープラン策定に至る経緯 

我が国における学術の大型研究計画1は、最先端の研究を切り開くことを目的とし、

科学者コミュニティが共同で国際レベルの大型施設（付随する装置・設備を含む）

を建設・運用する「大型施設計画」を中心に展開されてきた。これら学術の大型施

設計画は、基本的に該当分野の科学者コミュニティの周到な議論と準備、広い合意

の上に形成されるボトムアップ型の計画であり、基礎科学の諸分野において、国際

的な協力と競争の下で、大学共同利用機関等が主体となった建設・共同利用によっ

て推進されてきた。 

日本学術会議は戦後の早期から共同利用型の研究所の重要性を認識し、多くの申

入れや勧告（例として[1]、[2]等ただし、[ ]内の番号は 75 頁の参考文献に対応、

以下同様）を発出し、また、大型施設計画の利用とあるべき姿について、広く提言

を行ってきた[3-5]。 

しかし、大型施設計画の推進には２つの問題が存在することが、対外報告「基礎

科学の大型計画のあり方と推進について」 [6]で指摘された。その第１は、国民並

びに科学者コミュニティの理解が得られるような、科学に基づく透明なアセスメン

トの強化の必要性である。第２の問題点は、大型施設計画を長期的かつ組織的に推

進する仕組みの明確化が不十分なことである。 

一方で、大型施設計画の他に、「大規模研究計画」の実現を求める動きも活発と

なってきた。「大規模研究計画」は、分野研究者が一致して要望する重要課題のも

とで長期間にわたって多くの研究者を組織し、長期定点観測や研究を推進したり、

大規模なデータ収集組織やデータベースを構築し、その効果的利用を推進する等、

従来にない大きな規模の計画的研究の展開によって新たな知を創造する計画であ

る。こうした大規模研究計画の実現も、国際的視点を加えて緊急の課題となりつつ

                                              
1 かつて、マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011において、「大型計画」と称していたものを、マスタープラン

2014においては「大型研究計画」と呼ぶこととする。ここで、「大型研究計画」は、「大型施設計画（大型の研究施設（装

置・設備を含む）を建設・運用することで科学の最先端を切り開く研究計画。大型施設及び関連設備の建設に要する総予

算がほぼ 100億円を超える計画。）」と、「大規模研究計画（大規模な研究基盤設備の設置、研究ネットワークの構築ある

いは膨大なデータベースや研究資料の集積を行い、広く公開運用することで、我が国の学術を飛躍させ最先端を切り開く

研究計画。初期投資以上に人件費等の運営経費が重要で、初期投資及び運営費等の経費を含め、総額数十億円以上の経費

を必要とする計画）」の両者を統合して呼ぶときの名称として定義する。 
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ある。日本学術会議は以前より、このような大規模研究計画の必要性を指摘してお

り[7]、また、欧州連合（EU）、米国等世界各国では既にこのよう大規模研究計画が

国際的にも展開されている。 

我が国においても学術の大型研究の一環として、そのような「大規模研究計画」

の概念を整理・確立し、我が国の科学政策における位置づけを明確にするとともに、

大規模研究計画についても大型施設計画と同様、科学者コミュニティでの合意を踏

まえた研究計画、計画期間、期待される成果等についてのプランを提示し、科学的

で透明性の高い評価を踏まえてその必要性について国民の理解を得る必要性があ

った。 

そこで、こうした課題の解決策を提言するために、日本学術会議は第 21 期にお

いて、科学者委員会学術の大型研究計画検討分科会（以下、「本分科会」という）

の審議に基づき、２つの学術の大型研究計画に関するマスタープランを策定した。

すなわち、2010年の提言「学術の大型施設計画・大規模研究計画―企画・推進の在

り方とマスタープラン策定について―」[8]（以下、「マスタープラン 2010」という）

と、それに続く 2011 年の報告「学術の大型施設計画・大規模研究計画マスタープ

ラン 2011」[9]（以下、「マスタープラン 2011」という）である。 

 

イ マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011  

(ア) 策定概要 

マスタープラン 2010では、大型研究計画として、従来の「大型施設計画」に加

えて広い学術分野における「大規模研究計画」を新たに確立し、我が国の学術研

究における国際レベルでの長期的飛躍を図ることを提言した。また、全学術分野

の調査とヒアリングを行い、当面我が国が推進すべきと考えられる大型施設計画

及び大規模研究計画の 43計画から構成されるマスタープランを提示した[8]。 

マスタープラン 2010は、全分野を網羅した科学者コミュニティによる大型研究

計画の我が国初の策定であった。その策定を契機として、各分野の科学者コミュ

ニティでは議論と検討が活発化したものの、分野によっては時間的な制約等によ

り計画策定にまでは至らなかった場合もあった。このため、マスタープラン 2010

を初版とし、各分野の科学者コミュニティにおける一層の議論と検討が引き続き

行われていること、また、優れた計画の追加の可能性もあることから、１年後に

小規模な改訂、２年後に大きな見直し改訂を行うことが想定されていた。 

そこで、当初の予定通り、１年目の小規模な改訂を行うこととなり、マスター

プラン 2011を公表した[9]。マスタープラン 2011では、マスタープラン 2010の

43計画を上記の事情を踏まえて再検討し、結果として、旧 43計画のうち 12計画

に替えて、15 計画を新規に加えることで、合計 46 計画のマスタープランとして

提示するに至った。ここで、12計画を替えた主な理由としては、部分的とはいえ

少なからぬ計画に政府予算が措置され、本格的に動き始めたこと等があげられる

（[9]の 144頁～146頁：「参考 4」を参照）。 
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(イ) 意義と課題 

第 21期に策定された、マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011は、全学

術分野にまたがる我が国初の大型研究計画に関するマスタープランの提示であり、

広く学術分野にインパクトを及ぼすとともに、それらの英語版をもとに国際的な

学術情報交換の場でも高い評価を得ている。また、その策定を通して、従来から

分野コミュニティにおける検討を踏まえて大型施設計画を推進してきた基礎科学

の諸分野のみならず、多くの学術分野において、科学者コミュニティとしての将

来を見据えた議論が進んだ。 

特に、人文・社会科学、生命科学、理学・工学の各分野のいわゆるスモールサ

イエンスといわれる分野からも、長期的、共同的な大規模研究の重要性が提起さ

れ検討されていることは、今後の我が国の多様な学術の発展に大きく資するもの

であった。一方では、細分化された分野を超えた大型研究計画のあり方について、

科学者コミュニティ及び研究者間での積極的な議論が広がる契機となった。 

 しかし同時に、マスタープランが我が国の学術に関わる政策に反映され、実施

に移されていくためには、日本学術会議の枠を超えた評価と選定のプロセスにお

ける一層の検討、さらには大局的な観点からボトムアップ型計画と国策的トップ

ダウン型計画の将来に向けた協調と総合化の検討等の必要性が、マスタープラン

策定当初より指摘されていた。 

これらの指摘事項は、②で後述するように、マスタープラン 2010及びマスター

プラン 2011の策定を踏まえた文部科学省科学技術・学術審議会での審議に反映さ

れてきたといえよう。さらに、その審議を経てマスタープランの一部が 2010 年

度に予算化されたこととあわせ、科学者コミュニティにおける大型研究計画に関

する議論のさらなる活性化は、マスタープラン策定の重要な成果である。 

以上のように、マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011は、極めて高く

評価されてきているものの、振り返ってみれば、次のような２つの点に改善の余

地があるだろう。 

まず第１に、マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011と同じく第 21期日

本学術会議の審議活動の重要な成果である「日本の展望―学術からの提言 2010

―」[10]等との関係が明瞭ではないことがあげられよう。「日本の展望―学術から

の提言 2010―」は、日本学術会議において総力をあげて取り組んだ、我が国の学

術が日本社会にどのように貢献しうるのかを中期的に展望し提言を行ったプロジ

ェクトであった。そこで論じられた、学術分野等の枠組みや、体系的に検討され

た学術全般にわたる中期的展望等を踏まえて、マスタープランが策定されること

が本来の望ましい姿であったといえよう。とはいえ、「日本の展望―学術からの提

言 2010―」は、マスタープラン 2010 公表直後に公表されたのであって、その内

容がマスタープラン 2010等に生かされることはほぼ不可能であり、むしろ、両者

は第 21 期日本学術会議の主要な成果の表裏をなすものとして、我が国の科学技
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術・学術行政に前向きの影響を及ぼすことが期待された。このような経緯を踏ま

え、マスタープラン 2014では、学術分野のビジョン・体系を明確にし、それに立

脚したマスタープラン策定がより強く求められている。 

第２に、マスタープランに含まれる大型研究計画選定プロセスにおける、科学

者コミュニティの関与と透明性の確保に関する改善があげられる。マスタープラ

ン 2010及びマスタープラン 2011の策定は、本分科会が、調査票の配布によって

関係機関への調査を行い、これへの回答結果に対するヒアリング及び審議により

行ったものであった。こうした選定方法については、関係機関への調査というこ

とに起因する募集対象の限定と、さらには選定プロセスへの本分科会委員以外の

関与が少ないこと、すなわち科学者コミュニティの関与不足と、透明性に関して

改善の余地を残した。この改善を図るためにも、日本学術会議の会員・連携会員、

分野別委員会、日本学術会議協力学術研究団体（以下、「学協会」という）との連

携を強化し、より科学者コミュニティとして意思の疎通を図る必要があると考え

られる。 

また、透明性の確保に関しては、提案の審査・評価に当たり「利益相反」が生

じないよう、一層の配慮を行い取り組むという方向が望まれる。 

 

② 政府の学術に関わる政策への反映 

第 21 期のマスタープラン 2010 及びマスタープラン 2011 が策定される以前、日本

学術会議の審議活動が、我が国の学術に関わる政策に大きな影響を与えた一例として、

大学共同利用機関の創設等における日本学術会議勧告の役割をあげることができる

（[11]の 56頁を参照）。ただし、このような日本学術会議勧告等を１つの拠り所とし

た研究機関の創設という流れにも変化が生じている。それは、日本学術会議の改革、

国立大学及び大学共同利用機関等の法人化が推進される過程で、財源や概算要求のシ

ステムに大きな変化が生じ、一法人の枠を超えた計画を国家予算に反映させる仕組み

がある意味で曖昧になったことが起因している。そのような変化は、全国規模で計画

的に措置すべき共同研究機能や整備すべき中・大型研究施設について、それを体系的

に検討し実現していく仕組みが欠落した状況が続く事態をも招き、それへの懸念と同

時に解決に向けての日本学術会議の積極的な関与が提言等としても提示された[7]。特

に、日本学術会議が研究者コミュニティの専門的立場からの意見を集約し、学術の俯

瞰的立場からの審議結果を公表する役割の重要性が指摘された。 

そのような指摘があいまって策定された第 21 期のマスタープラン 2010 を踏まえ、

特に文部科学省では、「科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術研

究の大型プロジェクトに関する作業部会」（以下、「文部科学省大型プロジェクト作業

部会」という）において、学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想「ロ

ードマップ」が策定され、2010年 10月に公表された[12]（以下、「ロードマップ 2010」

という）。 

その後、マスタープラン 2011 が公表されたことを受け、文部科学省大型プロジェ
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クト作業部会は、マスタープラン 2010からの小改訂のプロセスで新たに盛り込まれた

計画を中心に検討を進め、ロードマップ 2010の小改訂（以下、「ロードマップ 2012」

という）を行った[13]。 

日本学術会議のマスタープラン 2010 及びマスタープラン 2011 は、「各計画を純粋

に科学的視点に立って評価し、妥当性・必要性の検討を行うことにし、予算に関わる

順位付けを行うものではないこと」を方針としている。一方、文部科学省のロードマ

ップ 2010及びロードマップ 2012は、マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011

に含まれている計画を対象として、予算措置を保証するものではないが、関連施策を

推進する上で十分考慮すべき資料として、大型プロジェクト推進に当たっての優先度

を明らかにする観点から、各研究計画について、文部科学省大型プロジェクト作業部

会としての評価結果と主な優れた点や課題・留意点を整理したものである。 

国家的な大型研究プロジェクトの推進には、長期間にわたって多額の経費を措置す

る必要があり、内外の学術研究の全体状況はもとより、学術研究に対する公財政支出

の状況や今後の見通し等にも留意しつつ、社会や国民の幅広い理解を得ながら、長期

的な展望をもって戦略的・計画的に推進していくことが強く求められる。このような

要請を満たす過程において、日本学術会議のマスタープランと文部科学省のロードマ

ップは、まさに車の両輪としての役割を果たしてきたと考えることができる。 

マスタープラン 2010をベースとするロードマップ 2010の効果として、2010年度か

ら実施された最先端研究基盤事業において、「大型低温重力波望遠鏡(LCGT)計画」、「B

ファクトリー加速器の高度化による新しい物理法則の探求」等、９計画が採択され、

計画の一部が開始された（[2]の 144頁～146頁：「参考 4」を参照）。また、2012年度

予算において「大規模学術フロンティア促進事業」が創設され、大型プロジェクトに

ついてロードマップ 2010等に基づき戦略的・計画的な推進を図ることが明示された。

また、本マスタープラン 2014の区分 IIに採択されている 15計画は、元来マスタープ

ラン 2010またはマスタープラン 2011に採択され、現在、国費のもとで実施中あるい

は進行中の計画である。 

以上のように、マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011は、それらが策定さ

れる以前に打ち出された、全国規模で計画的に措置すべき学術大型研究計画に日本学

術会議が積極的に関与すべきとする方向性を具現化するとともに、確かに政府、特に

文部科学省関係の学術に関わる政策への反映がなされてきた。本マスタープラン 2014

については、各研究計画の学術分野、内容等に応じて、文部科学省のみならず、他の

関係省庁等、国及び自治体における学術に関わる政策に有効に生かされていくことが

期待される。 

 

(2) 本提言の目的 

 
マスタープラン 2010及びマスタープラン 2011が、従来から分野コミュニティの検討

を踏まえて大型施設計画を推進してきた基礎科学の諸分野のみならず、他の多くの学術
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分野における科学者コミュニティにおいても将来を見据えた議論を進めたことは、大変

意義深い。他方、日本学術会議「日本の展望―学術からの提言 2010―」との関連も踏ま

え、学術分野のビジョン・体系に十分立脚したマスタープランの策定、さらに、その策

定プロセスにおける科学者コミュニティの十分な関与と透明性の確保等に関する改善

が望まれていた。 

本提言は、以上を踏まえ、日本学術会議「日本の展望―学術からの提言 2010―」の実

現について大型研究計画の観点から新たな方向性を明示し、第 22 期における新たな大

型研究計画を取りまとめ、その内容をマスタープラン 2014 として策定することを目的

とする。 

本提言は、マスタープラン 2014 として、学術分野の俯瞰・体系に立脚して策定され

る大型研究計画（以下、「学術大型研究計画」という）と、さらにその中から諸観点か

ら速やかに実施すべき大型研究計画（以下、「重点大型研究計画」ということで構成さ

れる。策定においては、科学者コミュニティの主体的な寄与及び学術的評価に基づく公

平かつ公正な審査の実現に十分留意した。 
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２ 第 22期学術の大型研究計画の策定 

 

(1) 策定方針の決定 

 
本分科会は、第 22 期大型研究計画の策定に向けて、策定方針を定め、それを日本学

術会議の報告「第 22 期学術の大型施設計画・大規模計画に関するマスタープラン策定

の方針」として 2012年 12月 21日に公表した（詳細については「参考資料２」を参照）。

策定方針の骨子は３つの柱からなる。 

 

① 学術の俯瞰・体系化に立脚した大型研究計画の策定 

マスタープラン 2014 は、科学者コミュニティの代表としての日本学術会議が主体

的に策定するものであり、学術全般を展望・体系化しつつ、各学術分野が必要とする

大型研究計画を網羅するとともに、我が国の大型研究計画のあり方について、一定の

指針を与えることを目的とした。 

上記の観点から、マスタープラン 2014 では、学術分野の俯瞰・体系に立脚して策

定される大型研究計画と、その中から諸観点から速やかに実施すべき大型研究計画を

策定する。   

また、学術大型研究計画の策定に先立ち、学術全般を展望・体系化しつつ、各学術

分野が必要とする大型研究計画を網羅したものとするために、「学術研究領域」をあら

かじめ制定することとした。 

 

② 科学者コミュニティの主体的な寄与によるマスタープランの作成 

マスタープラン 2014 の策定においては、科学者コミュニティの関与をより重視す

る。具体的には、提案の「公募」方式を採用し、日本学術会議会員ないし連携会員や

分野別委員会の協力を得るとともに、学協会との連携を積極的に推進することとした。

また、マスタープランの策定を通じて、科学者コミュニティの意思疎通を図り、日本

学術会議の強化に貢献することを期待した。 

 

③ 学術的評価に基づいた公平かつ公正な審査によるマスタープランの作成 

日本学術会議が策定するマスタープランは、学術的評価に基づく公平かつ公正な審

査により選考された大型研究計画によって策定されることが重要である。このため、

策定に当たっては、日本学術会議の分野別委員会等との連携を図り、学術的評価に基

づく公平かつ公正な審査を実施することとした。 
 

なおマスタープラン 2014 は、各学術分野が必要とする大型研究計画を網羅するとと

もに、我が国の大型研究計画のあり方について指針を与えることを目的としたものであ

り、予算配分等に直接関与するものではない。しかしながら、日本学術会議会員・連携

会員が本マスタープランの策定に関与する場合には、提案の審査・評価という公的な立
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場と一研究者としての立場の両方を有するため、相反する緊張関係（利益相反）の状態

に入ることは否めない。よって、関係者は、日本学術会議会員・連携会員としての高い

見識の下で、日本学術会議声明「科学者の行動規範―改訂版―」[14]の利益相反の条項

を踏まえて、公平かつ公正な策定・選定を行うことを義務とした。 

具体的には、策定の公平かつ公正性を確保するため、大型研究計画の提案者及び推薦

者は、その当該提案の審査・評価には関与しないこととした。 

 

(2) 学術研究領域の制定と意義 

 
マスタープラン 2014では、学術大型研究計画の策定に先立ち、学術分野のビジョン・

体系化のためにあらかじめ「学術研究領域」を制定することとした（詳細については「参

考資料２」を参照）。「学術研究領域」は、30の日本学術会議分野別委員会に対して、学

術研究領域の提案を依頼し、各分野別委員会からの提案をもとに、本分科会が制定する。

学術研究領域の数は、各分野 10 以下とし、必要に応じて、小項目として、学術研究小

領域も示すことができることとした。なお、分野や部をまたがる融合学術領域について

は、申し出があれば別途協議することとした。具体的には、2012年 10月 15日に各分野

別委員会に「学術研究領域」の提案依頼を行い、同年２月８日に本分科会で「学術研究

領域」を制定した。 

「学術研究領域」は、日本学術会議が制定する大型研究計画が、自らが体系化した学

術分野の俯瞰に基づいて制定されるべきであるという基本的な理念に立脚するもので

ある。また、「日本の展望―学術からの提言 2010―」[10]等を踏まえつつ、「網羅性」の

視点を有することを可能にするという観点からも大きな意義を有する。 

 

(3) 学術大型研究計画の策定プロセスと意義 

 

① 学術大型研究計画の定義 

 学術大型研究計画は、「実施期間５-10 年程度、及び予算総額数十億円超（上限は特

に定めない）の予算規模を有する、学術分野のビジョン・体系に立脚した大型研究施

設計画もしくは大規模研究計画」であり、それぞれの研究計画は、(2)で制定する学術

研究領域のいずれかに分類されるものとした。 

新規計画である「区分 I」と、マスタープラン 2010 もしくは 2011 に掲載されかつ

現在実施中の「区分 II」の２つの種類を設定した。区分 Iは、実施期間 ５-10 年程

度、及び予算総額数十億円超（上限は特に定めない）の予算規模を有する、学術分野

のビジョン・体系に立脚した大型施設計画もしくは大規模研究計画とした。ここで、

大型施設計画とは、施設の建設（装置、設備、運営費等を含む）を行う計画であり、

また、大規模研究計画は、科学研究費補助金等では実施が困難であり、個別研究プロ

ジェクトの枠を超えた大分野の根幹となる、設備、ネットワーク構築、データ集積、

運営費、人件費等の経費を必要とする計画とした。区分 Iとして策定する学術大型研
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究計画は、総数 200 件程度とすることを目安とした。 

一方、区分 II は、マスタープラン 2010 もしくはマスタープラン 2011 に掲載さ

れ、かつ、現在国費で実施中であり、その進行状況を精査して、引き続き支援される

べきものと認める計画とした。終了年度は 2015 年度以降であることを要件とした。

また、各学術大型研究計画は、本分科会が制定した「学術研究領域」のいずれかに分

類されるものとする。なお、本区分に属する学術大型研究計画の数については、特に

上限を定めないこととした。 

 

② 学術大型研究計画策定の意義 

学術大型研究計画策定においては、募集方法、提案者、公募条件、策定プロセス、

いずれも日本学術会議における大型研究計画の議論にはこれまでなかった新しい取り

組みを進めた。これらの実施により、科学者コミュニティ全体が関与したマスタープ

ラン 2014の策定、及び学術的評価に基づく公平かつ公正な審査が実現する。 

まず、募集方法として、今回は広く公募方法を採用し、提案資格者を大幅に増やし

た。このことにより、大型研究計画策定に当たり日本学術会議会員・連携会員、学協

会等とのより密接な議論・連携が行われることになった。また、公募の条件として、

日本学術会議会員もしくは連携会員３名以上の推薦を必要とすることにしたが、この

ことは、科学者コミュニティ内の意思疎通の促進に寄与し、応募される計画のコミュ

ニティにおける合意の形成と提案内容の質の向上をもたらすことにつながった。 

加えて、提案の評価を関係の分野別委員会または部が行うことによって、専門家に

よる評価が担保された。さらに、学術大型研究計画の策定過程における透明性の確保

に寄与するとともに、コミュニティ内の合意について一定レベル以上のものが、本分

科会へ提案されることとなった。 

 

③ 策定プロセス  

学術大型研究計画の策定プロセスについては以下の通り（詳細については「参考資

料４」を参照）。 

 

ア 公募による募集 

学術大型研究計画の応募方法は、日本学術会議のホームページに掲載された「公

募」により計画を募ることとした（詳細については「参考資料３」を参照）。公募

に提案できるのは、(i)研究・教育機関長または部局長等、(ii) 日本学術会議会員・

連携会員、(iii) 学協会長等であり、これまでと比べて、提案者となりうる母集団

を大幅に拡大することとした。参考までに付記すれば、マスタープラン 2010、マス

タープラン 2011 においては、研究・教育機関長または部局長等に調査票を送る方

法により募集を行っていた。 

公募の条件として、日本学術会議会員もしくは連携会員３名以上（会員１名を含

むこと）の推薦を受けることを必須とした。また、応募は、ホームページに示され
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た既定のフォーマットに記入することで行うこととした。 

 

イ 分野(部)別大型研究計画評価分科会の構成 

分野別大型研究評価分科会は、当該分野別委員会における８-10 名程度の日本学

術会議会員・連携会員で構成することとした。ただし、第一部については、分野別

ではなく部全体で評価を行うために、部として評価分科会を構成した。分野(部)別

大型研究計画評価分科会 （以下、「評価分科会」という）の委員長は、評価分科会

において互選で選出されるが、原則として対応する分野別委員会委員（部）長が務

めるが、当人が提案者もしくは推薦者である場合には、その任に当たることができ

ないこととした。なお、評価分科会委員長は、重点大型研究計画の策定において構

成する審査小委員会委員も原則として務めることとした。 

 

ウ 分野(部)別大型研究計画評価分科会における学術大型研究計画案の作成 

公募により応募された提案（以下、「応募提案」という）は、本分科会及び日本

学術会議事務局が資格等の確認を行い、審査対象とするか否かをまず確定した。こ

の後、日本学術会議事務局が当該分野の評価分科会委員に各分野の応募提案を評価

用紙とともに直接送付した。 

評価分科会委員は、学術大型研究計画（区分 I）及び学術大型研究計画（区分 II）

の目的・意義を十分理解の上、当該分野の全応募提案を自らの見識の下で厳正に評

価し、その結果を評価用紙に記入して、期日までに日本学術会議事務局に送付した。

ただし、評価分科会委員自身が提案者もしくは推薦者になっている提案については、

評価を辞退することとすることにより、利害関係者の排除を行った。 

応募の際、（副）の学術研究領域を指定した提案については、評価分科会委員長

の判断により、（副）に指定された評価分科会に評価を依頼することができること

とした。（副）に指定された評価分科会の評価結果は、当該評価分科会委員長の判

断の際に参考とされた。これにより、分野融合的もしくは学際的な提案については、

複数の評価分科会委員の評価を経ることが可能となった。 

日本学術会議事務局により集計された評価分科会委員の総合評価の平均点に基

づき、評価分科会委員長は、順位を付けて当該分野（部）の学術大型研究計画（区

分 I）案を作成する。ただし、各分野における学術大型研究計画（区分 I）は 30件

を超えることはできないこととした。なお、同一平均点の提案については評価分科

会委員長自らの判断で順位付けを行うこととし、また、理由を付して提案の順位を

入れ替えることができることとした。一方、学術大型研究計画（区分 II）の提案に

ついては、評価分科会委員長は、総合評価の平均点が５程度以上の評価を得ていれ

ば、当該分野（部）の学術大型研究計画（区分 II）案に含めることとした。 

   

エ 学術の大型研究計画検討分科会における学術大型研究計画の策定 

各評価分科会委員長は、当該分野（部）の学術大型研究計画案を、本分科会に報
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告した。本分科会は、評価分科会の報告に基づき審議を行い、学術大型研究計画を

策定した。 

 

オ 分野(部)別大型研究計画評価分科会における各提案の評価法 

学術大型研究計画（区分 I及び区分 II）の提案の評価法は次の通りとした。 

 

(ア) 区分 I（新規計画） 

分野(部)別大型研究計画評価分科会の委員は、「項目評価」と項目評価を踏まえ

て行われる「総合評価」を行った。 

項目評価は、下記５項目に関して３段階で評価することとした。各評価項目の

全提案に関する平均値は「２」として、特に高い場合には「３」、低い場合には「１」

とすることとした。 

i.   学術的価値 

ii. 科学者コミュニティの合意（他の提案との重複の有無等も含む） 

iii. 計画の実施主体、計画の妥当性、共同利用体制の充実度 

iv.  社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値等） 

v.   大型研究計画としての適否 

総合評価は、利害関係者になる提案を除く当該分野の全提案について、相対評

価を６段階で行うこととした。まず、全提案について審査を行い、「学術大型研究

計画に相応しい水準を下回る提案」、及び「水準をどちらかといえば下回る提案」

については、それぞれ「１」「２」を付ける。次に、「１」または「２」が付いた

提案及び利害関係者になる提案を除く全提案について、「３」から「６」の評価点

で相対評価を「６」を最高評価点として行った。評価点分布は、「１」または「２」

が付いた提案及び利害関係者になる提案を除く当該分野の全提案の総数に基づき、

「６」と「３」が 20％以下になるように、また、「４」と「５」が等しく 30－35％

に収まるようにした。評価分布のあいまい性を排除するために「参考資料４」に

示されている通り、「評価点分布の一覧表」を作成した。 

 

(イ) 区分 II（現在実施中の計画） 

分野(部)別大型研究計画評価分科会委員は、「項目評価」と項目評価を踏まえて

行われる「総合評価」を行った。項目評価は、区分 Iの項目評価と同様である。 

総合評価は、利害関係者になる提案を除く当該分野の全提案について、絶対評

価で、「１」から「６」の６段階で総合評価を行う。ただし、評価点は以下の評価

基準に従って、絶対評価に基づいて行うものとした。 

６: 非常に優れた計画であり、実施されていることは学術的観点から妥当

と判断 

５: 優れた計画であり、実施されていることは学術的観点から概ね妥当と

判断 
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４: 概ね優れた計画であるが、実施の継続には一部見直しが必要 

３: 計画として問題点があり、実施の継続には慎重な検討が必要 

２: 計画として問題点が少なからずあり、実施の継続は適当でない 

１: 計画として問題点が多々あり、実施の継続はすべきではない 

 

(4) 重点大型研究計画の策定プロセスと意義 

 

① 重点大型研究計画の定義 

学術大型研究計画の区分 I（新規計画）の中から、25-30 件程度を諸観点から速や

かに実施すべき計画を「重点大型研究計画」とした。 

  

② 重点大型研究計画策定の意義 

重点大型研究計画は、関連の科学者コミュニティ内の合意はもとより、学術の観点

から専門以外の科学者からも一定以上の評価を得た研究計画として位置づけることが

できる。重点大型研究計画は、諸観点から速やかに実施すべき学術大型研究計画であ

り、科学者コミュニティの立場からの、総合的推進による我が国の学術の強化のため

の具体的な提案、という意味を有する。 

上記の点を担保するために、重点大型研究計画審査小委員会を各評価分科会の委員

長等を広く含めて構成し、この委員会そのものが全学術分野の総意を具現する専門家

集団とした。これにより、各専門内の科学者コミュニティの合意はもちろんのこと、

より広い学術の観点から一定以上の評価を有する研究計画を選ぶことを可能にした。 

国家主導のトップダウン型の研究計画が増える状況の下、日本学術会議は、科学者

コミュニティの側から推進される大型研究計画の重要性をしばしば主張してきた。重

点大型研究計画は、我が国の学術研究の長期的飛躍を図ることをめざし、実際に推進

すべき喫緊の大型研究計画への具体的提案であるといえる。 

 

③ 策定プロセス 

重点大型研究計画の策定プロセスと意義については以下の通り（詳細については

「参考資料５」を参照）。 

 

ア 重点大型研究計画審査小委員会の構成 

策定は、重点大型研究計画審査小委員会（以下、「審査小委員会」という）によ

る審議により行われた。審査小委員会は、本分科会委員及び評価分科会委員長（代

理の指名可）で構成することとした。いうまでもなく、提案者及び推薦者は小委員

会の構成員には含まれることはない。本分科会以外の具体的なメンバーについては、

協力者として本提言の冒頭に掲載するとともに、「参考資料６ 重点大型研究計画

審査小委員会委員名簿」に示している。なお、審査小委員会は重点大型研究計画の

審査のために設けられた仮組織ある。 
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イ ヒアリング対象提案の決定 

本分科会は、学術大型研究計画（区分 I）に関する評価分科会の審査・評価の際

の順位に基づき、ヒアリングの対象とする提案を定めた。各分野におけるヒアリン

グの対象とする提案数は、次式の通り、当該分野の全提案数 N の関数として定めら

れるヒアリング対象提案数の上限N maxを超えないものとした。 

N max= max {min(N 0.6,0.4N ),1} 

なお、上記の式は、下記の要件を満たすように定められている。 

(a)提案数の少ない分野への配慮として、各分野で最低 1 件はヒアリングの対象と

する。 

(b)学術大型研究計画件数 200 件以下、及びヒアリング件数 60-70 件であることを

考慮して、N maxは学術大型研究計画件数全体の 40％を超えないこととする。 

(c) 学術大型研究計画の件数が多い分野のヒアリング対象総数が単純に増えること

を抑制するために、応募件数に関して上に凸の非線形単調増加関数を導入する。 

    

ウ 審査小委員会におけるヒアリングの評価 

ヒアリングは、2013年９月 20日から 22日の３日間、日本学術会議で実施するこ

ととする。審査小委員会委員は、ヒアリング及び学術大型研究計画に際して行われ

た各評価分科会の審査・評価結果に基づき、自らの見識の下で厳正に提案を評価す

ることとした。ただし、評価の対象はヒアリングを行った提案のみとした。また、

利害関係者の排除の観点から、自らの活動に関連する提案の評価には関与しないこ

ととした。審査小委員会は、全委員の評価点数の平均値に従って順位付けを行い、

諸バランスを考慮し、上位 25 件程度までを重点大型研究計画候補として定めるこ

ととした。 

 

エ 学術の大型研究計画検討分科会における重点大型研究計画の策定 

本分科会は、審査小委員会の評価結果に基づき審議を行い、重点大型研究計画を

策定する。必要であれば、再度ヒアリングを行うことができることした。本分科会

は、マスタープラン 2014 の策定が日本学術会議の意思の表出であるという観点に

立ち、各部から一定数程度以上の計画が重点大型研究計画に含まれるように配慮す

ることとした。ただし、この場合の「一定数程度」は２ないし３とした。一方、各

分野別委員会の採択件数のアンバランスについては、たとえそれが顕著であっても

調整を一切しないこととした。 

 

オ 提案の評価法 

審査小委員会委員は、ヒアリングを実施した計画に対して、「項目評価」と「総

合評価」を行った。 
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項目評価として、審査小委員会委員は、自らの活動に関連する提案以外かつヒア

リングを自ら行った全ての提案（以下、「全評価対象提案」という）について、以

下の６項目に関して３、２、１の３段階で絶対評価を行う。 

i.   学術的価値 

ii.  実施主体の明確性（責任を果たせる体制になっているか） 

iii. 計画の妥当性、成熟度、共同利用体制の充実度 

iv.  社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値） 

v.   大型研究計画としての適否 

vi.  国家としての戦略性、緊急性 

特に優れている場合を「３」として、優れている場合には「２」、優れていない、

もしくは問題がある場合には「１」とした。 

総合評価として、審査小委員会委員は、全評価対象提案について、「５」を最高

評価点にして５段階で評価を行った。ただし、評価は相対評価であり、評価点の分

布は下記の通りとした。 

５: 全評価対象提案の約 20％  

４: 全評価対象提案の約 20％  

３: 全評価対象提案の約 20％ 

２: 全評価対象提案の約 20％  

１: 全評価対象提案の約 20％ 

なお、評価分布のあいまい性を排除するために、「参考資料５」に示されている

通り、「総合評価の評価点分布」を作成した。 
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３ 学術研究領域の制定 

 

(1) 制定過程 

 
各分野別委員会または部は、「日本の展望－学術からの提言」等を踏まえて学術の体

系化を行い、これに基づいて学術研究領域を制定した。一部の分野では学術研究小領域

も制定している。また、第一部では、分野をまたがる融合学術領域として、人文・社会

科学融合領域も制定した。 
 

(2) 学術研究領域一覧 

 
策定された学術研究領域の一覧を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-1 日本文学

1-2 外国文学

1-3 日本語学・外国語学・言語学

1-4 日本語教育・外国語教育

2-1 哲学・倫理学

2-2 アジア思想

2-3 日本思想

2-4 宗教学・宗教史

2-5 美学・芸術学

2-6 応用哲学

2-7 比較思想

2-8 科学哲学

3-1
人間社会の持続的発展にこたえる心
の科学

3-2
動物行動の柔軟な適応と集団行動
創発

3-3 法と人間科学

3-4 融合的社会脳

3-5 心の先端研究

3-6 乳幼児保育・教育

3-7 学校教育・教科教育

3-8 高等教育・生涯教育・教師教育

3-9 教育行財政・国際教育

3-10 教育学理論・教育学研究法

3
心理学・教育学
委員会

2 哲学委員会

1
言語・文学
委員会

No. 分野別委員会
学術領

域番号
学術研究領域

4-1 リスク社会

4-2 情報社会

4-3 持続可能社会

4-4 グローバル化

4-5 多文化共生・マイノリティ

4-6 社会格差・社会階層と移動

4-7 社会調査

4-8 ジェンダー研究

4-9 社会システム学

4-10 社会福祉学

5-1 史学一般

5-2 日本史

5-3 東洋史

5-4 西洋史

5-5 考古学

5-6 世界史

5-7 史料学

6-1 地域研究

6-2 国際協力学

6-3 地域情報学

6-4 地理学

6-5 地域学

社会学委員会4

6
地域研究
委員会

5 史学委員会

分野別委員会
学術領

域番号
学術研究領域No.
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6-6 地理情報科学

6-7 人類学

6-8 人間地球環境学

6-9 地域統合論

6-10 災害復興論

7-1 比較文化と結びついた比較法

7-2 法学のグローバル化

7-3 開発法学

7-4 現代の法教育

7-5 社会と市民の持続可能性と法

7-6 情報化社会・IT社会と法

7-7 近代の法システムの再構築

7-8 地球環境と法

7-9 ジェンダーと法

7-10 法学の可視化

8-1 政治思想・政治史

8-2 比較政治

8-3 行政学・地方自治

8-4 国際政治

8-5 政治過程

8-6 統計調査・意識調査

8-7 社会保障と政治

8-8 ジェンダーと政治

8-9 政治関連データベース

8-10 政治学総合

9-1 理論経済学

9-2 経済学説・経済思想

9-3 経済統計・人口統計

9-4 応用経済学

9-5 経済政策

9-6 財政・公共経済学

9-7 金融・ファイナンス

9-8 経済史

9-9 行動経済学・実験経済学

6
地域研究
委員会
(つづき）

7 法学委員会

9 経済学委員会

8 政治学委員会

学術研究領域No. 分野別委員会
学術領

域番号

10-1 経営戦略論

10-2 経営組織論

10-3 経営管理論

10-4 マーケティング

10-5 人材開発論

10-6 経営工学

10-7 経営情報学

10-8 財務会計論

10-9 管理会計論

10-10 監査論

11-1 エビデンスにもとづく政策形成

11-2 人文・社会科学の国際発信

11-3 史資料調査とアーカイブ構築

11-4 ジェンダー研究

11-5 社会的包摂 / 排除の研究

11-6 アジアの学術交流

11-7 文理連携研究

12-1 基礎生命科学の知の拠点形成

12-2 ヒト多様性のゲノム科学

12-3 生物多様性のゲノム・環境基盤解明

12-4 生命のシステムレベル研究

12-5 バイオイメージング

12-6 発生生物学・細胞生物学

12-7 海洋生物の探査と利用

12-8 動物科学

12-9 植物科学

12-10 微生物科学

13-1 バイオインフォマティクス

13-2 中・大型ワイルドライフの保全

13-3 生態・環境

13-4 人類の由来

13-5 過去・現在・未来をつなぐ自然史

13-6 生物進化

13-7 自然史財の保護と利用の高度化

人文・社会科学
融合領域

11

10 経営学委員会

13
統合生物学
委員会

12
基礎生物学
委員会

No. 分野別委員会
学術領

域番号
学術研究領域
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18-4 安全と安心の探究

18-5 国民の生活と健康寿命

19 歯学委員会 19-1 先端口腔科学研究

20-1
精密合成とグリーンケミストリーの基
盤整備

20-2
ケミカルバイオロジーの研究基盤整
備

20-3
ゲノム解析とインフォマティクスによる
医薬品開発

20-4
疾患生物学に基づく分子標的薬の開
発

20-5
抗体医薬等に対するバイオロジクス
研究

20-6
バイオ（分子）イメージングや動態予
測の技術開発

20-7
ナノテクノロジーを基盤としたDDS開
発と創薬

20-8
遺伝子情報の医薬品開発や個別化
医療への応用

20-9
遺伝子治療や再生医療等の細胞・組
織の医薬応用

20-10
生薬等医薬資源の科学の構築と医
療展開

21-1 環境計測・動態解析・モデリング学

21-2 環境影響・リスク評価学

21-3 環境技術

21-4 資源循環学

21-5 自然共生学

21-6 生物多様性保全学

21-7 環境計画・政策学

21-8 環境教育

21-9 持続可能性科学

21-10 放射線・化学物質健康影響科学

22
数理科学
委員会

22-1 数理科学

23-1 物性物理学・一般物理学

23-2 素粒子物理学・原子核物理学

23-3 天文学・宇宙物理学

24-1 大気・水圏科学

24-2 宇宙惑星科学

24-3 固体地球科学

24-4 地球生命科学

24-5 地球人間圏科学

25-1 情報基礎学

25-2 ソフトウェア学

18
健康・生活科学
委員会
(つづき)

25 情報学委員会

20 薬学委員会

地球惑星科学
委員会

環境学委員会

23 物理学委員会

24

21

学術研究領域No. 分野別委員会
学術領

域番号

14-1 食の安全保障

14-2
グローバル食・エネルギー資源開発
と生産

14-3 次世代ゲノム育種

14-4 農業環境システムイノベーション

14-5 持続共生社会創成

14-6 持続的森林管理とバイオマスの利用

14-7
昆虫科学の大規模基盤構築と近未
来技術

14-8 大規模変動対応型土壌保全

14-9 植物保護

15-1 マリンイノベーション

15-2
新飼料種苗と新家畜品種候補の探
索と創成

15-3 循環型農業システムの構築

15-4
産業動物・伴侶動物ライフイノベー
ション

15-5 ヒトと動物の共通感染症

15-6 微生物機能開発

15-7 天然物・植物ケミストリー

15-8
統合情報システム化によるフードイノ
ベーション

15-9
水・土・生物の微生物叢の網羅的解
析と利用

16-1 脳による心身の機能制御とその破綻

16-2
生体機能システムの理解・予測・制
御

16-3 形態・細胞生物医科学

16-4 免疫

16-5 ヒト生命情報統合研究

16-6 病原体学

16-7 工学技術による医学・医療の革新

16-8 実験動物

17-1 臨床医学と基礎医学の知の結集

17-2 再生医療

17-3
臨床医学における最先端イメージン
グ

17-4 疾患ゲノム／ゲノムコホート

17-5 人の健康を守る総合的放射線研究

18-1 環境・生命・健康統合研究

18-2
長寿社会を推進する学際的ジェロント
ロジーの構築

18-3 ケアサイエンス研究

15
食料科学
委員会

分野別委員会
学術領

域番号
学術研究領域No.

14 農学委員会

17
臨床医学
委員会

18
健康・生活科学
委員会

16
基礎医学
委員会
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25-3 情報システム工学

25-4 情報ネットワーク工学

25-5 データ工学

25-6
情報セキュリティ・ディペンダビリティ
工学

25-7 知覚情報学

25-8 知能情報学

25-9 メディア情報学

25-10 社会情報学

26-1 分析化学・計測科学

26-2 無機化学

26-3 高分子

26-4 有機化学

26-5 物理化学・理論

26-6 生物化学・バイオ

26-7 環境化学・地球化学

26-8 材料・ナノ科学

26-9 エネルギー

26-10 健康・安心

27-1

応用物理学
　（学術研究小領域）
　1.統合エレクトロニクス研究領域
　2.新材料・プロセス技術研究領域
　3.基礎基盤、新分野開拓領域
　4.ライフ・バイオ領域
　5.環境・エネルギー領域
　6.安全・安心技術領域

27-2 知の統合学

27-3 エネルギー学

27-4 安全工学

27-5

放射線工学
　（学術研究小領域）
　1.放射線利用工学
　2.放射線生物影響学

27-6 グローバル資源学

27-7

計算科学
　（学術研究小領域）
　1.計算科学
　2.計算基盤

27-8 航空宇宙工学

27-9 船舶・海洋工学

27-10 プラズマ科学

28
機械工学
委員会

28-1 機械材料・材料力学

26 化学委員会

27
総合工学
委員会

No. 分野別委員会
学術領

域番号
学術研究領域

情報学委員会
(つづき)
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28-2 熱・流体力学

28-3 機械力学・制御

28-4 計算力学

28-5 設計・生産工学

28-6 マイクロナノ工学

28-7 ロボティクス・機械システム

28-8 環境・エネルギー工学

29-1 電力応用システム技術

29-2 計測・制御技術

29-3 電子デバイス・電子機器

29-4 情報通信基盤科学技術

29-5 情報通信社会基盤システム

29-6 光・電波技術

29-7 医療電子技術

30-1 構造工学

30-2 地盤工学

30-3 水工学

30-4 防災・減災学

30-5 運輸・交通工学

30-6 都市・地域・建築計画学

30-7 環境・設備・エネルギー工学

30-8 歴史・景観・デザイン学

30-9 建設生産・建設材料学

30-10 ストックマネジメント

31-1 材料システム工学

31-2 材料プロセス工学

31-3 材料解析・診断学

31-4 社会インフラ材料学

31-5 グリーン・エネルギー材料学

31-6 医療・バイオ材料学

31-7 デバイス材料学

31-8 材料ゲノム工学

31-9 理論・計算材料工学

31-10
材料の物理と化学（ 材料リテラシー
学）

29
電気電子工学
委員会

30
土木工学
・建築学
委員会

31
材料工学
委員会

No. 分野別委員会
学術領

域番号
学術研究領域

機械工学
委員会
(つづき)

28
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４ 提言の内容 

 
(1) 国家的な大型研究プロジェクトの推進には、長期間にわたって多額の経費を措置

する必要があるため、社会や国民の幅広い理解を得ながら、長期的な展望をもって戦略

的・計画的に推進していくことが強く求められる。本分科会は、日本学術会議「日本の

展望―学術からの提言 2010―」の実現に向けて、大型研究計画の観点から学術の方向性

を明らかにするために、新たに学術大型研究計画 207 件（区分 I 及び区分 II の合計）

と重点大型研究計画 27件を取りまとめ、その内容をマスタープラン 2014として提案す

る。 

 

(2) マスタープラン 2014は、科学者コミュニティの総意として、日本学術会議が積極

的に関与すべきとする方向性を具現化したものである。今後、科学者コミュニティは、

大型研究計画の実現を通じて研究の発展を図り、我が国の科学技術の振興に貢献するこ

とが求められる。なお、学術全体の発展には、大型研究に馴染まない学術領域の貢献も

極めて重要であることはいうまでもない。 

 

(3) マスタープラン 2014で策定された大型研究計画は、今後、科学技術立国を旨とす

る我が国の将来に資するために、国として計画に措置されるべきである。このため、大

型研究計画が、国や自治体等の学術に関わる政策に速やかに反映されることが求められ

る。 
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５ 提言：学術大型研究計画 

 
(1) 策定過程 

 
 学術研究領域の策定後、本分科会では、学術大型研究計画の策定作業に取り組んだ。 

 具体的には、区分 I（新規計画）と、区分 II（マスタープラン 2010もしくは 2011に掲

載されかつ現在実施中の計画）について公募を行った。公募は、2013 年２月 15 日に開

始し、３月 31 日に締め切った。その結果、応募数は、区分 I が 209 件、区分 II が 15

件、合計 224件であり、全体に対する各部の提案応募数の比率は、各々第一部 11％、第

二部 24％、第三部 65％であった。 

これらに対して行われた分野（部）別学術大型研究計画評価分科会の評価と取りまと

めを踏まえて、本分科会は、2013 年６月 20 日に学術大型研究計画（案）を策定した。

その結果、マスタープラン 2014 における学術大型研究計画は、区分 I が 192 件、区分

IIが 15件、合計 207件となった。 

策定した学術大型研究計画の分野別件数を表１に示す。 
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応募提案
件数

学術大型
研究計画

応募提案
件数

学術大型
研究計画

1 言語・文学委員会 1 0 1 1

2 哲学委員会 0 0 0 0

3 心理学・教育学委員会 6 6 1 1

4 社会学委員会 1 1 0 0

5 史学委員会 3 2 0 0

6 地域研究委員会 2 2 0 0

7 法学委員会 1 1 0 0

8 政治学委員会 0 0 0 0

9 経済学委員会 2 2 0 0

10 経営学委員会 0 0 0 0

11 人文・社会科学融合領域 6 5 0 0

22 19 2 2

12 基礎生物学委員会 3 3 1 1

13 統合生物学委員会 6 6 0 0

14 農学委員会 12 12 0 0

15 食料科学委員会 8 8 0 0

16 基礎医学委員会 10 8 1 1

17 臨床医学委員会 4 3 0 0

18 健康・生活科学委員会 2 2 0 0

19 歯学委員会 1 1 0 0

20 薬学委員会 5 5 1 1

51 48 3 3

21 環境学委員会 4 4 0 0

22 数理科学委員会 1 1 0 0

23 物理学委員会 24 24 7 7

24 地球惑星科学委員会 16 13 1 1

25 情報学委員会 36 30 0 0

26 化学委員会 9 9 0 0

27 総合工学委員会 23 23 2 2

28 機械工学委員会 6 6 0 0

29 電気電子工学委員会 5 5 0 0

30 土木工学・建築学委員会 6 4 0 0

31 材料工学委員会 6 6 0 0

136 125 10 10

209 192 15 15

小計

小計

総件数

第三部

部／分野

区分Ｉ 区分ＩＩ

第一部

第二部

小計

 
表１ 学術大型研究計画の分野別応募件数と選定件数（区分Ⅰ・Ⅱ別） 

 

(2) 学術大型研究計画一覧 

 
策定された学術大型研究計画の一覧（区分 I：192件、区分 II：15件、合計 207件）

を示す。なお、各大型研究計画の説明は、＜付属資料＞学術大型研究計画：区分 I 及

び学術大型研究計画：区分 IIに掲載している。 
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を

通
し

て
社

会
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

3
5

：
「

汎
い

の
ち

学
」
の

文
化

関

連
情

報
資

源
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

及
び

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
・
展

開
。

1
0
ヵ

年
で

6
0
。

「
い

の
ち

」

に
関

す
る

学
術

・
文

化

関
連

情
報

資
源

の
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

、
S
N

S
を

活
用

し
た

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

、
い

の
ち

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
と

実
施

。

京
都

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
を

中
心

と
す

る
、

学
内

関
連

部

局
を

含
め

た
「
汎

い
の

ち
学

」
連

繋
ユ

ニ
ッ

ト
お

よ
び

学
外

関
連

諸

分
野

の
研

究
者

に
よ

る
「
汎

い
の

ち
学

」
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

。

2
3
-
3

科
学

的
な

法
の

実
務

を
支

え
る

研
究

・

研
修

シ
ス

テ
ム

の
構

築

E
s
ta

b
li
s
h
in

g
 t

h
e
 t

ra
in

in
g
 s

y
s
te

m

to
 p

ro
m

o
te

 f
a
ir
 a

n
d
 s

c
ie

n
ti
fi
c

p
ra

c
ti
c
e
s
 i
n
 l
a
w

科
学

的
知

見
に

基
づ

く
法

の
策

定

や
、

よ
り

良
き

実
践

を
可

能
に

す
る

た

め
、

法
と

人
間

科
学

研
究

・
研

修
セ

ン

タ
ー

（
多

領
域

連
携

を
行

う
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
室

を
含

む
）
を

設
置

し
、

基
盤

研
究

を
進

め
、

成
果

を
研

修
と

し
て

実
務

家
や

国
民

に
提

供
す

る
。

①
社

会
実

装
に

耐
え

る
堅

牢
な

学
術

成
果

が
得

ら
れ

る
。

②
問

題
解

決
を

目
指

す
社

会
的

意
義

あ
る

研
究

が

可
能

。
③

個
別

研
究

班
を

法
シ

ス
テ

ム
に

沿
っ

て
編

成
、

研
究

力
を

強
化

で
き

る
。

④
法

シ
ス

テ
ム

を
前

提
と

す

る
国

際
的

に
対

等
な

共
同

研
究

が
可

能
。

①
科

学
的

知
見

に
基

づ
く

法
の

策
定

や
実

務
は

「
信

頼
と

連
帯

に
支

え
ら

れ
た

社
会

」
構

築
に

資
す

る
。

②
実

務
家

へ
の

知
見

提
供

・
研

修
は

諸
機

関
の

改
革

・
改

善
案

に
沿

っ
て

お
り

、

問
題

解
決

に
資

す
る

。
③

実
務

の
改

善
は

予
防

的
な

経
済

的
効

果
を

も

つ
。

H
2
5
-
H

2
7

：
4

セ
ン

タ
ー

の
設

置
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

と
実

施

H
2
8
-
H

3
1

：
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善

H
3
2
-
H

3
4

：
パ

ッ

ケ
ー

ジ
化

法
と

人
間

科
学

研
究

・

研
修

セ
ン

タ
ー

設
置

費

1
2
、

運
営

費
5
8

①
舵

取
り

を
す

る
コ

ア
グ

ル
ー

プ

（
学

術
会

議
「
法

と
心

理
学

分
科

会
」

、
セ

ン
タ

ー
代

表
者

を
含

む
）
、

②
4
つ

の
研

究
・
研

修
セ

ン

タ
ー

（
1
つ

を
本

部
と

す
る

）
、

③
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ボ

ー
ド

（
国

内
外

の

研
究

者
・
実

務
家

）

3
3
-
4

融
合

的
社

会
脳

研
究

セ
ン

タ
ー

構
想

P
ro

p
o
s
a
l 
fo

r 
th

e
 i
n
s
ti
tu

te
 f

o
r

in
te

g
ra

ti
v
e
 s

o
c
ia

l 
b
ra

in
 a

n
d

m
in

d
s

思
い

や
り

・
道

徳
な

ど
の

社
会

性
を

担
う

脳
の

仕
組

み
を

解
明

し
、

社
会

性
適

応
障

害
の

予
防

を
心

理
・
社

会

科
学

と
脳

科
学

の
協

働
に

よ
る

融
合

的
社

会
脳

の
立

場
か

ら
考

え
る

。
不

適
応

の
解

明
を

通
し

て
、

認
知

症
・
い

じ
め

等
の

予
防

の
方

法
を

考
え

る
。

社
会

性
を

担
う

前
頭

葉
の

脳
内

機
構

の
解

明
が

人
文

系
諸

科
学

の
成

果

を
取

り
込

ん
で

、
融

合
社

会
脳

と
い

う

新
た

な
学

問
領

域
を

切
り

開
き

つ
つ

あ
る

。
社

会
脳

の
衰

退
を

招
く
症

例
を

取
り

上
げ

、
展

望
を

拓
く

社
会

脳
シ

リ
ー

ズ
全

8
巻

を
刊

行
中

。

社
会

が
抱

え
る

社
会

不
適

応
を

、
脳

の
制

約
を

ロ
ボ

ッ
ト

と
の

共
生

で
補

完

し
た

社
会

脳
デ

ザ
イ

ン
で

改
善

し
、

高

齢
者

や
不

適
応

者
の

健
全

な
社

会

適
応

を
促

し
、

社
会

復
帰

さ
せ

医
療

関
連

の
社

会
コ

ス
ト

を
大

幅
に

削
減

し
、

関
連

産
業

の
育

成
に

資
す

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
融

合
社

会
脳

研
究

セ
ン

タ
ー

の
体

制
の

確
立

と

施
設

整
備

H
2
9
-
H

3
7
：
運

用
の

開
始

総
額

9
0
.6

初
期

投
資

2
0
、

運
営

費

7
0
.6

（
施

設
整

備
費

2
0
、

経
常

経
費

2
0
、

運
営

費
5
0
、

国
際

シ
ン

ポ
開

催
費

0
.6

）

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
の

心

理
、

医
学

、
工

学
研

究
科

、

C
iN

E
T
(脳

情
報

)を
実

施
機

関
と

し
、

私
の

仕
事

館
、

電
気

通
信

基

礎
研

や
高

等
研

の
施

設
の

一
部

を
借

用
し

融
合

社
会

脳
研

究
セ

ン
タ

ー
を

設
立

（
実

行
組

織
は

運

営
委

員
会

）

4
3
-
4

顔
認

知
研

究
に

よ
る

社
会

性
の

理
解

と
支

援
F
ac

e
 r

e
c
o
gn

it
io

n
 a

n
d 

so
c
ia

l 
ad

ap
ta

ti
o
n
：
 s

u
pp

o
rt

s 
an

d 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g

顔
認

知
の

問
題

に
よ

り
社

会
的

な
適

応
に

直
面

す
る

障
害

児
・
者

と
、

そ
の

自
覚

が
な

い
精

神
疾

患
者

の
支

援
を

目
的

と
し

た
基

礎
研

究
を

、
認

知
科

学
・
臨

床
科

学
・
神

経
科

学
の

連
携

で
行

う
。

障
害

児
・
者

支
援

と
理

解
、

教
育

・
療

育
の

指
導

に
も

言
及

す

る
。

自
閉

症
な

ど
社

会
適

応
困

難
者

の

脳
内

機
能

を
明

ら
か

に
し

、
そ

の
社

会
的

支
援

を
顔

認
知

の
解

明
を

基
礎

に
行

う
。

近
年

の
研

究
か

ら
、

様
々

な

顔
認

知
障

害
の

可
能

性
が

指
摘

さ

れ
、

そ
の

機
能

と
学

習
過

程
を

解
明

す
る

こ
と

は
緊

急
の

学
術

的
問

題
で

あ
る

。

社
会

や
会

社
、

学
校

教
育

現
場

と

い
っ

た
様

々
な

現
場

で
、

社
会

適
応

に
困

難
を

持
つ

児
・
者

が
み

ら
れ

、
そ

の
能

力
の

ば
ら

つ
き

が
問

題
視

さ
れ

て
い

る
。

顔
認

知
の

障
害

を
起

因
と

し

た
可

能
性

も
高

く
、

そ
の

支
援

と
援

助

を
追

及
す

る
こ

と
は

必
須

で
あ

る
。

H
2
6
-
H

2
9

：
E
E
G

、

M
E
G

、
fM

R
I

、

N
IR

S
、

非
ヒ

ト
霊

長

類
に

お
け

る
神

経
生

理
学

的
研

究

総
額

5
.7

6
（
H

2
5
-
H

2
9
）

設
備

費
0
.5

1
、

消
耗

品

費
1
.1

3
、

旅
費

0
.6

9
、

人

件
費

・
謝

金
3
.1

2
、

他

0
.3

1

【
研

究
総

括
】

同
志

社
大

学

【
臨

床
科

学
サ

イ
ト

】
国

立
精

神
・

神
経

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

精
神

保
健

研
究

所
【
基

礎
研

究
サ

イ

ト
】
中

央
大

学
、

自
然

科
学

研
究

機
構

生
理

学
研

究
所

、
名

古
屋

大
学

、
筑

波
大

学
、

富
山

大
学

5
3
-
6

「
乳

児
発

達
保

育
実

践
政

策
学

」
研

究
・
教

育
推

進
拠

点
の

形
成

―
発

達

基
礎

の
解

明
に

基
づ

く
乳

児
期

か
ら

の
良

質
な

保
育

・
養

育
環

境
の

構
築

C
e
n
te

r 
fo

r 
c
o
ll
a
b
o
ra

ti
v
e

re
s
e
a
rc

h
-
e
d
u
c
a
ti
o
n
 n

e
tw

o
rk

 o
f

in
fa

n
t 

s
tu

d
y
：
 d

e
s
ig

n
 f

o
r 

h
ig

h

q
u
a
li
ty

 s
y
s
te

m
 i
n
 e

a
rl
y
 c

h
il
d
h
o
o
d

e
d
u
c
a
ti
o
n
 a

n
d
 c

a
re

保
育

実
践

政
策

学
確

立
の

た
め

に

乳
児

の
保

育
の

質
と

発
達

縦
断

研

究
、

乳
児

発
達

基
礎

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
、

国
際

保
育

政
策

比
較

を
基

に
子

ど
も

子
育

て
政

策
提

言
と

人
材

育
成

を
行

う
。

乳
児

発
達

に
関

し
、

発
達

心
理

学
・

発
達

神
経

科
学

、
発

達
小

児
科

学
、

保
育

学
・
教

育
学

、
社

会
福

祉
行

財

制
政

策
学

の
研

究
連

携
で

の
新

た

な
学

術
領

域
の

創
造

と
わ

が
国

最
初

の
国

際
研

究
拠

点
形

成
と

な
る

。

少
子

化
、

待
機

児
童

、
初

期
か

ら
の

発
達

格
差

等
の

社
会

的
課

題
に

対
し

て
我

が
国

の
乳

児
発

達
実

証
デ

ー
タ

に
基

づ
き

子
ど

も
の

発
達

の
視

点
か

ら
の

具
体

的
提

言
を

行
う

こ
と

が
で

き

る
。

H
2
7
-
H

3
6

総
額

7
5

初
期

投
資

、
セ

ン
タ

ー
・

研
究

設
備

1
5
（
脳

機
能

計
測

、
行

動
解

析
、

分

子
生

物
）
、

年
度

事
業

経

費
6
(3

.5
、

協
力

2
.5

)計
6
0

東
京

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
（
医

学
系

、
総

合
文

化
、

農
学

生
命

科
学

、
社

会
科

学
研

究
所

と
部

局
間

連
携

、
お

茶
大

、
東

北

大
と

事
業

連
携

）

人 文 ・ 社 会 科 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

6
3
-
7

子
ど

も
・
青

少
年

の
成

長
・
能

力
形

成
・
キ

ャ
リ

ア
発

達
と

生
育

環
境

・
学

校
教

育
に

関
す

る
縦

断
的

調
査

研
究

A
 l
o
n
g
it
u
d
in

a
l 
s
tu

d
y
 o

n
g
ro

w
th

,

a
b
il
it
y
 f

o
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 c

a
re

e
r

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

c
h
il
d
re

n
/
y
o
u
th

a
n
d
 t

h
e
 i
n
fl
u
e
n
c
e
 o

f 
li
fe

e
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

n
d
 s

c
h
o
o
li
n
g

小
中

高
校

生
と

保
護

者
、

教
師

を
対

象
に

成
長

・
能

力
形

成
・
キ

ャ
リ

ア
発

達
と

そ
の

影
響

要
因

に
つ

い
て

縦
断

的
調

査
を

行
い

、
そ

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

、
学

術
的

知
見

の
提

供
、

及
び

教
育

の
在

り
方

に
関

す
る

政
策

的
・

実
践

的
提

言
を

行
う

。

①
本

研
究

に
よ

る
縦

断
的

調
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
と

研
究

者
へ

の
公

開
、

及
び

②
同

デ
ー

タ
に

基
づ

く
当

該
テ

ー
マ

に
関

す
る

学
術

的
知

見
の

国
内

外
へ

の
発

信
は

、
発

達
研

究
や

少
年

福
祉

・
学

校
教

育
の

在
り

方
に

関
す

る
研

究
に

貴
重

な
貢

献
と

な

る
。

青
少

年
の

健
全

育
成

・
福

祉
と

学
校

教
育

の
質

向
上

は
国

際
的

に
も

国

内
的

に
も

重
大

関
心

事
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
「
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

合
理

的
か

つ
適

切
な

政
策

・
実

践
」
の

促

進
と

い
う

点
を

含
め

て
、

本
研

究
の

社
会

的
価

値
は

高
い

。

H
2
5
-
H

3
6
：
縦

断
的

調
査

の
企

画
・

実

施
・
結

果
分

析
及

び

研
究

成
果

の
公

表

総
額

6
9

質
問

紙
調

査
実

施
経

費

6
4

（
5

回
分

・
業

者
委

託
）
、

人
件

費
3
、

運
営

費
2
（
設

備
・
備

品
・
施

設

借
料

、
研

究
成

果
報

告

書
・
公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

等
の

諸
経

費
を

含
む

）

拠
点

大
学

、
日

本
教

育
学

会
、

及
び

日
本

学
術

会
議

の
登

録
団

体
で

教
育

学
関

連
学

会
連

絡
協

議
会

の
参

加
学

会
（
7
6
学

会
）
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
が

実
行

す
る

。

拠
点

大
学

は
採

択
さ

れ
る

見
通

し
が

立
っ

た
時

点
で

決
定

す
る

。

7
4
-
7

大
規

模
社

会
調

査
の

デ
ー

タ
創

出
・

管
理

・
提

供
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
開

発

と
基

盤
整

備
―

大
規

模
社

会
調

査
基

盤
構

築
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
形

成
―

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

s
y
s
te

m
 a

n
d

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 f

o
r 

d
a
ta

g
e
n
e
ra

ti
o
n
, 
d
a
ta

 m
a
n
a
g
e
m

e
n
t,

a
n
d
 d

a
ta

 r
e
le

a
s
e
：
th

e

e
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
 f

o
ru

m
 f

o
r

o
rg

a
n
iz

a
ti
o
n
a
l 
c
o
a
li
ti
o
n
 i
n

c
o
n
d
u
c
ti
n
g
 l
a
rg

e
-
s
c
a
le

 s
o
c
ia

l

s
u
rv

e
y
s

大
規

模
社

会
調

査
を

継
続

的
に

実

施
し

て
き

た
研

究
チ

ー
ム

と
連

携
し

、

調
査

の
実

査
・
デ

ー
タ

管
理

・
デ

ー
タ

提
供

の
各

段
階

に
お

い
て

、
IT

を
活

用
し

て
効

率
化

を
進

め
、

迅
速

に

デ
ー

タ
公

開
の

で
き

る
各

種
シ

ス
テ

ム
を

開
発

、
試

行
し

、
普

及
を

図
る

。

欧
米

と
東

ア
ジ

ア
に

比
し

て
遅

れ
て

い
る

大
規

模
社

会
調

査
基

盤
の

構

築
に

追
い

つ
き

、
調

査
資

源
の

効
率

化
・
共

有
化

が
推

進
さ

れ
、

調
査

を

安
定

的
に

実
施

し
国

際
発

信
す

る
環

境
が

整
備

さ
れ

る
。

国
際

汎
用

性
の

あ
る

共
通

基
盤

が
形

成
さ

れ
る

。

国
の

統
計

調
査

や
世

論
調

査
の

効

率
化

へ
の

貢
献

。
E
v
id

e
n
c
e

b
a
s
e
d

な
政

策
立

案
の

促
進

と
高

度
化

。

デ
ー

タ
提

供
が

少
な

い
と

い
う

国
際

的
批

判
へ

の
打

破
。

日
本

研
究

の
推

進
。

回
答

者
で

あ
る

国
民

の
負

担
軽

減
。

震
災

関
連

を
含

め
学

術
成

果
を

社
会

に
迅

速
に

還
元

。

H
2
7
-
H

2
9

：
シ

ス
テ

ム
開

発

H
3
0
-
H

3
2
：
実

証
実

験 H
3
3
-
H

3
4
：
多

様
な

大
規

模
調

査
で

の

活
用

確
立

H
3
5
-
H

3
6

：
シ

ス
テ

ム
提

供
普

及

総
額

3
0

設
備

備
品

費
1
.1

（
タ

ブ

レ
ッ

ト
端

末
含

む
）
、

通

信
費

2
.1

、
シ

ス
テ

ム
開

発
・
更

新
費

0
.6

、
D

D
Iラ

イ
セ

ン
ス

・
P
C

ソ
フ

ト

0
.5

、
旅

費
1
、

謝
金

0
.1

、

人
件

費
1
3
、

シ
ス

テ
ム

の
開

発
・
試

行
・
運

用
に

参
画

す
る

調
査

費
1
1

大
阪

商
業

大
学

J
G

S
S
研

究
セ

ン

タ
ー

と
東

京
大

学
社

会
科

学
研

究
所

附
属

社
会

調
査

・
デ

ー
タ

ア
ー

カ
イ

ブ
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中

心
に

、
世

界
価

値
観

調
査

（
同

志

社
大

学
）
や

全
国

家
族

調
査

（
日

本
家

族
社

会
学

会
）
等

と
連

携
。

8
5
-
1

日
本

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

歴

史
的

展
開

に
関

わ
る

史
資

料
の

体
系

的
収

集
と

電
子

化
に

よ
る

ア
ー

カ
イ

ブ

の
構

築
な

ら
び

に
国

際
情

報
発

信
の

た
め

の
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

J
a
p
a
n
e
s
e
 h

is
to

ri
c
a
l 
m

a
te

ri
a
ls

 i
n

th
e
 l
a
te

 2
0
th

 c
e
n
tu

ry
 r

e
la

te
d
 t

o

th
e
 e

x
p
e
ri
e
n
c
e
s
 o

f 
in

n
o
v
a
ti
o
n
s

a
n
d
 c

o
m

p
u
te

ri
ze

d
 d

a
ta

b
a
s
e

c
e
n
te

r

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

貢
献

し
た

企
業

・

団
体

、
個

人
が

保
有

す
る

製
品

企

画
、

市
場

戦
略

、
製

品
開

発
・
製

造

な
ど

の
史

資
料

及
び

ヒ
ア

リ
ン

グ
情

報
の

収
集

、
そ

れ
ら

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

に
よ

る
デ

ジ
タ

ル
・
ア

ー
カ

イ
ブ

と
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

。

学
術

研
究

の
た

め
に

資
す

る
、

（
1
）

史
資

料
の

散
逸

防
止

、
（
2
）
史

資
料

の
整

理
・
公

開
方

法
の

整
備

、
（
3
）
史

資
料

収
集

に
不

可
欠

な
信

頼
性

の

あ
る

保
存

・
公

開
拠

点
の

構
築

に
あ

る
。

史
資

料
の

総
合

的
・
集

中
的

な
収

集

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

歴
史

展
開

と

し
て

の
産

業
文

化
の

保
存

・
研

究
の

布
石

と
な

る
。

ま
た

、
ア

ー
カ

イ
ブ

・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

は
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
史

関
連

分
野

の
日

本
の

学
術

研
究

に
貢

献
で

き
る

。

H
2
6
-
H

3
0

総
額

2
8

拠
点

整
備

費
等

2
、

グ

ル
ー

プ
調

査
費

セ
グ

メ

ン
ト

型
2
0
、

資
料

収
集

・

整
理

・
電

子
化

・
情

報
公

開
（
コ

ア
型

）
6

東
日

本
：
明

治
大

学
研

究
・
知

財
戦

略
機

構
ビ

ジ
ネ

ス
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
研

究
所

、
西

日
本

：

立
命

館
大

学
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

セ
ン

タ
ー

及

び
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

史
調

査
委

員

会
（
仮

称
）

9
5
-
1

日
本

の
美

術
に

関
す

る
包

括
的

情
報

共
有

と
発

信
の

た
め

の
基

盤
シ

ス
テ

ム
の

形
成

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
a
 c

o
m

p
re

h
e
n
s
iv

e

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 f

o
r 

in
fo

rm
a
ti
o
n

re
la

te
d
 t

o
 a

rt
 i
n
 J

a
p
a
n
 a

n
d

J
a
p
a
n
e
s
e
 a

rt
 o

v
e
rs

e
a
s

国
内

及
び

在
外

日
本

美
術

作
品

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
、

美
術

関
連

資
料

等
（
文

字
・
画

像
資

料
）
の

包
括

的
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

基
礎

研
究

と
構

築
、

美
術

関
連

図
書

等
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

連
携

機
能

の
開

発
の

3
本

を
計

画
の

中
核

と
す

る
。

日
本

美
術

に
関

す
る

国
内

外
の

多

様
な

情
報

が
整

備
さ

れ
れ

ば
、

美
術

に
関

す
る

学
術

研
究

分
野

に
と

っ

て
、

効
率

的
で

創
造

性
に

富
む

優
れ

た
研

究
環

境
が

確
保

さ
れ

る
と

と
も

に
、

情
報

学
関

連
の

実
践

的
な

研
究

の
機

会
が

提
供

さ
れ

る
。

日
本

の
美

術
品

・
資

料
等

の
所

在
情

報
を

含
む

基
礎

情
報

の
検

索
シ

ス
テ

ム
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
は

、
美

術
史

研
究

者
の

み
な

ら
ず

、
教

育
現

場
に

携
わ

る
者

や
一

般
の

利
用

者
に

と
っ

て
も

資
す

る
と

こ
ろ

が
大

き
く
、

多
大

な
社

会
的

貢
献

が
見

込
ま

れ
る

。

H
2
6
-
H

2
7

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
促

進

事
業

H
2
8
-
H

3
1
：
横

断
検

索
構

築
事

業

H
3
2
-
H

3
4
：
美

術
情

報
連

携
・
発

信
事

業

設
備

整
備

等
2
0
（
デ

ー

タ
セ

ン
タ

ー
等

整
備

、
国

立
機

関
・
連

携
拠

点
設

備
整

備
費

等
）
、

運
用

経

費
1
0
0

（
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

等
、

シ
ス

テ
ム

設

計
・
開

発
、

デ
ー

タ
化

及

び
Ｄ

Ｂ
構

築
支

援
、

調
査

研
究

費
等

）

（
独

）
国

立
美

術
館

（
5

館
）
と

（
独

）
国

立
文

化
財

機
構

（
4
館

及

び
2
研

究
所

）
の

2
法

人
が

中
心

と
な

り
、

全
国

美
術

館
会

議
、

日

本
博

物
館

協
会

及
び

美
術

史
学

会
等

関
連

学
会

と
の

連
携

組
織

を
設

け
る

。

人 文 ・ 社 会 科 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 

   分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
0

6
-
3

「
地

域
の

知
」
の

再
構

築
・
共

有
・
実

践

の
た

め
の

情
報

基
盤

形
成

In
te

rc
o
m

m
u
n
it
y
 p

la
tf

o
rm

 f
o
r

re
s
tr

u
c
tu

ri
n
g
, 
s
h
a
ri
n
g
 a

n
d

fa
c
il
it
a
ti
n
g
 r

e
g
io

n
a
l 
k
n
o
w

le
d
g
e

ア
ジ

ア
・
日

本
を

対
象

に
し

た
地

域
の

知
の

収
集

・
保

存
・
共

有
化

・
分

析
の

た
め

の
時

空
間

情
報

基
盤

を
開

発
し

地
域

の
知

の
拠

点
を

形
成

す
る

。
情

報
学

的
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

構
築

、
時

空
間

情
報

基
盤

開
発

、
基

盤
コ

ン
テ

ン
ツ

の
整

備
の

技
術

開
発

を
行

う
。

自
律

分
散

的
に

運
営

で
き

、
成

果
を

地
域

還
元

で
き

る
地

域
の

知
の

世
界

拠
点

と
な

り
、

時
空

間
情

報
処

理
技

術
の

確
立

し
、

地
域

理
解

、
社

会
連

携
シ

ス
テ

ム
構

築
、

地
域

政
策

科
学

支
援

が
可

能
な

時
空

間
人

文
社

会

科
学

の
構

築
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

本
事

業
で

整
備

さ
れ

る
地

域
の

知
の

時
空

間
情

報
基

盤
は

、
研

究
者

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
情

報
を

扱
う

全
て

の

実
務

者
・
学

習
者

に
も

公
開

さ
れ

、
実

際
の

地
域

理
解

に
役

立
つ

。
地

域
問

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

3
5

：
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
・
地

域

の
知

収
集

・
共

有
化

H
2
6
-
H

2
8

：
シ

ス
テ

ム
の

概
念

設
計

H
2
9
-
H

3
1
：
開

発

H
3
2
-
H

3
5
：
拡

張

総
額

9
0

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
費

1
8
.5

、
地

域
の

知
の

収

集
・
共

有
化

費
用

2
7
.5

、

シ
ス

テ
ム

の
概

念
設

計

費
1
2
、

プ
ロ

タ
イ

プ
・
試

行
シ

ス
テ

ム
開

発
費

1
6
、

シ
ス

テ
ム

の
拡

張

費
1
6

東
京

大
学

空
間

情
報

科
学

セ
ン

タ
ー

、
京

都
大

学
地

域
研

究
統

合
情

報
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と

な
っ

て
実

施
し

、
地

理
学

研
究

連
携

機
構

、
地

域
研

究
コ

ン

ソ
ー

シ
ア

ム
や

、
国

内
外

の
関

連
研

究
を

行
う

大
学

・
研

究
機

関
と

も
連

携
す

る
。

1
1

6
-
7

人
類

の
文

化
遺

産
の

継
承

と
創

造
に

関
す

る
国

際
共

同
研

究
と

ク
ラ

ウ
ド

型

情
報

デ
ー

タ
バ

ン
ク

の
構

築

A
n
 i
n
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
c
o
ll
a
b
o
ra

ti
v
e

re
s
e
a
rc

h
 p

ro
je

c
t 

fo
c
u
s
in

g
 o

n

c
u
lt
u
ra

l 
h
e
ri
ta

g
e
 a

n
d

c
o
n
s
tr

u
c
ti
n
g
 a

 c
la

u
d
-
ty

p
e

d
a
ta

b
a
s
e
 f

o
r 

d
is

s
e
m

in
a
ti
n
g

re
s
e
a
rc

h
 r

e
s
u
lt
s

国
際

文
化

遺
産

学
術

研
究

施
設

を

設
立

し
、

世
界

各
地

の
有

形
お

よ
び

無
形

の
文

化
資

源
（
文

化
遺

産
）
の

歴
史

や
現

状
、

継
承

に
関

し
て

国
内

外
の

諸
機

関
と

共
同

研
究

を
実

施
し

つ
つ

、
世

界
規

模
の

デ
ー

タ
バ

ン
ク

を
構

築
し

、
多

言
語

で
世

界
に

発
信

す
る

。

人
類

の
文

化
遺

産
に

関
す

る
国

際

共
同

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

ク

ラ
ウ

ド
型

情
報

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

を
創

出

し
、

研
究

成
果

を
多

言
語

で
発

信
す

る
こ

と
は

、
知

的
な

頭
脳

循
環

を
世

界
規

模
で

飛
躍

的
に

促
進

し
、

「
未

来
創

造
学

」
の

創
成

に
つ

な
が

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
影

響
の

も
と

世
界

的
な

規
模

で
人

類
の

文
化

遺
産

が

消
滅

の
危

機
に

瀕
し

て
い

る
。

こ
の

問
題

の
解

決
や

改
善

に
本

研
究

は

貢
献

で
き

る
。

ま
た

、
文

化
遺

産
に

関

す
る

よ
り

正
確

な
情

報
を

世
界

中
の

人
々

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

H
2
6
-
H

2
7

：
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

試
行

、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

開
発

H
2
8
-
H

2
9
：
施

設
建

設 H
2
9
-
H

3
0
：
情

報
基

盤
整

備

H
2
8
-
H

3
5
：
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施

H
3
0
-
：
情

報
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
稼

働

国
際

共
同

研
究

経
費

8
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

開
発

お

よ
び

分
散

型
情

報
集

積

基
盤

シ
ス

テ
ム

の
構

築

1
.5

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

設

備
2

、
人

件
費

お
よ

び

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
管

理
・

運
用

経
費

1
0
、

施
設

建

設
お

よ
び

備
品

4
2

国
立

民
族

学
博

物
館

が
中

心
と

な
り

、
国

立
民

俗
博

物
館

（
韓

国
）
、

中
国

社
会

科
学

院
、

北
大

ア
イ

ヌ
先

住
民

族
研

究
セ

ン
タ

ー

等
が

実
行

母
体

で
、

各
機

関
の

代
表

者
か

ら
な

る
文

化
遺

産
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
会

議
が

総
括

す

る
。

1
2

7
-
6

知
的

財
産

情
報

ア
ー

カ
イ

ヴ
の

構
築

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
in

te
ll
e
c
tu

a
l

p
ro

p
e
rt

y
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

rc
h
iv

e
s

法
学

分
野

の
文

献
を

保
存

・
提

供
す

る
た

め
、

ア
ー

カ
イ

ヴ
化

に
よ

り
、

法

律
文

献
に

関
す

る
基

盤
整

備
・
基

礎

研
究

を
行

う
。

今
回

の
研

究
は

、
分

野
特

有
の

情
報

検
索

が
必

要
な

知

的
財

産
法

分
野

の
対

象
と

す
る

。

以
下

の
2
点

に
つ

い
て

意
義

を
有

す

る
。

①
ア

ー
カ

イ
ヴ

の
構

築
に

よ
り

知

的
財

産
法

に
関

す
る

一
連

の
情

報
に

対
す

る
ア

ク
セ

ス
が

容
易

に
な

る
。

②
知

的
財

産
情

報
ア

ー
カ

イ
ヴ

が
完

成
し

た
暁

に
は

、
知

的
財

産
法

に
関

す
る

情
報

の
総

索
引

が
で

き
あ

が

る
。

ア
ー

カ
イ

ヴ
化

の
取

り
組

み
が

進
ん

で
い

な
い

法
学

分
野

に
お

い
て

、
本

研
究

で
構

築
す

る
ア

ー
カ

イ
ヴ

は
先

駆
け

的
存

在
と

な
り

、
法

学
界

、
法

曹

実
務

、
産

業
界

が
求

め
る

知
的

財
産

情
報

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
容

易
に

す
る

も
の

で
あ

る
。

H
2
6
-
H

2
7

：
設

備
・

環
境

の
整

備

H
2
8
-
H

3
0

：
ア

ー
カ

イ
ヴ

シ
ス

テ
ム

構
築

H
3
1
-
H

3
3
：
文

献
情

報
登

載

設
備

・
開

発
費

用
5
0
、

運

営
費

等
1
0

大
阪

大
学

知
的

財
産

セ
ン

タ
ー

、

同
大

学
院

法
学

研
究

科
・
高

等

司
法

研
究

科
・
情

報
科

学
研

究

科
、

同
産

学
連

携
本

部

1
3

9
-
3

社
会

と
暮

ら
し

に
関

わ
る

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

研
究

所
の

創
設

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
n
 i
n
s
ti
tu

te
 f

o
r

m
ic

ro
-
d
a
ta

 r
e
s
e
a
rc

h
 o

n
 s

o
c
ie

ty

a
n
d
 d

a
il
y
 l
iv

in
g

有
効

な
パ

ネ
ル

デ
ー

タ
構

築
と

ミ
ク

ロ

実
証

分
析

が
世

界
か

ら
大

き
く

立
ち

後
れ

て
い

る
現

状
を

打
開

す
る

為
、

最
前

線
の

調
査

技
術

開
発

、
統

計
技

術
開

発
に

基
づ

く
調

査
員

教
育

と
調

査
、

実
証

研
究

者
教

育
と

実
証

研
究

を
行

う
研

究
所

を
創

設
す

る
。

調
査

員
教

育
と

有
能

な
調

査
員

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
ま

た
最

善
の

統
計

手
法

・
調

査
手

法
を

用
い

る
こ

と
で

回

収
率

が
高

く
信

頼
に

足
る

パ
ネ

ル

デ
ー

タ
を

構
築

し
、

実
証

研
究

者
教

育
を

通
し

て
現

状
最

善
の

実
証

技
術

を
も

つ
研

究
者

を
大

幅
に

養
成

す

る
。

近
年

質
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

社
会

調
査

全
般

の
質

を
高

め
、

国
際

標
準

の
パ

ネ
ル

調
査

を
実

施
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

蓄
積

し
、

ま
た

教
育

プ
ロ

グ

ラ
ム

を
通

し
て

民
間

の
社

会
調

査
能

力
及

び
実

証
分

析
能

力
が

飛
躍

的

に
向

上
す

る
。

H
2
6
-
H

3
0
の

5
年

間
人

件
費

1
4
.2

、
運

営
費

0
.9

、
設

備
費

0
.6

4

東
京

大
学

大
学

院
経

済
学

研
究

科
日

本
経

済
国

際
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
が

主
要

な
実

施
機

関
と

な

り
、

数
理

統
計

研
究

所
と

統
計

局

統
計

研
修

所
と

共
同

で
実

施
す

る
。

人 文 ・ 社 会 科 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
   分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
4

9
-
7

リ
ア

ル
タ

イ
ム

型
市

場
変

動
観

測
所

の
構

築
と

市
場

安
定

化
策

の
探

索

M
a
rk

e
t 

fl
u
c
tu

a
ti
o
n
s
 a

n
d

in
v
e
s
ti
g
a
ti
o
n
 f

o
r 

s
ta

b
il
iz

a
ti
o
n

m
e
a
s
u
re

s

情
報

化
技

術
に

よ
っ

て
自

動
化

が
進

ん
だ

金
融

市
場

の
高

頻
度

デ
ー

タ
を

俯
瞰

的
に

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
収

集
・
整

備
し

、
学

術
的

な
視

点
に

基
づ

い
て

市
場

の
作

動
特

性
分

析
を

行
い

、
異

常
な

変
動

に
対

し
て

警
報

を
出

す
世

界
初

の
学

術
的

研
究

拠
点

で
あ

る
。

高
速

情
報

処
理

と
ゲ

ー
ム

戦
略

に
基

づ
く

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

、
さ

ら
に

は
、

世

界
経

済
の

見
通

し
ま

で
が

複
雑

に
絡

む
金

融
市

場
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

デ
ー

タ
は

、
様

々
な

分
野

の
研

究
者

の
協

同
な

し
で

は
分

析
で

き
な

い
全

く
新

し

い
科

学
的

な
研

究
対

象
で

あ
る

。

利
害

関
係

な
し

に
学

術
研

究
の

立
場

か
ら

、
膨

大
な

市
場

変
動

デ
ー

タ
を

客
観

的
・
科

学
的

に
分

析
し

た
結

果

を
公

開
す

る
市

場
変

動
観

測
所

は
、

金
融

関
係

者
だ

け
で

な
く
、

広
く

国
民

が
経

済
や

市
場

に
関

し
て

冷
静

な
判

断
を

す
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

。

初
年

度
：
市

場
変

動

観
測

所
各

シ
ス

テ

ム
構

築

2
年

度
：

各
シ

ス
テ

ム
稼

働

4
-
７

年
度

：
シ

ス
テ

ム
更

新

1
0
年

度
：
次

世
代

観

測
所

技
術

の
集

約

実
時

間
市

場
変

動
分

析

シ
ス

テ
ム

一
式

1
0

、
市

場
変

動
特

性
分

析
開

発

シ
ス

テ
ム

一
式

5
、

市
場

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

一
式

5
、

市
場

デ
ー

タ
保

存
シ

ス
テ

ム
一

式

5
、

デ
ー

タ
購

入
費

1
0
、

人
件

費
1
6
、

研
究

費
な

ど
4

明
治

大
学

：
市

場
変

動
観

測
所

本
部

・
情

報
発

信
チ

ー
ム

、
東

京

工
業

大
学

：
変

動
特

性
分

析
研

究
チ

ー
ム

、
東

京
大

学
：
市

場
・

社
会

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

研
究

チ
ー

ム
、

統
計

数
理

研
究

所
：
市

場
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
分

析
研

究
チ

ー

ム

1
5

1
1
-
1

公
的

統
計

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

等
の

研
究

活

用
の

た
め

の
全

国
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

re
s
e
a
rc

h

n
e
tw

o
rk

 f
o
r 

e
v
id

e
n
c
e
-
b
a
s
e
d

p
o
li
c
y
 m

a
k
in

g
 b

y
 u

s
e
 o

f 
o
ff

ic
ia

l

s
ta

ti
s
ti
c
s
 m

ic
ro

d
a
ta

公
的

統
計

に
係

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

利
用

拠
点

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

、
厳

密

な
情

報
管

理
の

で
き

る
環

境
の

下
で

整
備

し
、

こ
れ

に
よ

り
、

「
事

実
に

基

づ
く

政
策

決
定

」
に

資
す

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

実
証

分
析

を
推

進
す

る
。

本
研

究
は

、
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
に

基
づ

く

実
証

分
析

に
関

し
て

、
我

が
国

の
研

究
者

の
研

究
力

量
の

向
上

、
人

文
社

会
科

学
分

野
の

国
際

競
争

力
の

向

上
な

ど
に

寄
与

し
、

政
策

科
学

研

究
、

科
学

的
な

施
策

の
立

案
・
評

価

を
促

進
す

る
も

の
で

あ
る

。

本
計

画
は

、
公

共
政

策
の

立
案

等
に

お
け

る
「
事

実
に

基
づ

く
政

策
決

定
」

の
効

果
的

な
実

践
、

客
観

的
な

情
報

に
基

づ
く
政

策
選

択
や

合
意

形
成

な

ど
に

寄
与

し
、

そ
れ

を
通

じ
て

国
民

生

活
や

社
会

・
経

済
に

恩
恵

が
も

た
ら

さ
れ

る
。

H
2
5
-
H

2
6

：
中

央

デ
ー

タ
拠

点
等

の

整
備

H
2
7
-
H

2
8

：
オ

ン
サ

イ
ト

分
析

拠
点

の
整

備 H
2
9
-
H

3
0
：
利

用
拠

点
の

整
備

○
デ

ー
タ

拠
点

整
備

：

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
、

通
信

回
線

等

の
経

費
2
1
.3

（
H

2
5
-
H

3
0

合
計

）
、

他
、

H
3
1
以

降
運

営
費

等
4
.7

/
年

独
法

統
計

セ
ン

タ
ー

、
情

報
・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
統

計
数

理
研

究
所

、
同

新
領

域
融

合
研

究
セ

ン
タ

ー
、

一
橋

大
学

、
神

戸
大

学
、

ほ
か

1
7
機

関

1
6

1
1
-
1

危
機

後
を

支
え

る
社

会
イ

ン
フ

ラ
と

真

の
豊

か
さ

を
実

現
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

・

ベ
ー

ス
・
ポ

リ
シ

ー
（
E
B

P
)研

究
と

社

会
科

学
デ

ー
タ

網
構

築
の

連
携

拠
点

(W
e
b
 o

f 
H

O
P
E
S
)

 T
h
e
 w

e
b
 o

f 
h
o
u
s
e
h
o
ld

 p
a
n
e
l-

d
a
ta

 a
n
d
 e

v
id

e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
-
p
o
li
c
y

s
tu

d
ie

s
 t

o
w

a
rd

s
 b

u
il
d
in

g
 s

o
c
ia

l

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 s

u
p
p
o
rt

in
g
 t

ru
e

p
ro

s
p
e
ri
ty

 i
n
 t

h
e
 p

o
s
t-

c
ri
s
is

w
o
rl
d
 (

W
e
b
 o

f 
H

O
P
E
S
)

市
場

の
質

理
論

を
基

礎
と

し
、

大
規

模
社

会
科

学
系

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

を
構

築
し

、
危

機
後

の
社

会
で

真
の

豊
か

さ
を

形
成

す
る

社
会

イ
ン

フ
ラ

の
在

り

方
を

提
示

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
・
ベ

ー
ス

制
度

設
計

・
政

策
提

言
・
評

価
の

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
実

現
す

る
。

「
市

場
の

質
」
と

い
う

日
本

発
の

新
し

い
経

済
理

論
を

国
際

的
に

定
着

さ
せ

る
．

高
質

な
市

場
形

成
を

支
え

る
社

会
イ

ン
フ

ラ
の

実
証

的
な

解
明

に
向

け
、

大
規

模
社

会
科

学
デ

ー
タ

を
構

築
し

、
政

策
の

現
場

で
の

E
B

P
の

高

度
化

を
目

指
す

。

学
術

会
議

が
提

言
す

る
「
自

由
で

活

力
あ

る
社

会
の

実
現

に
向

け
た

社
会

的
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

」
、

「
リ

ス
ク

に
対

応
す

る
た

め
の

高
質

な
市

場
の

構

築
」
を

実
現

し
、

科
学

技
術

を
真

の
豊

か
さ

に
つ

な
ぐ

た
め

に
必

要
な

市
場

の
活

用
方

法
を

明
ら

か
に

す
る

。

H
2
5
-
H

3
4

W
e
b

o
f

H
O

P
E
S

構
築

費
・
維

持
費

、
拠

点
活

動

費
8
3
、

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

設
計

・
構

築
費

、
設

計
費

7
9
、

公
的

デ
ー

タ
・
ア

ー

カ
イ

ブ
化

費
1
0

京
都

大
学

経
済

研
究

所
を

中
核

と
し

た
9
大

学
、

1
4
研

究
組

織
の

連
携

。

1
7

1
1
-
2

社
会

学
お

よ
び

社
会

福
祉

学
に

お
け

る
国

際
発

信
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

の
構

築

C
o
n
s
tr

u
c
ti
n
g
 a

 p
la

tf
o
rm

 f
o
r

d
is

s
e
m

in
a
ti
n
g
 t

o
 t

h
e
 w

o
rl
d

J
a
p
a
n
e
s
e
 s

c
h
o
la

rl
y
 s

tu
d
ie

s
 a

n
d

re
s
e
a
rc

h
 w

o
rk

 i
n
 t

h
e
 a

re
a
 o

f

s
o
c
io

lo
g
y
 a

n
d
 s

o
c
ia

l 
w

o
rk

日
本

の
社

会
学

お
よ

び
社

会
福

祉

学
領

域
で

の
研

究
を

海
外

に
発

信
す

る
拠

点
を

構
築

し
運

営
す

る
。

時
空

間
を

問
わ

ず
ア

ク
セ

ス
が

可
能

な
よ

う
に

、
サ

イ
バ

ー
空

間
上

の
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
と

し
て

構
築

す
る

。

研
究

の
国

際
的

発
信

基
地

を
設

置

す
る

こ
と

で
、

研
究

者
間

の
国

際
交

流
機

会
の

増
加

、
国

際
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
若

手
国

内
研

究
者

の
育

成
、

世
界

的
研

究
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア

へ
の

参
入

な
ど

、
日

本
の

研
究

の
底

上
げ

に
つ

な
が

る
。

日
本

の
研

究
を

世
界

の
研

究
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
の

レ
ベ

ル
に

押
し

上
げ

る
こ

と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

、
日

本
の

研
究

の

成
果

を
世

界
が

利
用

す
る

機
会

を
増

や
す

こ
と

で
世

界
・
人

類
全

体
の

知

恵
に

昇
華

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

に
な

る
。

H
2
3
-
H

2
4
：
事

業
構

想 Ｈ
2
5
：
試

験
的

運
行

Ｈ
2
6
：
事

業
開

始

H
2
7
-
H

2
9
：
本

格
稼

働
と

中
間

報
告

H
3
0
-
H

3
2
：
本

格
稼

働
と

事
業

移
管

中
央

・
地

方
拠

点
形

成

4
.3

、
学

術
論

文
翻

訳

2
.1

、
研

究
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
構

築
0
.3

試
験

的
運

行
機

関
中

は
日

本
学

術
会

議
社

会
学

委
員

会
社

会
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
分

科
会

が
実

行
組

織
と

な
る

が
、

事
業

開
始

以

降
は

「
国

際
研

究
発

信
セ

ン
タ

ー

（
仮

）
」
が

実
行

組
織

か
つ

実
施

機
関

と
な

る
。

人 文 ・ 社 会 科 学

25



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
8

1
1
-
2

視
聴

覚
文

化
の

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
拠

点
形

成
と

演
劇

・
映

像
・
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ

ン
の

情
報

資
源

統
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

に
関

わ
る

総
合

的
研

究

C
o
m

p
re

h
e
n
s
iv

e
 r

e
s
e
a
rc

h
 f

o
r 

th
e

e
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
 r

e
s
e
a
rc

h

c
e
n
tr

e
 a

n
d
 a

n
 i
n
te

g
ra

te
d

d
a
ta

b
a
s
e
 f

o
r 

a
u
d
io

-
v
is

u
a
l 
c
u
lt
u
re

H
2
6
：
準

備
研

究
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

設

計
開

始
。

H
2
7
：
全

国
規

模
の

拠
点

形
成

。
H

2
8
-
H

3
0
：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
と

、
著

作
権

に
関

す
る

法
制

化
。

H
3
1
-
H

3
5
：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
本

格
稼

働
と

全
世

界
向

け
発

信
、

継
続

的

デ
ー

タ
収

集
。

全
国

の
視

聴
覚

文
化

財
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

推
進

し
、

日
本

の
視

聴
覚

文
化

資
源

情
報

の
広

が
り

と
蓄

積
を

一
望

し
う

る
よ

う
な

、
統

合
さ

れ
た

多
言

語

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
と

共
有

財
化

に
よ

り
、

わ
が

国
視

聴
覚

文
化

資
源

の
国

際
的

な
流

通
を

実
現

す
る

。

視
聴

覚
文

化
財

を
資

源
化

す
る

べ

く
、

統
合

さ
れ

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

全

国
的

な
組

織
が

共
同

管
理

す
る

体

制
は

、
今

後
の

わ
が

国
文

化
の

あ
り

方
に

大
き

な
影

響
を

与
え

よ
う

。
こ

れ

ら
の

商
業

利
用

に
も

大
き

く
道

を
開

く

こ
と

に
な

る
。

H
2
6
-
H

3
5

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
設

計
・
構

築

及
び

公
開

総
額

7
5

装
置

・
設

備
投

資
1
0
、

資

料
デ

ジ
タ

ル
化

経
費

2
0
、

研
究

開
発

費
3
0
、

人
件

費
6
、

資
料

購
入

費

4
、

拠
点

運
営

費
5

H
2
2
に

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

指
定

を
受

け
た

早
稲

田
大

学
坪

内
博

士
記

念
演

劇
博

物
館

を
実

施
機

関
と

し
、

演
劇

映
像

学

連
携

研
究

拠
点

を
実

行
組

織
と

し
て

、
こ

れ
を

早
稲

田
大

学
が

全

面
的

に
支

援
す

る
。

1
9

1
1
-
3

歴
史

文
化

遺
産

の
統

合
バ

ン
ク

の
構

築
と

地
域

歴
史

文
化

再
生

プ
ロ

グ
ラ

ム C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
 d

a
ta

b
a
s
e

b
a
n
k
 f

o
r 

in
te

g
ra

ti
n
g
 l
o
c
a
l 
a
n
d

c
u
lt
u
ra

l 
h
e
ri
ta

g
e
s
 o

n
 a

 n
a
ti
o
n
a
l

b
a
is

is
 a

n
d
 p

ro
g
ra

m
 f

o
r 

c
u
lt
iv

a
ti
g

s
p
e
c
ia

li
s
t 

fo
r 

h
a
n
d
li
n
g
 t

h
e
m

今
後

の
広

域
災

害
に

よ
る

歴
史

文
化

遺
産

の
失

滅
に

的
確

に
対

応
し

、
か

つ
文

化
遺

産
の

救
出

を
有

効
に

行
う

た
め

に
、

歴
史

文
化

遺
産

の
全

国

的
・
総

合
的

な
統

合
バ

ン
ク

を
構

築

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

歴
史

文
化

を

再
生

す
る

研
究

者
の

育
成

を
図

る
。

日
本

全
体

を
カ

バ
ー

す
る

歴
史

文
化

遺
産

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

存
在

し
な

い
。

統
合

バ
ン

ク
の

構
築

に
よ

っ
て

、

日
本

の
文

化
遺

産
の

特
徴

が
解

明

さ
れ

る
だ

け
で

な
く
、

列
島

上
に

展
開

し
て

き
た

歴
史

や
伝

統
文

化
の

個

性
・
地

域
性

の
解

明
に

寄
与

す
る

。

今
後

想
定

さ
れ

る
広

域
災

害
か

ら
歴

史
文

化
遺

産
を

救
出

す
る

た
め

の
基

本
デ

ー
タ

が
構

築
で

き
、

か
つ

地
域

の
歴

史
文

化
遺

産
を

調
査

・
研

究

し
、

そ
の

上
で

保
存

・
再

生
す

る
人

材

の
育

成
が

可
能

に
な

る
。

H
2
3
：
研

究
計

画
の

策
定

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
ソ

フ
ト

の
開

発
、

研
究

組
織

の
確

立 H
2
3
-
H

3
7

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

総
額

1
4
6

①
統

括
セ

ン
タ

ー
経

費

②
基

幹
と

な
る

機
関

の

経
費

③
地

域
の

歴
史

文

化
遺

産
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

作
成

経
費

か
ら

な
り

、

初
年

度
は

6

2
年

度
以

降
1
0

統
括

セ
ン

タ
ー

を
東

北
大

学
国

際
災

害
科

学
に

置
き

、
東

京
大

学
史

料
編

纂
所

等
の

専
門

家
を

配
置

。
基

幹
と

な
る

機
関

は
全

国

に
6
カ

所
設

置
。

実
際

に
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

す
る

機
関

を
4
1

都
道

府
県

に
設

置
。

2
0

1
2
-
1

生
物

の
適

応
戦

略
研

究
の

た
め

の
大

学
連

携
研

究
拠

点
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形

成 In
te

r-
u
n
iv

e
rs

it
y
 c

o
ll
a
b
o
ra

ti
v
e

re
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 t
o
 u

n
d
e
rs

ta
n
d

a
d
a
p
ti
v
e
 s

tr
a
te

g
y
 i
n
 l
iv

in
g

o
rg

a
n
is

m
s

大
学

共
同

利
用

機
関

が
施

設
・
設

備

を
国

内
外

共
同

利
用

施
設

と
し

て
運

営
し

、
国

内
外

の
研

究
者

と
緊

密
な

共
同

利
用

・
共

同
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

を
形

成
し

な
が

ら
、

効
率

的
に

生
物

の
環

境
適

応
戦

略
研

究
を

進
め

ら
れ

る
体

制
を

構
築

、
運

営
す

る
。

生
物

の
適

応
戦

略
研

究
は

、
高

度
の

解
析

技
術

に
よ

っ
て

安
定

環
境

下
の

モ
デ

ル
生

物
で

発
展

し
て

き
た

が
、

今
後

は
優

れ
た

環
境

適
応

能
力

を

持
つ

非
モ

デ
ル

生
物

を
用

い
た

研
究

や
生

物
が

本
来

成
育

す
る

変
動

環

境
下

で
の

研
究

が
必

要
不

可
欠

で

あ
る

。

生
物

生
存

に
重

要
な

機
能

を
持

っ
た

遺
伝

子
の

発
見

、
機

能
の

同
定

と
解

析
は

、
農

水
産

業
・
バ

イ
オ

マ
ス

生

産
・
創

薬
・
医

療
・
生

活
環

境
対

応
な

ど
多

方
面

の
新

た
な

研
究

分
野

の

創
成

と
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

展

開
に

つ
な

が
る

と
期

待
さ

れ
る

。

H
2
3
-
H

2
7

：
3

セ
ン

タ
ー

と
1
施

設
（
設

置

整
備

、
機

器
技

術
開

発
）

H
2
4
-
H

3
2
：
共

同
研

究
を

通
し

た
研

究
解

析
と

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

○
設

備
投

資
：

モ
デ

ル
生

物
開

発
解

析

支
援

セ
ン

タ
ー

2
0
、

高
度

環
境

制
御

生
物

育
成

施

設
2
0
、

先
端

的
解

析
機

器
開

発
支

援
セ

ン
タ

ー

3
0
、

大
量

デ
ー

タ
解

析

支
援

セ
ン

タ
ー

2
0

○
運

営
費

2
0
0

基
礎

生
物

研
、

遺
伝

研
、

北
大

低
温

研
、

東
北

大
生

命
科

学
、

東
大

生
物

科
学

、
臨

海
実

験

所
、

附
属

植
物

園
、

名
大

T
F
生

命
分

子
研

、
京

大
理

学
・
生

命
科

学
、

阪
大

生
命

機
能

・
蛋

白
研

、

九
大

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
、

O
IS

T

2
1

1
2
-
5

統
合

バ
イ

オ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
所

の

設
立

計
画

P
la

n
s
 f

o
r 

e
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

th
e

re
s
e
a
rc

h
 i
n
s
ti
tu

te
 f

o
r 

in
te

g
ra

te
d

b
io

im
a
g
in

g

生
命

シ
ス

テ
ム

の
動

態
を

高
時

空
間

分
解

能
で

把
握

し
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
テ

ィ

ク
ス

と
統

合
し

て
動

作
原

理
を

解
明

す
る

こ
と

で
、

動
態

予
測

に
基

づ
い

た

制
御

を
含

む
先

端
医

療
、

創
薬

、
新

規
デ

バ
イ

ス
創

成
に

貢
献

す
る

国
際

的
最

先
端

研
究

開
発

拠
点

を
形

成
。

ゲ
ノ

ム
D

N
A

の
塩

基
配

列
と

い
う

一

次
元

情
報

か
ら

生
命

シ
ス

テ
ム

の
複

雑
で

巧
妙

な
振

る
舞

い
が

如
何

に
し

て
生

じ
、

ど
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
の

破

綻
で

様
々

な
疾

患
が

生
じ

る
の

か
。

そ
の

仕
組

み
を

解
明

し
て

生
命

科
学

の
中

心
的

課
題

の
解

決
を

目
指

す
。

が
ん

・
免

疫
疾

患
な

ど
高

次
生

命
シ

ス
テ

ム
破

綻
に

よ
る

病
態

発
生

の
解

明
や

iP
S

細
胞

初
期

化
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
に

よ
る

臓
器

再
生

医
療

の
効

率
向

上
、

副
作

用
の

な
い

新
薬

創
生

戦
略

な
ど

、
人

類
の

健
康

と
福

祉
、

国
民

の
安

心
・
安

全
に

大
き

く
貢

献
。

H
2
7
-
H

2
9
：
設

立
準

備
と

施
設

整
備

H
3
0
-
H

4
4
：
研

究
実

施

設
立

準
備

3
、

施
設

整
備

7
0
、

設
備

投
資

5
0

、
運

転
実

験
経

費
4
5
0
、

コ
ア

施
設

維
持

費
7
5
、

運
営

管
理

費
3
0

実
施

機
関

は
新

設
の

統
合

バ
イ

オ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
所

、
設

立

主
体

は
日

本
生

物
物

理
学

会
。

2
2

1
2
-
7

海
洋

バ
イ

オ
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

 -
深

海
に

潜
む

生
命

機
能

の
解

明
と

利
用

-

In
te

g
ra

ti
o
n
 o

f 
g
lo

b
a
l 
n
e
tw

o
rk

 o
f

m
a
ri
n
e
 b

io
lo

g
y
 f

ro
n
ti
e
r 

re
s
e
a
rc

h
-

T
h
e
 e

lu
c
id

a
ti
o
n
 a

n
d
 e

x
p
lo

it
a
ti
o
n

o
f 

li
v
in

g
 m

e
c
h
a
n
is

m
 i
n
 d

e
e
p

s
e
a
-

深
海

生
物

の
生

命
機

能
の

多
様

性
・

適
応

の
解

明
、

深
海

資
源

の
開

発
、

新
規

生
体

物
質

に
よ

る
創

薬
・
医

療

を
目

指
し

、
海

洋
バ

イ
オ

フ
ロ

ン
テ

ィ

ア
研

究
所

を
創

設
し

て
国

内
外

の
海

洋
科

学
機

関
と

連
携

し
、

深
海

生
命

科
学

の
発

展
を

促
進

す
る

。

海
洋

生
物

学
、

海
洋

工
学

、
生

命
科

学
の

融
合

と
そ

の
先

端
技

術
の

開
発

を
図

る
こ

と
で

、
新

た
な

深
海

生
命

科

学
の

分
野

を
創

設
し

、
極

限
環

境
で

の
生

物
適

応
戦

略
の

解
明

、
潜

在
資

源
の

探
究

、
海

洋
国

家
の

海
洋

科

学
・
技

術
の

礎
と

な
る

。

深
海

技
術

の
開

発
で

新
し

い
産

業
基

盤
を

確
立

し
、

新
た

な
生

命
現

象
の

発
見

で
既

存
の

生
命

科
学

の
新

展

開
を

も
た

ら
し

、
医

療
、

エ
ネ

ル

ギ
ー

、
防

災
、

食
糧

な
ど

の
生

活
基

盤
の

維
持

・
向

上
、

地
球

環
境

問
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

。

H
2
5
-
H

3
5
：
海

洋
バ

イ
オ

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

研
究

拠
点

新
設

、
深

海
研

究
技

術
開

発
、

深
海

生
物

の
生

命

科
学

研
究

、
創

薬
・

医
療

へ
の

展
開

深
海

観
測

機
器

・
設

備

1
0
0
、

生
命

科
学

研
究

機

器
・
設

備
5
0
、

沿
岸

調

査
船

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

2
0
、

海
洋

バ
イ

オ
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
研

究
セ

ン
タ

ー
設

置
2
0
、

研
究

者
・
技

術
者

雇
用

2
0

海
洋

バ
イ

オ
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
研

究

セ
ン

タ
ー

：
海

洋
研

究
開

発
機

構
、

サ
テ

ラ
イ

ト
研

究
機

関
：
東

京
大

学
大

気
海

洋
研

究
所

・
臨

海
実

験
所

・
水

産
実

験
所

・
水

産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

・
海

洋
科

学

研
究

室
・
海

外
の

主
要

海
洋

研

究
所

人 文 ・ 社 会 科 学 基 礎 生 物 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
    分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

2
3

1
3
-
1

国
立

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

研

究
所

In
s
ti
tu

te
 o

f 
b
io

in
fo

rm
a
ti
c
s

生
物

系
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

集
約

的
に

活
用

し
、

革
新

的
概

念
の

下
に

遺
伝

子
、

タ
ン

パ
ク

質
、

細
胞

、
個

体
等

、

様
々

な
階

層
の

生
命

現
象

の
原

理

を
統

一
的

に
理

解
し

予
測

で
き

る
よ

う

に
す

る
と

同
時

に
、

若
い

研
究

者
を

育
成

す
る

研
究

拠
点

を
目

指
す

。

生
物

に
は

様
々

な
レ

ベ
ル

の
多

様
性

が
あ

り
、

統
一

的
理

解
を

阻
ん

で
い

る
。

生
物

シ
ス

テ
ム

形
成

の
フ

ィ
ー

ド

フ
ォ

ワ
ー

ド
制

御
、

生
体

高
分

子
の

粗
視

化
の

概
念

を
導

入
し

、
生

物
の

統
一

的
理

解
を

進
め

、
生

命
科

学
に

お
け

る
多

く
の

課
題

に
道

を
つ

け
る

。

ゲ
ノ

ム
配

列
の

変
異

情
報

と
表

現
型

の
変

異
の

時
空

間
的

な
関

係
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

知
的

価
値

は
大

き
い

。
ま

た
、

生

命
科

学
が

関
わ

る
課

題
を

ほ
ぼ

網
羅

す
る

こ
と

に
な

り
、

産
業

的
・
経

済
的

価
値

は
計

り
知

れ
な

い
。

H
2
7
-
H

3
6
：
施

設
整

備
及

び
研

究
開

発
、

人
材

育
成

設
備

投
資

3
2
0
、

運
営

費

2
0
、

人
件

費
2
6
0
、

研
究

費
3
0
0
、

フ
ァ

ン
ド

1
0
0

国
立

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク

ス
研

究
所

を
新

た
に

設
立

す
る

。

設
立

準
備

は
日

本
学

術
会

議
バ

イ
オ

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
分

科

会
お

よ
び

そ
の

小
委

員
会

が
行

う
。

2
4

1
3
-
2

絶
滅

危
惧

動
物

に
焦

点
を

あ
て

た
保

全
研

究
の

た
め

の
国

際
連

携
拠

点

In
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
n
e
tw

o
rk

 f
o
r 

th
e

w
il
d
li
fe

 s
c
ie

n
c
e
 f

o
c
u
s
in

g
 o

n
 t

h
e

e
n
d
a
n
g
e
re

d
 s

p
e
c
ie

s

野
生

動
物

の
保

全
と

人
間

と
の

共
生

を
目

的
に

、
ゲ

ノ
ム

−
生

態
系

−
人

間

社
会

を
カ

バ
ー

す
る

総
合

的
学

問
領

域
を

創
生

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
実

践

の
場

と
な

る
生

息
地

型
動

物
観

察
施

設
「
フ

ィ
ー

ル
ド

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

」
を

日

本
と

世
界

に
整

備
す

る
。

新
世

代
動

植
物

園
・
水

族
館

と
も

い

え
る

設
備

の
整

っ
た

「
フ

ィ
ー

ル
ド

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

」
が

、
熱

帯
諸

国
な

ど

の
自

然
生

息
地

に
整

備
さ

れ
れ

ば
、

こ
れ

ま
で

困
難

だ
っ

た
研

究
が

飛
躍

的
に

進
み

、
多

く
の

重
要

な
科

学
的

知
見

が
期

待
で

き
る

。

科
学

的
環

境
保

全
策

の
策

定
に

貢

献
で

き
る

ほ
か

、
「
フ

ィ
ー

ル
ド

ミ
ュ

ー

ジ
ア

ム
」
は

環
境

教
育

や
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
重

要
な

資
源

と
も

な
り

、
自

然
資

源
の

持
続

的
利

用
や

伝
統

文

化
の

保
全

、
生

態
知

の
伝

承
の

場
と

し
て

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
る

。

H
2
6
-
H

3
5

総
額

9
0

初
期

投
資

6
0
、

運
営

費

等
3
×

1
0
年

京
都

大
学

、
東

京
大

学
、

北
海

道
大

学
、

琉
球

大
学

、
京

都
市

動
物

園
、

上
野

動
物

園
、

名
古

屋
港

水
族

館
、

国
立

ア
マ

ゾ
ン

研
究

所
、

イ
ン

ド
科

学
大

学
、

マ

レ
ー

シ
ア

科
学

大
学

、
雲

南
動

物
研

究
所

、
タ

ン
ザ

ニ
ア

野
生

動

物
研

究
所

2
5

1
3
-
3

新
世

代
生

物
多

様
性

・
生

態
系

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
拠

点
形

成
：

変
動

環
境

下
に

お
け

る
生

態
系

機
能

の
応

答
機

構
の

解
明

と
レ

ジ
リ

エ
ン

ス

の
向

上
を

目
指

し
て

N
e
x
t 

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 m

o
n
it
o
ri
n
g
 o

f

b
io

d
iv

e
rs

it
y
 a

n
d
 e

c
o
s
y
s
te

m
：

to
w

a
rd

 f
u
rt

h
e
r 

u
n
d
e
rs

ta
n
d
in

g
 o

f

re
s
p
o
n
s
e
s
 a

n
d
 i
m

p
ro

v
e
m

e
n
t 

o
f

re
s
il
ie

n
c
e
 f

o
r 

e
c
o
s
y
s
te

m

fu
n
c
ti
o
n
s
 i
n
 c

h
a
n
g
in

g

ア
ジ

ア
モ

ン
ス

ー
ン

地
域

に
お

け
る

生
態

系
の

準
リ

ア
ル

タ
イ

ム
観

測

網
、

最
新

分
析

技
術

に
よ

る
生

態
情

報
の

精
緻

・
高

度
化

、
生

態
系

情
報

・

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
解

析
体

制
に

よ
り

、

生
態

系
・
生

物
多

様
性

評
価

の
レ

ジ

リ
エ

ン
ス

研
究

の
拠

点
を

目
指

す
。

複
数

の
科

学
分

野
に

よ
る

統
合

的
研

究
は

、
こ

れ
か

ら
の

国
際

的
研

究
の

主
流

で
あ

る
。

本
研

究
で

は
、

生
物

多
様

性
科

学
と

生
態

系
生

態
学

の

統
合

を
行

い
、

科
学

的
デ

ー
タ

と
新

規
開

発
手

法
の

提
供

等
に

よ
り

F
u
tu

re
 E

a
rt

h
に

貢
献

す
る

。

国
民

の
関

心
が

高
い

生
物

多
様

性

に
つ

い
て

、
本

研
究

は
文

科
省

が
進

め
る

全
球

地
球

観
測

シ
ス

テ
ム

の
生

態
系

・
生

物
多

様
性

の
統

合
拠

点
と

な
り

、
自

然
生

態
系

と
都

市
生

態
系

に
お

け
る

科
学

的
デ

ー
タ

と
新

規
手

法
や

応
用

の
指

針
の

提
供

を
行

う
。

H
2
6
-
H

3
5

生
物

多
様

性
・
生

態
系

機
能

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

等
1
3
8
、

国
内

外
観

測
サ

イ
ト

整
備

2
8
0
、

拠

点
建

物
2
5
、

遺
伝

子
・
同

位
体

分
析

シ
ス

テ
ム

1
5
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

8
、

野
外

大
規

模
実

験
1
0
、

人
件

費
・
運

営
費

1
7
0

全
体

調
整

・
総

括
：
日

本
長

期
生

態
学

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
京

都

大
学

生
態

学
研

究
セ

ン
タ

ー

拠
点

：
京

都
大

学
生

態
学

研
究

セ
ン

タ
ー

担
当

研
究

機
関

：
北

海
道

大
学

、

東
北

大
学

、
京

都
大

学
、

九
州

大
学

等

2
6

1
3
-
4

ヒ
ト

科
の

誕
生

か
ら

日
本

列
島

人
に

い

た
る

1
0
0
0
万

年
人

類
進

化
史

の
解

明

U
n
ra

v
e
li
n
g
 1

0
 m

il
li
o
n
 y

e
a
r

h
is

to
ry

 o
f 

h
u
m

a
n
 e

v
o
lu

ti
o
n
 f

ro
m

e
m

e
rg

e
n
c
e
 o

f 
H

o
m

in
o
id

 t
o

J
a
p
o
n
e
s
ia

n
s

1
千

万
年

の
人

類
進

化
史

を
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

解
明

す
る

：
ゲ

ノ

ム
と

表
現

型
の

対
応

、
縄

文
〜

弥

生
の

変
化

、
新

人
拡

散
の

全
容

、

新
人

旧
人

交
流

の
全

容
、

ホ
モ

・

エ
レ

ク
ト

ス
進

化
の

全
容

、
ヒ

ト

と
チ

ン
パ

ン
ジ

ー
の

系
統

分
化

の

全
容

。

日
本

列
島

人
に

い
た

る
人

類
進

化
の

全
過

程
を

各
ス

テ
ー

ジ
で

異
な

る
目

標
を

か
か

げ
て

研
究

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

多
様

な
研

究
分

野
の

研
究

者
が

つ
ど

い
、

各
自

の
研

究
成

果
を

統
合

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

と
い

う

大
き

な
意

義
が

あ
る

。

日
本

列
島

人
の

来
歴

を
さ

ぐ
る

研
究

は
高

い
社

会
的

価
値

が
あ

る
。

多
様

な
学

問
分

野
を

横
断

し
た

研
究

成
果

が
も

た
ら

す
知

的
価

値
は

き
わ

め
て

大
き

い
。

肉
眼

形
態

に
影

響
す

る
ヒ

ト

ゲ
ノ

ム
の

領
域

が
明

ら
か

に
な

れ

ば
、

産
業

応
用

も
可

能
に

な
る

。

H
2
6
か

ら
1
0
年

間
総

額
1
0
0

ゲ
ノ

ム
列

決
定

費
用

2
5
、

X
線

・
Ｍ

Ｒ
Ｉス

キ
ャ

ン
装

置
、

年
代

測
定

装

置
な

ど
2
0
、

研
究

費
（
ゲ

ノ
ム

多
型

と
文

化
的

社

会
的

デ
ー

タ
と

の
相

関

研
究

、
遺

跡
発

掘
経

費

な
ど

）
3
5
、

運
営

費
2
0

「
日

本
列

島
人

進
化

研
究

セ
ン

タ
ー

(仮
称

)」
（
遺

伝
に

設
置

）
、

総
研

大
、

東
京

大
学

医
学

部
・
理

学
部

、
京

都
大

学
理

学
部

、
国

立
科

学
博

物
館

、
国

立
民

族
学

博
物

館
、

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
、

国
立

情
報

学
研

究
所

な
ど

統 合 生 物 学
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分
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    分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

2
7

1
3
-
5

国
際

珊
瑚

礁
域

生
物

多
様

性
研

究
セ

ン
タ

ー
の

設
立

-
研

究
者

と
市

民
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
基

盤
と

し
た

珊

瑚
礁

生
態

系
の

保
全

と
再

生
に

関
す

る
研

究
拠

点
形

成
-

T
o
w

a
rd

s
 e

s
ta

b
li
s
h
in

g
 a

n

in
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
m

a
ri
n
e
 b

io
d
iv

e
rs

it
y

re
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r 
in

 t
h
e
 r

y
u
k
y
u
s
：

in
te

rd
is

c
ip

li
n
a
ry

 c
o
n
s
e
rv

a
ti
o
n

a
n
d
 r

e
s
to

ra
ti
o
n
 s

c
ie

n
c
e
 b

a
s
e
d
 o

n

s
c
ie

n
ti
s
t-

c
it
iz

e
n
 c

o
ll
a
b
o
ra

ti
o
n

世
界

の
珊

瑚
礁

域
の

生
物

学
、

考
古

学
、

民
族

学
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
情

報
を

集
積

す
る

研
究

博
物

館
、

大
規

模
野

外
実

験
施

設
、

市
民

向
け

教
育

セ
ン

タ
ー

か
ら

な
る

「
国

際
珊

瑚
礁

域

生
物

多
様

性
研

究
セ

ン
タ

ー
」
を

沖

縄
に

設
立

し
学

際
的

研
究

を
行

う
。

先
進

国
で

唯
一

珊
瑚

礁
生

態
系

を

自
国

内
に

持
つ

沖
縄

で
、

世
界

の
珊

瑚
礁

域
の

生
物

多
様

性
と

文
化

の

多
様

性
の

間
の

因
果

的
関

係
を

研

究
し

、
自

然
と

文
化

の
関

係
の

正
し

い
理

解
を

通
し

文
明

を
持

続
可

能
な

も
の

に
す

る
。

珊
瑚

礁
域

の
生

物
多

様
性

劣
化

機

構
を

解
明

し
、

体
系

立
て

た
環

境
復

元
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

持
続

可
能

性
と

い
う

国
内

外
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
。

市
民

と
研

究
者

の
連

携
を

飛
躍

的
に

推
進

し
、

科
学

的
知

見
を

一
般

社
会

に
迅

速
に

還
元

す
る

。

H
2
3
-
H

2
4
：
組

織
の

策
定

、
専

任
を

公
募

H
2
5
-
H

2
7
：
棟

の
建

設
と

先
行

研
究

H
2
8
-
H

3
3
：
本

活
動

総
額

5
1
0

装
置

・
設

備
投

資
2
8
0
、

運
転

実
験

経
費

1
0
0
、

運

営
費

1
3
0

琉
球

大
学

、
沖

縄
科

学
技

術
大

学
院

大
学

、
京

都
大

学

2
8

1
3
-
7

自
然

史
科

学
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

目

指
す

国
立

自
然

史
博

物
館

の
設

立

N
a
ti
o
n
a
l 
m

u
s
e
u
m

 o
f 

n
a
tu

ra
l

h
is

to
ry

 t
o
w

a
rd

s
 i
n
n
o
v
a
ti
v
e

n
a
tu

ra
l 
h
is

to
ry

国
の

宝
で

あ
り

、
後

世
に

残
す

べ
き

知
的

財
産

で
あ

る
自

然
史

標
本

を
継

続
的

に
収

集
・
保

全
し

、
自

然
環

境
を

総
合

的
に

研
究

し
、

そ
の

成
果

の
活

用
を

図
る

自
然

史
研

究
拠

点
、

「
国

立
自

然
史

博
物

館
」
を

設
立

す
る

。

自
然

史
標

本
を

保
全

し
、

自
然

史
科

学
を

刷
新

す
る

こ
と

で
、

国
際

的
に

重
視

さ
れ

て
い

る
生

物
多

様
性

の
維

持
、

生
態

系
の

保
全

、
遺

伝
情

報
の

活
用

、
生

物
機

能
の

解
明

と
応

用

等
々

に
大

き
く
貢

献
す

る
。

自
然

史
標

本
を

時
間

軸
で

比
較

す
る

こ
と

で
自

然
環

境
の

変
遷

を
と

ら
え

、

そ
の

原
因

を
探

る
こ

と
で

、
将

来
予

測
に

貢
献

し
、

生
物

多
様

性
保

全
と

資
源

の
適

正
活

用
の

方
策

を
提

言

す
る

こ
と

で
人

類
の

持
続

可
能

性
を

確
保

す
る

。

合
計

4
年

＝
準

備
期

間
2
年

＋
施

設
設

備

建
設

2
年

○
当

初
経

費
：

建
設

経
費

1
0
0
、

研
究

設

備
3
0
、

展
示

経
費

2
0
、

人
件

費
2
0
、

〇
運

営
経

費
：

人
件

費
2
0
、

物
件

費
8
0

実
施

機
関

：
国

、
大

学
、

そ
し

て

県
な

ど
地

方
自

治
体

が
経

費
負

担
や

人
材

提
供

を
分

担
す

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

体
制

。
実

行
組

織
：
研

究
員

（
教

授
、

准
教

授
、

助
教

）
、

専
門

職
職

員
（
展

示
、

普
及

活
動

、
標

本
登

録
・
管

理
な

ど
）

2
9

1
4
-
2

グ
ロ

ー
バ

ル
環

境
資

源
基

盤
構

築
と

食
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
資

源
開

発
国

際
研

究
拠

点
形

成

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
a
 g

ro
u
n
d
w

o
rk

 f
o
r

g
lo

b
a
l 
e
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
b
io

re
s
o
u
rc

e

a
n
d
 a

n
 i
n
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
re

s
e
a
rc

h

h
u
b
 f

o
r 

fo
o
d
-
e
n
e
rg

y
-
re

s
o
u
rc

e

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t

植
物

、
昆

虫
、

微
生

物
の

相
互

作
用

（
共

生
、

寄
生

等
）
解

析
と

農
業

生
態

系
の

最
適

化
研

究
、

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な

農
産

物
生

産
シ

ス
テ

ム
の

開
発

、
新

規
ゲ

ノ
ム

改
変

と
育

種
に

よ
る

高
適

応
性

農
産

物
の

開
発

を
行

い
、

実
践

的
国

際
展

開
を

図
る

。

土
壌

お
よ

び
植

物
表

層
環

境
に

お
け

る
大

規
模

な
ゲ

ノ
ム

と
生

物
種

の
解

析
、

さ
ら

に
生

物
間

相
互

認
識

機
構

の
解

明
は

、
今

後
の

生
存

圏
生

物
学

の
発

展
と

利
用

に
は

不
可

欠
で

、
学

術
的

に
高

い
価

値
を

持
つ

。

地
球

と
人

類
の

安
定

的
生

存
に

と
っ

て
食

糧
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

増
産

、
環

境

保
持

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

本
提

案
は

、
生

産
力

が
高

く
、

環
境

負
荷

を
最

小
限

に
で

き
る

回
復

力
の

高
い

方
法

や
植

物
を

利
用

す
る

初
の

試
み

で
、

高
く

持
続

的
成

果
が

期
待

で
き

る
。

H
2
6
-
H

3
5

（
1
0

年

間
）

拠
点

整
備

1
2
（
事

務
局

、

本
部

、
国

際
支

部
設

置
）
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構

築
8
、

施
設

設
備

4
1
.2

、

運
営

費
1
6
2
.9

東
京

大
学

、
国

立
遺

伝
学

研
究

所
、

か
ず

さ
D

N
A

研
究

所
、

東
京

農
業

大
学

、
北

海
道

大
学

、
農

研
機

構
、

京
都

大
学

、
森

林
総

研
、

筑
波

大
学

、
農

業
生

物
資

源
研

究
所

、
名

古
屋

大
学

、
東

北
大

学
、

C
G

IA
R

国
際

機
関

3
0

1
4
-
3

ゲ
ノ

ム
資

源
基

盤
技

術
と

情
報

開
発

に
基

づ
く
次

世
代

ゲ
ノ

ム
育

種
展

開

N
e
x
t 

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 b

re
e
d
in

g
 b

a
s
e
d

o
n
 t

h
e
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

g
e
n
o
m

e
-

re
s
o
u
rc

e
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y
 a

n
d

in
fo

rm
a
ti
o
n

次
世

代
ゲ

ノ
ム

育
種

配
列

解
析

情
報

セ
ン

タ
ー

、
資

源
生

物
ゲ

ノ
ム

情
報

研
究

推
進

拠
点

、
次

世
代

ゲ
ノ

ム
育

種
技

術
研

究
推

進
拠

点
を

次
世

代

ゲ
ノ

ム
育

種
企

画
・
デ

ザ
イ

ン
拠

点

の
下

に
構

築
し

て
研

究
を

進
め

、
国

際
サ

ブ
拠

点
と

連
携

し
て

国
際

化
を

図
る

。

多
様

な
生

物
種

の
ゲ

ノ
ム

塩
基

配
列

解
読

、
多

様
な

特
性

に
関

わ
る

遺
伝

子
の

解
明

、
資

源
生

物
の

ゲ
ノ

ム
変

異
情

報
の

蓄
積

、
N

B
T
や

独
自

技
術

の
開

発
に

よ
る

新
育

種
系

統
作

成
が

可
能

と
な

り
、

資
源

生
物

の
育

種
技

術
や

情
報

で
の

国
際

貢
献

を
果

た

す
。

気
候

変
動

に
よ

る
環

境
劣

化
の

下
で

の
作

物
等

資
源

生
物

の
安

定
生

産

を
可

能
と

し
、

国
内

農
林

水
産

業
だ

け
で

な
く

、
世

界
の

食
料

増
産

や
バ

イ
オ

マ
ス

増
産

に
寄

与
し

、
大

幅
な

増
加

が
予

測
さ

れ
る

世
界

人
口

を
養

う
た

め
の

新
技

術
と

情
報

を
蓄

積
す

る
。

H
2
5
-
H

3
0
（
6
年

間
）

大
型

設
備

・
機

器
費

3
0
、

研
究

開
発

費
6
0

国
立

遺
伝

学
研

究
所

、
か

ず
さ

D
N

A
研

究
所

、
東

京
農

業
大

学
、

東
北

大
学

、
名

古
屋

大
学

、

岡
山

大
学

、
九

州
大

学
、

京
都

大
学

、
筑

波
大

学
、

広
島

大
学

、

農
業

生
物

資
源

研
究

所
、

国
際

農
業

研
究

協
議

グ
ル

ー
プ

の
研

究
機

関

農 学統 合 生 物 学
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   分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

3
1

1
4
-
4

農
業

環
境

シ
ス

テ
ム

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

研
究

拠
点

の
形

成
-
大

気
・
水

・
土

環

境
の

改
善

・
修

復
研

究
拠

点
の

形
成

-

F
o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
re

s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r 
fo

r

g
re

e
n
 s

y
s
te

m
 i
n
n
o
v
a
ti
o
n

-
 F

o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
re

s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r

fo
r 

im
p
ro

v
e
m

e
n
t 

a
n
d
 r

e
m

e
d
ia

ti
o
n

o
f 

a
ir
-
w

a
te

r-
s
o
il
 e

n
v
ir
o
n
m

e
n
t 

-

地
球

温
暖

化
に

よ
る

異
常

気
象

・
極

端
気

象
や

黄
砂

・
越

境
大

気
汚

染
が

脆
弱

な
農

業
や

人
間

・
家

畜
の

健
康

に
影

響
を

及
ぼ

す
た

め
、

農
業

環
境

シ
ス

テ
ム

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
研

究
拠

点

を
構

築
し

て
個

別
的

・
総

合
的

に
研

究
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

人
工

降
雨

に
よ

る
砂

漠
化

防
止

・
緑

化
、

黄
砂

付
着

病
原

微
生

物
や

P
M

2
.5

等
の

大
気

汚
染

物
質

の
軽

減

等
に

よ
っ

て
、

食
料

生
産

改
善

目
的

の
農

業
環

境
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

的
技

術
開

発
に

よ
る

総
合

的
農

業
発

展
が

可
能

と
な

る
意

義
は

大
き

い
。

渇
水

対
策

と
水

資
源

確
保

、
大

気
汚

染
物

質
の

軽
減

、
口

蹄
疫

の
進

入
・

蔓
延

防
止

、
黄

砂
の

軽
減

、
砂

漠
化

防
止

・
緑

化
の

推
進

、
極

端
気

象
の

軽
減

、
呼

吸
器

・
循

環
器

系
の

人
間

健
康

対
策

、
農

業
生

産
環

境
の

改
善

等
々

へ
の

社
会

的
価

値
が

大
き

い
。

H
2
6
-
H

3
2
：
施

設
整

備
及

び
運

転
（

大

気
・
水

・
土

環
境

観

測
調

節
施

設
、

高
精

密
万

能
マ

ル
チ

極

端
環

境
解

明
施

設

等
各

施
設

）

大
気

・
水

・
土

環
境

観
測

調
節

施
設

1
5
、

高
精

密

万
能

マ
ル

チ
極

端
環

境

解
明

施
設

1
0
、

雲
水

量

密
度

観
測

施
設

・
ド

ッ
プ

ラ
ー

レ
ー

ダ
ー

1
5

、
航

空
機

・
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
等

1
0

、
そ

の
他

施
設

費

2
5
、

運
営

費
7
0

九
州

大
、

筑
波

大
、

東
京

大
、

福

岡
大

、
農

環
研

、
国

際
農

研
、

環

境
研

、
気

象
研

、
人

工
降

雨
研

究
会

、
黄

砂
研

究
会

、
D

N
A

黄

砂
研

究
会

、
日

本
沙

漠
学

会
、

日
本

農
業

工
学

会
、

日
本

農
業

気
象

学
会

等

3
2

1
4
-
4

多
元

的
共

生
を

指
向

す
る

農
業

環
境

シ
ス

テ
ム

設
計

科
学

の
拠

点
形

成
-

産
学

協
働

に
よ

る
共

生
ス

マ
ー

ト

フ
ァ

ー
ム

構
想

-

T
h
e
 c

e
n
te

r 
o
f 

a
g
ro

-
e
n
v
ir
o
n
m

e
n
t

s
y
s
te

m
 d

e
s
ig

n
 s

c
ie

n
c
e
 f

o
r 

p
lu

ra
l

s
y
m

b
io

s
is

-
P
ro

m
o
ti
o
n
 o

f

s
y
m

b
io

ti
c
 s

m
a
rt

 f
a
rm

 i
n
 c

o
a
c
ti
o
n

o
f 

u
n
iv

e
rs

it
ie

s
 a

n
d
 a

g
ri
c
u
lt
u
ra

l

in
d
u
s
tr

y
-

地
域

資
源

と
先

端
科

学
技

術
に

立
脚

し
た

持
続

可
能

な
先

進
的

農
業

（
共

生
ス

マ
ー

ト
フ

ァ
ー

ム
）
を

地
域

社
会

で
具

現
化

し
、

多
元

的
共

生
を

可
能

に
す

る
地

域
農

業
と

地
域

環
境

の
あ

る
べ

き
姿

を
指

向
す

る
農

業
環

境
シ

ス
テ

ム
設

計
科

学
を

推
進

す
る

。

先
進

的
農

業
関

係
者

と
の

連
携

に
よ

る
基

礎
か

ら
実

践
応

用
へ

の
橋

渡
し

研
究

を
展

開
し

、
生

物
学

と
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

依
拠

し
た

農
・
工

融
合

に
よ

っ
て

、
先

端
科

学
技

術
の

多
様

な
成

果
を

地
域

の

農
業

と
環

境
の

現
場

で
機

能
化

す

る
。

農
業

環
境

シ
ス

テ
ム

設
計

科
学

に
よ

る
共

生
ス

マ
ー

ト
フ

ァ
ー

ム
の

開
発

と

普
及

に
よ

っ
て

、
先

進
的

農
業

の
未

来
可

能
性

が
地

域
社

会
で

具
現

化
さ

れ
、

多
元

的
共

生
に

立
脚

し
た

農
山

村
地

域
の

健
全

な
活

性
化

お
よ

び
国

土
・
国

勢
の

維
持

が
可

能
と

な
る

。

H
2
6
-
H

2
9
：
施

設
群

整
備

・
運

用
・

基
盤

技
術

開
発

H
3
0
-
H

3
3

：
橋

渡
し

研
究

H
3
4
-
H

3
5
：
検

証
研

究

施
設

整
備

費
5
7
（
農

業

環
境

シ
ス

テ
ム

設
計

科

学
セ

ン
タ

ー
、

フ
ェ

ノ
ミ

ク

ス
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
、

各
種

共
生

ス

マ
ー

ト
フ

ァ
ー

ム
）

、
人

件
費

3
0
、

管
理

運
営

費

3
8
、

研
究

開
発

費
4
0

九
州

大
学

（
農

学
研

究
院

、
附

属

農
場

、
工

学
研

究
院

等
）
、

東
京

大
学

（
農

学
生

命
科

学
研

究
科

、

生
態

調
和

農
学

機
構

）
、

弘
前

大

学
（
農

学
生

命
科

学
部

）
、

高
知

大
学

（
農

学
部

）
、

宮
崎

大
学

（
農

学
部

）
、

農
研

機
構

3
3

1
4
-
4

高
付

加
価

値
植

物
の

作
出

お
よ

び
生

産
シ

ス
テ

ム
の

開
発

C
re

a
ti
o
n
 o

f 
h
ig

h
-
v
a
lu

e
 a

d
d
e
d

p
la

n
ts

 a
n
d
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f

p
ro

d
u
c
ti
o
n
 s

y
s
te

m
s

健
康

維
持

に
有

効
な

機
能

性
成

分
を

高
含

有
す

る
食

用
作

物
、

漢
方

薬
・

化
粧

品
等

の
原

料
に

な
る

薬
用

植

物
、

医
療

用
原

材
料

を
生

産
す

る
遺

伝
子

組
換

え
植

物
等

の
高

付
加

価

値
植

物
を

作
出

し
、

そ
の

成
分

を
効

率
的

に
生

産
す

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。

植
物

工
場

の
よ

う
な

高
度

な
環

境
制

御
技

術
を

有
す

る
わ

が
国

で
初

め
て

実
現

で
き

る
高

機
能

な
育

成
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
、

多
種

類
の

植
物

を
集

中
的

に
研

究
す

る
こ

と
に

よ
り

、
次

世

代
の

植
物

開
発

と
そ

の
実

用
化

に
役

立
つ

多
次

元
の

知
見

を
集

積
す

る
。

人
間

の
健

康
に

寄
与

す
る

た
め

、
利

用
目

的
に

合
わ

せ
て

植
物

を
高

機
能

化
さ

せ
る

研
究

は
、

産
業

界
お

よ
び

医
療

界
か

ら
2
1
世

紀
型

の
領

域
横

断
型

の
植

物
研

究
と

し
て

大
き

な
期

待
が

寄
せ

ら
れ

て
お

り
今

後
さ

ら
に

重
要

性
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

H
2
5
-
H

2
9
：
植

物
生

産
シ

ス
テ

ム
構

築

H
2
8
-
H

2
9
：
高

付
加

価
値

植
物

の
作

出

H
2
5
-
H

3
4
：
高

付
加

価
値

物
質

の
機

能

解
析

と
有

効
性

評

価

半
閉

鎖
型

・
完

全
閉

鎖

型
植

物
生

産
シ

ス
テ

ム

7
0
、

生
理

反
応

計
測

装

置
1
0
、

遺
伝

子
等

分
析

装
置

6
0
、

高
付

加
価

値

物
質

機
能

解
析

装
置

3
0
、

P
1
P
実

験
室

2
0

千
葉

大
学

院
園

芸
学

研
究

科
、

環
境

健
康

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
セ

ン

タ
ー

、
薬

学
研

究
院

・
融

合
科

学

研
究

科
、

医
学

研
究

院

3
4

1
4
-
5

再
生

可
能

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
資

源
を

有
す

る
循

環
共

生
型

地
域

空
間

に
必

要
な

革
新

的
科

学
技

術
の

創
成

In
v
e
n
ti
o
n
 o

f 
in

n
o
v
a
ti
v
e
 s

c
ie

n
c
e
s

a
n
d
 t

e
c
h
n
o
lo

g
ie

s
 r

e
q
u
ir
e
d
 f

o
r 

th
e

s
o
u
n
d
 m

a
te

ri
a
l-

c
y
c
le

 a
n
d

s
y
m

b
io

ti
c
 r

e
g
io

n
a
l 
zo

n
e
 e

q
u
ip

p
e
d

w
it
h
 r

e
n
e
w

a
b
le

 e
n
e
rg

y
 a

n
d

re
s
o
u
rc

e
s

再
生

可
能

な
バ

イ
オ

マ
ス

エ
ネ

ル

ギ
ー

資
源

、
水

・
土

壌
資

源
、

生
態

系
資

源
、

生
産

基
盤

資
源

を
有

す
る

地
下

5
0
m

、
地

上
5
0
m

の
循

環
共

生

型
地

域
空

間
を

統
合

管
理

･活
用

す

る
「
持

続
共

生
社

会
の

た
め

の
科

学

技
術

」
の

創
成

を
目

的
と

す
る

。

循
環

共
生

型
地

域
空

間
に

お
け

る
生

産
活

動
に

連
動

す
る

水
循

環
、

物
質

循
環

、
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
定

量
化

と
、

関
連

す
る

情
報

サ
ー

ビ
ス

提
供

技
術

の
創

成
を

通
じ

て
、

「
持

続
共

生

社
会

の
た

め
の

科
学

技
術

」
と

い
う

新
し

い
学

術
を

提
示

す
る

。

「
持

続
共

生
社

会
の

た
め

の
科

学
技

術
」
の

創
成

に
よ

り
、

循
環

共
生

型
地

域
空

間
の

維
持

・
管

理
・
修

復
・
変

動

緩
和

な
ど

の
科

学
技

術
開

発
と

、
こ

れ
ら

の
社

会
実

装
に

向
け

た
合

意
形

成
に

関
す

る
研

究
を

進
展

さ
せ

、
強

い
農

業
の

育
成

に
寄

与
す

る
。

H
2
6
-
H

3
2
：
持

続
共

生
生

産
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
サ

イ
ト

の
設

置
、

運
用

、
デ

ー
タ

解

析
、

循
環

共
生

型
地

域
空

間
に

必
要

な

革
新

的
科

学
技

術

の
開

発

循
環

共
生

型
地

域
に

お

け
る

持
続

共
生

生
産

モ

ニ
タ

リ
ン

グ
サ

イ
ト

設
置

お
よ

び
運

営
費

9
6

、
研

究
推

進
中

心
お

よ
び

デ
ー

タ
集

積
・

提
供

サ
ー

バ
ー

設
置

拠
点

構

築
費

2
4
、

初
期

投
資

1
0

（
特

殊
条

件
ラ

イ
シ

メ
ー

タ
費

等
）

実
施

中
心

機
関

（
農

業
農

村
工

学
会

、
日

本
水

土
総

合
研

究

所
、

全
国

土
地

改
良

事
業

団
体

連
合

会
）
、

実
行

組
織

（
農

業
工

学
研

究
所

他
農

林
水

産
省

系
独

法
研

究
所

、
日

本
水

土
総

合
研

究
所

、
東

京
大

学
、

他
1
0
大

学
）

農 学

29



【
区
分
Ⅰ
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分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

3
5

1
4
-
6

変
動

環
境

下
で

の
持

続
的

森
林

管
理

S
u
s
ta

in
a
b
le

 f
o
re

s
t 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t

u
n
d
e
r 

c
li
m

a
te

 c
h
a
n
g
e

森
林

の
多

面
的

機
能

の
享

受
を

将

来
に

わ
た

っ
て

確
実

に
す

る
た

め
の

順
応

的
森

林
管

理
技

術
の

開
発

を

目
標

と
し

て
、

森
林

生
態

系
の

環
境

応
答

特
性

解
明

、
環

境
変

動
の

リ
ス

ク
評

価
・
影

響
予

測
、

気
候

変
動

環

境
下

で
の

リ
ス

ク
管

理
技

術
開

発
を

行
う

。

森
林

生
態

系
の

環
境

応
答

特
性

や

環
境

変
動

リ
ス

ク
を

明
ら

か
に

し
、

そ

れ
を

森
林

生
態

系
の

持
続

性
に

与
え

る
温

暖
化

影
響

予
測

モ
デ

ル
開

発

や
順

応
的

森
林

管
理

技
術

開
発

に

活
用

す
る

こ
と

は
、

森
林

生
態

系
の

維
持

機
構

に
関

す
る

理
解

を
深

め

る
。

気
候

変
動

下
で

の
森

林
生

態
系

の

健
全

性
を

高
め

る
た

め
の

技
術

開
発

は
、

単
に

木
材

生
産

だ
け

で
な

く
、

森

林
の

多
面

的
機

能
発

揮
の

持
続

性

を
高

め
る

こ
と

で
、

我
々

の
生

活
環

境
や

産
業

の
立

地
環

境
の

持
続

性

を
高

め
る

こ
と

に
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
森

林
生

態
系

の
環

境
応

答

特
性

解
明

、
環

境
変

動
の

リ
ス

ク
評

価
・

影
響

予
測

、
変

動
影

響
下

で
の

リ
ス

ク
管

理
技

術
開

発

森
林

生
態

系
の

環
境

応

答
特

性
解

明
2
5
、

環
境

変
動

の
リ

ス
ク

評
価

・
影

響
予

測
1
0
、

変
動

影
響

下
で

の
リ

ス
ク

管
理

技

術
開

発
1
5

日
本

学
術

会
議

林
学

分
科

会
委

員
を

中
心

と
し

、
中

心
的

実
施

機

関
か

ら
の

委
員

を
加

え
て

運
営

委
員

会
を

組
織

し
、

北
海

道
大

学
と

東
京

大
学

、
京

都
大

学
、

九

州
大

学
が

、
中

心
的

実
施

機
関

と
し

て
の

役
割

を
担

う
。

3
6

1
4
-
6

東
北

ハ
イ

パ
ー

ウ
ッ

ド
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
ー

産
業

創
生

に
向

け
た

大
規

模
研

究

L
a
rg

e
 s

c
a
le

 r
e
s
e
a
rc

h

c
o
ll
a
b
o
ra

ti
o
n
 f

o
r 

th
e
 c

re
a
ti
o
n
 o

f

h
y
p
e
r 

w
o
o
d
 r

e
fi
n
e
ry

 i
n
d
u
s
tr

y
 i
n

T
o
h
o
k
u
 d

is
tr

ic
t

緑
豊

か
で

製
紙

産
業

の
盛

ん
な

東

北
地

方
に

、
先

端
バ

イ
オ

マ
ス

部
素

材
を

製
造

す
る

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
：

ハ
イ

パ
ー

ウ
ッ

ド
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
ー

産

業
を

創
生

す
る

た
め

の
大

規
模

研
究

を
3
つ

の
研

究
拠

点
の

形
成

、
連

携

に
よ

り
推

進
す

る
。

森
林

資
源

の
適

切
な

管
理

の
も

と
、

森
林

バ
イ

オ
マ

ス
か

ら
、

自
動

車
、

電
子

デ
バ

イ
ス

等
に

利
用

で
き

る
高

機
能

・
高

付
加

価
値

素
材

を
抽

出
、

変
性

、
加

工
す

る
、

世
界

初
の

総
合

バ
イ

オ
マ

ス
変

換
利

用
産

業
の

た
め

の
基

盤
技

術
が

開
発

さ
れ

る
。

森
林

資
源

の
豊

か
な

東
北

地
方

に
、

ハ
イ

パ
ー

ウ
ッ

ド
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
ー

産

業
を

創
生

す
る

こ
と

で
震

災
復

興
に

大
き

く
貢

献
す

る
。

ま
た

、
我

が
国

の

基
幹

産
業

で
あ

る
自

動
車

産
業

、
電

子
機

器
産

業
等

の
資

源
保

障
に

と
っ

て
不

可
欠

で
あ

る
。

H
2
6
-
H

3
1

：
3

研
究

拠
点

の
立

ち
上

げ

及
び

運
営

設
備

費
4
0
、

労
務

費
・
消

耗
品

費
等

1
0

京
都

大
学

、
東

京
大

学
、

秋
田

県
立

大
、

東
北

大
学

、
静

岡
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

北
海

道
大

学
、

九
州

大
学

、
森

林
総

合
研

究
所

、
産

業
技

術
総

合
研

究

所
、

製
紙

会
社

、
化

学
会

社
、

自

動
車

会
社

、
電

子
デ

バ
イ

ス
会

社
、

他

3
7

1
4
-
7

カ
イ

コ
を

基
盤

と
す

る
昆

虫
新

産
業

創

出
に

向
け

た
情

報
解

析
・
技

術
開

発
・

産
業

化
研

究
の

拠
点

形
成

R
e
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r 
fo

r 
a
d
v
a
n
c
e
d

in
s
e
c
t 

in
fo

rm
a
ti
o
n
, 
te

c
h
n
o
lo

g
y

a
n
d
 i
n
d
u
s
tr

y

わ
が

国
が

研
究

を
リ

ー
ド

し
て

い
る

カ

イ
コ

を
有

用
昆

虫
利

用
モ

デ
ル

と
し

て
用

い
、

新
し

い
考

え
方

や
技

術
を

取
り

入
れ

て
新

た
な

活
用

法
を

創
造

す
る

イ
ン

セ
ク

ト
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

新
た

な
成

長
産

業
を

創
出

す
る

た
め

の
研

究
拠

点
を

形
成

す
る

。

カ
イ

コ
と

い
う

類
い

稀
な

家
畜

昆
虫

を

モ
デ

ル
と

し
て

利
用

し
、

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

ゲ
ノ

ム
設

計
と

最
先

端
の

ゲ
ノ

ム
改

変
技

術
に

よ
り

生
物

機
能

を
改

変
し

た
カ

イ
コ

を
創

る
イ

ン

セ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
を

実
現

し
、

昆
虫

多

様
性

の
解

明
等

に
も

貢
献

す
る

。

カ
イ

コ
新

産
業

創
出

と
い

う
出

口
を

見

据
え

て
お

り
、

存
亡

の
危

機
に

あ
る

従
来

型
の

養
蚕

絹
業

か
ら

の
要

望
も

強
く

緊
急

性
が

高
い

。
既

存
技

術
や

文
化

の
継

承
・
発

展
に

よ
る

新
規

雇

用
創

出
を

め
ざ

し
て

お
り

、
科

学
教

育
や

医
療

へ
の

貢
献

も
可

能
で

あ

る
。

H
2
5
-
H

3
4
：
各

拠
点

整
備

、
昆

虫
情

報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

高
度

化
、

カ
イ

コ
シ

ス
テ

ム
モ

デ
ル

構
築

、
ゲ

ノ
ム

改
変

カ
イ

コ
開

発
、

産
業

化
研

究

総
額

1
5
0

初
期

投
資

5
0
（
昆

虫
飼

育
施

設
等

、
各

機
関

の

設
備

拡
充

等
）
、

運
用

費

1
0
×

1
0
年

北
海

道
大

学
、

東
京

大
学

、
九

州
大

学
、

山
口

大
学

、
京

都
工

芸
繊

維
大

学
、

信
州

大
学

、
岩

手
大

学
、

農
業

生
物

資
源

研
究

所
、

基
礎

生
物

学
研

究
所

、
群

馬
県

蚕
糸

技
術

セ
ン

タ
ー

3
8

1
4
-
7

わ
が

国
の

産
業

・
社

会
の

基
盤

資
源

と
し

て
の

昆
虫

の
大

規
模

標
本

お
よ

び

生
物

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
la

rg
e
-
s
c
a
le

c
o
ll
e
c
ti
o
n
 o

f 
in

s
e
c
t 

s
p
e
c
im

e
n
s

a
n
d
 b

io
lo

g
ic

a
l 
in

fo
rm

a
ti
o
n

d
a
ta

b
a
s
e
 a

s
 a

 b
a
s
ic

 r
e
s
o
u
rc

e
 f

o
r

in
d
u
s
tr

y
 a

n
d
 s

o
c
ie

ty
 i
n
 J

a
p
a
n

国
内

と
ア

ジ
ア

地
域

に
お

け
る

大
規

模
な

昆
虫

分
布

調
査

と
種

情
報

の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
、

D
N

A
バ

ー
コ

ー

ド
及

び
国

内
の

代
表

的
昆

虫
の

全
ゲ

ノ
ム

解
析

、
3
D

形
態

情
報

の
集

積
等

に
よ

り
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

同
定

・

検
索

シ
ス

テ
ム

を
開

発
確

立
す

る
。

生
物

多
様

性
標

本
資

源
と

生
物

情

報
の

集
積

を
通

じ
て

、
侵

入
や

分
布

拡
大

が
懸

念
さ

れ
る

感
染

症
媒

介
昆

虫
や

薬
剤

抵
抗

性
害

虫
研

究
の

基

盤
整

備
、

外
来

性
昆

虫
が

保
有

す
る

病
原

の
国

内
侵

入
の

監
視

や
感

染

症
の

解
析

等
の

幅
広

い
研

究
に

貢

献
す

る
。

昆
虫

は
リ

ス
ク

生
物

と
し

て
、

ま
た

絶

滅
の

恐
れ

の
あ

る
危

機
的

生
物

と
し

て
の

側
面

を
持

つ
。

そ
の

基
盤

整
備

は
、

国
民

の
健

康
や

生
物

多
様

性
を

保
護

・
保

全
す

る
た

め
に

重
要

で
あ

り
、

直
接

・
間

接
に

国
民

生
活

の
維

持
向

上
に

役
立

つ
。

H
2
5
-
H

3
4

総
額

8
0

設
備

投
資

2
0
、

人
件

費

2
0
、

運
営

費
2
0
、

消
耗

品
費

1
0
、

そ
の

他
1
0

大
学

(北
大

、
東

大
、

東
工

大
、

京
大

、
九

大
等

)、
独

立
行

政
法

人
(農

業
環

境
技

術
研

究
所

、
農

業
・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究

機
構

、
国

立
環

境
研

究
所

、
国

立
科

学
博

物
館

等
)、

国
立

感
染

症
研

究
所

3
9

1
4
-
8

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
農

学
拠

点 C
o
re

 o
f 

a
g
ri
c
u
lt
u
ra

l 
s
c
ie

n
c
e
s
 f

o
r

re
c
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
 a

re
a
s

d
a
m

a
g
e
d
 b

y
 T

h
e
 g

re
a
t 

e
a
s
t

J
a
p
a
n
 e

a
rt

h
q
u
a
k
e

被
災

地
そ

れ
ぞ

れ
の

実
態

に
即

し
た

ニ
ー

ズ
分

析
と

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
、

復
興

支
援

の
研

究
の

ク
ラ

ス
タ

ー
を

形
成

。
研

究
開

発
の

重
点

的
・
効

果
的

推
進

と
「
復

興
農

学
」
の

成
果

を
世

界
に

発
信

し
国

際
貢

献
を

図
る

。

復
興

の
農

村
計

画
学

、
防

災
・
減

災

学
、

修
復

・
再

建
の

工
学

、
被

災
農

地
で

の
新

農
業

経
営

に
関

す
る

フ
ィ

ー
ル

ド
研

究
。

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

濃
縮

・
減

容
技

術
の

開
発

、
生

態
系

汚
染

の
解

明
、

汚
染

森
林

の
管

理
学

、
食

品
リ

ス
ク

学
な

ど
が

進
む

。

我
が

国
の

農
学

の
取

り
組

み
に

よ
り

復
興

が
道

程
に

乗
る

こ
と

は
、

被
災

地
の

復
興

に
直

接
的

に
貢

献
す

る
だ

け
で

な
く

、
東

日
本

大
震

災
が

経
済

社
会

全
般

に
暗

い
影

を
落

と
し

て
い

る
現

状
に

お
い

て
将

来
へ

の
展

望
を

切
り

開
く
効

果
を

持
つ

。

H
2
5
-
H

3
5

総
額

1
5
0

「
復

興
農

学
セ

ン
タ

ー
」

の
設

置
経

費
3
0
（
構

想

で
は

宮
城

県
と

福
島

県

に
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
方

式

の
拠

点
を

設
置

）
、

運
営

経
費

1
2
×

1
0
年

（
サ

ー

バ
ー

運
営

、
人

件
費

、

緊
急

重
点

研
究

支
援

な

ど
を

想
定

）

東
京

大
学

、
東

北
大

学
、

東
京

農
業

大
学

、
（
独

）
農

業
・
食

品
産

業
総

合
技

術
研

究
機

構
、

宮
城

県
農

業
・
園

芸
総

合
研

究
所

、
福

島
県

農
業

総
合

セ
ン

タ
ー

他

農 学

30



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

農 学
4
0

1
4
-
9

化
学

と
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
統

合

に
よ

る
植

物
保

護
・
作

物
成

長
促

進
技

術
の

開
発

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

in
n
o
v
a
ti
v
e

te
c
h
n
o
lo

g
y
 f

o
r 

p
la

n
t 

p
ro

te
c
ti
o
n

a
n
d
 c

ro
p
 g

ro
w

th
 p

ro
m

o
ti
o
n
 b

y

in
te

g
ra

ti
o
n
 o

f 
c
h
e
m

is
tr

y
 a

n
d

b
io

te
c
h
n
o
lo

g
y

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
と

活
性

化
合

物

化
学

の
発

展
、

そ
し

て
そ

れ
ら

を
統

合
し

た
新

し
い

実
践

的
活

用
法

を
提

示
す

る
「
次

世
代

型
農

業
テ

ク
ノ

ロ

ジ
ー

」
を

新
コ

ン
セ

プ
ト

農
業

技
術

と

し
て

確
立

す
る

。

生
物

学
的

知
見

を
利

用
し

た
化

学
物

質
の

創
製

と
生

物
学

的
知

見
を

利
用

し
た

生
物

研
究

の
両

者
を

核
と

す
る

次
世

代
型

農
業

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
創

出
し

、
新

し
い

化
学

・
生

物
学

融
合

分

野
の

学
術

水
準

を
大

き
く

向
上

・
強

化
す

る
。

新
し

い
コ

ン
セ

プ
ト

の
農

業
テ

ク
ノ

ロ

ジ
ー

の
知

財
化

と
産

業
化

に
よ

り
、

国
内

で
の

食
料

確
保

を
可

能
に

す
る

と
同

時
に

、
今

後
成

長
が

見
込

ま
れ

る
農

薬
産

業
の

発
展

と
世

界
進

出
を

加
速

す
る

。

H
2
6
-
H

3
5

運
営

費
1
0

、
人

件
費

1
8
、

消
耗

品
費

6
（
既

存

の
施

設
を

増
強

し
て

使

用
）
、

そ
の

他
会

議
費

・

旅
費

等
1

東
大

院
農

生
科

、
京

大
農

学
研

究
科

、
理

化
学

研
究

所
C

B
、

理

研
バ

イ
オ

、
農

水
G

B

1
）
融

合
管

理
・
実

施
企

画

2
）
化

合
物

創
製

グ
ル

ー
プ

3
）
植

物
創

成
グ

ル
ー

プ

4
）
植

物
保

護
グ

ル
ー

プ

4
1

1
5
-
1

マ
リ

ン
ビ

ジ
ョ

ン
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ

計
画

：
海

洋
メ

タ
ゲ

ノ
ミ

ク
ス

に
よ

る
全

日
本

広
域

沿
岸

水
生

態
系

研
究

拠
点

の
形

成

M
a
ri
n
e
 v

is
io

n
 n

e
tw

o
rk

in
g

in
it
ia

ti
v
e
s
：
 A

 m
o
n
it
o
ri
n
g
 n

e
tw

o
rk

s
y
s
te

m
 o

f 
u
n
d
e
rw

a
te

r 
e
c
o
lo

g
ic

a
l

d
y
n
a
m

ic
s
 a

lo
n
g
 a

ll
 c

o
a
s
ta

l 
li
n
e
s

o
f 

J
a
p
a
n
 i
s
la

n
d
s

国
内

に
3
研

究
拠

点
、

列
島

沿
岸

に

沿
っ

て
約

5
0
カ

所
の

観
測

定
点

基
地

を
設

け
、

観
測

ブ
イ

や
観

測
船

を
駆

使
し

て
海

洋
の

基
礎

生
産

に
重

要
な

微
生

物
を

中
心

に
低

次
生

態
系

の

変
動

機
構

を
明

ら
か

に
し

、
沿

岸
生

態
系

推
移

予
測

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

微
生

物
叢

を
中

心
と

し
た

海
洋

低
次

生
態

系
の

変
動

機
構

が
世

界
で

初

め
て

明
ら

か
に

な
る

。
ま

た
、

沿
岸

生

態
系

推
移

予
測

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
、

海
洋

生
物

多
様

性
を

保
持

し
た

水
産

生
物

資
源

の
持

続
的

利
用

や

健
全

な
海

洋
環

境
の

維
持

管
理

が

で
き

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
で

海
洋

環
境

の
遷

移
予

測
が

可
能

と
な

り
、

大
震

災
の

不
測

の
事

態
で

も
環

境
改

善
対

策
を

早
期

に
決

定
で

き

る
。

ま
た

、
水

産
資

源
を

維
持

・
管

理

で
き

る
こ

と
で

、
わ

が
国

周
辺

海
域

の
安

全
保

障
に

大
き

く
貢

献
す

る
。

H
2
5
-
H

2
7
：
研

究
拠

点
設

置
、

高
速

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

等 H
2
7
-
H

3
5

：
観

測

デ
ー

タ
収

集
、

海
洋

予
報

法
開

発
等

拠
点

設
置

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

費
6
0
、

メ
タ

ゲ
ノ

ム

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

2
、

ス
パ

コ
ン

・
シ

ー
ケ

ン
サ

8
、

自

立
型

海
洋

観
測

装
置

1
0
、

運
営

費
1
2
0
（
観

測

定
点

維
持

費
3
0
、

備
品

費
2
0
、

消
耗

品
費

3
0
、

人
件

費
4
0
）

実
施

機
関

：
東

大
、

北
大

、
東

京

海
洋

大
、

北
里

大
、

長
崎

大
な

ど

の
高

等
教

育
機

関
、

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
国

研
、

各

県
水

試
な

ど
。

実
行

組
織

：
首

都

圏
の

東
大

を
中

心
と

し
、

北
方

、

南
方

に
も

拠
点

を
設

置
。

4
2

1
5
-
4

動
物

界
O

n
e
 H

e
a
lt
h
：
ア

グ
リ

サ
イ

エ

ン
ス

研
究

拠
点

O
n
e
 H

e
a
lt
h
 i
n
 t

h
e
 a

n
im

a
l 
w

o
rl
d
：

A
im

in
g
 a

t 
th

e
 c

o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f

A
g
ri
c
u
lt
u
ra

l-
S
c
ie

n
c
e
 s

ta
ti
o
n

動
物

界
O

n
e
 H

e
a
lt
h
の

視
点

で
研

究

拠
点

を
中

心
に

農
学

系
動

物
学

（
陸

生
、

水
圏

、
昆

虫
）
を

統
合

し
、

動
物

資
源

開
発

、
産

業
動

物
・
伴

侶
動

物

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

野
生

動
物

・
環

境

動
物

医
科

学
部

門
を

置
き

新
し

い
科

学
を

推
進

す
る

。

ヒ
ト

を
含

め
地

球
上

の
生

命
体

が
調

和
の

と
れ

た
環

境
（
O

n
e

W
o
rl
d
）
で

、

総
合

的
健

康
を

達
成

す
る

（
O

n
e

H
e
a
lt
h
）
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
縦

割
り

の
統

合
と

分
野

融
合

に
よ

る
新

し
い

ア
グ

リ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

を
展

開
す

る
。

O
n
e

H
e
a
lt
h
と

持
続

的
社

会
形

成
の

た
め

の
危

機
管

理
、

陸
圏

と
水

圏
の

資
源

を
利

用
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の

た
め

の
科

学
的

知
見

や
高

等
哺

乳

動
物

比
較

ゲ
ノ

ム
の

知
見

を
活

か
し

た
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ン

ナ
ル

リ
サ

ー

チ
の

拠
点

形
成

。

H
2
7
-
H

3
6

総
額

1
8
0

設
備

投
資

6
0
、

運
営

費

1
2
0
（
1
/
年

程
度

の
追

加

設
備

を
含

む
）

東
京

大
学

大
学

院
農

学
生

命
科

学
研

究
科

を
基

幹
校

と
し

て
、

全

国
の

国
公

私
立

大
学

、
公

的
研

究
機

関
で

実
施

す
る

。

4
3

1
5
-
6

人
類

と
地

球
に

貢
献

す
る

微
生

物
機

能
開

発
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

In
n
o
v
a
ti
v
e
 r

e
s
e
a
rc

h
 o

n
 t

h
e

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

m
ic

ro
b
ia

l

fu
n
c
ti
o
n
s
 f

o
r 

h
u
m

a
n
s
 a

n
d
 t

h
e

E
a
rt

h

微
生

物
研

究
は

、
人

類
の

安
心

・
安

全
と

生
活

の
質

の
向

上
に

必
須

で
あ

る
。

本
事

業
で

は
、

1
.リ

ソ
ー

ス
探

索

研
究

、
2
.機

能
解

析
研

究
の

基
礎

研

究
拠

点
と

、
3
.バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

の
応

用
研

究
拠

点
を

構
築

す

る
。

こ
れ

ま
で

未
開

拓
で

あ
っ

た
自

然
界

に
お

け
る

同
種

異
種

微
生

物
、

動
植

物
な

ど
と

の
相

互
作

用
に

よ
り

発
揮

さ
れ

る
微

生
物

の
多

様
な

生
理

機
能

に
つ

い
て

詳
細

が
解

明
さ

れ
る

。
生

命
の

共
通

の
基

本
原

理
と

微
生

物

の
潜

在
的

有
用

生
理

作
用

が
解

明

さ
れ

る
。

開
発

す
る

複
合

生
態

系
制

御
技

術

は
、

排
水

、
汚

水
処

理
の

向
上

や
作

物
病

害
低

減
に

応
用

で
き

る
。

人
の

腸
内

微
生

物
の

制
御

技
術

の
開

発

は
Q

O
L
を

大
き

く
向

上
さ

せ
る

。
微

生

物
機

能
を

デ
ザ

イ
ン

し
、

バ
イ

オ
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
ー

な
ど

へ
技

術
応

用
す

る
。

H
2
5
-
H

3
2
：
基

礎
研

究
の

展
開

H
3
0
-
H

3
4
：
応

用
研

究
の

推
進

H
2
5
-
H

2
6

：
セ

ン

タ
ー

建
設

等

H
2
7
-
H

3
4
：
共

同
研

究
推

進
等

微
生

物
機

能
開

発
セ

ン

タ
ー

建
設

3
5
、

設
備

投

資
3
5
、

人
件

費
2
7

、
消

耗
品

費
3
6
、

そ
の

他
（
拠

点
運

営
費

、
成

果
公

開

等
）

東
京

大
学

、
筑

波
大

学
、

東
京

工
業

大
学

、
国

立
感

染
症

研
究

所
、

北
里

大
学

、
京

都
大

学
、

岡

山
大

学
、

理
化

学
研

究
所

、
産

業
総

合
術

研
究

所
、

日
本

大
学

4
4

1
5
-
7

天
然

物
由

来
薬

剤
ソ

ー
ス

の
再

構
築

に
よ

る
農

業
の

革
新

In
n
o
v
a
ti
o
n
 o

f 
a
g
ri
c
u
lt
u
re

 b
y

u
s
in

g
 n

a
tu

ra
l 
p
ro

d
u
c
ts

 w
h
o
s
e

s
o
u
rc

e
s
 a

re
 r

e
c
o
n
s
tr

u
c
te

d

天
然

物
由

来
の

薬
剤

ソ
ー

ス
を

再
構

築
し

、
天

然
物

を
農

業
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

環
境

に
優

し
い

農
業

を
構

築

す
る

。
天

然
物

研
究

所
を

設
立

し
、

国
内

の
大

学
と

連
携

を
と

り
な

が
ら

新
し

い
農

業
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

開
発

研
究

を
推

進
す

る
。

天
然

物
の

農
業

利
用

の
基

礎
研

究

で
は

、
生

産
す

る
生

物
で

の
生

理
機

能
、

生
物

間
で

の
役

割
、

環
境

に
対

す
る

作
用

、
有

用
な

生
物

活
性

等
が

分
子

レ
ベ

ル
で

調
べ

ら
れ

る
。

そ
れ

ら
は

全
て

最
先

端
の

研
究

で
あ

り
、

学
術

的
価

値
は

高
い

。

合
成

薬
剤

の
環

境
へ

の
影

響
の

懸

念
が

、
環

境
に

易
し

い
天

然
物

を
農

業
に

積
極

的
に

用
い

る
こ

と
で

緩
和

さ
れ

る
。

環
境

で
の

物
質

代
謝

を
調

節
す

る
天

然
物

を
利

用
す

る
こ

と
で

環
境

破
壊

を
修

復
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

H
2
5
-
H

3
4
：
薬

剤

ソ
ー

ス
ラ

イ
ブ

ラ

リ
ー

の
構

築
、

利
用

開
始

、
農

業
利

用
に

有
望

な
化

合
物

の

取
得

、
応

用

天
然

物
研

究
所

の
建

設

経
費

2
0
、

各
種

分
析

機

器
の

設
備

費
5
、

研
究

員

等
の

人
件

費
1
0
、

消
耗

品
費

・
旅

費
等

5

拠
点

の
天

然
物

研
究

所
は

東
京

大
学

大
学

院
農

学
生

命
科

学
研

究
科

に
設

置
し

、
国

内
の

多
く
の

大
学

の
関

連
研

究
科

と
密

に
連

携
を

と
り

な
が

ら
研

究
を

推
進

す

る
。

食 料 科 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 

 分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

4
5

1
5
-
8

統
合

農
業

知
の

可
視

化
に

よ
る

ユ
ー

ザ
ー

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
実

践
科

学

C
o
n
c
u
rr

e
n
t 

b
io

-
s
c
ie

n
c
e
 f

o
r

in
n
o
v
a
ti
v
e
 u

s
e
rs

 w
it
h
 v

is
u
a
li
ze

d

a
g
ro

-
w

is
d
o
m

 i
n
te

g
ra

ti
o
n

世
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

に
あ

る
日

本
農

業

の
高

単
収

技
術

お
よ

び
農

業
知

財
を

次
世

代
に

継
承

し
か

つ
国

際
競

争
力

を
強

化
す

る
た

め
、

統
合

農
業

知
の

蓄
積

と
活

用
の

プ
ロ

セ
ス

を
一

般
化

し
た

日
本

型
実

践
農

学
の

体
系

化
と

社
会

実
装

を
め

ざ
す

。

日
本

農
業

の
特

徴
で

あ
る

高
単

収
技

術
が

農
法

の
5
大

要
素

（
作

物
、

ほ

場
、

技
術

、
地

域
シ

ス
テ

ム
、

農
家

の
動

機
）
を

駆
使

す
る

集
団

技
術

に

あ
る

と
の

作
業

仮
説

に
も

と
づ

い
て

提
案

さ
れ

た
も

の
、

要
素

還
元

型
研

究
と

は
異

な
る

。

期
待

さ
れ

る
社

会
実

装
の

例
に

は
次

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
。

(1
)国

民
理

解
の

精
密

復
興

農
業

、
(2

)知
的

価

値
の

食
品

機
能

性
と

標
準

化
、

(3
)産

業
的

価
値

の
リ

ス
ク

管
理

農
業

。

H
2
6
-
H

2
8
：
研

究
推

進
組

織
の

設
立

と

全
国

篤
農

デ
ー

タ

の
収

集
開

始

H
2
9
-
H

3
6
：
コ

ン
カ

レ

ン
ト

農
業

科
学

の
実

践

研
究

機
構

・
推

進
拠

点

の
管

理
運

営
費

4
0
、

判

断
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
・
大

規

模
デ

ー
タ

解
析

シ
ス

テ

ム
の

作
成

1
0
0
、

知
農

ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

作
成

8
0

研
究

機
構

：
東

京
農

工
大

学
（
全

体
統

括
）
、

研
究

拠
点

：
北

海
道

大
学

、
東

京
大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

、
京

都
大

学
、

九
州

大
学

、

産
業

技
術

総
合

研
究

所
、

農
研

機
構

・
北

海
道

農
業

研
究

セ
ン

タ
ー

4
6

1
5
-
8

統
合

情
報

を
駆

使
し

た
メ

ガ
ス

ケ
ー

ル

植
物

工
場

に
よ

る
国

際
競

争
力

の
あ

る
農

産
物

生
産

In
te

rn
a
ti
o
n
a
ll
y
 c

o
m

p
e
ti
ti
v
e

a
g
ri
c
u
lt
u
ra

l 
p
ro

d
u
c
ti
o
n
 b

a
s
e
d
 o

n

M
e
g
a
-
s
c
a
le

 g
re

e
n
h
o
u
s
e
 w

it
h

in
te

g
ra

te
d
 a

g
ri
c
u
lt
u
ra

l

in
fo

rm
a
ti
o
n

1
,0

0
0
,0

0
0
m

2
(1

0
0
h
a
)
以

上
の

メ
ガ

ス
ケ

ー
ル

植
物

工
場

に
よ

る
国

際
競

争
力

の
あ

る
農

作
物

生
産

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

、
そ

こ
で

の
農

作
物

生
産

を
支

え
る

統
合

情
報

シ
ス

テ
ム

の
研

究
開

発
を

行
う

。

農
作

物
生

産
統

合
情

報
シ

ス
テ

ム

の
研

究
開

発
に

あ
た

り
、

植
物

生
理

生
態

学
・
園

芸
学

・
計

測
工

学
を

融

合
し

た
植

物
診

断
計

測
工

学
、

知
能

的
環

境
調

節
を

可
能

に
す

る
農

業
情

報
工

学
、

オ
ミ

ク
ス

環
境

調
節

学
、

植

物
ア

ロ
マ

生
産

利
用

学
が

確
立

さ
れ

る
。

国
際

競
争

力
の

あ
る

農
作

物
生

産
シ

ス
テ

ム
と

し
て

1
0
0
億

円
規

模
の

農

作
物

生
産

を
可

能
に

し
、

1
5
0
0
～

5
0
0
0
人

規
模

の
雇

用
を

創
出

す
る

。

ま
た

、
農

作
物

生
産

を
通

し
た

植
物

工
場

「
場

下
町

」
の

形
成

に
よ

る
地

域

活
性

化
も

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
研

究
組

織
・
施

設
の

整
備

H
2
9
-
H

3
1
：
海

外
展

開
の

た
め

の
環

境

整
備

H
3
2
-
H

3
5
：
技

術
確

立
と

国
際

展
開

メ
ガ

ス
ケ

ー
ル

植
物

工

場
実

証
施

設
整

備
2
0
0
、

既
存

植
物

工
場

研
究

拠

点
に

お
け

る
研

究
開

発

費
2
0
、

統
合

情
報

シ
ス

テ
ム

群
研

究
開

発
費

8
0
、

高
緯

度
植

物
工

場

研
究

拠
点

整
備

3
0

植
物

工
場

設
備

を
必

要
と

す
る

研
究

開
発

：
北

海
道

大
学

・
愛

媛

大
学

・
千

葉
大

学
・
大

阪
府

立
大

学
、

各
種

研
究

開
発

：
東

京
大

学
・
京

都
大

学
・
東

京
農

工
大

・

九
州

大
学

・
宮

崎
大

学
・
他

数
企

業

4
7

1
5
-
8

次
世

代
オ

ミ
ク

ス
情

報
制

御
食

料
生

産
植

物
工

場
シ

ス
テ

ム

N
e
x
t 

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 p

la
n
t 

fa
c
to

ry

s
y
s
te

m
 f

o
r 

fo
o
d
 p

ro
d
u
c
ti
o
n
 u

s
in

g

o
m

ic
s
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 c

o
n
tr

o
l

e
n
g
in

e
e
ri
n
g

作
物

本
来

の
遺

伝
子

発
現

の
限

界
、

ス
ト

レ
ス

応
答

の
限

界
を

極
限

に
至

る
ま

で
の

制
御

環
境

下
で

実
験

・
検

証
し

な
が

ら
、

代
謝

生
理

を
シ

ス
テ

ム
生

物
学

的
に

解
明

し
た

う
え

で
、

次
世

代
オ

ミ
ク

ス
情

報
制

御
食

料
生

産
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

海
水

淡
水

化
に

伴
い

得
ら

れ
た

濃
縮

塩
水

を
利

用
し

て
の

浸
透

圧
発

電
、

蓄
電

技
術

の
開

発
は

、
植

物
工

場
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

賄
い

、
同

一
施

設
に

お
け

る
大

規
模

な
農

業
生

産
と

工
業

技
術

の
融

合
は

存
在

せ
ず

、
研

究
成

果
は

世
界

に
誇

れ
る

も
の

と
な

る
。

統
合

し
た

シ
ス

テ
ム

を
達

成
す

る
こ

と

で
、

植
物

工
場

で
生

産
さ

れ
た

穀
物

を
安

価
に

国
民

に
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

で
き

る
可

能
性

を
提

案
し

て
お

り
、

国
民

の
将

来
へ

の
食

の
安

全
に

関
す

る
期

待
、

新
産

業
の

創
成

に
対

し
て

希
望

を
与

え
る

。

H
2
5
-
H

2
7
：
初

期
投

資
穀

物
栽

培
を

含

む
植

物
工

場
の

基

盤
設

備
の

建
設

H
2
7
-
H

3
5

：
運

営

費
・
研

究
等

総
額

7
7
7

（
立

地
条

件
が

良
い

と
こ

ろ
を

2
-
3
箇

所
選

び
、

研

究
推

進
拠

点
を

作
る

）

初
期

投
資

3
0
0
、

人
件

費

9
3
、

運
営

・
研

究
費

3
8
4

愛
媛

大
学

、
千

葉
大

学
、

大
阪

府
立

大
学

、
東

京
大

学
、

東
北

大
学

、
九

州
大

学
、

熊
本

大
学

、

北
海

道
大

学
、

京
都

大
学

、
東

京
農

工
大

学
、

豊
橋

技
術

科
学

大
学

、
産

総
研

北
海

道
セ

ン

タ
ー

、
九

州
沖

縄
農

業
研

究
セ

ン

タ
ー

な
ど

4
8

1
5
-
8

農
林

水
産

業
に

お
け

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

盤
・
応

用
研

究
拠

点
の

形
成

F
o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
c
e
n
te

r 
o
f

e
x
c
e
ll
e
n
c
e
（
C

O
E
）
 o

n
 b

ig
 d

a
ta

s
c
ie

n
c
e
 f

o
r 

s
u
s
ta

in
a
b
le

a
g
ri
c
u
lt
u
re

-
fo

re
s
tr

y
-
fi
s
h
e
ri
e
s

in
d
u
s
tr

y

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
農

業
、

畜

産
業

、
林

業
、

水
産

業
に

共
通

す
る

基
盤

研
究

と
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

で
の

社
会

実
装

実
験

を
進

め
、

計
算

機
科

学
分

野
と

協
働

し
て

、
食

料
科

学
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
る

ブ
レ

イ

ク
ス

ル
ー

を
達

成
す

る
。

本
研

究
拠

点
で

は
対

象
を

現
場

環

境
の

可
視

化
や

、
予

測
さ

れ
た

農
林

水
産

資
源

分
布

の
可

視
化

に
広

げ

る
こ

と
に

よ
り

、
新

た
な

知
見

の
発

掘

を
目

指
す

と
と

も
に

、
実

社
会

（
農

林

水
産

業
）
の

振
興

に
向

け
て

知
の

波

及
を

目
指

す
。

農
林

水
産

業
へ

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

盤
・
応

用
研

究
拠

点

を
形

成
し

、
世

界
に

先
駆

け
て

社
会

実
装

す
る

こ
と

は
統

合
情

報
シ

ス
テ

ム
化

に
よ

る
フ

ー
ド

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

な
り

、
国

際
的

に
競

争
力

の
あ

る
農

林
水

産
業

の
育

成
が

促
進

さ
れ

る
。

H
2
5
-
H

2
7

：
シ

ス
テ

ム
の

開
発

お
よ

び

構
築

H
2
8
-
H

3
4

：
シ

ス
テ

ム
の

試
験

運
用

お

よ
び

社
会

実
装

実

験

総
額

1
0
9

シ
ス

テ
ム

開
発

4
9

、

デ
ー

タ
同

化
技

術
開

発

1
4
、

運
営

費
1
1
、

人
件

費
・
雑

費
3
5

北
海

道
大

学
、

酪
農

学
園

大

学
、

帯
広

畜
産

大
学

、
は

こ
だ

て

未
来

大
学

、
東

京
海

洋
大

学
、

東
京

大
学

、
東

京
農

工
大

学
、

京
都

大
学

、
信

州
大

学
、

九
州

大
学

、
農

研
機

構
、

水
研

セ
ン

タ
ー

、
J
A

M
S
T
E
C

、
民

間
委

託

な
ど

基 礎 医 学

4
9

1
6
-
1

こ
こ

ろ
の

健
康

社
会

を
創

る
多

次
元

ブ

レ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：
機

能
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
解

析
に

基
づ

く
精

神
・
神

経
疾

患
の

革
新

的
予

防
・
治

療
法

開
発

拠
点

の

形
成

M
u
lt
i-

d
is

c
ip

li
n
a
ry

 b
ra

in
 s

c
ie

n
c
e

p
ro

je
c
t 

to
w

a
rd

s
 u

n
d
e
rs

ta
n
d
in

g

a
n
d
 t

re
a
tm

e
n
t 

o
f 

b
ra

in
 d

is
o
rd

e
rs

本
研

究
計

画
で

は
臨

床
デ

ー
タ

・
バ

イ
オ

サ
ン

プ
ル

の
収

集
、

脳
の

シ
ー

ム
レ

ス
解

析
技

術
の

開
発

、
動

物
・
ヒ

ト
に

共
通

の
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開

発
の

三
つ

の
柱

の
推

進
に

よ
り

先
端

的
脳

科
学

研
究

の
推

進
と

そ
の

臨
床

応
用

を
目

指
す

。

本
計

画
の

実
現

に
よ

り
生

命
科

学
の

最
後

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
で

あ
る

脳
の

機

能
が

解
明

さ
れ

、
そ

の
成

果
が

臨
床

脳
科

学
に

よ
る

脳
疾

患
の

克
服

の
み

な
ら

ず
、

「
こ

こ
ろ

」
の

科
学

的
理

解

な
ど

、
広

範
な

影
響

を
周

辺
科

学
領

域
に

与
え

る
事

が
期

待
さ

れ
る

。

本
研

究
計

画
の

最
も

大
き

な
社

会
的

価
値

は
分

子
か

ら
回

路
を

経
て

行
動

に
至

る
各

階
層

を
つ

な
い

だ
脳

機
能

の
理

解
が

可
能

に
な

る
こ

と
で

あ
り

、

さ
ら

に
研

究
基

盤
の

整
備

と
成

果
の

活
用

に
よ

り
「
こ

こ
ろ

の
健

康
社

会
」

の
実

現
に

貢
献

す
る

事
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

3
5
（
施

設
整

備
及

び
運

用
）
臨

床

デ
ー

タ
取

得
、

シ
ー

ム
レ

ス
解

析
技

術
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

タ
ブ

ル
マ

ー
カ

ー
整

備

の
3
項

目
に

つ
い

て

総
額

3
5
0

○
臨

床
デ

ー
タ

取
得

：

設
備

費
4
0
、

運
営

費
5
0

○
シ

ー
ム

レ
ス

解
析

技

術
：
設

備
費

6
0
、

運
営

費

1
0
0

○
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
タ

ブ
ル

マ
ー

カ
ー

：
設

備
費

4
0
、

運
営

費
6
0

東
大

、
理

研
脳

セ
ン

タ
ー

、
生

理

研
・
基

生
研

、
精

神
・
神

経
セ

ン

タ
ー

、
北

大
、

東
北

大
、

東
京

医

歯
大

、
山

梨
大

、
新

潟
大

、
名

大
、

京
大

、
阪

大
、

広
島

大
、

九

大
、

放
医

研
、

Ａ
Ｔ
Ｒ

食 料 科 学

32



【
区
分
Ⅰ
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

5
0

1
6
-
2

医
療

・
創

薬
研

究
加

速
の

た
め

の
生

体
機

能
科

学
と

計
算

生
命

科
学

の
協

同
研

究
開

発
基

盤
の

構
築

In
te

g
ra

ti
v
e
 r

e
s
e
a
rc

h
 o

f 
b
o
d
y

fu
n
c
ti
o
n
 a

n
d
 i
ts

 s
im

u
la

ti
o
n
 f

o
r

m
e
d
ic

a
l 
s
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 d

ru
g

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t

生
体

を
シ

ス
テ

ム
と

し
て

捉
え

、
生

体

機
能

情
報

を
マ

ル
チ

ス
ケ

ー
ル

・
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

に
計

測
し

、
抽

出
・
集

積
し

て
イ

ン
シ

リ
コ

で
再

構
成

し
、

生

体
機

能
を

理
解

す
る

と
共

に
、

計
算

科
学

を
導

入
し

て
予

測
・
制

御
技

術

を
医

療
・
創

薬
に

直
結

さ
せ

る
。

生
体

情
報

を
機

能
的

統
合

し
、

計

算
・
モ

デ
ル

化
に

よ
る

人
体

シ
ミ

ュ

レ
ー

タ
と

し
て

機
能

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化

す
る

こ
と

で
、

多
分

野
で

利
用

可
能

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
を

提
供

し
、

生

体
分

子
・
化

合
物

の
挙

動
や

生
体

機

能
の

作
動

原
理

の
理

解
を

進
め

る
。

個
人

の
情

報
に

基
づ

く
投

薬
設

計
、

手
術

法
な

ど
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を

可
能

と
し

、
新

た
な

個
別

化
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

製
薬

・
医

療
の

発

展
に

貢
献

し
、

国
民

の
健

康
、

生
活

の
質

の
改

善
、

医
療

費
削

減
に

よ
る

経
済

効
果

が
得

ら
れ

る
。

H
2
7
-
H

3
6

総
額

3
2
6

設
備

投
資

6
6
、

運
営

費

2
6
0
（
年

間
2
6
×

1
0
年

）

2
中

核
拠

点
（
自

然
科

学
研

究
機

構
生

理
学

研
究

所
と

理
化

学
研

究
所

）
と

全
国

の
連

携
機

関
（
北

海
道

大
学

、
東

北
大

学
、

東
京

大
学

、
京

都
大

学
、

大
阪

大
学

、

九
州

大
学

、
放

射
線

医
学

総
合

研
究

所
な

ど
）

5
1

1
6
-
2

複
合

糖
質

の
統

合
的

理
解

と
疾

患
の

解
明

を
め

ざ
す

先
端

的
・
国

際
研

究

拠
点

の
形

成
（
糖

鎖
が

拓
く
超

領
域

生

物
学

）

A
 n

e
tw

o
rk

 o
f 

c
u
tt

in
g
-
e
d
g
e

in
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
re

s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

rs

fo
r 

th
e
 i
n
te

g
ra

te
d
 u

n
d
e
rs

ta
n
d
in

g

o
f 

c
o
m

p
le

x
 c

a
rb

o
h
y
d
ra

te
s
 a

n
d

s
o
lu

ti
o
n
 o

f 
h
u
m

a
n
 d

is
e
a
s
e
s
：

c
ro

s
s
-
b
o
u
n
d
a
ry

 b
io

lo
g
y

d
e
v
e
lo

p
e
d
 b

y
 G

ly
c
o
-
s
c
ie

n
c
e

複
合

糖
質

の
構

造
と

機
能

の
統

合

的
理

解
を

進
め

、
疾

患
の

発
症

・
進

展
の

機
序

と
制

御
法

の
開

発
を

め
ざ

す
。

ま
た

、
拠

点
の

整
備

と
次

代
の

研
究

者
育

成
を

図
り

、
他

分
野

へ
の

貢
献

と
産

業
界

や
外

国
と

の
連

携
の

た
め

の
先

端
的

・
国

際
拠

点
を

形
成

す
る

。

複
合

糖
質

の
構

造
と

機
能

の
統

合

的
理

解
と

生
命

現
象

の
分

子
機

構

の
解

明
が

進
み

、
医

学
・
生

物
学

の

進
展

と
豊

か
な

生
命

科
学

の
創

造
に

つ
な

が
る

。
よ

っ
て

、
疾

患
の

発
症

機

構
の

解
明

や
制

御
法

開
発

が
可

能

と
な

り
、

広
範

な
創

薬
応

用
が

期
待

さ
れ

る
。

複
合

糖
質

の
解

析
拠

点
構

築
の

結

果
、

複
合

糖
質

の
作

用
点

を
標

的
と

す
る

予
防

・
診

断
・
治

療
等

、
創

薬
へ

の
応

用
展

開
が

促
進

さ
れ

、
国

民
の

健
康

増
進

と
医

療
の

向
上

に
結

び
つ

く
。

と
く
に

癌
や

認
知

症
及

び
新

興
感

染
症

へ
の

治
療

応
用

が
期

待
さ

れ

る
。

H
2
5
-
H

3
2
：
施

設
整

備
及

び
解

析
、

研
究

支
援

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
、

資
材

供
給

及
び

人
材

育
成

と

国
際

連
携

（
8

年
計

画
）

総
額

1
1
5
.1

（
8
年

間
計

）

初
期

投
資

2
7
.1

(1
-
2
年

目
)、

分
析

装
置

・
運

営

経
費

等
8
8
（
9
.7

5
/
年

×

8
年

及
び

セ
ン

タ
ー

設
置

費
用

5
.0

×
2
年

）

J
C

G
G

に
運

営
委

員
会

事
務

局

を
設

置
、

そ
こ

に
置

か
れ

る
研

究

推
進

本
部

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

遂

行
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
を

図

る
。

そ
の

下
で

主
な

大
学

や
研

究
所

が
中

核
機

関
と

な
り

連
携

協
力

機
関

と
と

も
に

計
画

を
実

施
。

5
2

1
6
-
3

分
子

・
か

た
ち

・
疾

患
を

統
合

す
る

形

態
解

析
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

と
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

O
rg

a
n
iz

a
ti
o
n
 o

f 
re

s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

a
n
d
 c

o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
d
a
ta

b
a
s
e
 f

o
r

in
te

g
ra

ti
n
g
 m

o
le

c
u
le

,s
tr

u
c
tu

re
,

a
n
d
 d

is
e
a
s
e

次
世

代
の

革
新

的
形

態
解

析
技

術

の
開

発
を

推
進

し
、

個
体

か
ら

細
胞

内
構

造
に

至
る

か
た

ち
（
構

造
）
の

情

報
と

個
別

分
子

機
能

の
対

応
、

さ
ら

に
疾

患
組

織
・
細

胞
の

形
態

デ
ー

タ

と
の

照
合

を
も

可
能

に
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

。

本
計

画
で

構
築

す
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

は
、

か
た

ち
に

関
す

る
情

報
を

仲
立

ち
と

し
て

、
分

子
と

疾
患

を
有

機
的

に

連
結

す
る

こ
と

を
可

能
に

し
、

初
期

発

生
か

ら
老

化
・
死

に
い

た
る

過
程

、
多

種
多

様
な

疾
患

の
解

析
に

不
可

欠

な
研

究
基

盤
を

提
供

す
る

。

本
計

画
は

我
が

国
の

科
学

技
術

の

強
み

を
生

か
し

て
医

学
・
医

療
の

発

展
を

強
力

に
推

進
す

る
も

の
で

あ
り

、

基
礎

生
命

科
学

の
発

展
だ

け
で

な

く
、

医
薬

品
や

医
療

機
器

の
開

発
を

促
進

し
、

大
き

な
経

済
的

・
産

業
的

イ

ン
パ

ク
ト

を
持

つ
と

予
想

さ
れ

る
。

H
2
5
-
H

3
2

総
額

1
6
2
.5

初
期

投
資

4
7
（
拠

点
の

施
設

・
機

器
整

備
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

等
）

、

運
営

費
等

1
1
5
.5

（
技

術

開
発

研
究

費
、

設
備

維

持
・

運
用

費
・
人

件
費

等
）

中
核

拠
点

（
名

古
屋

大
学

、
北

海

道
大

学
）

主
要

拠
点

（
東

京
大

学
、

慶
應

義

塾
大

学
な

ど
1
0
機

関
）

連
携

協
力

拠
点

（
東

北
大

学
、

九

州
大

学
な

ど
1
4
機

関
程

度
）

5
3

1
6
-
5

ヒ
ト

生
命

情
報

統
合

研
究

の
拠

点
構

築 E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
 s

tr
a
te

g
ic

o
rg

a
n
iz

a
ti
o
n
 f

o
r 

in
te

g
ra

te
d

h
u
m

a
n
 b

io
s
c
ie

n
c
e
y

1
0
0
万

人
規

模
の

健
常

者
集

団
の

長

期
観

察
か

ら
得

ら
れ

る
ゲ

ノ
ム

、
バ

イ

オ
マ

ー
カ

ー
、

診
断

、
生

活
習

慣
、

環

境
な

ど
の

膨
大

な
情

報
を

集
積

・
統

合
・
解

析
し

、
健

康
に

関
わ

る
様

々
な

知
見

を
見

い
だ

す
た

め
の

ヒ
ト

生
命

情
報

統
合

研
究

を
実

施
す

る
。

本
研

究
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

世
界

に
一

歩
先

ん
じ

た
高

齢
化

社
会

の
健

康
長

寿
モ

デ
ル

の
構

築
が

可
能

で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
新

た
な

ヘ
ル

ス

ケ
ア

産
業

の
創

出
や

保
健

医
療

情

報
の

IT
化

に
よ

る
新

時
代

の
保

健
医

療
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
可

能
と

な

る
。

2
1
世

紀
の

医
学

の
目

標
は

「
病

気
に

か
か

ら
な

い
」
あ

る
い

は
「
病

気
と

の

平
和

共
存

」
の

医
療

開
発

で
あ

る
。

本
提

案
は

そ
の

た
め

の
基

盤
作

り
で

あ
り

、
医

学
、

医
療

、
創

薬
や

、
そ

の

た
め

の
装

置
産

業
や

情
報

産
業

に
も

大
き

な
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
準

備

H
2
9
-
H

4
1

：
ゲ

ノ
ム

コ
ホ

ー
ト

実
施

H
3
4
-
H

4
1
：
情

報
集

積
・
共

有
・
統

合

H
3
4
-
：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

公
開

・
活

用

総
額

6
8
1

準
備

1
5
、

ゲ
ノ

ム
コ

ホ
ー

ト
実

施
5
0
0

、
情

報
集

積
・
共

有
・

統
合

1
2
0
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
公

開
・

活
用

4
6

実
施

機
関

：
J
S
T

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

、

実
行

組
織

：
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス

統
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

、

情
報

研
、

遺
伝

研
、

東
北

大
、

九

大
、

京
大

、
東

大
、

筑
波

大
、

神

戸
先

端
医

療
振

興
財

団

5
4

1
6
-
5

ト
ラ

ン
ス

オ
ミ

ク
ス

ア
プ

ロ
ー

チ
に

基
づ

く
革

新
的

医
学

研
究

In
n
o
v
a
ti
v
e
 m

e
d
ic

a
l 
re

s
e
a
rc

h

b
a
s
e
d
 o

n
 T

ra
n
s
-
o
m

ic
s

a
p
p
ro

a
c
h
e
s

ヒ
ト

や
生

物
の

ゲ
ノ

ム
、

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
、

転
写

物
、

タ
ン

パ
ク

質
、

代
謝

物

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

階
層

横

断
的

な
生

命
シ

ス
テ

ム
の

理
解

を
目

指
す

学
問

分
野

「
ト

ラ
ン

ス
オ

ミ
ク

ス
」

を
創

出
し

、
革

新
的

医
学

研
究

へ
応

用
す

る
。

非
バ

イ
ア

ス
の

ト
ラ

ン
ス

オ
ミ

ク
ス

ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

り
生

命
現

象
や

疾
患

の
鍵

分
子

を
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
で

同
定

す

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
。

コ
ホ

ー
ト

研

究
へ

の
応

用
や

シ
ス

テ
ム

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

と
の

融
合

が
期

待
さ

れ
る

。

高
齢

化
の

進
む

我
が

国
で

顕
在

化
し

て
い

る
慢

性
疾

患
・
難

治
性

疾
患

の

発
症

予
測

・
予

防
・
診

断
法

の
開

発
、

細
胞

リ
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
よ

る
疾

患

治
療

法
の

開
発

や
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
同

定
に

よ
る

創
薬

開
発

に
貢

献
す

る
。

1
0
年

間

1
-
5
年

度
：
主

に
ト

ラ

ン
ス

オ
ミ

ク
ス

技
術

の
確

立

6
-
1
0
年

度
：
主

に
ヒ

ト
の

病
気

の
理

解
を

目
指

す

運
営

費
：
1
0
0
（
1
0
年

間

合
計

）

初
年

度
設

備
費

（
超

高

速
シ

ー
ケ

ン
サ

ー
、

質

量
分

析
装

置
、

計
算

機

の
導

入
）
：
3
0

6
年

度
設

備
費

（
上

記
装

置
の

更
新

）
：
2
0

九
州

大
学

、
東

京
大

学
、

東
京

医
科

歯
科

大
学

、
熊

本
大

学
、

徳
島

大
学

、
京

都
大

学
、

東
北

大
学

、
大

阪
大

学
、

理
化

学
研

究
所

、
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー

な
ど

が
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

型
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

を
構

築
。

基 礎 医 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

5
5

1
6
-
6

高
度

安
全

実
験

（
B

S
L
-
4
）
施

設
を

中

核
と

し
た

感
染

症
研

究
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

w
o
rl
d
-
le

a
d
in

g

re
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 t

ra
in

in
g
 c

e
n
te

r 
fo

r

in
fe

c
ti
o
u
s
 d

is
e
a
s
e
s
 w

it
h
 a

 h
ig

h

c
o
n
ta

in
m

e
n
t 

la
b
o
ra

to
ry

 (
B

S
L
-
4
)

国
内

に
最

高
水

準
の

高
度

安
全

実

験
（
B

S
L
-
4
）

施
設

を
有

す
る

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
感

染
症

教
育

研
究

拠
点

を
形

成
し

、
当

該
分

野
で

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

と
人

材
育

成
に

よ

り
感

染
症

に
対

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
な

安
全

・
安

心
の

向
上

に
貢

献
す

る
。

一
種

病
原

体
を

含
め

た
す

べ
て

の
病

原
体

・
感

染
症

の
包

括
的

な
研

究
が

可
能

と
な

り
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研

究
成

果
が

期
待

で
き

る
。

ま
た

、
共

同
研

究
拠

点
へ

の
研

究
者

の
結

集

に
よ

る
研

究
の

加
速

化
、

研
究

者
・

技
術

者
等

の
人

材
育

成
も

可
能

に
な

る
。

本
計

画
に

よ
り

新
興

感
染

症
な

ど
に

対
す

る
診

断
・
治

療
法

が
確

立
さ

れ
、

適
切

な
予

防
手

段
が

講
じ

ら
れ

る
こ

と
で

、
国

民
の

安
全

・
安

心
が

確

保
さ

れ
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
感

染

症
管

理
体

制
へ

の
貢

献
を

通
じ

、
世

界
の

安
全

・
安

心
の

確
保

に
資

す

る
。

H
2
6
：
設

置
準

備

H
2
7
-
H

3
0

：
設

計
・

建
設

H
3
1
：
試

運
転

H
3
2
-
H

3
5
：
運

用
開

始 H
2
8
-
H

3
5
：
人

材
育

成

施
設

建
設

費
8
0
、

実
験

設
備

・
機

器
費

1
1
、

研
究

成
果

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構

築
費

1
.5

、
施

設
維

持
費

3
/
年

北
海

道
大

学
、

東
北

大
学

、
東

京
大

学
、

東
京

医
科

歯
科

大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

、
大

阪
大

学
、

神
戸

大
学

、
九

州
大

学
、

長

崎
大

学
、

化
学

及
血

清
療

法
研

究
所

5
6

1
6
-
7

先
端

科
学

技
術

に
よ

る
医

療
機

器
・
化

学
マ

テ
リ

ア
ル

の
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

科

学
評

価
解

析
セ

ン
タ

ー

R
e
g
u
la

to
ry

 s
c
ie

n
c
e
 c

e
n
te

r 
fo

r

e
v
a
lu

a
ti
o
n
 a

n
d
 a

n
a
ly

s
is

 o
f

m
e
d
ic

a
l 
d
e
v
ic

e
 a

n
d
 c

h
e
m

ic
a
l

m
a
te

ri
a
l 
b
a
s
e
d
 o

n
 a

d
v
a
n
c
e
d

s
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y

先
端

科
学

技
術

に
基

づ
く

医
療

機
器

や
新

化
学

材
料

に
基

づ
く

製
品

・
食

品
な

ど
の

有
効

性
と

危
険

性
を

、
科

学
的

解
析

と
定

量
的

評
価

に
よ

り
、

コ
ス

ト
も

考
慮

し
た

安
全

基
準

を
構

築
、

導
入

す
る

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
科

学

を
実

践
す

る
セ

ン
タ

ー
を

構
築

す
る

。

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

社
会

サ
ー

ビ
ス

と
ビ

ジ
ネ

ス
の

両
立

に
は

、

科
学

技
術

に
よ

る
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
と

安

全
性

の
リ

ス
ク

を
科

学
的

解
析

す
る

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
科

学
は

自
然

科
学

と

社
会

科
学

の
新

学
術

融
合

領
域

の

研
究

教
育

が
不

可
欠

で
あ

る
。

先
端

科
学

技
術

に
よ

る
医

療
機

器
と

化
学

材
料

ば
か

り
で

な
く
、

食
品

、
衣

類
な

ど
に

広
く
拡

張
で

き
、

そ
の

社
会

や
産

業
に

対
す

る
有

効
性

、
生

活
向

上
と

障
害

、
危

険
性

を
科

学
的

に
定

量
化

し
、

法
制

化
と

執
行

の
概

念
は

他
分

野
へ

の
発

展
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
5
-
H

3
2
：
施

設
整

備
及

び
運

転

H
3
3

以
降

、
企

業
・

他
機

関
と

の
連

携

運
営

体
制

確
立

○
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
科

学
評

価
解

析
装

置
：
設

備
投

資
9
.5

、
運

転
実

験
経

費

3
、

運
営

費
0
.4

（
他

、
既

存
設

備
解

体
・
改

造
費

要
）

横
浜

国
大

未
来

情
報

通
信

医
療

社
会

基
盤

セ
ン

タ
ー

、
安

心
・
安

全
の

科
学

研
究

教
育

セ
ン

タ
ー

、

自
然

科
学

系
3
社

会
科

学
系

1
研

究
院

、
横

浜
市

大
医

学
研

究
科

・

附
属

病
院

、
P
M

D
A

、
N

IC
T

、
オ

ウ
ル

大
学

、
C

W
C

日
本

5
7

1
7
-
1

基
礎

と
臨

床
に

お
け

る
医

学
知

の
統

合
と

循
環

を
実

現
す

る
大

規
模

統
合

臨
床

情
報

基
盤

の
開

発
研

究
計

画

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

a
 m

a
s
s
iv

e

fe
d
e
ra

te
d
 c

li
n
ic

a
l 
in

fo
rm

a
ti
o
n

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 t

o
 r

e
a
li
ze

 t
h
e

in
te

g
ra

ti
o
n
 a

n
d
 c

y
c
li
c
 u

ti
li
za

ti
o
n

o
f 

m
e
d
ic

a
l 
a
n
d
 h

e
a
lt
h
c
a
re

in
te

ll
e
c
t

基
礎

医
学

の
知

と
臨

床
医

学
の

知
を

統
合

し
て

両
研

究
と

社
会

へ
の

還
元

を
実

現
す

る
。

こ
の

た
め

、
国

際
標

準
に

準
拠

し
た

臨
床

情
報

の
収

集
と

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

か
ら

の
知

の
生

成
の

た
め

の
臨

床
情

報
解

析
基

盤
を

開

発
し

、
医

学
の

場
と

社
会

に
提

供
す

る
。

全
国

規
模

で
標

準
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

さ
れ

た
臨

床
情

報
を

系
統

的
に

解
析

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
新

た
な

臨
床

に

将
来

結
び

つ
く
基

礎
研

究
課

題
や

臨

床
研

究
課

題
が

得
ら

れ
、

国
際

治

験
・
臨

床
研

究
の

基
盤

、
他

国
と

の

患
者

情
報

交
換

の
基

盤
に

な
り

う

る
。

臨
床

医
学

の
質

と
ア

ウ
ト

カ
ム

の
評

価
を

極
め

て
効

率
的

か
つ

高
品

質
に

実
現

で
き

新
た

な
研

究
端

緒
を

得
ら

れ
る

情
報

基
盤

の
発

展
は

、
超

少
子

高
齢

社
会

に
お

け
る

問
題

解
決

に
不

可
欠

で
あ

る
と

同
時

に
、

将
来

の
世

界
貢

献
の

主
要

な
基

盤
技

術
と

な

る
。

最
初

の
5
年

で
シ

ス

テ
ム

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
設

計
・

開
発

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

後
後

、
1
0
年

運
用

し

つ
つ

拡
張

し
つ

つ
運

用
す

る
。

拠
点

整
備

9
0
（
初

期
5
年

×
6
、

運
用

1
0
年

×
3
）
、

開
発

研
究

9
5
（
初

期
5
年

×
1
3
、

運
用

運
用

1
0
年

×
3
）
、

一
般

管
理

費
2
0

◎
東

京
大

学
医

学
系

研
究

科
、

自
治

医
大

、
浜

松
医

大
、

大
阪

大
学

、
九

州
大

学
、

川
崎

医
療

福
祉

大
学

、
帝

京
大

学
、

東
北

大
学

の
各

医
療

情
報

学
系

講

座
、

日
本

医
療

情
報

学
会

、

M
E
D

IS
-
D

C
、

J
A

H
IS

5
8

1
7
-
4

ゲ
ノ

ム
医

療
開

発
研

究
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

re
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r

fo
r 

p
e
rs

o
n
a
l 
g
e
n
o
m

e
 m

e
d
ic

in
e

本
研

究
拠

点
で

は
、

わ
が

国
の

ゲ
ノ

ム
医

療
の

ヘ
ッ

ド
ク

ォ
ー

タ
ー

と
し

て
、

ゲ
ノ

ム
解

析
技

術
・
臨

床
情

報

の
統

合
的

解
析

研
究

に
基

づ
き

、
ゲ

ノ
ム

診
療

の
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

作
り

上

げ
る

「
ゲ

ノ
ム

医
療

開
発

研
究

拠
点

」

の
実

現
を

目
指

す
。

パ
ー

ソ
ナ

ル
ゲ

ノ
ム

情
報

を
、

治
療

法
開

発
、

診
療

に
活

用
し

て
い

く
と

い

う
、

tr
a
n
s
la

ti
o
n
a
l

g
e
n
o
m

ic
s

の
実

現
が

、
今

後
の

医
療

に
お

い
て

、
治

療
の

最
適

化
、

医
療

経
済

の
効

率
化

の
原

動
力

に
な

る
。

パ
ー

ソ
ナ

ル
ゲ

ノ
ム

解
析

に
基

づ
く

疾
患

の
発

症
機

構
の

解
明

、
創

薬
研

究
へ

発
展

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

ゲ
ノ

ム
情

報
に

も
と

づ
く
、

診
断

、
治

療
の

最
適

化
は

、
医

療
の

質
の

向
上

と
い

う
点

で
そ

の
社

会
的

価
値

は
極

め
て

高

い
。

H
2
6
-
H

3
2
：
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

お
よ

び
ゲ

ノ
ム

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
施

設
整

備
及

び
運

転

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー

（
1
5
台

）
1
5
、

ゲ
ノ

ム
イ

ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
の

た
め

の
計

算
機

5
0

、
ゲ

ノ
ム

解
析

費
用

7
5
、

リ
ソ

ー
ス

の
収

集
・
管

理
5
、

人
件

費
2
8

東
京

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

同
大

学
院

医
学

系
研

究
科

、
同

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
、

同
医

科
学

研
究

所
、

同
先

端
科

学
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー

5
9

1
7
-
5

放
射

線
医

科
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出

に
向

け
た

統
合

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

形

成 E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

th
e
 i
n
te

g
ra

te
d

c
o
n
s
o
rt

iu
m

 f
o
r 

ra
d
io

lo
g
ic

a
l

s
c
ie

n
c
e
s
 t

o
 c

re
a
te

 r
a
d
ia

ti
o
n

m
e
d
ic

a
l 
in

n
o
v
a
ti
o
n

放
射

線
影

響
と

医
学

利
用

の
領

域
を

融
合

す
る

た
め

、
当

該
分

野
の

中
核

機
関

と
医

・
工

・
薬

・
生

物
・
情

報
科

学
等

の
研

究
者

が
結

集
す

る
コ

ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

し
、

医
療

・
研

究

現
場

の
情

報
集

約
や

基
礎

基
盤

研

究
の

推
進

、
環

境
整

備
等

を
実

施
す

る
。

放
射

線
診

断
の

最
適

化
、

が
ん

の
状

態
や

治
療

歴
を

考
慮

し
た

個
々

の
患

者
に

最
適

な
個

別
化

治
療

法
の

確

立
、

合
理

的
な

放
射

線
防

護
に

よ
る

安
全

確
保

等
の

実
現

に
必

要
と

さ
れ

る
数

多
く

の
基

礎
・
基

盤
的

研
究

成

果
を

創
出

で
き

る
。

国
民

の
健

康
増

進
や

放
射

線
へ

の

不
安

解
消

、
国

際
競

争
力

の
高

い
機

器
開

発
等

に
直

結
し

て
い

る
。

放
射

線
医

科
学

の
情

報
集

約
は

国
際

社

会
に

お
け

る
日

本
の

学
術

貢
献

度
を

高
め

る
。

不
足

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

当
該

分
野

の
人

材
育

成
に

も
有

効
で

あ
る

。

H
2
5
-
H

2
7

：
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

及
び

拠
点

整
備

H
2
8
-
H

3
4

：
建

設
・

施
設

整
備

/
成

果
の

集
約

H
3
2
-
H

3
4
：
放

射
線

診
療

情
報

収
集

○
ナ

シ
ョ

ナ
ル

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
：
建

設
2
0
、

運
営

2
0
(1

0
年

間
）

○
6
分

野
の

拠
点

の
大

型
研

究
設

備
：
設

備
整

備
1
2
0
、

運
営

1
2
0
(1

0
年

間
）

北
大

、
環

境
技

研
、

福
島

県
医

大
、

東
大

、
放

医
研

、
京

大
、

放

影
研

、
広

大
、

九
大

、
長

崎
大

等

が
放

射
線

関
連

学
協

会
と

連
携

し
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

研

究
を

先
導

。
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の

全
体

運
営

は
放

医
研

が
実

施
。

基 礎 医 学 臨 床 医 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

6
0

1
8
-
1

健
康

・
医

療
・
介

護
に

関
わ

る
統

合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

お
よ

び
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
活

用
に

係
わ

る
教

育
・
研

修
の

た
め

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー

構
想

P
la

n
 f

o
r 

a
 n

a
ti
o
n
a
l 
d
a
ta

-
c
e
n
te

r

fo
r 

e
s
ta

b
li
s
h
in

g
 a

n
d
 t

ra
in

in
g
 o

f

in
te

g
ra

te
d
 d

a
ta

b
a
s
e
 f

o
r 

h
e
a
lt
h
,

m
e
d
ic

in
e
, 
a
n
d
 s

o
c
ia

l 
s
e
rv

ic
e
s
 i
n

J
a
p
a
n

わ
が

国
の

健
康

・
医

療
・
介

護
に

関

わ
る

ナ
シ

ョ
ナ

ル
デ

ー
タ

を
集

積
し

、

統
合

的
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
よ

う
な

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
活

用
に

係
わ

る
教

育
研

修
を

行
う

ナ
シ

ョ
ナ

ル
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

を
創

設

す
る

。

健
康

・
医

療
・
介

護
の

ナ
シ

ョ
ナ

ル

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

や
デ

ー
タ

取
扱

の
教

育
・
研

修
に

係
わ

る
専

門
組

織

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
当

該
デ

ー
タ

利

活
用

の
ノ

ウ
ハ

ウ
蓄

積
と

専
門

的
人

材
の

集
約

・
養

成
を

行
い

、
研

究
を

活
性

化
す

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
健

康
・
医

療
・
介

護
関

連
の

制
度

・
政

策
研

究

の
推

進
や

、
少

子
高

齢
社

会
に

お
け

る
社

会
保

障
の

あ
り

方
を

広
く

議
論

す
る

た
め

の
科

学
的

エ
ビ

デ
ン

ス
の

蓄
積

が
促

進
さ

れ
る

。

1
-
3
年

次
：
セ

ン
タ

ー

設
置

準
備

及
び

設

置 4
-
6

年
次

：
モ

デ
ル

事
業

実
施

7
-
9
年

次
：
セ

ン
タ

ー

本
格

稼
働

1
0
年

次
：
活

動
評

価

年
間

3

施
設

借
料

0
.2

、
サ

ー

バ
ー

・
操

作
端

末
リ

ー
ス

費
0
.7

、
光

熱
費

・
消

耗

品
費

0
.1

、
研

究
・

運
営

ス
タ

ッ
フ

人
件

費
1

、
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

等

人
件

費
1

東
日

本
、

西
日

本
に

1
箇

所
ず

つ
、

大
学

等
の

キ
ャ

ン
パ

ス
内

に

ス
ペ

ー
ス

を
借

用
し

、
セ

ン
タ

ー

を
設

置
す

る
。

各
セ

ン
タ

ー
に

は
、

運
営

委
員

会
、

デ
ー

タ
使

用

申
請

審
査

委
員

会
な

ど
を

設

け
、

関
連

学
会

等
の

協
力

を
得

る
。

6
1

1
8
-
1

人
獣

共
通

感
染

症
研

究
世

界
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

th
e
 w

o
rl
d

c
o
ll
a
b
o
ra

ti
n
g
 c

e
n
te

r 
fo

r 
zo

o
n
o
s
e
s

c
o
n
tr

o
l

北
海

道
大

学
人

獣
共

通
感

染
症

リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

て
、

国

際
機

関
と

内
外

の
研

究
・
行

政
機

関
・
産

業
界

と
協

働
し

世
界

の
感

染

症
対

策
を

牽
引

す
る

人
獣

共
通

感
染

症
研

究
世

界
拠

点
の

形
成

を
目

標
と

す
る

。

世
界

各
地

で
問

題
と

な
っ

て
い

る
新

興
・
再

興
感

染
症

の
殆

ど
は

人
獣

共

通
感

染
症

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

制

圧
に

向
け

病
原

体
の

生
態

や
多

様

性
、

宿
主

特
異

性
、

個
体

・
集

団
・
ゲ

ノ
ム

レ
ベ

ル
の

進
化

と
そ

の
方

向
予

測
等

多
元

的
研

究
を

展
開

す
る

。

人
獣

共
通

感
染

症
対

策
を

牽
引

す
る

世
界

的
拠

点
を

構
築

し
、

診
断

、
予

防
、

治
療

法
を

新
た

に
開

発
し

、
そ

の

普
及

を
通

じ
て

人
々

の
健

康
を

守

る
。

H
2
5
-
H

3
4

総
額

8
0
（
1
0
年

間
）

人
獣

共
通

感
染

症
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
、

海
外

拠
点

協
力

機
関

（
ザ

ン
ビ

ア
大

学
獣

医
学

部
、

同

国
保

健
省

大
学

教
育

病
院

、
タ

イ
マ

ヒ
ド

ン
大

学
公

衆
衛

生
学

部
、

モ
ン

ゴ
ル

農
業

大
学

）

歯 学
6
2

1
9
-
1

口
腔

疾
患

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

g
lo

b
a
l 
re

s
e
a
rc

h

c
e
n
te

r 
fo

r 
o
ra

l 
d
is

e
a
s
e
s

我
国

の
歯

学
研

究
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン

ナ
ー

を
結

集
し

て
学

際
的

な
口

腔
疾

患
グ

ロ
ー

バ
ル

研
究

拠
点

を
構

築

し
、

世
界

に
先

駆
け

て
少

子
高

齢
社

会
に

資
す

る
先

端
的

歯
学

研
究

・
歯

科
医

療
を

開
発

し
て

、
国

民
の

口
腔

機
能

回
復

、
健

康
維

持
向

上
を

図

る
。

本
計

画
の

推
進

に
よ

り
、

現
在

ま
で

に
築

い
て

き
た

我
国

の
歯

科
医

学
を

飛
躍

的
に

発
展

さ
せ

、
安

全
で

質
の

高
い

先
端

的
歯

科
医

療
を

国
民

に
提

供
し

、
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

歯
科

医
学

・
歯

科
医

療
の

国
際

的
リ

ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

確
立

に
貢

献
。

本
計

画
の

推
進

に
よ

り
、

我
が

国
の

歯
科

医
学

・
歯

科
医

療
レ

ベ
ル

を
向

上
さ

せ
、

世
界

に
誇

れ
る

歯
科

医
療

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

し
て

、
国

民

に
こ

れ
ま

で
以

上
に

安
心

・
安

全
で

、

か
つ

有
効

な
歯

科
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

に
貢

献
で

き
る

。

H
2
6
-
H

3
5
：
研

究
期

間

初
期

投
資

2
0
（
拠

点
整

備
7

、
設

備
・

備
品

費

1
3
）
、

人
件

費
2
0
、

運
営

経
費

3
0

東
京

医
科

歯
科

大
学

に
実

施
拠

点
を

設
置

し
、

国
公

私
立

大
学

歯
学

部
・
関

連
機

関
よ

り
選

出
さ

れ
た

メ
ン

バ
ー

で
構

成
さ

れ
る

運

営
委

員
会

が
、

拠
点

研
究

員
、

特
任

研
究

員
な

ど
を

人
選

し
、

学

際
的

な
研

究
を

推
進

す
る

。

6
3

2
0
-
4

分
子

標
的

薬
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

（
分

子

標
的

計
算

拠
点

）

S
im

u
la

to
r 

fo
r 

m
o
le

c
u
la

rl
y

ta
rg

e
te

d
 d

ru
g
s

ゲ
ノ

ム
解

読
か

ら
明

ら
か

に
な

っ
て

き
た

が
ん

や
生

活
習

慣
病

に
対

す
る

分
子

標
的

タ
ン

パ
ク

質
に

作
用

す
る

親
和

性
、

特
異

性
、

機
能

性
の

高
い

薬
の

設
計

と
実

証
を

高
い

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

専
用

計
算

機
を

用
い

て
行

う
。

水
溶

液
中

の
タ

ン
パ

ク
質

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
設

計
を

こ
れ

ま
で

の
経

験
に

基
づ

く
方

法
か

ら
、

分
子

動
力

学
に

基
づ

く
理

論
設

計
を

可
能

と
す

る
大

規
模

演
算

を
可

能
と

す
る

。
そ

の
た

め
の

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
精

緻
化

し
、

実
証

研
究

を
行

う
。

が
ん

や
生

活
習

慣
病

、
精

神
神

経
疾

患
へ

の
画

期
的

な
新

薬
の

開
発

は
、

国
際

的
な

競
争

の
激

化
の

中
で

我

が
国

の
成

長
戦

略
の

要
と

な
る

。
特

に
、

多
数

の
遺

伝
的

な
変

異
を

も
と

に
個

別
化

が
す

す
む

医
薬

品
の

理

論
設

計
の

意
義

は
大

き
い

。

H
2
5
-
H

3
2
：
ク

ラ
ウ

ド

運
用

演
算

用
ク

ラ
ウ

ド
運

用

費
4
5
、

運
営

費
4
2

東
京

大
学

先
端

科
学

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

生
物

学
薬

学
の

た
め

の
分

子
動

力
学

拠
点

6
4

2
0
-
4

リ
ピ

ド
ー

ム
研

究
を

推
進

す
る

日
本

脂

質
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
形

成

E
s
ta

b
li
s
h
in

g
 a

 l
ip

id
o
m

e
 r

e
s
e
a
rc

h

c
o
n
s
o
rt

iu
m

ヒ
ト

を
含

む
多

様
な

動
植

物
種

に
存

在
す

る
全

脂
質

の
構

造
を

明
ら

か
に

し
、

機
能

と
組

織
分

布
を

解
明

し
、

有

意
な

生
理

活
性

を
も

つ
脂

質
を

発
見

し
、

製
造

し
、

利
用

す
る

こ
と

で
、

広
く

社
会

に
波

及
効

果
を

も
つ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

す
る

。

革
新

的
な

脂
質

解
析

技
術

の
確

立

に
よ

り
、

未
知

の
生

理
活

性
を

も
つ

新
し

い
脂

質
を

発
見

。
脂

質
が

司
る

生
命

現
象

解
明

、
脂

質
代

謝
異

常
に

よ
る

病
態

の
解

明
。

新
規

創
薬

、
機

能
性

食
品

創
製

、
疾

患
マ

ー
カ

ー
脂

質
の

発
見

と
早

期
診

断
法

や
予

防
法

確
立

、
ド

ラ
ッ

グ
デ

リ

バ
リ

ー
に

お
け

る
リ

ポ
ソ

ー
ム

利
用

な
ど

、
脂

質
デ

ィ
バ

イ
ス

の
健

康
福

祉
へ

の
活

用
。

H
2
6
-
H

3
0
：
脂

質
分

析
技

術
の

高
感

度
・

簡
便

化
、

生
体

脂
質

分
子

種
網

羅
的

解

析 H
3
1
-
H

3
5

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

ラ
イ

ブ
ラ

リ

構
築

脂
質

解
析

機
器

初
期

設

備
投

資
1
0
0
、

定
量

･定

性
解

析
技

術
の

開
発

4
0
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の

構
築

5
、

生
理

機
能

解
析

2
5
、

製
造

・
発

現
法

の
確

立
2
0
、

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

整

備
5
、

創
薬

・
診

断
・
予

防

応
用

基
盤

整
備

5

首
都

圏
4
機

関
（
東

京
大

学
、

昭

和
薬

科
大

学
、

順
天

堂
大

学
、

国
立

医
薬

品
食

品
衛

生
研

究

所
）
を

中
核

拠
点

と
し

、
全

国
各

地
に

地
方

拠
点

を
置

く
。

健 康 ・ 生 活 科 学 薬 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

6
5

2
0
-
7

ナ
ノ

医
療

に
基

づ
い

た
革

新
的

医
薬

品
の

創
出

拠
点

の
形

成

P
la

tf
o
rm

 f
o
r 

in
n
o
v
a
ti
v
e

n
a
n
o
m

e
d
ic

in
e
 b

a
s
e
d
 o

n
 a

ll
 J

a
p
a
n

n
e
tw

o
rk

s

ナ
ノ

医
療

の
基

盤
技

術
を

G
L
P
/
G

M
P

基
準

で
製

造
可

能
な

拠
点

を
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
で

拠
点

形
成

を
行

い
、

ボ
ト

ム

ア
ッ

プ
的

に
提

案
さ

れ
た

D
D

S
の

体

内
動

態
・
細

胞
内

動
態

な
ど

を
統

一

的
に

評
価

し
、

合
理

的
に

非
臨

床
・

臨
床

試
験

へ
と

展
開

す
る

。

基
礎

研
究

か
ら

非
臨

床
・
臨

床
試

験

へ
の

移
行

を
阻

む
「

死
の

谷
」

を

G
L
P
/
G

M
P

基
準

で
の

製
造

法
を

有

す
る

拠
点

形
成

に
よ

り
克

服
し

、

種
々

の
D

D
S
の

性
能

を
統

一
的

に
評

価
し

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

、

「
知

の
循

環
」
が

確
立

す
る

。

大
学

の
研

究
室

で
開

発
さ

れ
た

革
新

的
医

薬
品

の
シ

ー
ズ

が
「
死

の
谷

」

を
超

え
て

非
臨

床
・
臨

床
試

験
へ

と

橋
渡

し
さ

れ
、

製
薬

企
業

と
の

連
携

が
促

進
す

れ
ば

、
現

在
の

医
薬

品
産

業
が

直
面

し
て

い
る

困
難

な
状

況
を

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ｈ
2
6
-
H

2
7
：

G
L
P
/
G

M
P

基
準

の

製
造

拠
点

の
構

築

Ｈ
2
8
-
H

3
0

：
ナ

ノ
医

療
技

術
の

標
準

化

Ｈ
3
1
-
H

3
5

：
非

臨

床
・
臨

床
研

究

初
期

投
資

5
0
（
中

核
と

な

る
5
拠

点
に

、
G

L
P
/
G

M
P

基
準

で
ナ

ノ
医

薬
品

を

製
造

す
る

拠
点

を
整

備

す
る

）
、

運
営

費
1
0
0
（
各

拠
点

に
、

G
L
P
/
G

M
P
製

造
法

の
確

立
、

標
準

的

評
価

方
法

を
確

立
す

る
）

北
海

道
大

学
、

東
京

大
学

、
名

古
屋

市
立

大
学

、
京

都
大

学
、

熊
本

大
学

を
中

核
拠

点
と

し
、

国

立
医

薬
品

食
品

衛
生

研
究

所
な

ら
び

に
製

薬
企

業
と

密
接

に
連

携
し

て
、

オ
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

6
6

2
0
-
7

バ
イ

オ
医

薬
の

次
世

代
型

投
与

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と

そ
の

早
期

実
用

化
を

目
指

し
た

開
発

基
盤

拠
点

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

c
o
re

 t
e
c
h
n
o
lo

g
y

fo
r 

a
d
v
a
n
c
e
d
 t

h
e
ra

p
e
u
ti
c
 s

y
s
te

m

o
f 

B
io

-
m

e
d
ic

in
e
 a

n
d
 i
ts

 e
a
rl
y

a
p
p
li
c
a
ti
o
n
 f

o
r 

c
li
n
ic

a
l 
u
s
e

高
分

子
バ

イ
オ

医
薬

品
の

D
D

S
技

術

お
よ

び
体

内
動

態
解

析
技

術
の

実

用
化

を
目

指
し

、
(1

)新
た

な
投

与
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
拠

点
、

(2
)F

ir
s
t

in

h
u
m

a
n
試

験
を

実
施

す
る

た
め

の
臨

床
試

験
に

関
す

る
拠

点
、

を
構

築
す

る
。

我
が

国
の

薬
剤

学
・
動

態
学

分
野

で

蓄
積

さ
れ

た
製

剤
化

・
D

D
S
の

知
識

・

技
術

と
体

内
動

態
の

解
析

技
術

を
集

約
し

早
期

に
活

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

高
分

子
バ

イ
オ

医
薬

品
の

次
世

代
型

投
与

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
高

度
医

療
の

実
現

に
貢

献
す

る
。

バ
イ

オ
医

薬
品

の
新

た
な

投
与

シ
ス

テ
ム

の
開

発
は

、
バ

イ
オ

医
薬

品
の

自
己

投
与

を
可

能
と

し
、

そ
の

有
用

性
を

飛
躍

的
に

高
め

る
と

同
時

に
、

日
本

の
医

薬
品

産
業

が
国

際
的

な

競
争

力
を

取
り

戻
す

上
で

不
可

欠
な

革
新

的
技

術
で

あ
る

。

H
2
6
-
H

2
9

：
バ

イ
オ

医
薬

品
の

製
剤

化

技
術

の
研

究
拠

点

の
構

築

H
2
9
-
H

3
5
：
早

期
探

索
的

臨
床

試
験

拠

点
の

整
備

初
期

投
資

4
0
（
新

規
製

剤
技

術
開

発
部

門
1
5
、

臨
床

試
験

部
門

2
5
）
、

運

営
費

8
0
（
年

間
の

運
営

費
8
）

日
本

薬
剤

学
会

が
中

核
と

な
り

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

し
、

北

海
道

大
学

、
千

葉
大

学
、

名
古

屋
市

立
大

学
、

京
都

大
学

、
摂

南
大

学
等

の
大

学
研

究
施

設
、

公
的

研
究

施
設

な
ら

び
に

製
薬

企
業

か
ら

な
る

研
究

拠
点

を
形

成
す

る
。

6
7

2
0
-
1
0

ゲ
ノ

ム
科

学
支

援
に

よ
る

薬
用

植
物

資
源

科
学

を
基

盤
と

し
た

高
品

質
薬

用
植

物
の

作
出

・
栽

培
・
維

持
・
管

理
・

供
給

シ
ス

テ
ム

の
構

築

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

m
e
d
ic

in
a
l 
p
la

n
t

re
s
o
u
rc

e
 s

c
ie

n
c
e

生
活

習
慣

病
関

連
で

多
用

す
る

漢

方
薬

原
料

を
中

心
に

薬
用

植
物

資

源
の

内
製

化
を

目
指

し
、

公
的

な
同

植
物

栽
培

基
盤

を
整

備
、

生
産

地
と

成
分

に
関

す
る

遺
伝

子
・
系

統
等

の

デ
ー

タ
を

収
集

再
構

築
し

、
全

国
の

医
療

従
事

者
と

植
栽

研
究

の
基

盤
と

す
る

。

薬
用

植
物

の
新

規
育

種
、

栽
培

、
生

産
技

術
等

に
関

す
る

研
究

推
進

学

術
基

盤
整

備
か

ら
開

始
、

医
薬

品
原

料
の

安
定

供
給

と
高

付
加

価
値

作

物
の

栽
培

品
種

作
成

に
貢

献
す

る
。

中
国

の
経

済
発

展
に

伴
い

、
医

薬
資

源
の

枯
渇

が
焦

眉
の

急
に

な
り

、
医

療
従

事
者

も
生

薬
資

源
の

確
保

を
熱

望
し

て
い

る
。

超
高

齢
社

会
に

お
け

る

保
健

衛
生

の
向

上
と

国
内

の
薬

用

植
物

の
栽

培
振

興
に

よ
り

地
域

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
貢

献
す

る
。

H
2
5
-
H

3
4
施

設
○

密
閉

・
開

放
型

圃
場

の
整

備
：
設

備
投

資
9
0
、

運
転

実
験

経
費

5
0
、

運

営
費

3
5
（
他

、
既

存
設

備

改
造

費
等

）

東
京

大
薬

学
系

研
究

科
（
実

験

薬
用

植
物

園
）
、

同
総

合
研

究
博

物
館

、
理

化
学

研
究

所
環

境
資

源
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
、

千
葉

大

薬
学

研
究

院
、

医
薬

基
盤

研
究

所
薬

用
植

物
資

源
研

究
セ

ン

タ
ー

、
富

山
大

・
和

漢
医

薬
学

総

合
研

究
所

6
8

2
1
-
1

地
球

環
境

変
化

の
早

期
検

出
に

向
け

た
統

合
的

炭
素

循
環

観
測

・
評

価
シ

ス
テ

ム
の

構
築

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

a
n
 i
n
te

g
ra

te
d

c
a
rb

o
n
 o

b
s
e
rv

a
ti
o
n
 a

n
d

a
s
s
e
s
s
m

e
n
t 

s
y
s
te

m
 f

o
r 

e
a
rl
y

d
e
te

c
ti
o
n
 o

f 
g
lo

b
a
l 
e
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l

c
h
a
n
g
e

ア
ジ

ア
太

平
洋

域
を

重
視

し
、

衛
星

・

航
空

機
・
船

舶
・
地

上
観

測
の

デ
ー

タ
を

解
析

シ
ス

テ
ム

に
融

合
し

、
観

測

値
と

最
も

整
合

す
る

計
算

値
を

自
動

算
出

す
る

手
法

を
開

発
す

る
。

国
・
地

域
別

の
炭

素
収

支
の

精
緻

な
評

価
、

そ
の

変
化

の
早

期
検

出
を

行
う

。

炭
素

管
理

の
意

思
決

定
の

効
果

を

評
価

す
る

た
め

の
最

適
な

観
測

・
評

価
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。
こ

れ
に

よ

り
気

候
変

化
に

伴
う

炭
素

循
環

の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

把
握

、
特

に
ア

ジ

ア
太

平
洋

域
で

の
炭

素
循

環
の

変

化
の

早
期

検
出

が
初

め
て

可
能

と
な

る
。

温
室

効
果

ガ
ス

の
動

態
を

正
確

に
把

握
し

、
そ

の
将

来
予

測
を

高
い

確
度

で
行

う
手

段
を

持
つ

こ
と

は
、

排
出

削

減
目

標
の

設
定

に
科

学
的

根
拠

を

与
え

、
地

球
温

暖
化

対
策

の
緊

急
性

に
つ

い
て

国
際

社
会

と
地

域
社

会
に

対
し

警
鐘

を
な

ら
す

こ
と

に
つ

な
が

る
。

観
測

増
強

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
ア

プ
ロ

ー
チ

の
統

合
、

国
別

・
地

域
別

炭
素

収
支

の
評

価
、

ホ
ッ

ト
ス

ポ
ッ

ト
の

特

定
（
開

始
後

1
0
年

）

○
観

測
シ

ス
テ

ム
整

備
：
地

上
観

測
増

設
2
0
、

航
空

機
お

よ
び

船
舶

借

上
・
搭

載
装

置
2
0
、

人
件

費
6
、

（
※

衛
星

観
測

経

費
除

く
）

○
デ

ー
タ

統
合

利
用

シ

ス
テ

ム
開

発
：
利

用
シ

ス

テ
ム

開
発

1
、

統
合

モ
デ

ル
開

発
1
、

人
件

費
3

国
立

環
境

研
究

所
・
気

象
研

究

所
・
海

洋
研

究
開

発
機

構
・
東

北

大
学

・
北

海
道

大
学

・
東

京
大

学
・
福

島
大

学
・
農

業
環

境
技

術

研
究

所
・
産

業
技

術
総

合
研

究

所
（
さ

ら
に

筑
波

大
学

、
東

海
大

学
等

の
協

力
を

得
る

）

6
9

2
1
-
6

さ
と

や
ま

共
生

系
：
過

去
か

ら
未

来
へ

S
A

T
O

Y
A

M
A

 m
u
tu

a
li
s
ti
c

s
y
s
te

m
s
：
 f

ro
m

 p
a
s
t 

to
 f

u
tu

re

「
さ

と
や

ま
共

生
系

」
の

土
地

・
資

源

利
用

、
生

物
多

様
性

と
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

、
地

域
文

化
と

そ
れ

ら
の

関
連

性
の

学
術

的
解

明
を

通
じ

て
持

続
可

能
な

社
会

の
構

築
に

向
け

た
具

体
的

提
案

を
担

う
統

合
的

学
術

領
域

の
確

立
を

め
ざ

す
。

統
合

的
な

知
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

形
成

し
て

生
態

学
、

農
村

計
画

学
、

環
境

経
済

学
、

人
文

学
、

工
学

な
ど

個
別

分
野

に
散

在
す

る
知

見
を

統
合

・
体

系
化

し
、

ド
イ

ツ
な

ど
海

外
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

と
も

連
携

し
て

、
学

術
情

報
を

蓄

積
す

る
。

個
別

の
学

問
分

野
に

蓄
積

し
て

い
る

知
見

、
概

念
、

手
法

か
ら

社
会

的
な

問
題

解
明

に
適

し
た

も
の

を
統

合
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
さ

と
や

ま
の

利

用
・
管

理
に

関
す

る
社

会
的

ニ
ー

ズ

に
正

面
か

ら
向

き
合

い
具

体
的

解
決

策
を

提
案

す
る

。

H
2
7
-
H

3
2

人
件

費
1
8
、

旅
費

9
、

会

議
費

3
、

消
耗

品
費

9
、

印
刷

費
・
労

務
費

・
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

管
理

費
3
、

情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
費

9

総
合

地
球

環
境

研
究

所

国
立

情
報

学
研

究
所

中
央

大
学

東
京

大
学

慶
応

大
学

環 境 学薬 学

36



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

7
0

2
1
-
8

脱
・
持

続
不

可
能

社
会

の
た

め
の

汎

教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築
－

S
D

G
s
に

向

け
た

マ
ル

チ
・
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

協
働

に
よ

る
教

育

S
c
h
o
ll
 E

d
u
c
a
ti
o
n
 s

y
s
te

m
 f

o
r

S
u
s
ta

in
a
b
il
it
y
 l
e
a
rn

in
g
 b

y
 M

u
lt
i-

S
ta

k
e
h
o
ld

e
rs

 i
m

p
le

m
e
n
ta

ti
o
n

ポ
ス

ト
D

E
S
D

を
担

う
学

社
融

合
の

E
S
D

型
社

会
に

向
け

て
、

日
本

環
境

教
育

学
会

を
核

に
大

学
と

自
然

学
校

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
し

、
S
D

G
s
の

達
成

に

向
け

た
マ

ル
チ

・
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー

の
協

働
に

よ
る

汎
環

境
教

育
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

環
境

教
育

の
研

究
・
実

践
の

成
果

を

体
系

化
す

る
こ

と
で

E
S
D

の
実

践
を

担
保

し
、

学
会

と
自

然
学

校
等

が
連

携
・
協

力
し

な
が

ら
研

究
・
研

修
・
教

育
を

行
う

仕
組

み
を

つ
く
る

こ
と

で
、

理
論

と
実

践
の

新
た

な
発

展
可

能
性

を
具

体
化

す
る

。

マ
ル

チ
・
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

協

働
に

よ
る

汎
環

境
教

育
シ

ス
テ

ム
の

構
築

は
、

D
E
S
D

に
期

待
さ

れ
な

が
ら

達
成

で
き

な
か

っ
た

課
題

の
解

決

を
、

実
践

を
支

え
る

E
S
D

指
導

者
の

系
統

的
・
継

続
的

な
養

成
を

通
じ

て

進
め

る
。

H
2
6
-
H

2
8

：
学

を
得

る
。

H
2
9
-
H

3
3

：
学

を
広

め
る

。

H
3
4
-
H

3
5

：
学

を
成

す
。

初
期

投
資

・
設

備
整

備

2
0
（
研

究
・
研

修
・
教

育

拠
点

の
整

備
1
0
（
コ

ア
セ

ン
タ

ー
の

整
備

等
）
を

含

む
）
、

シ
ス

テ
ム

開
発

・

事
業

費
1
0
、

拠
点

運
営

費
・
人

件
費

2
0

日
本

環
境

教
育

学
会

内
に

推
進

本
部

を
設

け
、

コ
ア

セ
ン

タ
ー

を

キ
ー

プ
協

会
に

整
備

す
る

。
研

究
サ

ブ
セ

ン
タ

ー
を

立
教

大
学

E
S
D

研
究

所
、

研
修

・
教

育
サ

ブ

セ
ン

タ
ー

を
自

然
体

験
活

動
指

導
者

養
成

セ
ン

タ
ー

等
に

置
く
。

7
1

2
1
-
9

F
u
tu

re
 E

a
rt

h
 ：

 地
球

人
間

圏
の

相

互
作

用
環

の
俯

瞰
解

明
に

基
づ

く
地

域
か

ら
グ

ロ
ー

バ
ル

な
持

続
可

能
性

の
追

求

F
u
tu

re
 E

a
rt

h
：
 h

u
m

a
n
-
g
e
o
s
p
h
e
re

re
s
e
a
rc

h
 p

ro
g
ra

m
 f

o
r 

re
g
io

n
a
l

a
n
d
 g

lo
b
a
l 
s
u
s
ta

in
a
b
il
it
y

持
続

可
能

な
地

球
人

間
圏

へ
の

移

行
を

め
ざ

し
て

、
(1

)様
々

な
観

測

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

デ
ー

タ
に

よ
る

統
合

解

析
、

(2
)統

計
情

報
等

の
デ

ー
タ

に
よ

る
メ

タ
解

析
、

(3
)社

会
の

多
様

な
主

体
と

の
協

働
に

よ
り

移
行

シ
ナ

リ
オ

を

提
示

す
る

。

(1
)文

理
融

合
と

社
会

と
の

共
創

(2
)

地
球

人
間

圏
変

化
の

実
態

解
明

(3
)

地
球

人
間

圏
研

究
・
教

育
の

国
際

的

拠
点

形
成

と
研

究
・
教

育
・
情

報
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

し
て

、
持

続
可

能

な
地

球
人

間
圏

構
築

を
永

続
的

に
進

め
る

。

文
理

融
合

と
、

社
会

の
多

様
な

主
体

と
の

協
働

に
よ

る
「
社

会
の

た
め

の

科
学

」
へ

向
け

た
知

の
生

産
を

め
ざ

し
、

地
球

社
会

の
持

続
可

能
性

を
高

め
、

よ
り

永
続

性
・
持

続
性

の
あ

る
経

済
・
産

業
の

在
り

方
を

模
索

す
る

意

義
は

非
常

に
大

き
い

。

国
際

計
画

と
し

て
の

期
間

は
H

2
6
-
H

3
5

国
内

の
計

画
も

こ
の

期
間

に
対

応

統
合

解
析

1
0
/
年

(前

半
5

年
)5

/
年

(
後

半
5

年
)、

メ
タ

解
析

1
0
/
年

、

モ
デ

ル
構

築
他

1
0
/
年

、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
1
2
/
年

総
合

地
球

環
境

学
研

究
所

、

J
S
T

、
国

立
環

境
研

究
所

、

IG
E
S
、

関
係

各
大

学
、

日
本

学

術
会

議
fu

tu
re

E
a
rt

h
推

進
委

員
会

数 理 科 学

7
2

2
2
-
1

数
理

科
学

の
深

化
と

諸
科

学
・
産

業
と

の
連

携
基

盤
構

築

J
o
in

t 
in

it
ia

ti
v
e
 t

o
w

a
rd

 t
h
e
 f

u
rt

h
e
r

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

 i
n
 m

a
th

e
m

a
ti
c
a
l

s
c
ie

n
c
e
s
 a

n
d
 t

h
e
 f

o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
a

p
la

tf
o
rm

 f
o
r 

th
e
ir
 c

o
ll
a
b
o
ra

ti
o
n
s

w
it
h
 o

th
e
r 

s
c
ie

n
ti
fi
c
 d

is
c
ip

li
n
e
s

a
n
d
 i
n
d
u
s
tr

y

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

長
期

的

に
支

え
る

た
め

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

お

よ
び

訪
問

滞
在

型
の

二
つ

の
タ

イ
プ

の
研

究
拠

点
を

形
成

し
、

数
学

・
数

理
科

学
を

深
化

さ
せ

る
と

と
も

に
諸

科

学
・
産

業
と

の
連

携
を

着
実

に
展

開

す
る

。

数
学

・
数

理
科

学
に

も
と

づ
く
、

分
野

を
横

断
・
統

合
す

る
手

段
を

確
立

す

る
こ

と
で

、
従

来
の

発
想

を
覆

す
よ

う

な
異

分
野

の
融

合
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

の
創

出
が

可
能

と
な

り
、

学
術

分
野

の
新

陳
代

謝
が

連
続

的
に

起
こ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

産
学

が
団

結
し

て
我

が
国

の
国

際
競

争
力

を
取

り
戻

す
た

め
、

数
学

・
数

理

科
学

が
中

心
と

な
っ

て
諸

科
学

・
産

業
と

の
協

働
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

を
継

続
的

・
組

織
的

に
推

進
す

る
基

盤
を

構
築

す
る

こ
と

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

H
2
5
-
H

3
4

（
1
0

年

間
）

総
額

1
1
7

初
期

投
資

2
2
、

運
営

費

等
7
×

5
年

+
1
2
×

5
年

統
計

数
理

研
究

所
、

京
都

大
学

数
理

解
析

研
究

所
、

九
州

大
学

マ
ス

・
フ

ォ
ア

・
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
研

究
所

お
よ

び
、

北
大

、
東

北
大

、

筑
波

大
、

東
大

、
東

工
大

、
明

治

大
、

名
古

屋
大

、
大

阪
大

、
広

大

の
数

学
・
数

理
科

学
の

研
究

科

7
3

2
3
-
1

未
踏

波
長

領
域

の
極

限
コ

ヒ
ー

レ
ン

ト

光
源

に
よ

る
物

性
光

科
学

の
開

拓

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

m
a
te

ri
a
ls

 p
h
o
to

n

s
c
ie

n
c
e
 b

a
s
e
d
 o

n
 t

h
e
 c

o
h
e
re

n
t

li
g
h
t 

s
o
u
rc

e
s
 a

t 
e
x
tr

e
m

e

w
a
v
e
le

n
g
th

s

レ
ー

ザ
ー

と
放

射
光

を
ベ

ー
ス

に
し

た
先

端
的

光
源

を
開

発
し

て
軟

×
線

か
ら

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
に

わ
た

る
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
広

帯
域

分
光

実
験

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
実

現
し

、
ア

ト
秒

、
超

精

密
、

コ
ヒ

ー
レ

ン
ト

分
光

を
利

用
し

た
、

物
性

光
科

学
を

開
拓

す
る

。

コ
ヒ

ー
レ

ン
ト

光
源

科
学

の
推

進
に

よ

り
、

未
踏

の
超

高
速

、
超

精
密

、
位

相
敏

感
、

非
線

形
分

光
が

可
能

に
な

り
、

極
紫

外
・
軟

×
線

物
性

科
学

、

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

・
コ

ヒ
ー

レ
ン

ト
物

性
科

学
に

お
い

て
、

概
念

的
な

変
革

が
も

た
ら

さ
れ

る
と

期
待

さ
れ

る
。

超
伝

導
体

、
触

媒
、

生
体

分
子

、
薬

剤
効

果
の

解
明

や
、

ナ
ノ

・
分

子
デ

バ
イ

ス
、

次
世

代
高

速
メ

モ
リ

、
燃

料

電
池

、
太

陽
光

発
電

の
動

作
過

程
の

解
明

を
通

し
て

、
情

報
、

エ
ネ

ル

ギ
ー

、
環

境
、

健
康

・
福

祉
の

4
大

分

野
へ

の
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
基

盤
設

備
の

整
備

（
第

一

期
）

H
2
9
-
H

3
1

：
光

源
と

計
測

シ
ス

テ
ム

の

整
備

（
第

二
期

）

H
3
2
-
H

3
5
：
共

同
利

用
の

拡
大

（
第

三

期
）

建
築

関
係

2
0
、

光
源

関

係
1
2
、

計
測

関
係

2
3
、

人
件

費
1
0
、

維
持

費
8

東
京

大
学

物
性

研
究

所
、

新
領

域
創

成
科

学
研

究
科

、
理

学
系

研
究

科
、

工
学

系
研

究
科

。
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
筑

波
大

学
、

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
、

広

島
大

学
、

東
京

理
科

大
学

7
4

2
3
-
1

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
全

国
共

同
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

究
計

画

R
e
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 o
n
 ‘

n
o
n
-

e
q
u
il
ib

ri
u
m

 a
n
d
 e

x
tr

e
m

e
 s

ta
te

p
la

s
m

a
s
y

本
研

究
計

画
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
っ

て
、

最
先

端
プ

ラ
ズ

マ
物

理
研

究
を

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
の

共
通

学
理

に
基

づ
い

て
学

問
的

に
体

系
化

し
新

学
術

分
野

を
創

成
す

る
と

と
も

に
、

核
融

合
や

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
実

現
と

新
機

能
物

質
創

成
を

加
速

す

る
。

極
限

的
な

非
平

衡
状

態
を

実
現

し
、

従
来

と
は

異
な

る
新

次
元

か
ら

拡
張

し
た

科
学

研
究

を
展

開
し

、
宇

宙
天

体
の

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
や

構
造

形
成

の
理

解
、

先
端

科
学

技
術

の
実

現

に
、

中
心

的
役

割
を

果
た

す
新

学
術

領
域

と
な

る
。

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
の

学
理

を
応

用
し

、
ス

ー
パ

ー
ダ

イ
ヤ

創
成

、
ナ

ノ
・
バ

イ
オ

の
プ

ラ
ズ

マ
な

ど
極

限
非

平
衡

プ
ラ

ズ
マ

に
起

源
を

持
つ

世
界

を
先

導
す

る
次

世
代

科
学

技
術

創
出

し
、

脱
C

O
2
社

会
な

ど
今

後
の

文
明

社
会

に
寄

与
す

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
施

設
整

備
及

び
運

転

総
額

1
1
9

主
設

備
「
非

平
衡

極
限

プ
ラ

ズ
マ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
6
5
、

運
営

費

5
4

九
州

大
学

（
中

心
実

施
機

関
）
、

電
通

大
、

阪
大

、
東

北
大

、
核

融

合
科

学
研

、
金

沢
大

、
名

大
、

等

環 境 学 物 理 学

37



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

7
5

2
3
-
1

高
強

度
低

速
陽

電
子

研
究

施
設

H
ig

h
-
in

te
n
s
it
y
 s

lo
w

 p
o
s
it
ro

n

fa
c
il
it
y

陽
電

子
は

物
質

の
電

子
状

態
や

構

造
の

ユ
ニ

ー
ク

な
プ

ロ
ー

ブ
と

し
て

幅
広

く
使

わ
れ

て
い

る
。

毎
秒

5
0
億

個
と

い
う

か
つ

て
な

い
高

強
度

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

可
変

低
速

陽
電

子
ビ

ー

ム
を

作
り

、
物

性
物

理
学

及
び

原
子

分
子

物
理

学
の

研
究

の
共

同
利

用

を
行

う
。

現
在

の
世

界
最

高
強

度
を

大
幅

に

上
回

る
高

強
度

低
速

陽
電

子
ビ

ー
ム

を
つ

く
り

、
共

同
利

用
を

開
始

す
る

。

固
体

表
面

の
構

造
解

析
や

欠
陥

、
電

子
状

態
、

化
学

反
応

・
電

子
過

程
、

陽
電

子
の

素
過

程
の

研
究

な
ど

に

格
段

の
進

展
が

期
待

さ
れ

る
。

陽
電

子
が

他
の

手
段

と
比

べ
て

高
い

感
度

を
も

つ
固

体
中

の
欠

陥
分

布
解

析
や

表
面

の
構

造
解

析
を

通
じ

て
、

先
端

的
な

モ
ノ

づ
く
り

や
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
開

発
に

貢
献

す
る

。
ま

た
基

礎
科

学
の

発
展

を
通

じ
て

、
市

民
の

科
学

認
識

の
向

上
に

貢
献

す

る
。

初
年

度
：
調

査
・
基

本
設

計

第
2
年

度
：
詳

細
設

計
・
実

施
設

計

第
3
年

度
：
建

設

第
4
年

度
：
運

転

第
5
年

度
：
共

同
利

用
開

始

建
設

経
費

7
0
（
建

屋
3
0

（
放

射
線

シ
ー

ル
ド

、
電

源
、

冷
却

水
、

空
調

を
含

む
）
、

リ
ニ

ア
ッ

ク
一

式

1
0
、

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

2
0
）

実
施

機
関

：
K
E
K

、
場

合
に

よ
っ

て
は

他
の

研
究

機
関

や
大

学
が

ホ
ス

ト
と

な
る

。

実
行

組
織

：
日

本
陽

電
子

科
学

会
(同

学
会

内
に

「
大

型
低

速
陽

電
子

研
究

施
設

建
設

計
画

推
進

委
員

会
」
を

設
置

済
）

7
6

2
3
-
1

高
輝

度
中

性
子

・
ミ

ュ
オ

ン
に

よ
る

物

質
・
生

命
科

学
の

新
展

開

M
a
te

ri
a
ls

 a
n
d
 l
if
e
 s

c
ie

n
c
e
 b

y

h
ig

h
 b

ri
ll
ia

n
c
e
 n

e
u
tr

o
n
 a

n
d
 m

u
o
n

b
e
a
m

J
-
P
A

R
C

/
M

L
F

の
中

性
子

・
ミ

ュ
オ

ン
実

験
施

設
の

新
規

整
備

、
中

性
子

第
2
タ

ー
ゲ

ッ
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

お
よ

び

透
過

型
ミ

ュ
オ

ン
顕

微
鏡

の
建

設
と

定
常

中
性

子
源

施
設

J
R

R
3
と

の
相

補
利

用
に

よ
り

、
物

質
生

命
科

学
の

新
展

開
を

図
る

。

J
-
P
A

R
C

の
パ

ル
ス

中
性

子
・
ミ

ュ
オ

ン
実

験
施

設
に

お
い

て
、

空
間

・
時

間

観
察

領
域

の
拡

大
、

各
プ

ロ
ー

ブ
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
相

補
利

用
に

よ
り

物

質
生

命
科

学
の

格
段

の
新

展
開

と

新
た

な
実

空
間

サ
イ

エ
ン

ス
の

創

成
。

基
礎

科
学

に
お

け
る

人
類

の
知

的
財

産
の

構
築

へ
の

寄
与

お
よ

び
産

業

界
に

お
け

る
製

品
開

発
や

技
術

開
発

に
対

す
る

寄
与

を
通

し
、

日
本

と
世

界
の

生
存

基
盤

を
支

え
る

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
貢

献
。

H
2
5
-
H

3
4

○
中

性
子

：
装

置
3
7
、

研

究
環

境
8
.5

、
第

2
タ

ー

ゲ
ッ

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

3
3
0

、
J
R

R
3

施
設

6
2
、

維
持

費
3
4
.8

○
ミ

ュ
オ

ン
：
装

置
4
2
.8

、

維
持

費
7

中
心

実
施

機
関

：
J
-
P
A

R
C

共
同

運
営

機
関

（
J
A

E
A

、
K
E
K

）
、

J
R

R
3
運

営
機

関
（
J
A

E
A

）
、

全

国
共

同
利

用
機

関
を

有
す

る
大

学
：
東

大
、

東
北

大
、

京
大

等
、

第
三

者
機

関
：
茨

城
県

、
共

用
促

進
法

登
録

機
関

7
7

2
3
-
1

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

科
学

推
進

計
画

-
大

強
度

レ
ー

ザ
ー

で
切

り
拓

く
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

と
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

融
合

- P
ro

je
c
t 

fo
r 

h
ig

h
 e

n
e
rg

y
 d

e
n
s
it
y

s
c
ie

n
c
e

サ
ブ

エ
ク

サ
ワ

ッ
ト

レ
ー

ザ
ー

を
開

発

し
、

前
人

未
踏

の
超

強
度

場
を

実
現

す
る

こ
と

に
よ

り
、

相
対

論
的

プ
ラ

ズ

マ
物

理
、

非
線

形
量

子
電

磁
力

学
を

開
拓

す
る

。
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
科

学
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

で
あ

る
超

高
強

度

場
の

国
際

研
究

拠
点

を
目

指
す

。

・
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
科

学
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

開
拓

：
超

相
対

論
的

粒
子

加
速

、
模

擬
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

輻
射

、

真
空

偏
極

効
果

の
検

証
、

金
属

水
素

の
実

現
e
tc

.

・
エ

ク
サ

ワ
ッ

ト
レ

ー
ザ

ー
技

術
の

確

立

人
間

の
知

的
好

奇
心

を
満

足
さ

せ
る

と
と

も
に

、
応

用
技

術
を

通
し

て
、

社

会
に

貢
献

す
る

。
コ

ン
パ

ク
ト

高
効

率

高
速

点
火

レ
ー

ザ
ー

核
融

合
の

開

発
を

加
速

。
新

物
質

・
新

材
料

の
創

成
。

高
出

力
レ

ー
ザ

ー
技

術
開

発
の

牽
引

な
ど

。

①
激

光
エ

ク
サ

&
放

射
光

用
モ

ジ
ュ

ー
ル

H
2
7
-
H

3
0
；
施

設
整

備 H
3
1
-
H

3
4
：
運

転

②
J
-
K
A

R
E
N

H
2
7
-
H

3
4
：
施

設
整

備
及

び
運

転

○
激

光
エ

ク
サ

：
設

備

投
資

1
0
0
、

運
転

実
験

経

費
1
5
.4

○
J
-
K
A

R
E
N

：
運

転
実

験
経

費
9
.6

○
放

射
光

用
キ

ロ

ジ
ュ

ー
ル

モ
ジ

ュ
ー

ル

シ
ス

テ
ム

：
設

備
投

資

1
5

大
阪

大
学

レ
ー

ザ
ー

エ
ネ

ル

ギ
ー

学
研

究
セ

ン
タ

ー
、

日
本

原

子
力

機
構

関
西

光
科

学
研

究

所
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
物

質
構

造
科

学
研

究
所

7
8

2
3
-
1

パ
ワ

ー
レ

ー
ザ

ー
に

よ
る

真
空

量
子

光
学

開
拓

の
た

め
の

大
規

模
連

携
研

究 N
e
tw

o
rk

 p
ro

je
c
t 

fo
r 

e
x
p
lo

ra
ti
o
n

o
f 

v
a
c
u
u
m

 q
u
a
n
tu

m
 o

p
ti
c
s
 w

it
h

h
ig

h
 p

o
w

e
r 

la
s
e
rs

強
い

光
場

と
物

質
と

の
相

互
作

用
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

開
拓

を
目

的
と

し
、

光

と
真

空
の

非
線

形
相

互
作

用
研

究
を

推
進

す
る

。
併

せ
て

、
先

進
プ

ロ
セ

ス

工
学

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
物

質
科

学
、

量
子

ビ
ー

ム
科

学
、

宇
宙

物
理

学
な

ど
の

新
展

開
を

目
指

す
。

シ
ュ

ヴ
ィ

ン
ガ

ー
場

光
電

界
に

お
け

る
真

空
破

壊
実

現
に

は
、

Z
W

級
レ

ー

ザ
ー

が
必

要
で

あ
る

。
本

研
究

で
は

我
が

国
独

自
の

方
法

に
よ

り
、

上
記

よ
り

大
幅

に
低

い
強

度
で

の
真

空
非

線
形

効
果

の
観

測
を

め
ざ

し
、

非
線

形
量

子
電

磁
気

学
に

新
展

開
を

拓

く
。

先
鋭

性
と

多
様

性
を

備
え

た
先

進

レ
ー

ザ
ー

施
設

を
ユ

ー
ザ

ー
利

用
に

供
し

、
先

進
レ

ー
ザ

ー
プ

ロ
セ

シ
ン

グ
、

レ
ー

ザ
ー

駆
動

高
品

質
電

子

線
・
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
・
中

性
子

線
の

科

学
・
産

業
・
医

療
へ

の
利

用
を

推
進

し
、

世
界

を
先

導
す

る
成

果
を

挙
げ

る
。

（
真

空
量

子
光

学
実

験
施

設
）

H
2
6
-
H

3
0
：
パ

ワ
ー

レ
ー

ザ
ー

整
備

及

び
利

用
実

験

H
2
7
-
H

3
1
：
真

空
量

子
光

学
実

験
装

置

整
備

及
び

実
験

○
真

空
量

子
光

学
実

験

施
設

：
設

備
投

資
1
0
5

（
T
W

/
k
H

z、
P
W

/
1
0
H

z、

3
0
P
W

/
0
.1

H
z

レ
ー

ザ
ー

）
照

射
装

置
開

発
・

運
転

実
験

経
費

4
0
、

運

営
費

2
0

中
核

機
関

：
大

阪
大

学
光

科
学

セ
ン

タ
ー

・
東

京
大

学
理

学
研

究

科
、

実
行

組
織

：
上

記
、

及
び

原

子
力

機
構

関
西

光
科

学
研

究

所
、

電
気

通
信

大
学

新
世

代

レ
ー

ザ
ー

研
究

セ
ン

タ
ー

、
広

島

大
学

理
学

研
究

科
、

京
都

大
学

化
学

研
究

所

7
9

2
3
-
2

宇
宙

背
景

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

崩
壊

探
索

S
e
a
rc

h
 f

o
r 

re
li
c
 n

e
u
tr

in
o
 d

e
c
a
y

宇
宙

背
景

放
射

と
同

様
に

宇
宙

初
期

に
生

成
さ

れ
、

宇
宙

空
間

に
一

様
に

存
在

す
る

と
予

言
さ

れ
て

い
る

「
宇

宙

背
景

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

」
の

崩
壊

探
索

を

行
う

。
超

伝
導

赤
外

線
検

出
器

搭
載

ロ
ケ

ッ
ト

実
験

を
行

う
。

衛
星

実
験

用

装
置

の
開

発
製

作
を

進
め

る
。

宇
宙

背
景

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

崩
壊

が
検

出
で

き
れ

ば
、

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

の
質

量

自
体

を
決

定
で

き
る

と
同

時
に

、
標

準
宇

宙
理

論
で

予
言

さ
れ

て
い

る
宇

宙
背

景
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
の

発
見

と
な

る
。

こ
の

発
見

に
よ

っ
て

宇
宙

起
源

と

進
化

の
理

解
が

深
ま

る
。

宇
宙

背
景

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

崩
壊

が
検

出
で

き
れ

ば
、

人
類

共
有

の
科

学
の

知
の

基
盤

を
強

化
し

、
あ

ら
ゆ

る
分

野
の

科
学

に
大

き
な

影
響

を
与

え

る
。

こ
の

実
験

の
超

伝
導

検
出

器

は
、

物
質

科
学

・
生

命
科

学
分

野
、

量
子

情
報

通
信

分
野

で
も

応
用

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

3
3
：
宇

宙
赤

外
線

観
測

装
置

（
検

出
器

開
発

、
観

測
装

置
製

作
お

よ
び

ロ

ケ
ッ

ト
実

験
実

施
）

検
出

器
開

発
製

作
お

よ

び
試

験
装

置
9
.1

、
計

算

機
シ

ス
テ

ム
5
.8

、
光

学

系
シ

ス
テ

ム
0
.6

5
、

旅

費
・
会

議
費

・
論

文
1
.4

、

人
件

費
1
.8

4

筑
波

大
学

、
J
A

X
A

/
IS

A
S

、

K
E
K
、

岡
山

大
学

、
福

井
大

学
、

近
畿

大
学

、
理

化
学

研
究

所
、

韓
国

ソ
ウ

ル
国

立
大

学
、

米
国

フ
ェ

ル
ミ

国
立

加
速

器
研

究
所

物 理 学
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  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

8
0

2
3
-
2

J
-
P
A

R
C

実
験

施
設

の
高

度
化

に
よ

る
物

質
の

起
源

の
解

明

E
lu

c
id

a
ti
o
n
 o

f 
th

e
 o

ri
g
in

 o
f

m
a
tt

e
r 

w
it
h
 a

n
 u

p
g
ra

d
e
 o

f 
th

e
 J

-

P
A

R
C

 e
x
p
e
ri
m

e
n
ta

l 
fa

c
il
it
y

J
-
P
A

R
C

大
強

度
陽

子
ビ

ー
ム

を
最

大
限

に
活

用
し

研
究

成
果

創
出

の

為
、

ハ
ド

ロ
ン

実
験

施
設

の
拡

張
整

備
を

行
い

ミ
ュ

オ
ン

電
子

転
換

実
験

や
ハ

ド
ロ

ン
実

験
を

行
う

。
更

に
物

質

生
命

科
学

実
験

施
設

に
ミ

ュ
オ

ン
g
-

2
/
E
D

M
実

験
を

実
現

す
る

。

世
界

最
大

級
の

大
強

度
二

次
粒

子

ビ
ー

ム
（
主

に
ミ

ュ
オ

ン
お

よ
び

K
中

間
子

）
を

用
い

て
、

物
質

優
勢

宇
宙

の
理

解
の

鍵
と

な
る

粒
子

・
反

粒
子

の
間

の
非

対
称

性
と

、
強

い
力

に
よ

る
物

質
の

形
成

を
精

査
す

る
こ

と
で

、

物
質

の
起

源
に

迫
る

こ
と

が
出

来

る
。

宇
宙

と
物

質
の

起
源

の
探

究
は

、
人

類
共

通
の

知
的

資
産

を
産

み
、

社
会

の
多

分
野

発
展

の
重

要
な

基
盤

・
原

動
力

と
な

る
。

世
界

最
先

端
の

基
礎

科
学

が
日

本
で

発
展

す
る

姿
を

若
者

と
共

有
し

、
将

来
の

科
学

水
準

向
上

と
社

会
の

活
力

の
向

上
に

資
す

る
。

ミ
ュ

オ
ン

実
験

（
C

O
M

E
T

と
g
μ

-
2
/

μ
E
D

M
）

：
H

2
9
-

H
3
8
建

設
と

運
転

ハ
ド

ロ
ン

施
設

拡

張
：
H

3
0
-
H

3
9
建

設

と
運

転

ハ
ド

ロ
ン

施
設

拡
張

1
3
7
、

測
定

器
整

備
3
0
、

ミ
ュ

オ
ン

電
子

転
換

過

程
探

索
実

験
4
0
、

ミ
ュ

オ

ン
異

常
磁

気
能

率
/
電

気
双

極
子

能
率

測
定

実

験
3
1
、

運
転

経
費

1
5
.2

/

年

K
E
K

素
粒

子
原

子
核

研
究

所
の

J
-
P
A

R
C

ハ
ド

ロ
ン

実
験

施
設

を

建
設

運
用

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

を

中
心

に
機

構
内

外
（
理

化
学

研

究
所

仁
科

加
速

器
セ

ン
タ

ー
、

大

阪
大

学
核

物
理

研
究

セ
ン

タ
ー

）

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

8
1

2
3
-
2

高
輝

度
大

型
ハ

ド
ロ

ン
衝

突
型

加
速

器
（
H

L
-
L
H

C
）
に

よ
る

素
粒

子
実

験

P
a
rt

ic
le

 p
h
y
s
ic

s
 w

it
h
 t

h
e
 H

ig
h
-

L
u
m

in
o
s
it
y
 L

a
rg

e
 H

a
d
ro

n
 C

o
ll
id

e
r

(H
L
-
L
H

C
)

世
界

最
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

陽
子

・
陽

子
衝

突
が

進
行

し
て

い
る

L
H

C
と

ア
ト

ラ
ス

実
験

装
置

の
高

輝
度

化
を

行

い
、

約
1
0
倍

の
輝

度
を

目
指

す
。

近

年
こ

こ
で

発
見

し
た

ヒ
ッ

グ
ス

粒
子

の

性
質

の
精

査
と

、
暗

黒
物

質
等

の
新

粒
子

の
探

索
を

進
め

る
。

ヒ
ッ

グ
ス

粒
子

の
精

査
と

新
粒

子
の

直
接

探
索

を
進

め
る

こ
と

で
、

現
在

非
常

に
う

ま
く
い

っ
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
不

完
全

な
標

準
理

論
を

超
え

る
、

新
し

い
原

理
に

迫
り

、
時

空
の

構

造
の

新
し

い
理

解
に

つ
な

が
る

。

新
現

象
が

発
見

で
き

た
場

合
は

、
宇

宙
の

生
成

に
関

し
て

大
き

な
認

識
の

変
化

を
与

え
人

類
の

重
要

な
知

的
財

産
と

な
る

。
加

速
器

・
実

験
装

置
建

設

で
は

、
先

端
技

術
開

発
が

必
要

で
、

こ
れ

ら
は

将
来

の
産

業
発

展
に

貢
献

す
る

。

H
2
5
-
H

2
7

：
H

L
-

L
H

C
加

速
器

、
ア

ト

ラ
ス

実
験

装
置

開

発 H
2
8
-
H

3
3
：
装

置
建

設 H
3
4
-
：
運

転

○
H

L
-
L
H

C
加

速
器

（
日

本
分

）
：
設

備
投

資
3
7
、

運
転

実
験

経
費

0
、

運
営

費
0

○
ア

ト
ラ

ス
実

験
装

置

（
日

本
分

）
：
設

備
投

資

5
1
、

運
転

実
験

経
費

2
/

年

欧
州

合
同

原
子

核
研

究
機

関

（
C

E
R

N
）
を

中
心

と
し

た
大

規
模

国
際

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
国

内
で

は

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
・
東

京
大

学
を

中
心

と
し

た
1
6

の
研

究
機

関
。

8
2

2
3
-
2

国
際

リ
ニ

ア
コ

ラ
イ

ダ
ー

計
画

In
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
li
n
e
a
r 

c
o
ll
id

e
r

p
ro

je
c
t

エ
ネ

ル
ギ

ー
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
の

電
子

・

陽
電

子
衝

突
型

加
速

器
。

衝
突

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

2
5
0
-
5
0
0
G

e
V

、
将

来
は

1
0
0
0
G

e
V

領
域

へ
の

拡
張

可
能

性
。

国
際

的
な

合
意

と
参

加
に

基
づ

き
日

本
に

建
設

し
、

国
際

共
同

実
験

を
行

う
。

ヒ
ッ

グ
ス

粒
子

、
ト

ッ
プ

ク
ォ

ー
ク

、

ク
ォ

ー
ク

対
や

ゲ
ー

ジ
ボ

ソ
ン

生
成

の
高

精
度

測
定

、
ダ

ー
ク

マ
タ

ー
粒

子
探

索
等

新
粒

子
・
新

現
象

探
索

か

ら
、

真
空

構
造

、
力

の
大

統
一

、
新

対
称

性
を

探
求

し
、

新
物

理
学

の
方

向
を

定
め

、
宇

宙
進

化
を

解
明

す

る
。

IL
C

国
内

誘
致

は
、

広
く
社

会
的

、
産

業
的

な
波

及
効

果
を

も
た

ら
す

。
IL

C

を
中

核
と

し
た

国
際

都
市

は
、

次
世

代
リ

ー
ダ

ー
や

加
速

器
産

業
イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

世
界

的
な

発
信

地
と

な
り

、
国

際
科

学
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

拠

点
形

成
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

。

2
0
1
5
-
1
6
年

事
前

準

備
完

了
、

2
0
2
0
年

代

後
半

稼
働

開
始

後
、

第
1
期

は
約

1
0
年

間

稼
働

、
そ

の
後

は

ア
ッ

プ
グ

レ
ー

ド
を

計
画

○
加

速
器

建
設

：

7
9
.8

IL
C

U
（
8
3
0
0
程

度
に

対
応

）
（
不

定
性

2
6
%
）
、

労
働

力
2
2
9
0
万

人
・
時

間
（
不

定
性

2
4
％

）
（
他

、

準
備

経
費

、
研

究
所

運

営
費

、
人

員
、

測
定

器

建
設

費
要

）

IL
C

研
究

所
（
仮

称
）
の

発
足

ま

で
は

、
K
E
K

、
C

E
R

N
等

が
連

携

し
て

立
ち

上
げ

L
C

C
が

中
核

と
な

る
国

際
準

備
組

織
。

K
E
K

は
L
C

C

と
連

携
し

中
心

的
役

割
。

測
定

器
・
物

理
研

究
は

国
内

外
研

究

所
・
大

学
。

8
3

2
3
-
2

暗
黒

物
質

の
直

接
探

索
(X

M
A

S
S
)

D
ir
e
c
t 

s
e
a
rc

h
 f

o
r 

d
a
rk

 m
a
tt

e
r

(X
M

A
S
S
)

宇
宙

の
物

質
の

8
割

は
、

正
体

不
明

の
暗

黒
物

質
で

あ
る

。
本

計
画

は
、

世
界

最
大

（
1
ト

ン
）
で

か
つ

も
っ

と
も

低
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
ま

で
観

測
可

能

な
、

液
体

キ
セ

ノ
ン

実
験

装
置

に
よ

り
、

多
様

な
暗

黒
物

質
の

直
接

検
出

を
目

指
す

。

暗
黒

物
質

は
、

宇
宙

の
構

造
の

源
と

さ
れ

、
新

た
な

素
粒

子
で

あ
る

と
考

え

ら
れ

て
い

る
。

暗
黒

物
質

が
直

接
観

測
さ

れ
れ

ば
、

新
し

い
素

粒
子

の
発

見
に

も
繋

が
り

、
宇

宙
と

素
粒

子
の

考
え

方
に

大
き

な
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え

る
。

暗
黒

物
質

が
無

け
れ

ば
、

星
も

、
銀

河
も

作
ら

れ
な

か
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

人
類

も
存

在
し

て
い

な
い

。
未

知

の
暗

黒
物

質
の

正
体

を
解

明
す

る
こ

と
は

、
人

類
の

宇
宙

観
、

人
生

観
、

社
会

の
あ

り
方

、
考

え
方

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
第

I期
装

置
建

設

H
2
8
-
H

3
0
：
装

置
の

運
転

I 
期

計
画

装
置

1
3
.6

東
京

大
学

国
際

高
等

研
究

所
カ

ブ
リ

数
物

連
携

宇
宙

研
究

機
構

(I
P
M

U
)と

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

を
中

心
に

名
古

屋
大

、
神

戸
大

な
ど

、
国

内
８

機
関

と
韓

国

の
2
機

関
が

実
施

機
関

で
あ

る
。

8
4

2
3
-
2

R
I
ビ

ー
ム

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

の
高

度
化

に
よ

る
「

安
定

の
島

」
を

目
指

し
た

R
I
核

反
応

学
の

推
進

T
o
w
a
r
d
s
 
“

I
s
l
a
n
d
-
o
f
-

S
t
a
b
i
l
i
t
y
”

 
v
i
a
 
u
p
g
r
a
d
e
s
 
o
f

t
h
e
 
R
I
K
E
N
 
R
a
d
i
o
a
c
t
i
v
e

I
s
o
t
o
p
e
 
b
e
a
m
 
f
a
c
t
o
r
y

理
化

学
研

究
所

R
Iビ

ー
ム

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

の
R

Iビ
ー

ム
発

生
系

を
高

度
化

し
、

ビ
ー

ム
強

度
を

増
強

す
る

。
幅

広

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

領
域

で
R

Iビ
ー

ム
を

利
用

可
能

と
し

、
「
安

定
の

島
」
領

域

の
原

子
核

を
生

成
す

る
た

め
の

核
反

応
学

研
究

を
行

う
。

「
安

定
の

島
」
は

自
然

界
で

創
ら

れ
た

こ
と

が
な

い
と

考
え

ら
れ

て
お

り
、

そ

こ
に

到
達

す
る

こ
と

は
原

子
核

物
理

学
者

の
夢

で
あ

る
。

不
安

定
核

特
有

の
核

反
応

現
象

の
端

緒
を

と
ら

え
、

「
安

定
の

島
」
生

成
に

向
け

た
日

本

発
の

研
究

を
推

進
す

る
。

核
変

換
・
核

合
成

の
基

盤
を

さ
ら

に

広
げ

、
核

廃
棄

物
の

短
寿

命
化

へ
の

基
礎

研
究

も
進

め
る

。
長

寿
命

核
分

裂
片

の
み

な
ら

ず
、

マ
イ

ナ
ー

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

に
関

す
る

核
反

応
デ

ー
タ

も

取
得

し
、

効
率

よ
い

核
変

換
法

の
発

明
を

目
指

す
。

超
伝

導
線

形
加

速

器
お

よ
び

サ
イ

ク
ロ

ト
ロ

ン
：
H

2
6
-
H

3
0
整

備
お

よ
び

運
転

、
建

屋
：

H
2
9
-
H

3
0

整

備
、

R
Iビ

ー
ム

の
発

生
開

始
：
H

3
1

総
額

1
9
0
（
初

期
投

資
）

超
伝

導
リ

ン
グ

サ
イ

ク
ロ

ト
ロ

ン
お

よ
び

超
伝

導
線

形
加

速
器

1
2
0
、

建
物

お

よ
び

冷
却

・
変

電
設

備

4
5
、

R
IB

F
加

速
器

R
F
系

増
強

1
2
、

B
ig

R
IP

S
遮

蔽

増
強

1
3

実
施

機
関

：
独

立
行

政
法

人
理

化
学

研
究

所
、

計
画

責
任

者
：
仁

科
加

速
器

研
究

セ
ン

タ
ー

長
、

実

行
組

織
：
R

IB
F

研
究

部
門

に
所

属
す

る
3
研

究
室

・
2
研

究
部

・
1

研
究

グ
ル

ー
プ

・
3
開

発
室

物 理 学

39



【
区
分
Ⅰ
】
 

 

 分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

8
5

2
3
-
2

大
型

先
端

検
出

器
に

よ
る

核
子

崩
壊

・

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

振
動

実
験

N
u
c
le

o
n
 d

e
c
a
y
 a

n
d
 n

e
u
tr

in
o

o
s
c
il
la

ti
o
n
 e

x
p
e
ri
m

e
n
t 

w
it
h
 a

la
rg

e
 a

d
v
a
n
c
e
d
 d

e
te

c
to

r

ス
ー

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

に
代

わ
る

1
0
0
万

ト
ン

級
水

チ
ェ

レ
ン

コ
フ

検
出

器
ハ

イ
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
を

建
設

し
、

J
-
P
A

R
C

加
速

器
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ

ビ
ー

ム
と

組
み

合
わ

せ
る

事
に

よ
り

、

世
界

最
先

端
の

核
子

崩
壊

・
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
研

究
を

行
う

。

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

に
お

け
る

C
P

対
称

性

（
粒

子
・
反

粒
子

対
称

性
）
の

破
れ

を

探
索

し
、

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

に
満

ち
た

宇

宙
の

進
化

論
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
。

さ
ら

に
核

子
崩

壊
探

索
と

合
わ

せ
、

素
粒

子
物

理
学

の
標

準
理

論
を

超
え

る
物

理
の

確
立

を
目

指
す

。

素
粒

子
の

大
統

一
理

論
や

宇
宙

進

化
の

謎
に

迫
る

こ
と

に
よ

り
、

人
類

の

知
的

好
奇

心
に

訴
え

る
問

題
に

挑
戦

す
る

。
ま

た
我

が
国

が
主

導
し

て
き

た
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
研

究
の

飛
躍

的
発

展
に

よ
り

、
国

民
に

基
礎

科
学

の
夢

と
ロ

マ
ン

を
与

え
た

い
。

H
2
7

ー
H

5
0

：
ハ

イ

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

地
質

調
査

及
び

建

設
、

運
転

H
3
5
-
H

5
0
：

J
-
P
A

R
C

大
強

度
運

転

○
ハ

イ
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
：
建

設
費

8
0
0
、

運
転

経
費

等
3
0
/

年
（

1
5

年

間
）

○
J
-
P
A

R
C

：
運

転
経

費

4
0
/
年

（
1
5
年

間
）

○
前

置
検

出
器

：
建

設

費
約

3
0

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

と
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

が
中

心
と

な
り

推
進

し
、

国
内

外

の
大

学
・
研

究
機

関
の

参
加

も

予
定

。

8
6

2
3
-
2

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

重
イ

オ
ン

衝
突

実
験

に
よ

る
ク

ォ
ー

ク
・
グ

ル
ー

オ
ン

・
プ

ラ

ズ
マ

相
の

解
明

E
x
p
lo

ri
n
g
 q

u
a
rk

-
g
lu

o
n
-
p
la

s
m

a

w
it
h
 n

e
w

 p
h
a
s
e
 o

f 
h
ig

h
-
e
n
e
rg

y

h
e
a
v
y
-
io

n
 e

x
p
e
ri
m

e
n
ts

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

重
イ

オ
ン

衝
突

実
験

(R
H

IC
-
P
H

E
N

IX
/
L
H

C
-
A

L
IC

E
実

験
)を

国
際

協
力

の
下

で
推

進
し

、
宇

宙
開

び
ゃ

く
直

後
の

姿
で

あ
る

新
し

い
物

質
相

Q
G

P
(ク

ォ
ー

ク
・
グ

ル
ー

オ
ン

•プ
ラ

ズ
マ

)の
物

性
科

学
を

展

開
す

る
。

ハ
ド

ロ
ン

物
質

の
相

構
造

や
Q

G
P
物

性
の

理
解

を
通

じ
て

、
普

遍
的

な
物

質
相

構
造

の
理

解
が

得
ら

れ
る

。
カ

イ
ラ

ル
対

称
性

の
自

発
的

破
れ

や

ク
ォ

ー
ク

の
閉

じ
込

め
機

構
、

高
強

度
場

の
物

理
、

非
線

形
動

力
学

や
強

相
関

物
性

現
象

の
解

明
に

繋
が

る
。

宇
宙

開
闢

後
の

姿
で

あ
り

、
超

高
温

下
で

顕
在

す
る

Q
G

P
は

、
新

し
い

物

質
状

態
と

し
て

、
私

た
ち

の
物

質
観

や
豊

か
な

物
質

相
に

非
常

に
重

要
な

知
的

価
値

を
与

え
る

。
最

先
端

の
測

定
器

開
発

は
、

各
種

放
射

線
測

定
機

器
な

ど
の

技
術

促
進

に
繋

が
る

。

H
2
6
-
H

3
1
：

P
H

E
N

IX
/
A

L
IC

E
実

験
測

定
器

高
度

化

H
2
6
-
H

3
5
：

P
H

E
N

IX
/
A

L
IC

E
実

験
遂

行
と

Q
G

P
研

究

R
H

IC
-
P
H

E
N

IX
/
L
H

C
-

A
L
IC

E
実

験
遂

行
、

国

内
•
海

外
研

究
拠

点

(C
E
R

N
研

究
所

)
の

設

立
と

運
営

1
0
、

P
H

E
N

IX

実
験

測
定

器
高

度
化

1
0

、
A

L
IC

E
実

験
測

定

器
高

度
化

1
0

筑
波

大
学

(数
理

物
質

系
、

研
究

総
括

機
関

)、
東

京
大

学
(理

学

系
研

究
科

)、
広

島
大

学
(理

学

研
究

科
)、

理
化

学
研

究
所

(仁

科
加

速
器

セ
ン

タ
ー

)、
大

阪
大

学
核

物
理

研
究

セ
ン

タ
ー

(R
C

N
P
)

8
7

2
3
-
2

光
子

ビ
ー

ム
に

よ
る

ク
ォ

ー
ク

核
物

理

研
究

Q
u
a
rk

 n
u
c
le

a
r 

p
h
y
s
ic

s
 w

it
h

p
h
o
to

n
 b

e
a
m

s

光
子

ビ
ー

ム
に

よ
る

ク
ォ

ー
ク

核
物

理
研

究
を

推
進

し
、

量
子

色
力

学
真

空
と

ハ
ド

ロ
ン

内
ク

ォ
ー

ク
相

関
を

究

明
す

る
。

東
北

大
学

電
子

光
理

学
研

究
拠

点
と

大
阪

大
学

サ
ブ

ア
ト

ミ
ッ

ク

科
学

研
究

拠
点

と
の

拠
点

間
連

携

研
究

計
画

で
あ

る
。

物
質

の
質

量
の

9
9
.9

%
は

ハ
ド

ロ
ン

が

担
っ

て
お

り
、

そ
の

9
8
%
は

Q
C

D
に

お

け
る

カ
イ

ラ
ル

対
称

性
の

自
発

的
破

れ
に

よ
っ

て
創

成
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ

て
お

り
、

学
術

的
観

点
か

ら
は

こ
の

複
雑

な
階

層
の

研
究

は
避

け
て

通

れ
な

い
。

物
質

と
は

何
か

真
空

と
は

何
か

を
探

求
す

る
学

術
的

研
究

は
、

人
類

共
通

の
疑

問
に

対
す

る
答

え
を

求
め

る
も

の
で

、
人

類
の

知
の

創
造

の
一

翼
を

担
う

。

H
2
6
-
H

2
7
：
検

出
器

建
設

H
2
6
-
H

3
1

：
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
改

良
及

び
運

転 H
2
6
-
H

3
1

：
ビ

ー
ム

開
発

H
2
8
-
H

3
1

：
本

格

デ
ー

タ
収

集

検
出

器
建

設
費

1
6
、

電

子
・
光

子
ビ

ー
ム

開
発

費
1
6
、

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

（
4

本
）
維

持
・
改

良
費

4
、

運

営
費

2

東
北

大
学

電
子

光
理

学
研

究
セ

ン
タ

ー
（
電

子
光

理
学

研
究

拠

点
）
、

大
阪

大
学

核
物

理
研

究
セ

ン
タ

ー
（
サ

ブ
ア

ト
ミ

ッ
ク

科
学

研

究
拠

点
）
、

高
輝

度
光

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
京

都
大

学
、

岐
阜

大

学
、

台
湾

中
央

研
究

院
。

8
8

2
3
-
2

極
低

放
射

能
環

境
で

の
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ

研
究

N
e
u
tr

in
o
 r

e
s
e
a
rc

h
 a

t 
th

e
 u

lt
ra

-

lo
w

 r
a
d
io

a
c
ti
v
it
y
 e

n
v
ir
o
n
m

e
n
t

カ
ム

ラ
ン

ド
を

高
性

能
化

・
汎

用
化

し
、

宇
宙

素
粒

子
の

大
問

題
解

明
に

む
け

た
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
の

マ
ヨ

ラ
ナ

性

検
証

や
第

四
世

代
の

探
索

、
暗

黒
物

質
の

季
節

変
動

検
証

、
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ

地
球

科
学

の
推

進
な

ど
多

様
な

極

低
放

射
能

科
学

研
究

を
推

進
す

る
。

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

の
マ

ヨ
ラ

ナ
性

検
証

は

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
最

重
要

課
題

で
あ

り
、

地
球

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

観
測

は

地
球

科
学

に
全

く
新

し
い

情
報

を
も

た
ら

す
学

際
的

研
究

で
あ

る
。

そ
の

他
極

低
放

射
能

科
学

研
究

は
幅

広

い
学

術
的

成
果

を
も

た
ら

す
。

知
的

好
奇

心
を

か
き

立
て

る
基

本
的

な
謎

へ
の

挑
戦

は
、

理
科

離
れ

対
策

の
一

助
と

な
る

。
ま

た
、

世
界

を
リ

ー

ド
す

る
最

先
端

の
環

境
は

、
教

育
・
人

材
育

成
へ

の
高

い
効

果
が

期
待

で
き

る
。

さ
ら

に
、

極
低

放
射

能
技

術
は

除

染
等

へ
の

応
用

も
可

能
で

あ
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：

K
a
m

L
A

N
D

改
造

お

よ
び

施
設

整
備

H
2
7
-
H

3
3
：
観

測

総
額

2
7

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
解

能

化
1
4
、

汎
用

化
1
、

極
低

放
射

能
環

境
の

増
強

4
、

二
重

β
崩

壊
核

の
増

量

8

東
北

大
学

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

科
学

研

究
セ

ン
タ

ー
、

他
国

内
2
機

関
、

海
外

1
3

機
関

の
K
a
m

L
A

N
D

、

K
a
m

L
A

N
D

-
Z
e
n

、
C

e
L
A

N
D

、

K
a
m

L
A

N
D

-
P
IC

O
共

同
研

究
グ

ル
ー

プ

8
9

2
3
-
3

小
型

科
学

衛
星

D
IO

S
：
 D

if
fu

s
e

In
te

rg
a
la

c
ti
c
 O

x
y
g
e
n
 S

u
rv

e
y
o
r

S
m

a
ll
 s

c
ie

n
ti
fi
c
 s

a
te

ll
it
e
：
 D

IO
S
：

D
if
fu

s
e
 I
n
te

rg
a
la

c
ti
c
 O

x
y
g
e
n

S
u
rv

e
y
o
r

通
常

物
質

(バ
リ

オ
ン

)の
多

く
を

占
め

る
中

高
温

銀
河

間
物

質
を

赤
方

偏
移

し
た

酸
素

輝
線

で
確

認
す

る
。

観
測

装
置

は
約

1
度

の
視

野
を

も
つ

×
線

望
遠

鏡
と

T
E
S
カ

ロ
リ

メ
ー

タ
ア

レ
イ

で
構

成
さ

れ
、

小
型

科
学

衛
星

と
し

て
の

実
施

を
目

指
す

。

現
在

の
宇

宙
で

の
バ

リ
オ

ン
の

存
在

形
態

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

数

千
万

光
年

ス
ケ

ー
ル

で
の

構
造

形

成
と

化
学

進
化

の
プ

ロ
セ

ス
を

観
測

的
に

解
明

す
る

。
ま

た
超

新
星

、
銀

河
、

銀
河

団
な

ど
の

大
規

模
プ

ラ
ズ

マ
の

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

を
明

ら
か

に
す

る
。

宇
宙

史
に

お
け

る
バ

リ
オ

ン
の

進
化

の
全

貌
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
、

宇

宙
に

対
す

る
国

民
の

関
心

と
理

解
に

大
き

く
資

す
る

。
日

本
が

開
発

し
て

き

た
冷

凍
機

な
ど

、
世

界
の

ト
ッ

プ
技

術
を

衛
星

に
応

用
す

る
こ

と
で

産
業

応
用

へ
の

道
も

開
い

て
い

く
。

建
設

開
始

；
2
0
1
4
年

運
用

開
始

：
2
0
1
8
年

運
用

期
間

；
2

年
以

上

日
本

の
負

担
約

7
1

(ペ

イ
ロ

ー
ド

日
本

負
担

1
6
、

小
型

科
学

衛
星

バ
ス

約

2
5
、

打
ち

上
げ

約
3
0
)（

こ

の
他

に
海

外
か

ら
の

寄

与
約

1
0
）

首
都

大
学

東
京

、
名

古
屋

大
、

J
A

X
A

、
東

大
、

金
沢

大
、

筑
波

大
、

東
京

工
業

大
、

東
京

理
科

大
、

京
大

、
東

邦
大

、
埼

玉
大

、

早
稲

田
大

、
N

A
S
A

/
G

S
F
C

、

M
IT

、
 S

R
O

N

物 理 学

40



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
   分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

9
0

2
3
-
3

C
T
A

 国
際

宇
宙

ガ
ン

マ
線

天
文

台

C
T
A

 i
n
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
c
o
s
m

ic
 g

a
m

m
a

ra
y
 o

b
s
e
rv

a
to

ry

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

ガ
ン

マ
線

に
よ

る
宇

宙
の

研
究

を
飛

躍
的

に
発

展
さ

せ
、

様
々

な
天

体
で

の
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
粒

子
の

生
成

機
構

を
明

ら
か

に
す

る
。

ま
た

、
従

来
に

無
い

感
度

で
宇

宙
を

満
た

す
暗

黒
物

質
の

正
体

を
探

る
。

宇
宙

の
極

限
的

な
姿

を
明

ら
か

に

し
、

宇
宙

の
構

成
物

質
、

時
空

間
の

量
子

的
振

る
舞

い
を

高
い

精
度

で
研

究
す

る
。

C
T
A

の
科

学
は

宇
宙

物

理
、

宇
宙

論
か

ら
基

礎
物

理
に

わ
た

り
、

そ
の

科
学

的
意

義
は

極
め

て
高

い
と

い
え

る
。

C
T
A

は
想

像
を

は
る

か
に

超
え

た
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
で

、
極

限
的

な
宇

宙
の

姿

を
明

ら
か

に
し

、
人

類
に

新
た

な
知

見
を

与
え

る
。

ま
た

、
最

先
端

の
光

学
、

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

技
術

を
利

用

し
、

そ
の

開
発

を
通

し
て

、
産

業
界

に

高
い

価
値

を
も

た
ら

す
。

大
口

径
チ

ェ
レ

ン
コ

フ
望

遠
鏡

H
2
7
-
H

3
1
：
施

設
整

備 H
2
9
-
H

3
1
：
部

分
運

転 H
3
2
-
H

5
1
：
運

転

○
大

口
径

チ
ェ

レ
ン

コ
フ

望
遠

鏡
装

置
：
設

備
投

資
4
2
、

維
持

運
転

実
験

経
費

4
/
年

(2
0
年

間
)

C
T
A

-
J
a
p
a
n

（
東

京
大

学
宇

宙

線
研

究
所

を
中

心
と

す
る

2
7
大

学
9
7
名

の
研

究
者

)及
び

C
T
A

C
o
n
s
ro

ti
u
m

(2
8

カ
国

1
1
5
0

名

の
国

際
共

同
研

究
グ

ル
ー

プ
)

9
1

2
3
-
3

J
E
M

-
E
U

S
O

：
 国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
日

本
実

験
棟

に
設

置
す

る
極

限
エ

ネ
ル

ギ
ー

宇
宙

天
文

台

J
E
M

-
E
U

S
O

：
 E

x
tr

e
m

e
 u

n
iv

e
rs

e

s
p
a
c
e
 o

b
s
e
rv

a
to

ry
 o

n
b
o
a
rd

ja
p
a
n
e
s
e
 e

x
p
e
ri
m

e
n
t 

m
o
d
u
le

口
径

約
2
.5

m
の

広
視

野
（
6
0
度

）
望

遠
鏡

を
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
日

本
実

験
棟

に
搭

載
し

、
直

径
約

4
0
0
k
m

以
上

に
わ

た
る

地
球

大
気

に

お
け

る
宇

宙
線

空
気

シ
ャ

ワ
ー

を
検

出
す

る
。

宇
宙

に
お

け
る

最
高

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
も

っ
た

粒
子

の
源

を
探

査
し

、
宇

宙

に
お

け
る

基
本

的
相

互
作

用
の

限
界

を
観

測
す

る
。

最
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
粒

子
は

、
ほ

ぼ
真

直
ぐ

に
地

球
に

到
達

す
る

た
め

、
そ

の
到

来
方

向
か

ら
起

源
天

体
を

特
定

で
き

る
。

高
透

明
度

・
軽

量
・
大

型
フ

レ
ネ

ル
レ

ン
ズ

の
製

造
技

術
は

太
陽

エ
ネ

ル

ギ
ー

、
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

、
超

高

速
撮

像
へ

の
応

用
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

1
3
ヶ

国
の

国
際

ミ
ッ

シ
ョ

ン
は

、

日
本

の
存

在
感

と
先

進
技

術
を

示
す

よ
い

機
会

で
も

あ
る

。

H
2
6
-
H

2
9
：
望

遠
鏡

製
作

、
打

ち
上

げ

H
2
9
-
H

3
4
：
観

測

約
1
8
0
（
内

、
日

本
負

担

分
約

6
0
）

光
学

系
1
0
、

光
電

子
増

倍
管

5
、

大
気

モ
ニ

タ
用

レ
ー

ザ
ー

2
、

望
遠

鏡
の

組
立

・
試

験
1
0
、

他

理
化

学
研

究
所

、
東

大
宇

宙
線

研
究

所
、

甲
南

大
学

、
埼

玉
大

学
、

大
阪

市
立

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

モ
ス

ク
ワ

国
立

大
学

（
ロ

シ
ア

）
、

イ
タ

リ
ア

国
立

核
物

理
学

研
究

所
、

N
A

S
A

、
J
A

X
A

、

R
O

S
C

O
S
M

O
S
な

ど

9
2

2
3
-
3

一
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
電

波
干

渉
計

S
q
u
a
re

 k
il
o
m

e
tr

e
 a

rr
a
y

国
際

協
力

に
よ

る
開

口
面

積
1
平

方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

の
巨

大
な

c
m

波
・
m

波

帯
の

長
波

長
電

波
干

渉
計

。
高

感

度
・
高

分
解

能
・
広

視
野

・
広

帯
域

の

観
測

で
宇

宙
の

基
本

問
題

の
解

明
、

広
い

科
学

分
野

の
先

端
研

究
を

目

指
す

。

天
文

学
、

物
理

学
上

の
最

重
要

課
題

(1
)

宇
宙

の
暗

黒
時

代
、

(2
)

宇
宙

論
・
銀

河
進

化
、

(3
) 

宇
宙

磁
場

の
起

源
と

進
化

、
(4

)
重

力
理

論
の

検
証

、

(5
)

宇
宙

に
お

け
る

生
命

、
に

つ
い

て

の
解

明
が

期
待

さ
れ

る
。

最
先

端
の

計
画

に
日

本
が

参
加

し
宇

宙
の

未
解

決
問

題
を

解
明

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

国
民

の
科

学
へ

の
関

心
が

高
め

ら
れ

る
。

国
際

協
力

に
よ

り
学

術
的

国
際

交
流

が
進

み
、

経
済

的
・

産
業

的
に

も
世

界
最

先
端

の
技

術

開
発

へ
と

繋
が

る
。

H
2
8
-
H

3
2

：
1
0
%

建

設 H
3
3
-
H

3
7

：
全

ア
ン

テ
ナ

完
成

H
3
7
：
本

格
科

学
運

用
開

始

総
額

2
1
0
0

ア
ン

テ
ナ

建
設

1
4
0
0
、

イ

ン
フ

ラ
整

備
7
0
0
、

（
こ

の

他
に

準
備

費
1
4
0
、

正
式

メ
ン

バ
ー

の
経

費
0
.3

5
/

年
）

イ
ギ

リ
ス

ジ
ョ

ド
レ

ル
バ

ン
ク

観

測
所

に
S
K
A

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

フ
ィ

ス
設

置
。

参
加

国
の

代
表

者
か

ら
構

成
さ

れ
る

委
員

会
で

運
営

。

9
3

2
3
-
3

次
期

太
陽

観
測

衛
星

S
O

L
A

R
-
C

計

画 T
h
e
 n

e
x
t-

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

p
a
c
e
 s

o
la

r

o
b
s
e
rv

a
to

ry
 S

O
L
A

R
-
C

太
陽

磁
気

活
動

の
理

解
の

た
め

に
、

科
学

衛
星

に
搭

載
し

た
高

解
像

度
望

遠
鏡

群
で

太
陽

を
観

測
し

、
「
磁

気
構

造
の

運
動

や
相

互
作

用
の

可
視

化
」

を
通

し
て

「
磁

気
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
輸

送
過

程
や

散
逸

過
程

を
定

量
化

」
す

る
。

太
陽

の
高

解
像

度
観

測
を

通
し

た
研

究
を

進
め

る
こ

と
で

、
太

陽
を

含
め

た

星
や

銀
河

を
と

り
ま

く
宇

宙
プ

ラ
ズ

マ

の
加

熱
・
加

速
過

程
の

理
解

が
進

む

ほ
か

、
地

球
周

辺
の

宇
宙

環
境

を
乱

す
太

陽
面

爆
発

現
象

の
発

生
予

測

へ
の

貢
献

が
期

待
さ

れ
る

。

国
民

生
活

に
も

影
響

度
の

あ
る

太
陽

磁
気

活
動

の
理

解
を

大
き

く
進

展
さ

せ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
ま

た
、

解

像
度

の
高

い
宇

宙
望

遠
鏡

の
製

造

技
術

や
衛

星
の

高
精

度
指

向
安

定

化
技

術
が

獲
得

さ
れ

る
。

2
0
0
8
年

度
よ

り
概

念

検
討

・
基

礎
開

発
・

国
際

協
力

調
整

を

開
始

し
、

2
0
2
0
年

代

は
じ

め
に

衛
星

打
ち

上
げ

・
運

用
開

始
を

目
指

し
て

い
る

。

総
額

3
5
0

衛
星

お
よ

び
観

測
装

置

2
5
0
（
マ

ー
ジ

ン
込

み
）
、

打
ち

上
げ

費
用

1
0
0

（
H

II
A

ロ
ケ

ッ
ト

に
よ

る
打

ち
上

げ
想

定
時

）
（
(注

)

衛
星

・
観

測
装

置
は

粗

い
見

積
も

り
状

況
)

国
内

で
は

、
J
A

X
A

宇
宙

科
学

研

究
所

、
国

立
天

文
台

を
中

心
に

京
都

大
学

・
名

古
屋

大
学

・
東

京

大
学

等
の

大
学

、
海

外
は

米
国

や
欧

州
の

宇
宙

機
関

や
欧

州
の

研
究

機
関

が
実

施
機

関
。

9
4

2
3
-
3

L
it
e
B

IR
D

 -
 熱

い
ビ

ッ
グ

バ
ン

以
前

の
宇

宙
を

探
索

す
る

宇
宙

マ
イ

ク
ロ

波

背
景

放
射

偏
光

観
測

衛
星

L
it
e
B

IR
D

 -
 A

 s
a
te

ll
it
e
 f

o
r

e
x
p
lo

ri
n
g
 t

h
e
 u

n
iv

e
rs

e
 b

e
fo

re
 t

h
e

h
o
t 

b
ig

 b
a
n
g
 w

it
h
 m

e
a
s
u
re

m
e
n
ts

o
f 

c
o
s
m

ic
 m

ic
ro

w
a
v
e
 b

a
c
k
g
ro

u
n
d

p
o
la

ri
za

ti
o
n

宇
宙

は
ど

の
よ

う
に

始
ま

っ
た

の
だ

ろ
う

？
熱

い
ビ

ッ
グ

バ
ン

以
前

の
宇

宙
を

記
述

す
る

最
も

有
力

な
仮

説
が

イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン

宇
宙

仮
説

で
あ

る
。

本
計

画
で

は
宇

宙
背

景
放

射
の

偏
光

を
全

天
で

観
測

し
、

こ
の

仮
説

が
予

言
す

る
原

始
重

力
波

を
検

出
す

る
。

本
計

画
は

原
始

重
力

波
の

存
在

を

確
認

出
来

る
唯

一
の

実
験

で
あ

る
。

イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン

仮
説

を
検

証
で

き

れ
ば

、
そ

の
背

後
に

あ
る

量
子

重
力

理
論

を
選

別
で

き
、

重
力

理
論

と
量

子
論

の
統

一
と

い
う

素
粒

子
物

理
学

最
大

の
目

標
に

到
達

出
来

る
。

熱
い

ビ
ッ

グ
バ

ン
以

前
を

解
明

す
れ

ば
人

類
に

と
っ

て
そ

の
知

的
価

値
は

計
り

知
れ

な
い

。
そ

の
よ

う
な

知
的

価

値
を

日
本

主
導

で
供

給
で

き
れ

ば
、

国
民

に
大

き
な

自
信

と
誇

り
を

も
た

ら

す
。

さ
ら

に
観

測
装

置
の

技
術

開
発

は
幅

広
い

応
用

の
可

能
性

を
拓

く
。

H
2
5
-
H

3
7
：

L
it
e
B

IR
D

衛
星

計

画 （
H

2
6
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

化 H
3
2
：
打

ち
上

げ

H
3
7
：
最

終
結

果
発

表
）

○
L
it
e
B

IR
D

衛
星

：
初

期
投

資
1
5

、
開

発
費

5
0
、

運
営

費
5
（
ロ

ケ
ッ

ト

打
ち

上
げ

費
用

は
含

ま

ず
）

東
京

大
学

国
際

高
等

研
究

所
カ

ブ
リ

数
物

連
携

宇
宙

研
究

機

構
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
素

粒
子

原
子

核
研

究

所
、

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

宇
宙

科
学

研
究

所

物 理 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
   分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

9
5

2
3
-
3

次
世

代
赤

外
線

天
文

衛
星

（
S
P
IC

A
）

計
画

T
h
e
 n

e
x
t-

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 i
n
fr

a
re

d

a
s
tr

o
n
o
m

y
 m

is
s
io

n
 S

P
IC

A

「
ビ

ッ
グ

バ
ン

か
ら

生
命

の
誕

生
ま

で
」
の

宇
宙

史
の

解
明

を
目

指
す

次

世
代

赤
外

線
天

文
衛

星
ミ

ッ
シ

ョ
ン

。

絶
対

温
度

6
K

ま
で

冷
却

し
た

口
径

3
.2

m
の

大
型

望
遠

鏡
を

搭
載

す
る

こ

と
に

よ
り

、
中

間
-
遠

赤
外

線
で

の
圧

倒
的

な
高

感
度

を
達

成
す

る
。

天
体

を
構

成
す

る
バ

リ
オ

ン
物

質
の

輪
廻

に
着

目
し

、
3
つ

の
サ

ブ
テ

ー
マ

を
通

し
て

、
天

体
の

進
化

過
程

の
解

明
を

目
指

す
。

(1
)

銀
河

誕
生

の
ド

ラ

マ
、

(2
)

惑
星

系
形

成
の

レ
シ

ピ
、

(3
)

宇
宙

に
お

け
る

物
質

の
輪

廻
。

先
端

的
な

宇
宙

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
に

よ
り

、
日

本
の

産
業

基
盤

の
維

持
、

産
業

競
争

力
の

強
化

に
繋

が

る
。

人
類

の
宝

と
な

る
成

果
の

創
出

・

普
及

に
よ

り
、

将
来

の
日

本
を

に
な

う

優
秀

な
人

材
を

育
成

に
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
設

計

H
2
9
-
H

3
4
：
製

作
試

験 H
3
4
：
打

上
げ

H
3
4
-
H

3
9
：
観

測
運

用

総
額

8
6
8
 (

概
算

)

（
日

本
：
5
3
8
）

国
内

：
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
(J

A
X
A

)、
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

大
阪

大
学

、
国

立
天

文
台

等
の

大
学

・
研

究
機

関

国
外

：
欧

州
宇

宙
機

構
(E

S
A

)

等

9
6

2
3
-
3

南
極

望
遠

鏡
計

画

A
n
ta

rc
ti
c
 t

e
le

s
c
o
p
e
s

南
極

内
陸

部
(新

)ド
ー

ム
ふ

じ
基

地

に
広

視
野

の
1
0
m

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
望

遠

鏡
と

2
.5

m
赤

外
線

望
遠

鏡
を

建
設

し
、

サ
ブ

ミ
リ

・
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

～
赤

外

線
に

お
け

る
高

感
度

南
天

掃
天

観
測

を
実

施
し

て
宇

宙
暗

黒
時

代
の

銀
河

探
査

を
行

う
。

宇
宙

を
再

電
離

す
る

の
に

必
要

な
銀

河
の

７
割

は
行

方
不

明
で

あ
り

、
こ

の
暗

黒
銀

河
を

探
査

す
る

こ
と

に

よ
っ

て
宇

宙
再

電
離

と
銀

河
形

成
を

解
明

す
る

。
同

時
に

赤
外

線
～

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
観

測
を

地
上

で
唯

一
可

能
と

す
る

南
極

天
文

学
を

開
拓

す
る

。

南
極

観
測

及
び

天
文

観
測

は
共

に

一
般

国
民

の
関

心
が

高
く

、
そ

の
両

者
を

組
み

合
わ

せ
た

南
極

天
文

学

の
推

進
は

す
で

に
大

い
な

る
関

心
を

呼
ん

で
お

り
一

般
国

民
の

知
的

探
究

心
を

刺
激

す
る

も
の

で
あ

る
。

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
望

遠
鏡

＋
2
.5

m
赤

外
線

望

遠
鏡

：

H
2
6
-
H

3
0
：
設

計
～

国
内

仮
組

H
3
1
-
H

3
5
：
現

地
組

立
・
観

測

○
1
0
m

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
望

遠
鏡

：
第

1
期

（
国

内
仮

組
ま

で
）
1
3
.3

、
第

2
期

（
現

地
組

立
・
試

験
）
5
.6

○
2
.5

m
赤

外
線

望
遠

鏡
：
第

1
期

6
.8

、
第

2
期

1
.5

筑
波

大
学

、
東

北
大

学
、

国
立

極
地

研
究

所
、

ほ
か

南
極

天
文

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム

9
7

2
4
-
1

機
動

的
多

元
的

海
洋

観
測

体
制

の
確

立
と

運
用

H
ig

h
-
re

s
o
lu

ti
o
n
, 
m

u
lt
i-

d
im

e
n
s
io

n
a
l 
o
c
e
a
n
 o

b
s
e
rv

in
g

s
y
s
te

m

太
平

洋
の

全
域

を
対

象
と

し
た

多
元

的
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
自

動
観

測
網

と
重

点
海

域
に

お
け

る
基

礎
的

・
戦

略
的

プ
ロ

セ
ス

研
究

を
担

う
次

世
代

型
大

型
研

究
船

と
い

う
、

相
補

的
な

役
割

を
持

つ
2
大

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

か
ら

な
る

革
新

的
観

測
体

制
を

構
築

す

る
。

分
野

横
断

型
の

大
規

模
観

測
体

制

構
築

に
よ

り
、

断
片

的
、

離
散

的
で

あ
っ

た
太

平
洋

の
海

洋
像

を
一

新

し
、

物
質

循
環

・
生

物
生

産
・
生

物
資

源
の

変
動

、
気

候
へ

の
影

響
、

お
よ

び
二

酸
化

炭
素

吸
収

な
ど

海
洋

の

持
つ

環
境

調
整

能
力

を
明

ら
か

に
す

る
。

海
洋

基
本

計
画

に
お

い
て

重
点

的
に

推
進

す
べ

き
取

組
の

う
ち

「
海

洋
調

査
の

推
進

、
海

洋
情

報
の

一
元

化
と

公
開

」
と

「
人

材
の

育
成

と
技

術
力

の

強
化

」
に

直
接

的
に

貢
献

し
、

自
然

と

共
生

す
る

持
続

可
能

な
地

域
社

会
・

国
際

社
会

づ
く
り

に
も

貢
献

す
る

。

1
-
4
年

度
目

：
大

型

研
究

船
建

造
と

重

点
観

測
開

始
、

自
動

測
器

開
発

5
-
1
0
年

度
目

：
表

中

層
お

よ
び

深
層

用

自
動

測
器

の
太

平

洋
全

域
へ

の
展

開

次
世

代
型

大
型

研
究

船

の
建

造
3
0
0
、

海
洋

自
動

測
器

1
8
0

（
開

発
、

製

作
、

投
入

、
デ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

構
築

・
運

用
）
、

研

究
費

2
0

東
京

大
学

と
海

洋
研

究
開

発
機

構
が

中
心

と
な

っ
て

研
究

船
と

自

動
測

器
に

よ
る

観
測

お
よ

び

デ
ー

タ
同

化
を

実
施

し
、

得
ら

れ

た
デ

ー
タ

を
用

い
た

研
究

を
国

内

各
大

学
と

海
洋

研
究

開
発

機
構

が
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

体
制

で
行

う
。

9
8

2
4
-
1

気
候

変
動

予
測

連
携

研
究

拠
点

C
o
o
p
e
ra

ti
v
e
 i
n
s
ti
tu

te
 f

o
r 

c
li
m

a
te

p
re

d
ic

ti
o
n

最
新

知
見

を
反

映
し

た
気

候
変

動
予

測
を

行
い

、
そ

の
情

報
を

社
会

に
提

供
す

る
。

予
測

情
報

に
基

づ
い

た
地

球
温

暖
化

等
の

気
候

環
境

変
動

へ

の
適

応
、

緩
和

策
の

策
定

等
、

意
思

決
定

の
ル

ー
チ

ン
化

を
図

る
。

気
候

モ
デ

ル
は

進
化

し
た

が
、

大

型
・
複

雑
化

し
、

科
学

的
な

課
題

も
多

い
。

最
新

成
果

を
取

り
込

む
こ

と
の

で

き
る

研
究

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

築

し
研

究
の

地
平

を
広

げ
る

と
同

時

に
、

予
測

情
報

を
社

会
へ

提
供

し
、

成
果

の
社

会
還

元
も

実
現

す
る

。

最
新

の
科

学
的

成
果

に
も

と
づ

く
予

測
情

報
を

社
会

へ
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
気

候
変

動
へ

の
適

応
、

緩
和

と

い
う

人
類

喫
緊

の
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
。

初
年

-
第

3
年

度
：
予

測
シ

ス
テ

ム
設

計
、

構
築

、
検

証

第
4
年

度
：
予

測
情

報
提

供
開

始

第
5
年

度
以

降
：
予

測
情

報
利

用
促

進
、

シ
ス

テ
ム

高
度

化

デ
ー

タ
解

析
・
蓄

積
・
公

開
シ

ス
テ

ム
、

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
整

備
5
、

大
型

計

算
機

借
料

1
0
/
年

、
人

件

費
2
/
年

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

開

発
等

1
/
年

、
公

募
型

共

同
研

究
費

3
/
年

、
そ

の

他
2
/
年

気
象

庁
気

象
研

究
所

、
東

京
大

学
大

気
海

洋
研

究
所

、
（
独

）
国

立
環

境
研

究
所

、
（
独

）
海

洋
研

究
開

発
機

構
、

（
独

）
宇

宙
航

空

研
究

開
発

機
構

9
9

2
4
-
1

航
空

機
観

測
に

よ
る

大
気

科
学

・
気

候

シ
ス

テ
ム

研
究

の
推

進

P
ro

m
o
ti
o
n
 o

f 
a
tm

o
s
p
h
e
ri
c

s
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 c

li
m

a
te

 s
y
s
te

m

re
s
e
a
rc

h
 b

y
 a

ir
c
ra

ft
 o

b
s
e
rv

a
ti
o
n
s

本
研

究
で

は
地

球
観

測
専

用
の

航

空
機

を
導

入
し

研
究

者
組

織
に

よ
り

運
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

急
速

に
進

行

し
て

い
る

地
球

温
暖

化
を

含
む

ア
ジ

ア
の

地
球

環
境

変
動

の
現

状
と

変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
、

大
気

科
学

・

気
候

シ
ス

テ
ム

研
究

を
推

進
す

る
。

ア
ジ

ア
は

航
空

機
観

測
の

空
白

域
で

あ
り

、
航

空
機

の
み

で
可

能
な

温
室

効
果

気
体

、
エ

ア
ロ

ゾ
ル

・
雲

、
台

風
・
集

中
豪

雨
、

陸
面

・
海

面
変

化
の

3
次

元
観

測
と

地
上

・
衛

星
観

測
と

の

統
合

観
測

が
、

地
球

環
境

変
動

予
測

モ
デ

ル
の

高
度

化
を

も
た

ら
す

。

地
球

環
境

問
題

・
気

候
変

動
は

国
民

の
生

活
に

直
結

す
る

重
要

課
題

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

科
学

的
知

見
は

、
各

種
対

策
の

た
め

の
政

策
策

定
の

基

礎
と

な
る

。
さ

ら
に

機
動

的
な

航
空

機

観
測

は
地

震
・
津

波
・
洪

水
な

ど
の

自
然

災
害

把
握

に
よ

り
国

民
に

資
す

る
。

H
2
6
-
H

3
2

（
1

年
目

：
組

織
立

上
・
計

画
策

定

2
-
3
年

目
：
機

体
調

達
・
初

期
改

造
・
試

験
的

運
用

4
-
7
年

度
目

：
本

格

的
運

用
）

総
額

8
5
（
7
年

間
）

航
空

機
保

有
/
占

有
4
5

（
5
年

間
）
、

航
空

機
初

期

改
造

検
査

7
、

運
用

2
5
（
5

年
間

）
（
測

定
器

準
備

・

他
機

体
で

の
試

験
飛

行
・
諸

経
費

を
含

む
）

東
京

大
学

大
気

海
洋

研
究

所
・

理
学

部
・
先

端
科

学
技

術
研

究

セ
ン

タ
ー

、
名

古
屋

大
学

、
東

北

大
学

、
琉

球
大

学
、

気
象

庁
気

象
研

究
所

、
国

立
環

境
研

究

所
、

海
洋

研
究

開
発

機
構

、
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構

地 球 惑 星 科 学物 理 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
0
0

2
4
-
1

衛
星

に
よ

る
次

世
代

全
球

地
球

観
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
 n

e
x
t-

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

a
te

ll
it
e
 E

a
rt

h

o
b
s
e
rv

a
ti
o
n
 s

y
s
te

m

国
際

的
観

測
要

求
/
計

画
調

整
枠

組

み
に

基
づ

き
、

衛
星

に
よ

る
全

球
地

球
観

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
発

展
さ

せ
、

気
候

変
動

、
全

球
降

水
、

雲
・
エ

ア
ロ

ゾ
ル

相
互

作
用

、
温

室
効

果
ガ

ス
、

バ
イ

オ
マ

ス
、

大
気

汚
染

、
海

面

高
度

を
計

測
す

る
。

重
要

気
候

変
数

の
観

測
を

継
続

す

る
：

G
C

O
M

、
降

水
過

程
理

解
：

G
P
M

/
E
a
rt

h
C

A
R

E
、

森
林

バ
イ

オ
マ

ス
推

定
の

高
精

度
化

：
植

生
ラ

イ

ダ
ー

、
短

寿
命

汚
染

物
質

の
全

球
監

視
：
大

気
汚

染
、

海
面

水
位

上
昇

予

測
高

精
度

化
：
海

面
高

度
計

天
気

予
報

精
度

向
上

、
気

象
災

害
損

失
低

減
、

漁
業

利
用

、
北

極
海

航
路

管
理

、
大

規
模

耕
作

地
監

視
、

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

状
況

推
定

、
バ

イ
オ

マ
ス

推
定

誤
差

低
減

、
越

境
大

気
汚

染
、

海
流

予
測

高
精

度
化

、
船

舶
航

行
効

率
化

、
漂

流
ゴ

ミ
予

測
高

度
化

等

H
2
4
-
H

3
4

総
額

2
,0

0
0
-
3
,0

0
0

G
C

O
M

-
W

2
3
8
0

、

G
C

O
M

-
C

2
4
0
0

、

G
P
M

後
継

2
5
0

、

G
O

S
A

T
2

3
4
0
、

植
生

ラ

イ
ダ

1
5
0
、

大
気

汚
染

1
5
0
、

海
面

高
度

 3
0
0

J
A

X
A

全
体

シ
ス

テ
ム

の
研

究

開
発

運
用

情
報

通
信

研
究

機
構

セ
ン

サ
研

究
、

デ
ー

タ
研

究

環
境

省
/
国

立
環

境
研

究
所

セ

ン
サ

研
究

、
デ

ー
タ

研
究

環
境

省
/

国
立

環
境

研
究

所

デ
ー

タ
研

究

1
0
1

2
4
-
1

極
域

科
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
-
-
-
南

極

観
測

・
北

極
観

測
の

新
展

開
に

よ
る

地

球
環

境
変

動
研

究
-
-
-

T
h
e
 F

ro
n
ti
e
r 

o
f 

P
o
la

r 
S
c
ie

n
c
e
：

s
tu

d
y
 o

n
 g

lo
b
a
l 
e
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l

c
h
a
n
g
e
 t

h
ro

u
g
h
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f

A
n
ta

rc
ti
c
 a

n
d
 A

rc
ti
c

o
b
s
e
rv

a
ti
o
n
s

気
候

シ
ス

テ
ム

の
形

成
に

大
き

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

南
極

域
、

近
年

、

急
速

に
状

況
が

変
化

し
て

い
る

北
極

域
の

両
者

を
通

し
て

地
球

の
変

動
を

理
解

す
る

た
め

、
過

去
の

地
球

の
変

動
を

遡
る

調
査

と
現

在
の

変
動

を
精

密
計

測
す

る
精

査
を

実
施

す
る

。

過
去

か
ら

現
在

、
未

来
に

わ
た

る
地

球
環

境
の

変
動

が
際

立
っ

て
反

映
さ

れ
る

南
北

両
極

域
の

重
要

な
情

報
を

取
得

し
て

学
際

的
研

究
を

推
進

す

る
。

分
野

融
合

を
促

進
し

、
分

野
横

断
型

の
わ

が
国

の
極

域
観

測
、

環
境

変
動

研
究

の
一

層
の

飛
躍

に
貢

献

す
る

。

地
球

環
境

変
動

の
理

解
は

、
社

会
経

済
の

国
際

動
向

を
左

右
す

る
た

め
、

得
ら

れ
る

知
見

は
人

類
社

会
の

今
後

の
適

応
方

策
に

関
す

る
重

要
な

情
報

と
な

る
。

ま
た

、
技

術
開

発
は

、
産

業

界
へ

の
貢

献
も

大
き

い
。

H
2
6
-
H

3
5
：
南

極
内

陸
総

合
計

画

H
2
6
-
H

3
5
：
北

極
域

環
境

変
動

研
究

H
2
6
-
H

3
5
：
基

盤
拠

点

総
額

2
1
6
.8

南
極

内
陸

総
合

観
測

1
0
0
.6

、
北

極
域

環
境

変

動
研

究
7
1
.2

（
砕

氷
観

測

船
の

整
備

・
運

用
を

別

途
希

望
）
、

基
盤

拠
点

4
5

極
地

研
、

J
A

M
S
T
E
C

、
J
A

X
A

、

北
大

、
東

京
海

洋
大

、
東

大
。

南

極
は

、
南

極
観

測
事

業
と

し
て

、

北
極

は
、

極
地

研
が

中
心

と
な

り

実
行

組
織

を
構

築
す

る
。

デ
ー

タ

蓄
積

と
解

析
の

中
心

と
な

る
基

盤
を

極
地

研
に

設
置

。

1
0
2

2
4
-
1

太
陽

地
球

系
結

合
過

程
の

研
究

基
盤

形
成

S
tu

d
y
 o

f 
c
o
u
p
li
n
g
 p

ro
c
e
s
s
e
s
 i
n

th
e
 s

o
la

r-
te

rr
e
s
tr

ia
l 
s
y
s
te

m

太
陽

か
ら

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
放

射
と

太
陽

風
（
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
粒

子
流

）

か
ら

構
成

さ
れ

、
前

者
は

赤
道

域

で
、

後
者

は
極

域
で

最
大

と
な

る
。

こ

れ
ら

の
特

異
点

に
大

型
レ

ー
ダ

ー
を

建
設

し
、

全
球

に
わ

た
る

広
域

観
測

網
を

整
備

し
研

究
推

進
す

る
。

太
陽

か
ら

地
球

に
至

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
プ

ラ
ズ

マ
の

流
れ

、
太

陽
活

動
の

期
変

動
に

対
す

る
地

球
大

気
圏

・
電

離
圏

・
磁

気
圏

の
応

答
過

程
を

知

り
、

領
域

間
の

結
合

過
程

を
解

明
し

、

統
一

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

定
量

的
な

理
解

を
深

め
る

。

宇
宙

天
気

の
予

測
精

度
向

上
か

ら

衛
星

シ
ス

テ
ム

や
測

位
の

安
全

・
安

心
に

資
す

る
。

大
気

レ
ー

ダ
ー

観
測

の
活

用
か

ら
天

気
予

報
の

精
度

が

向
上

す
る

。
国

際
共

同
研

究
や

国
際

ス
ク

ー
ル

を
通

じ
て

発
展

途
上

国
の

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
赤

道
Ｍ

Ｕ
レ

ー
ダ

ー
建

設

H
2
6
-
H

2
9
：

E
IS

C
A

T
_3

D
建

設

H
2
7

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
・
広

域
観

測
網

整

備

総
額

1
2
0

○
赤

道
Ｍ

Ｕ
レ

ー
ダ

ー
：

設
備

3
5
、

運
営

2
0

○
E
IS

C
A

T
_3

D
レ

ー

ダ
ー

：
設

備
2
5
、

運
営

1
0

○
広

域
地

上
観

測
網

：

設
備

1
0
、

運
営

2
0

（
1
）
京

都
大

学
生

存
圏

研
究

所

（
2
）
国

立
極

地
研

究
所

、
名

古
屋

大
学

太
陽

地
球

環
境

研
究

所

（
3
）
名

古
屋

大
学

太
陽

地
球

環

境
研

究
所

、
九

州
大

学
国

際
宇

宙
天

気
科

学
・
教

育
セ

ン
タ

ー
、

IU
G

O
N

E
T
運

営
協

議
会

1
0
3

2
4
-
2

月
着

陸
探

査
ミ

ッ
シ

ョ
ン

S
E
L
E
N

E
-
2

M
o
o
n
 l
a
n
d
in

g
 a

n
d
 e

x
p
lo

ra
ti
o
n

m
is

s
io

n
 S

E
L
E
N

E
-
2

探
査

機
を

月
面

の
特

徴
的

地
域

に

軟
着

陸
さ

せ
、

月
の

原
材

料
物

質
や

月
深

部
構

造
の

解
明

な
ど

を
行

う
と

と
も

に
、

高
精

度
着

陸
技

術
、

移
動

探
査

技
術

、
越

夜
技

術
の

実
証

を
行

う
。

地
球

～
月

系
の

起
源

と
地

球
型

惑

星
の

進
化

過
程

の
解

明
に

資
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
太

陽
系

探
査

に
必

須
と

な
る

着
陸

探
査

技
術

の
開

発
・

実
証

を
行

う
。

国
民

の
科

学
技

術
へ

の
関

心
高

め
、

観
測

デ
ー

タ
を

理
科

教
育

教
材

と
し

て
利

用
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
国

際

有
人

探
査

に
お

い
て

日
本

の
主

導
権

を
確

保
す

る
。

H
2
6
：
計

画
準

備

H
2
7
-
H

3
2
：
探

査
機

シ
ス

テ
ム

開
発

H
3
2
-
H

3
3
：
観

測
運

用
・
デ

ー
タ

解
析

打
上

げ
ロ

ケ
ッ

ト
1
4
0

探
査

機
シ

ス
テ

ム
3
0
0

試
験

、
運

用
経

費
3
0

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

が
が

主
体

と
な

り
、

国
内

の
大

学
、

研

究
機

関
や

N
A

S
A

、
E
S
A

等
の

海

外
宇

宙
機

関
と

連
携

し
て

実
施

す
る

。

1
0
4

2
4
-
2

太
陽

系
生

命
前

駆
環

境
の

実
証

的
解

明
の

た
め

の
統

合
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
n
 i
n
te

g
ra

te
d
 r

e
s
e
a
rc

h
 p

ro
g
ra

m

e
lu

c
id

a
ti
n
g
 t

h
e
 s

o
la

r 
s
y
s
te

m

e
n
v
ir
o
n
m

e
n
t 

le
a
d
in

g
 t

h
e

e
m

e
rg

e
n
c
e
 o

f 
li
fe

多
拠

点
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

の
「
惑

星
科

学
研

究
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を

、
IS

A
S

を
取

り
巻

く
形

で
構

築
す

る
こ

と
に

よ

り
、

惑
星

探
査

の
推

進
展

開
を

機
軸

と
し

た
、

生
命

誕
生

に
至

る
ま

で
の

惑

星
環

境
の

様
態

と
物

質
進

化
過

程

の
多

角
的

解
明

を
行

う
。

戦
略

的
な

探
査

プ
ロ

グ
ラ

ム
群

の
立

案
と

推
進

、
こ

れ
ら

か
ら

最
大

限
の

科
学

成
果

を
引

き
出

す
こ

と
を

可
能

に
し

、
実

証
的

か
つ

多
角

的
な

太
陽

系
生

命
前

駆
環

境
の

様
態

解
明

と

進
化

シ
ナ

リ
オ

の
提

起
が

期
待

さ
れ

る
。

深
宇

宙
探

査
を

通
じ

、
若

い
世

代
に

夢
と

希
望

を
も

た
ら

す
と

同
時

に
、

人

類
共

通
の

根
源

的
好

奇
心

に
応

え
る

知
的

価
値

を
有

す
る

。
産

学
協

働
に

よ
る

推
進

は
、

多
様

な
技

術
を

先
鋭

化
さ

せ
、

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

資

す
る

。

H
2
6
-
H

3
5

総
額

1
3
0

初
期

設
備

投
資

5
0
(統

括
部

門
情

報
基

盤
、

搭

載
機

器
開

発
施

設
、

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
技

術
開

発
施

設
、

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

基
盤

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
基

盤
)、

運
用

8

×
1
0
カ

年
 (

人
件

費
、

事

業
費

）

神
戸

大
惑

星
科

学
研

究
セ

ン

タ
ー

、
千

葉
工

大
惑

星
探

査
研

究
セ

ン
タ

ー
、

国
立

天
文

台
、

東

大
新

領
域

、
北

大
理

・
創

成
科

学

研
究

機
構

、
会

津
大

月
惑

星

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
部

門
、

等
で

惑

星
科

学
研

究
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を

構
成

。

地 球 惑 星 科 学

43



【
区
分
Ⅰ
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分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
0
5

2
4
-
3

高
圧

地
球

惑
星

科
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
：
新

し
い

超
高

圧
・
量

子
ビ

ー
ム

技

術
が

先
導

す
る

先
端

的
地

球
惑

星
科

学
研

究
の

推
進

C
o
n
s
o
rt

iu
m

 f
o
r 

h
ig

h
-
p
re

s
s
u
re

E
a
rt

h
 a

n
d
 p

la
n
e
ta

ry
 s

c
ie

n
c
e
：

A
d
v
a
n
c
e
m

e
n
t 

o
f 

c
u
tt

in
g
-
e
d
g
e

s
tu

d
ie

s
 i
n
 E

a
rt

h
 a

n
d
 p

la
n
e
ta

ry

s
c
ie

n
c
e
s
 b

y
 a

p
p
li
c
a
ti
o
n
s
 o

f

n
o
v
e
l 
h
ig

h
-
p
re

s
s
u
re

 a
n
d

q
u
a
n
tu

m
-
b
e
a
m

 t
e
c
h
n
o
lo

g
ie

s

我
が

国
の

お
家

芸
で

あ
る

超
高

圧
地

球
惑

星
科

学
及

び
関

連
分

野
の

更

な
る

発
展

の
た

め
、

関
連

量
子

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

や
超

大
型

高
圧

合
成

装
置

な
ど

の
建

設
と

共
同

研
究

の
た

め
、

中
核

拠
点

を
中

心
と

し
た

コ
ン

ソ
ー

シ

ア
ム

を
構

築
す

る
。

従
来

の
構

造
・
物

性
を

中
心

と
す

る

「
静

的
」
地

球
惑

星
科

学
の

、
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
・
進

化
な

ど
の

「
動

的
」
科

学

へ
の

パ
ラ

ダ
イ

ム
シ

フ
ト

と
と

も
に

、

物
理

・
化

学
・
材

料
科

学
な

ど
関

連

分
野

と
の

学
際

的
研

究
の

大
き

な
進

展
が

見
込

ま
れ

る
。

先
端

地
球

惑
星

科
学

の
推

進
に

よ
る

新
し

い
知

の
創

造
と

と
も

に
、

地
震

発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
環

境
・
資

源
問

題

な
ど

の
安

心
安

全
、

及
び

環
境

に
優

し
い

新
物

質
開

発
な

ど
グ

リ
ー

ン
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
分

野
へ

の
多

大
な

貢
献

が
見

込
ま

れ
る

。

1
0
年

間
（
H

2
7
-
H

3
6

予
定

）

放
射

光
B

L
建

設
4
8
、

放

射
光

B
L
高

度
化

1
0
、

中

性
子

B
L
高

度
化

1
0
、

超

大
型

高
圧

合
成

装
置

8
.5

、
中

核
拠

点
整

備

2
8

、
装

置
維

持
・

管
理

7
、

人
件

費
1
0
.5

、
消

耗

品
6
、

旅
費

・
会

議
費

1
.2

東
北

大
（
理

学
研

究
科

）
、

東
大

（
理

学
系

研
究

科
）
、

東
工

大
（
地

球
生

命
研

究
所

・
理

工
学

研
究

科
）
、

岡
山

大
（
地

球
物

質
科

学

研
究

セ
ン

タ
ー

）
、

愛
媛

大
（
地

球

深
部

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

研
究

セ
ン

タ
ー

）

1
0
6

2
4
-
3

掘
削

科
学

を
用

い
た

全
地

球
シ

ス
テ

ム
の

解
明

B
re

a
k
th

ro
u
g
h
 i
n
 t

h
e
 g

lo
b
a
l 
E
a
rt

h

s
y
s
te

m
 b

a
s
e
d
 o

n
 d

ri
ll
in

g
 s

c
ie

n
c
e

本
研

究
計

画
は

海
洋

底
と

地
殻

内

部
の

掘
削

を
実

施
し

、
そ

の
コ

ア
試

料
を

用
い

て
、

マ
ン

ト
ル

活
動

、
地

殻

変
動

、
地

球
表

層
の

気
候

変
動

を
含

め
た

全
地

球
シ

ス
テ

ム
を

解
明

し
、

人
類

の
持

続
可

能
な

近
未

来
の

構

築
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

本
計

画
の

科
学

的
意

義
は

、
現

在
か

ら
過

去
に

遡
っ

て
コ

ア
試

料
に

記
録

さ
れ

て
い

る
現

象
を

読
み

取
る

こ
と

で
、

気
候

変
動

、
巨

大
地

震
な

ど
、

人
類

が
直

面
し

て
い

る
諸

問
題

の
原

因
を

明
ら

か
に

し
、

未
来

予
測

に
活

用
す

る
こ

と
で

あ
る

。

気
候

変
動

、
地

震
発

生
メ

カ
ニ

ズ

ム
、

資
源

探
査

な
ど

は
、

我
が

国
の

国
民

に
と

っ
て

重
要

な
取

り
組

む
べ

き
問

題
で

あ
る

。
本

計
画

の
研

究

は
、

こ
れ

ら
に

対
し

て
そ

の
原

因
の

解
明

や
未

来
の

変
動

予
測

に
対

し
て

重
要

な
手

掛
か

り
を

与
え

て
く
れ

る
。

H
2
5
-
H

2
6
：
高

深
度

掘
削

装
置

の
開

発

H
2
7
-
H

3
1

：
気

候
・

資
源

・
地

震
帯

の
掘

削 H
3
2
-
H

3
5
：
高

深
度

掘
削

高
深

度
掘

削
装

置
開

発

費
2
0
0
、

掘
削

事
前

調
査

費
1
3
0

、
掘

削
実

施
費

7
2
0

、
高

深
度

掘
削

費

4
5
0
、

分
析

拠
点

整
備

費

5
0
、

研
究

費
3
5
0

東
北

大
学

、
高

知
大

学
、

東
京

大
学

大
気

海
洋

研
究

所
、

京
都

大
学

、
神

戸
大

学
、

金
沢

大
学

を

中
心

に
幾

つ
か

の
サ

テ
ラ

イ
ト

機

関
と

共
同

で
実

施
す

る
。

掘
削

に

関
し

て
は

、
独

立
行

政
法

人
海

洋
研

究
開

発
機

構
と

共
同

で
行

う
。

1
0
7

2
4
-
3

極
低

雑
音

・
大

口
径

ミ
ュ

ー
オ

ン
検

出

器
リ

ニ
ア

ア
レ

イ
に

よ
る

、
火

山
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
統

合
研

究
計

画

In
te

g
ra

te
d
 r

e
s
e
a
rc

h
 o

f 
v
o
lc

a
n
o

d
y
n
a
m

ic
s
 w

it
h
 a

n
 u

lt
ra

-
lo

w
 n

o
is

e

la
rg

e
 m

u
o
n
 d

e
te

c
to

r 
a
rr

a
y

本
計

画
は

、
こ

れ
ま

で
技

術
的

蓄
積

を
重

ね
て

き
た

ミ
ュ

オ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ

る
火

山
浅

部
の

系
統

的
研

究
を

飛
躍

的
に

発
展

さ
せ

、
火

山
噴

火
・
マ

グ
マ

の
移

動
の

謎
を

、
素

粒
子

物
理

学
と

地
球

物
理

学
と

に
よ

っ
て

解
き

明
か

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

本
計

画
で

は
、

火
山

噴
火

に
関

す
る

未
解

明
の

諸
問

題
の

根
幹

に
あ

る
、

火
山

内
部

の
マ

グ
マ

の
形

状
と

動
き

を
、

詳
細

に
か

つ
、

直
接

的
に

捉
え

る

た
め

、
火

山
体

の
各

所
を

高
解

像
度

で
ス

テ
レ

オ
撮

影
を

行
う

。

本
計

画
は

安
心

で
き

る
噴

火
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
へ

と
進

化
可

能
で

あ
る

。
工

業
用

プ
ラ

ン
ト

内
部

の
可

視

化
技

術
は

我
が

国
に

お
け

る
製

造
業

の
国

際
競

争
力

の
強

化
に

つ
な

が

る
。

資
源

探
査

技
術

の
高

度
化

は
持

続
性

可
能

な
社

会
の

実
現

に
寄

与

す
る

。

初
年

度
か

ら
5

年

間
：
ミ

ュ
オ

グ
ラ

フ
ィ

検
出

シ
ス

テ
ム

及

び
画

像
生

成
シ

ス

テ
ム

の
完

成

6
年

目
か

ら
5
年

間
：

3
次

元
画

像
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
取

得

ト
ン

ネ
ル

建
設

費
1
0
0
×

2
本

、
検

出
器

ア
レ

イ

1
0
0
、

運
営

費
等

5
/
年

実
施

主
体

と
な

る
機

関
は

東
京

大
学

。
実

行
組

織
は

平
成

2
2
年

に
東

京
大

学
の

全
学

支
援

の

下
、

東
京

大
学

地
震

研
究

所
に

設
置

さ
れ

た
「
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
素

粒
子

地
球

物
理

学
研

究
セ

ン

タ
ー

」

1
0
8

2
4
-
3

海
底

地
震

・
地

殻
変

動
観

測
網

の
整

備
と

海
陸

地
震

火
山

観
測

に
基

づ
く
地

震
発

生
及

び
火

山
噴

火
予

測
研

究
の

推
進

 P
re

d
ic

ti
o
n
 r

e
s
e
a
rc

h
 o

n

e
a
rt

h
q
u
a
k
e
s
 a

n
d
 v

o
lc

a
n
ic

e
ru

p
ti
o
n
s
 w

it
h
 o

n
-
 a

n
d
 o

ff
-
s
h
o
re

o
b
s
e
rv

a
ti
o
n
s
 u

s
in

g
 s

e
a
fl
o
o
r 

a
n
d

b
o
re

h
o
le

 s
y
s
te

m
s

海
底

で
の

地
震

・
地

殻
変

動
観

測
網

整
備

を
軸

と
し

た
観

測
体

制
の

飛
躍

的
な

強
化

を
通

し
て

地
震

発
生

・
火

山
噴

火
の

新
し

い
予

測
科

学
を

創
出

し
、

地
震

・
火

山
噴

火
災

害
軽

減
を

目
指

す
。

持
続

可
能

な
環

境
形

成
に

貢
献

す
る

。

自
然

災
害

の
予

測
科

学
手

法
を

確

立
し

、
沈

み
込

み
帯

の
地

球
科

学
へ

の
貢

献
し

、
さ

ら
に

そ
れ

を
含

む
固

体

地
球

の
予

測
科

学
の

発
展

に
貢

献

す
る

。

地
震

・
津

波
・
火

山
災

害
の

軽
減

（
減

災
）
、

災
害

の
予

防
（
防

災
）
に

資
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
国

民
の

期
待

に
応

え
る

。
国

民
の

科
学

・
災

害
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
に

役
立

て
る

。
環

太
平

洋
地

域
諸

国
と

の
連

携
に

よ
り

、
世

界
の

防
災

・
減

災
に

貢
献

す
る

。

海
底

ケ
ー

ブ
ル

・
海

底
孔

内
地

震
津

波

地
殻

変
動

観
測

シ

ス
テ

ム

H
2
6
-
H

3
5
：
施

設
整

備
と

運
用

（
H

5
5
ま

で
運

用
）

海
底

ケ
ー

ブ
ル

・
海

底

孔
内

地
震

津
波

地
殻

変

動
観

測
シ

ス
テ

ム
等

1
,5

5
0

（
初

期
投

資

1
2
5
0
、

運
営

費
等

3
0
0
）

東
京

大
学

地
震

研
究

所
（
共

同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
）
が

中
核

と
な

り
、

1
3
国

立
大

学
法

人
、

2

私
立

大
学

、
2
研

究
開

発
独

立
法

人
（
J
A

M
S
T
E
C

、
N

IE
D

）
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
が

実
施

1
0
9

2
4
-
3

C
Q

H
と

M
U

L
T
U

M
で

拓
く
宇

宙
・
地

球
・

生
命

科
学

N
e
w

 f
ro

n
ti
e
r 

o
f 

s
p
a
c
e
, 
E
a
rt

h
 a

n
d

li
fe

 s
c
ie

n
c
e
s
 b

a
s
e
d
 o

n
 C

Q
H

 a
n
d

M
U

L
T
U

M
 t

e
c
h
n
o
lo

g
ie

s

大
阪

大
学

の
伝

統
あ

る
質

量
分

析

装
置

開
発

を
ベ

ー
ス

に
、

現
場

の
研

究
者

と
装

置
開

発
者

の
密

な
連

携
に

よ
り

、
「
こ

れ
ま

で
は

見
え

な
か

っ
た

も
の

を
観

る
」
こ

と
を

可
能

と
し

、
宇

宙
・
地

球
・
生

命
科

学
の

最
先

端
を

切
り

拓
く
。

宇
宙

・
地

球
・
惑

星
科

学
分

野
、

さ
ら

に
は

物
質

材
料

分
野

や
生

命
科

学

分
野

の
研

究
テ

ー
マ

で
求

め
ら

れ
る

独
創

的
な

質
量

分
析

装
置

を
新

た
に

デ
ザ

イ
ン

し
、

市
販

の
装

置
で

は
成

し
得

な
い

、
研

究
分

野
の

d
ra

s
ti
c
な

展
開

を
成

し
得

る
。

革
新

的
な

技
術

開
発

に
基

づ
く

宇

宙
・
地

球
・
生

命
の

歴
史

の
解

読
は

、

基
礎

理
学

を
発

展
さ

せ
る

だ
け

で
な

く
、

得
ら

れ
た

知
見

を
老

若
男

女
が

享
受

す
る

事
が

で
き

る
。

ま
た

、
開

発

さ
れ

た
装

置
が

社
会

生
活

の
身

近
な

と
こ

ろ
で

用
い

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

。

H
2
6
-
H

3
6

各
種

質
量

分
析

装
置

開

発
経

費
2
9
、

人
件

費
5
、

装
置

附
帯

設
備

1
、

新
規

建
物

5

大
阪

大
学

大
学

院
理

学
研

究
科

附
属

基
礎

理
学

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研

究
セ

ン
タ

ー

地 球 惑 星 科 学
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分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
1
0

2
5
-
0

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
・
バ

ッ
ク

フ
ァ

イ
ル

へ

の
ア

ク
セ

ス
基

盤
の

整
備

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re

fo
r 

a
c
c
e
s
s
 t

o
 e

le
c
tr

o
n
ic

 j
o
u
rn

a
l

b
a
c
k
 f

il
e
s

海
外

の
主

要
な

学
術

出
版

社
の

提

供
す

る
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

・
バ

ッ
ク

フ
ァ

イ
ル

の
体

系
的

な
導

入
を

図
る

と
と

も
に

、
導

入
し

た
コ

ン
テ

ン
ツ

を
独

自
サ

ー
バ

上
に

搭
載

し
、

一
元

的
に

提
供

す
る

こ
と

で
、

全
て

の
大

学
等

機
関

に
よ

る
共

同
利

用
を

実
現

す

る
。

国
内

の
全

て
の

大
学

等
が

等
し

く
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

・
バ

ッ
ク

フ
ァ

イ
ル

に

ア
ク

セ
ス

可
能

な
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

我
が

国
全

体
の

学
術

研
究

・

高
等

教
育

活
動

の
発

展
に

大
い

に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
。

国
と

し
て

一
括

し
て

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
・
バ

ッ
ク

フ
ァ

イ
ル

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

大
学

等
が

個
々

に
導

入
す

る
よ

り
も

導
入

経
費

を
抑

制
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

諸
外

国
に

お

い
て

は
既

に
国

策
と

し
て

の
導

入
が

図
ら

れ
て

い
る

。

H
2
6
-
H

2
7

：
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発

H
2
6
-
H

3
0

：
バ

ッ
ク

フ
ァ

イ
ル

導
入

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
・
バ

ッ

ク
フ

ァ
イ

ル
購

入
経

費

7
3
（
1
0
社

）
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ

ア
開

発
委

託
経

費
3
、

運

用
経

費
2

国
立

情
報

学
研

究
所

（
N

II
）
が

、

大
学

図
書

館
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

連
合

（
J
U

S
T
IC

E
）
の

協
力

を
得

て
実

施
。

1
1
1

2
5
-
1

e
-
サ

イ
エ

ン
ス

に
向

け
た

革
新

的
ア

ル

ゴ
リ

ズ
ム

基
盤

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
s
 o

f 
in

n
o
v
a
ti
v
e

a
lg

o
ri
th

m
s
 t

o
w

a
rd

s
 E

-
S
c
ie

n
c
e

第
4
の

科
学

の
方

法
論

と
し

て
重

要

な
e
-
サ

イ
エ

ン
ス

の
確

立
の

た
め

に
、

諸
分

野
に

お
い

て
、

従
来

手
法

で
は

解
決

不
可

能
な

大
規

模
な

問

題
を

数
理

解
析

に
基

づ
く

革
新

的
な

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
よ

っ
て

解
決

す
る

共
同

研
究

拠
点

の
構

築
を

目
指

す
。

人
間

社
会

を
動

か
し

て
い

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

広
く
自

由
に

利
用

で
き

る
学

術
体

系
と

し
て

公
開

し
、

e
-
サ

イ
エ

ン

ス
の

中
核

さ
ら

に
科

学
の

一
般

分
野

と
し

て
発

展
さ

せ
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の

利
用

を
行

う
す

べ
て

の
分

野
で

の
学

術
の

発
展

を
加

速
す

る
。

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
革

新
的

な
ア

ル
ゴ

リ

ズ
ム

を
用

い
て

高
速

に
解

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

度
情

報
処

理
を

個
人

の
所

有
す

る
モ

バ
イ

ル
端

末
で

実
現

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

社
会

生
活

を
支

え
る

基
盤

の
革

新
と

情
報

の
大

衆
化

を
実

現
す

る
。

全
体

期
間

H
2
6
-

H
3
2

H
2
6
-
H

2
7
：
重

要
な

問
題

の
抽

出

H
2
8
-
H

3
0

：
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
基

盤
開

発

H
3
1
-
H

3
2

：
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
基

盤
提

供

体
制

の
確

立

総
額

4
2

初
期

投
資

（
研

究
拠

点

施
設

整
備

1
、

ハ
ー

ド
ウ

エ
ア

整
備

5
等

）
、

運
営

費
5
/
年

（
設

備
運

営
費

1
、

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

開
発

費
2
、

人
件

費
1
等

）

京
都

大
学

が
中

核
的

研
究

拠
点

と
な

る
。

東
京

工
業

大
学

、
お

よ

び
東

北
大

学
に

サ
テ

ラ
イ

ト
型

研

究
拠

点
を

配
置

し
、

共
同

研
究

や
連

携
を

推
進

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

1
1
2

2
5
-
1

行
動

情
報

学
研

究
基

盤
整

備
計

画

R
e
s
e
a
rc

h
 i
n
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 s

tu
d
y

fo
r 

b
e
h
a
v
io

r 
in

fo
rm

a
ti
c
s

人
、

組
織

、
社

会
な

ど
多

様
な

主
体

の
行

動
を

分
析

、
活

用
し

て
、

多
様

な
社

会
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
研

究
基

盤
を

整
備

し
て

新
た

な
行

動
情

報
学

を
構

築
し

、
関

連
す

る
学

術
分

野
の

研
究

を
促

進
し

、
世

界
で

の
当

該
研

究
分

野
を

先
導

す
る

。

行
動

に
関

わ
る

工
学

、
経

済
学

、
経

営
学

、
社

会
学

、
心

理
学

、
農

林
水

産
学

、
健

康
科

学
な

ど
の

広
範

な
学

術
分

野
に

行
動

情
報

と
研

究
基

盤
の

利
用

機
会

を
提

供
し

て
日

本
独

自
の

研
究

を
促

進
し

、
世

界
で

の
リ

ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
獲

得
機

会
を

拡
大

す

る
。

多
様

な
分

野
の

研
究

の
共

通
基

盤

を
形

成
す

る
こ

と
で

、
多

種
の

学
術

領
域

を
促

進
し

、
日

本
独

自
の

産
業

の
育

成
・
強

化
や

国
民

生
活

の
安

定

化
に

貢
献

す
る

。

H
2
6
-
H

3
0

初
期

投
資

5
（
共

同
研

究

拠
点

施
設

整
備

）
、

運
営

費
等

1
1
5

（
設

備
及

び

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

4
5
、

人
件

費
1
8
、

シ
ス

テ
ム

開
発

4
0
、

旅
費

1
、

施
設

賃
借

料
1
0
、

そ
の

他
1
）

京
都

大
学

、
国

際
電

気
通

信
基

礎
技

術
研

究
所

、
大

阪
大

学
、

東
京

大
学

、
九

州
大

学
、

東
北

大
学

、
大

阪
府

立
大

学
、

青
山

学
院

大
学

、
日

本
電

信
電

話
株

式
会

社
、

日
本

電
気

株
式

会
社

1
1
3

2
5
-
2

安
心

・
安

全
な

ＩＴ
社

会
を

実
現

す
る

ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ
ク

ス
基

盤

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
s
 o

f 
s
o
ft

w
a
re

fo
re

n
s
ic

s
 t

o
w

a
rd

s
 s

a
fe

 a
n
d

s
e
c
u
re

 I
T
 s

o
c
ie

ty

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

情
報

を
社

会
全

体
で

広
く

共
有

、
活

用
す

る
た

め
の

技
術

基
盤

の
確

立
、

及
び

、
そ

れ
ら

技
術

の
普

及
・
推

進
に

向
け

た
人

材

養
成

を
行

う
情

報
開

発
技

術
セ

ン

タ
ー

「
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ
ク

ク
ラ

ウ
ド

」
を

整
備

す
る

。

医
療

に
お

け
る

診
療

情
報

管
理

に
相

当
す

る
技

術
を

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

に

対
し

て
実

現
し

、
そ

の
責

務
を

担
う

研

究
者

・
技

術
者

を
養

成
す

る
こ

と
は

、

リ
ス

ク
の

早
期

発
見

や
対

策
検

討
を

容
易

に
し

、
品

質
の

監
査

や
第

三
者

評
価

の
高

度
化

に
資

す
る

｡

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
生

産
性

や
品

質
の

向
上

に
大

き
く

寄
与

す
る

だ
け

で
な

く
、

日
本

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
企

業
の

品

質
説

明
力

を
高

め
、

国
際

競
争

力
の

維
持

・
強

化
に

大
き

く
貢

献
す

る
と

共

に
、

安
心

・
安

全
な

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を

国
民

に
届

け
る

仕
組

み
と

な
る

。

H
2
5
-
H

2
6

：
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ

ク
ス

基
盤

の
具

体

化
と

研
究

拠
点

形

成 H
2
7
-
H

2
8

：
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ

ク
ク

ラ
ウ

ド
の

実
現

H
2
9
-
H

3
0

：
運

用
と

評
価

3
4
（
初

期
投

資
：
4
、

運
営

費
等

5
、

他
）

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
情

報
科

学
研

究
科

・
総

合
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
（
中

核
的

研
究

拠
点

）

神
戸

大
学

大
学

院
工

学
研

究

科
、

九
州

大
学

シ
ス

テ
ム

情
報

科
学

研
究

院
、

大
阪

大
学

大
学

院
情

報
科

学
研

究
科

1
1
4

2
5
-
2

実
践

的
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
工

学
研

究
協

働

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

の
形

成

R
e
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 i
n
fr

a
s
tr

u
c
tu

re

fo
r 

p
ra

c
ti
c
a
l 
s
o
ft

w
a
re

e
n
g
in

e
e
ri
n
g

実
践

に
基

づ
い

た
最

先
端

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
技

術
を

永
続

的
に

創
出

で
き

る
体

制
の

確
立

を
目

的
と

し
、

実

践
的

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

研
究

協
働

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

セ
ン

タ
ー

を
整

備

す
る

。

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

に
関

す
る

研
究

を

点
か

ら
面

の
活

動
に

広
げ

、
若

手
研

究
者

の
育

成
に

大
き

く
貢

献
す

る
。

さ

ら
に

、
時

限
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

主
体

と

す
る

こ
と

で
、

社
会

の
ニ

ー
ズ

と
シ

ー

ズ
に

あ
わ

せ
た

産
学

連
携

を
永

続
的

に
実

施
で

き
る

。

学
際

的
で

か
つ

産
学

連
携

に
よ

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
工

学
に

関
す

る
研

究
協

働
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、
特

に
IT

利
用

分

野
へ

の
大

き
な

貢
献

が
期

待
で

き
、

日
本

に
お

け
る

あ
ら

ゆ
る

産
業

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

H
2
6
-
H

3
1
：
拠

点
施

設
の

整
備

及
び

セ

ン
タ

ー
の

設
置

、
運

営

初
期

投
資

4
（
拠

点
と

な

る
組

織
の

居
室

、
計

算

機
設

備
等

の
整

備
）
、

運

営
費

等
1
0
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
6
、

情
報

基
盤

セ

ン
タ

ー
運

用
1
.3

、
組

織

運
営

費
2
.7

）

国
立

情
報

学
研

究
所

が
中

心
と

な
り

全
国

の
大

学
が

共
同

利
用

可
能

な
中

核
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

盤
拠

点
を

構
築

し
、

全

国
大

学
の

人
的

、
お

よ
び

物
理

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

情 報 学

45



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
1
5

2
5
-
2

高
信

頼
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

と
代

数

仕
様

記
述

言
語

を
統

合
し

た
高

信
頼

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

工
学

基
盤

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

s
o
ft

w
a
re

p
ro

d
u
c
ti
o
n
 i
n
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 b

y

in
te

g
ra

ti
n
g
 r

e
li
a
b
le

 p
ro

g
ra

m
m

in
g

la
n
g
u
a
g
e
s
 a

n
d
 a

lg
e
b
ra

ic

s
p
e
c
if
ic

a
ti
o
n
 l
a
n
g
u
a
g
e
s

高
信

頼
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

と
代

数

仕
様

記
述

言
語

を
統

合
す

る
新

た
な

理
論

的
な

枠
組

み
を

構
築

し
、

そ
れ

を
基

礎
に

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
信

頼
性

と

生
産

性
の

飛
躍

的
な

向
上

に
貢

献

す
る

高
信

頼
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
生

産
基

盤
を

開
発

す
る

。

高
信

頼
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
工

学
基

盤

は
、

言
語

と
仕

様
記

述
の

各
分

野
で

世
界

的
に

知
ら

れ
た

研
究

成
果

と
処

理
系

S
M

L
#
と

C
a
fe

O
B

J
を

拡
張

し
統

合
す

る
新

た
な

試
み

で
あ

り
、

そ
の

枠
組

み
は

両
分

野
に

跨
る

新
た

な
研

究
領

域
を

拓
く
も

の
で

あ
る

。

高
信

頼
言

語
と

仕
様

記
述

の
統

合

は
、

高
機

能
ソ

フ
ト

の
生

産
性

と
信

頼
性

を
飛

躍
的

に
高

め
る

技
術

で
あ

る
．

そ
の

産
業

界
へ

の
展

開
は

、
か

つ
て

高
品

質
な

製
品

に
よ

っ
て

世
界

を
リ

ー
ド

し
た

我
が

国
の

も
の

作
り

産

業
の

新
生

に
資

す
る

と
期

待
さ

れ

る
。

H
2
5
-
H

3
2
の

8
年

間
総

額
6
0

超
高

機
能

高
信

頼
言

語

開
発

1
5
、

代
数

仕
様

と

高
信

頼
言

語
を

統
合

し

た
生

産
基

盤
1
5
、

検
証

済
み

レ
ポ

ジ
ト

リ
2
0
、

人

材
育

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

開
発

・
運

営
1
0

東
北

大
学

電
気

通
信

研
究

所
と

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
検

証
研

究
セ

ン

タ
ー

が
、

協
力

民
間

企
業

か
ら

構
成

さ
れ

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

お

よ
び

国
内

外
の

連
携

大
学

の
協

力
の

下
、

実
施

す
る

。

1
1
6

2
5
-
3

研
究

・
教

育
デ

ー
タ

共
有

の
た

め
の

ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ク

ラ
ウ

ド
基

盤

N
a
ti
o
n
a
l 
a
c
a
d
e
m

ic
 c

lo
u
d

c
o
m

p
u
ti
n
g
 f

a
c
il
it
y
 f

o
r 

s
h
a
re

d

s
c
ie

n
ti
fi
c
 d

a
ta

b
a
s
e
s
 o

f 
a
d
v
a
n
c
e
d

re
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 h

ig
h
e
r-

e
d
u
c
a
ti
o
n

全
国

の
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

て
、

計
算

資
源

、
特

に
デ

ー
タ

蓄

積
用

の
装

置
を

中
心

に
拠

点
配

備
し

た
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ク

ラ
ウ

ド
基

盤
を

整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
大

規
模

か
つ

多

様
な

研
究

デ
ー

タ
や

教
育

コ
ン

テ
ン

ツ
の

共
有

化
を

推
進

す
る

。

我
が

国
の

学
術

研
究

と
高

等
教

育

の
レ

ベ
ル

を
継

続
的

に
向

上
し

、
研

究
等

で
の

先
進

的
な

国
際

連
携

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

IC
T
分

野
の

研
究

開
発

が
加

速
さ

れ
る

。
ま

た
、

人
材

育
成

に
貢

献
し

、
学

術
全

体
の

情
報

環
境

の
向

上
に

資
す

る
。

研
究

デ
ー

タ
及

び
そ

こ
か

ら
得

ら
れ

る
新

た
な

情
報

価
値

を
社

会
に

還
元

し
、

さ
ら

に
、

本
計

画
が

ク
ラ

ウ
ド

化
を

通
し

て
大

学
等

の
情

報
化

を
先

導
す

る
役

割
は

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
大

学

の
教

育
研

究
活

動
の

効
率

化
を

促

進
す

る
意

義
も

大
き

い
。

H
2
6

：
シ

ス
テ

ム
導

入
・
設

置
及

び
開

発

H
2
7
：
運

用
及

び
開

発 H
2
8
：
運

用
及

び
次

期
計

画
立

案

H
2
9
：
運

用
及

び
次

期
シ

ス
テ

ム
調

達

総
額

3
7

初
期

投
資

7
(借

料
1
、

開

発
3
、

人
件

費
2
、

運
営

費
1
)、

運
営

費
等

1
0
(借

料
4
、

開
発

3
、

人
件

費

2
、

運
営

費
1
)×

3
年

国
立

情
報

学
研

究
所

が
、

大
学

IC
T

推
進

協
議

会
や

大
学

の
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

実

施
。

1
1
7

2
5
-
3

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
高

性
能

を
達

成
す

る

先
端

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

向
け

組
込

み
シ

ス

テ
ム

基
盤

E
m

b
e
d
d
e
d
 s

y
s
te

m
 i
n
fr

a
s
tr

u
c
tu

re

fo
r 

le
a
d
in

g
-
e
d
g
e
 l
o
w

-
p
o
w

e
r

h
ig

h
-
p
e
rf

o
rm

a
n
c
e
 h

a
rd

w
a
re

te
c
h
n
o
lo

g
y

先
端

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

技
術

を
早

期
製

品
投

入
す

る
た

め
の

組
込

み
シ

ス
テ

ム
基

盤
を

整
備

。
そ

の
た

め
に

先
端

ハ
ー

ド
開

発
と

設
計

検
証

環
境

、
ソ

フ
ト

実
行

環
境

・
設

計
検

証
、

応
用

開

発
お

よ
び

こ
れ

ら
技

術
の

教
育

体
制

整
備

を
行

う
。

電
力

・
性

能
面

で
は

有
望

で
あ

る
一

方
、

よ
り

高
度

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
技

術

が
必

要
と

さ
れ

る
先

端
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア

技
術

に
対

し
、

そ
れ

ら
を

有
効

に
活

か
す

た
め

の
研

究
、

設
計

・
開

発
お

よ
び

教
育

の
た

め
の

基
盤

を
同

時
に

整
備

す
る

。

半
導

体
の

微
細

化
限

界
が

言
わ

れ

る
中

、
機

器
に

対
す

る
今

後
の

低
消

費
電

力
化

、
高

性
能

化
、

多
機

能
化

を
牽

引
す

る
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
技

術
適

用
に

よ
る

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
推

進
、

組
込

み
シ

ス
テ

ム
関

連
の

産
業

競

争
力

向
上

。

H
2
6
-
H

3
0

：
ハ

ー
ド

開
発

H
2
7
-
H

3
0

ソ
フ

ト
開

発
・
環

境
整

備

H
2
9
-
H

3
0

環
境

配

布
、

応
用

開
発

、
教

育
体

制
整

備

先
端

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

開

発
と

そ
の

設
計

検
証

環

境
4
0
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の

実
行

環
境

・
設

計
検

証

4
0
、

応
用

分
野

向
け

差

異
化

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

1
0
、

教
育

体
制

整
備

1
0

名
古

屋
大

学
情

報
科

学
研

究
科

組
込

み
シ

ス
テ

ム
研

究
セ

ン

タ
ー

。
他

組
込

み
シ

ス
テ

ム
関

連

の
大

学
、

研
究

機
関

お
よ

び

J
E
IT

A
マ

イ
ク

ロ
プ

ロ
セ

ッ
サ

専

門
委

員
会

を
は

じ
め

と
し

た
組

込

み
シ

ス
テ

ム
関

連
企

業
。

1
1
8

2
5
-
4

統
合

的
デ

バ
イ

ス
連

携
に

よ
る

分
野

横
断

学
術

研
究

基
盤

C
ro

s
s
 d

is
c
ip

li
n
e
 a

c
a
d
e
m

ic

re
s
e
a
rc

h
 p

la
tf

o
rm

 b
y
 i
n
te

g
ra

ti
o
n

a
n
d
 c

o
o
p
e
ra

ti
o
n
 a

m
o
n
g
 d

e
v
ic

e
s

IP
と

非
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
統

合
す

る

汎
用

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

と
プ

ロ
ト

コ
ル

の
確

立
、

分
野

横

断
的

に
デ

バ
イ

ス
を

統
一

的
に

記
述

し
デ

バ
イ

ス
間

連
携

を
実

現
す

る
メ

タ

デ
ー

タ
体

系
の

確
立

。

シ
ー

ム
レ

ス
に

統
合

的
デ

バ
イ

ス
連

携
が

で
き

る
点

、
デ

バ
イ

ス
の

メ
タ

デ
ー

タ
と

し
て

、
静

的
デ

ー
タ

・
状

態

変
数

・
サ

ー
ビ

ス
定

義
・
行

動
条

件

の
規

則
を

与
え

る
こ

と
に

よ
り

応
用

の

ロ
ジ

ッ
ク

を
一

切
記

述
す

る
こ

と
な

く

サ
ー

ビ
ス

を
定

義
で

き
る

点
。

多
種

多
様

な
デ

バ
イ

ス
群

か
ら

セ
ン

サ
ー

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

ミ
ド

ル
ウ

ェ

ア
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

開
発

し
、

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
と

し
て

一
般

に
公

開
し

て
、

そ
の

活
用

に
よ

り
分

野
横

断
的

な
学

術
研

究
基

盤
を

創
出

す
る

こ
と

に
よ

り
、

社
会

に
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

3
0
：
基

礎
研

究
、

応
用

研
究

、
お

よ
び

、
実

証
実

験

研
究

費
4
.5

/
年

（
研

究
員

人
件

費
、

設
備

及
び

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

費
用

、
旅

費
、

施
設

賃
貸

料
、

そ

の
他

）
、

設
備

・
備

品
費

2
.5

/
年

（
外

注
費

、
設

備

費
、

試
作

費
）
、

管
理

費

1
/
年

京
都

大
学

、
静

岡
大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

、
駒

澤
大

学
、

P
U

C
C

を
中

心
と

な
る

実
施

機
関

と
す

る
。

1
1
9

2
5
-
4

n
e
v
e
r-

d
ie

-
n
e
tw

o
rk

：
 自

律
分

散
型

災
害

情
報

配
信

シ
ス

テ
ム

の
構

築
計

画 n
e
v
e
r-

d
ie

-
n
e
tw

o
rk

：
 A

u
to

n
o
m

o
u
s

d
is

a
s
te

r-
in

fo
rm

a
ti
o
n
 d

e
li
v
e
ry

 i
n

c
ri
ti
c
a
l 
s
it
u
a
ti
o
n
s

超
大

規
模

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

･
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
、

セ
ン

シ
ン

グ
･デ

ー
タ

の
購

入
･整

備
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

、
大

規
模

都
市

環
境

の
A

R
表

示
機

構
、

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

な
ど

を
併

用
し

た
新

し
い

大
規

模
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
･テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
の

構
築

。

ト
イ

モ
デ

ル
か

ら
の

脱
却

し
首

都
圏

を
カ

バ
ー

で
き

る
三

千
万

人
規

模
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

に
よ

り
、

次
世

代
社

会
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

提
示

す
る

。

人
や

車
の

密
度

や
分

布
を

正
確

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

把
握

し
各

種
の

セ
ン

シ
ン

グ
情

報
を

活
用

し
た

帰
宅

難
民

対
策

は
、

地
震

な
ど

の
災

害
が

多
発

す
る

日
本

に
お

い
て

、
減

災
･防

災
と

い
う

観
点

か
ら

可
能

な
限

り
早

急
に

実
現

す
る

こ
と

が
重

要
な

研
究

課

題
。

H
2
6
-
H

3
0
：
施

設
整

備
及

び
運

転

設
備

投
資

2
0
、

運
営

費

1
5

（
他

、
既

存
設

備
解

体
・
改

造
費

要
）

中
核

拠
点

は
、

東
京

大
学

、
岩

手
県

立
大

学
、

新
潟

大
学

、
大

阪
大

学
と

し
、

東
北

大
学

、
東

京

工
業

大
学

、
京

都
大

学
、

国
立

情
報

学
研

究
所

等
研

究
組

織
、

N
T
T

、
ト

ヨ
タ

自
動

車
(株

)、
本

田
技

研
工

業
(株

)等
と

連
携

情 報 学

46



【
区
分
Ⅰ
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
2
0

2
5
-
4

新
し

い
ス

テ
ー

ジ
に

向
け

た
学

術
情

報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(S
IN

E
T
)

S
c
ie

n
c
e
 I
n
fo

rm
a
ti
o
n
 N

E
T
w

o
rk

(S
IN

E
T
) 

to
w

a
rd

s
 a

 n
e
w

 s
ta

g
e

S
IN

E
T

は
、

1
最

高
の

通
信

性
能

、
2

セ
キ

ュ
ア

で
先

端
的

な
研

究
環

境
、

3

十
分

な
国

際
接

続
性

、
4
高

安
定

性

等
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
開

発
・
運

用
を

計
画

し
て

い
る

。

高
性

能
で

先
端

的
な

研
究

環
境

の

提
供

に
よ

り
様

々
な

学
術

分
野

で
の

研
究

成
果

の
創

出
に

貢
献

す
る

と
共

に
、

最
先

端
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

開
発

・

運
用

に
よ

り
、

高
度

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

技
術

の
創

出
に

寄
与

す
る

。

学
術

研
究

分
野

全
体

の
効

率
的

投

資
で

、
大

型
実

験
施

設
利

用
率

向
上

や
国

際
共

同
研

究
活

性
化

へ
寄

与
、

先
端

通
信

機
器

開
発

を
リ

ー
ド

し
産

学
連

携
の

最
先

端
基

盤
と

し
て

不
可

欠
。

ま
た

、
学

術
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

知
識

イ
ン

フ
ラ

の
強

化
に

寄
与

。

S
IN

E
T
4
:H

2
3
-
2
7

S
IN

E
T
5
:

H
2
8
運

用
開

始

H
2
9
S
D

N
導

入

H
3
0
-
3
1
S
D

N
拡

張

H
3
2
次

期
構

築
開

始

・
S
IN

E
T
4

3
2
5
(H

2
3
-

H
2
7
)

・
S
IN

E
T
5

5
3
2
(H

2
8
-

H
3
2
)

（
S
IN

E
T

の
運

営
（

国

内
、

国
際

）
、

学
術

情
報

ク
ラ

ウ
ド

基
盤

構
築

、

S
D

N
技

術
導

入
・

開
発

等
）

国
立

情
報

学
研

究
所

が
、

大
学

等
関

係
者

を
含

む
所

内
外

の
委

員
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
「
学

術
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
・
連

携
本

部
」
と

連
携

し
実

施
。

1
2
1

2
5
-
4

進
化

型
プ

ロ
グ

ラ
マ

ブ
ル

情
報

通
信

基
盤

E
v
o
lu

ti
o
n
a
ri
ly

 p
ro

g
ra

m
m

a
b
le

in
fo

rm
a
ti
o
n
 c

o
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n

p
la

tf
o
rm

ス
ラ

イ
ス

（
計

算
・
ス

ト
レ

ー
ジ

・
通

信

資
源

）
を

通
常

の
通

信
に

利
用

し
な

が
ら

、
他

の
ス

ラ
イ

ス
を

攻
撃

や
災

害
に

対
す

る
防

御
用

と
し

て
進

化
さ

せ
る

な
ど

、
複

数
の

情
報

通
信

が
同

時
に

独
立

に
進

化
可

能
な

プ
ロ

グ
ラ

マ
ブ

ル
情

報
通

信
基

盤
の

構
築

。

近
未

来
が

予
測

で
き

な
い

ほ
ど

流
動

的
か

つ
変

革
的

IC
T

の
発

展
を

支
え

る
た

め
に

柔
軟

に
機

能
を

動
的

に
変

更
可

能
な

情
報

通
信

基
盤

の
構

築

は
極

め
て

重
要

で
あ

り
、

ま
た

、
更

に

重
要

IC
T
分

野
を

繋
げ

相
互

発
展

す

る
効

果
が

期
待

で
き

る
。

我
が

国
に

お
け

る
情

報
通

信
基

盤
技

術
を

発
展

さ
せ

る
た

め
の

研
究

プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

十
分

で
な

い
。

今

後
、

情
報

通
信

基
盤

に
関

す
る

強
い

国
際

競
争

力
と

安
全

保
障

力
を

保
持

し
て

い
く

上
で

、
本

研
究

開
発

は
重

要
な

役
割

を
果

た
す

と
期

待
で

き
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
全

体
設

計
イ

ン
フ

ラ
開

発

H
2
8

：
α

版
運

用
、

大
学

公
開

H
2
9
：
β

版
運

用
一

般
公

開

H
3
0
：
実

証
運

用
一

般
公

開

総
額

1
0
0

回
線

費
用

2
0
、

イ
ン

フ
ラ

開
発

3
0
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

開
発

3
0
、

実
証

運

用
2
0

東
京

大
学

・
筑

波
大

学
・
情

報
通

信
研

究
機

構
・
情

報
学

研
究

所

を
中

心
と

し
て

全
体

を
統

括
す

る

セ
ン

タ
ー

を
置

き
主

要
大

学
・
主

要
企

業
研

究
所

を
拠

点
と

し
て

J
G

N
-
×

や
S
IN

E
T

を
フ

ル
に

活

用
し

実
運

用
可

能
な

情
報

通
信

基
盤

を
構

築

1
2
2

2
5
-
4

無
線

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

の
進

展
に

資

す
る

大
規

模
実

証
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド

E
m

p
ir
ic

a
l 
te

s
tb

e
d
 f

o
r 

w
ir
e
le

s
s

n
e
tw

o
rk

 t
e
c
h
n
o
lo

g
ie

s

今
後

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
時

代
を

支
え

る
た

め
に

、
多

種
多

様
な

大
量

デ
ー

タ
を

効
率

的
に

収
集

配
信

す
る

無
線

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

に
関

す
る

学
術

研
究

を
推

進
す

る
。

特
に

、
国

内
外

の
研

究
拠

点
を

統
合

し
た

大
規

模
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
を

構
築

す
る

。

従
来

の
階

層
や

周
波

数
等

の
概

念

に
と

ら
わ

れ
な

い
学

術
性

の
高

い
研

究
で

あ
る

。
特

に
、

ク
ラ

ウ
ド

に
よ

る

対
処

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

よ
る

対
処

、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

全
体

に
よ

る
対

処
に

よ
っ

て
新

た
な

方
式

を
世

界
初

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

で
開

発
す

る
。

国
民

の
生

活
に

深
く

浸
透

し
て

い
る

無
線

通
信

を
高

度
化

す
る

こ
と

は
国

民
の

要
求

に
答

え
ら

れ
る

た
め

社
会

的
価

値
が

高
い

。
ま

た
、

将
来

の
高

度
技

術
者

の
育

成
、

な
ら

び
に

産
業

界
に

お
け

る
無

線
シ

ス
テ

ム
開

発
に

も
貢

献
で

き
る

価
値

を
持

つ
。

H
2
7
-
H

3
1

総
額

4
7
,3

2

初
期

投
資

1
6
,8

2
、

運
営

費
3
0
,5

電
気

通
信

大
学

を
主

た
る

担
当

機
関

と
し

、
理

論
系

（
物

理
層

・
符

号
理

論
・
情

報
理

論
・
中

間
層

）

と
検

証
系

（
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
無

線

な
ど

の
実

機
に

よ
る

検
証

）
の

研

究
者

か
ら

な
る

実
行

組
織

を
構

成
す

る
。

1
2
3

2
5
-
5

国
家

と
社

会
の

た
め

の
科

学
技

術

デ
ー

タ
綜

合
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ー

デ
ー

タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
に

よ
る

異
分

野
融

合

H
o
li
s
ti
c
 m

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

o
f 

s
c
ie

n
c
e
-

te
c
h
n
o
lo

g
y
 d

a
ta

 t
o
 s

u
p
p
o
rt

s
e
c
u
ri
ty

 a
n
d
 s

a
fe

ty
 o

f 
a
 n

a
ti
o
n

a
n
d
 s

o
c
ie

ty

諸
学

術
分

野
が

科
学

技
術

デ
ー

タ
を

介
し

て
異

分
野

連
携

す
る

た
め

の

デ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
実

装
し

、
知

的

基
盤

の
構

築
と

複
合

的
な

課
題

の
解

決
の

た
め

の
デ

ー
タ

綜
合

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
範

例
を

提
示

し
、

デ
ー

タ
駆

動

型
科

学
と

し
て

体
系

化
す

る
。

欧
米

の
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

中
心

と

し
て

確
立

し
た

テ
キ

ス
ト

主
体

、
オ

リ

ジ
ナ

ル
論

文
主

体
の

情
報

基
盤

を
補

完
す

る
科

学
技

術
デ

ー
タ

が
主

体
の

知
的

基
盤

を
構

築
し

、
個

人
の

成
果

主
義

を
超

え
て

社
会

の
要

請
に

応
え

る
異

分
野

融
合

の
範

例
を

示
す

。

高
品

質
の

科
学

技
術

デ
ー

タ
を

迅
速

か
つ

戦
略

的
に

社
会

の
価

値
へ

と
還

元
し

、
有

効
活

用
す

る
た

め
の

実
装

例
を

提
示

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

情
報

格
差

を
克

服
す

る
デ

ー
タ

活
動

の
具

体
的

な
範

例
を

示
す

こ
と

は
、

国
内

外
と

も
に

大
き

な
意

味
が

あ
る

。

H
2
6
-
H

3
5

：
デ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
に

よ
る

異
分

野
融

合
の

範

例
構

築
お

よ
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
関

連
の

社

会
的

課
題

に
つ

い
て

の
事

例
構

築
、

教
育

広
報

活
動

デ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を

基
軸

に
し

た
異

分
野

融

合
の

範
例

構
築

1
0
0
、

エ

ネ
ル

ギ
ー

・
経

済
・
環

境
・
健

康
リ

ス
ク

に
関

係

す
る

事
例

構
築

5
0
、

国

際
的

な
動

向
を

反
映

し

た
知

的
基

盤
拡

充
戦

略

の
実

施
、

教
育

活
動

の

拡
充

1
0

情
報

知
識

学
会

C
O

D
A

T
A

部

会
、

国
際

科
学

技
術

デ
ー

タ
委

員
会

、
C

O
D

A
T
A

小
委

員
会

、

W
D

S
小

委
員

会
（
東

京
大

学
、

京

都
大

学
、

国
立

遺
伝

学
研

究

所
、

東
京

理
科

大
学

、
情

報
通

信
研

究
機

構
、

東
洋

大
学

他
所

属
）

1
2
4

2
5
-
5

ゼ
ッ

タ
バ

イ
ト

時
代

に
お

け
る

コ
ン

テ
ン

ツ
超

多
様

性
を

支
援

す
る

ビ
ッ

グ
デ

ー

タ
情

報
処

理
基

盤
の

研
究

計
画

R
e
s
e
a
rc

h
 o

n
 b

ig
 d

a
ta

 i
n
fo

rm
a
ti
o
n

p
ro

c
e
s
s
in

g
 i
n
fr

a
s
tr

u
c
tu

re

s
u
p
p
o
rt

in
g
 t

h
e
 s

u
p
e
r 

d
iv

e
rs

it
ie

s

o
f 

c
o
n
te

n
ts

 f
o
r 

th
e
 Z

e
ta

 B
y
te

e
ra

現
代

社
会

の
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
に

追
随

で
き

る
情

報
社

会
基

盤
構

築
の

た

め
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

超
多

様
性

を
支

援
し

、
あ

ら
ゆ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
収

集
、

蓄
積

、
管

理
、

利
用

、
共

用
を

可

能
と

す
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

情
報

処
理

基
盤

の
構

築
方

式
の

確
立

を
目

指

す
。

コ
ン

テ
ン

ツ
に

よ
る

（
コ

ン
テ

ン
ツ

自
律

的
連

携
）
コ

ン
テ

ン
ツ

の
た

め
（
コ

ン

テ
ン

ツ
自

己
精

錬
化

）
の

コ
ン

テ
ン

ツ

処
理

・
管

理
技

術
(コ

ン
テ

ン
ツ

・
エ

コ

シ
ス

テ
ム

)を
世

界
に

先
駆

け
て

実
現

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
処

理
の

学
術

基
盤

の

底
上

げ
を

図
る

。

環
境

情
報

監
視

、
防

災
セ

ン
シ

ン

グ
、

省
電

力
制

御
、

医
療

情
報

管
理

等
、

今
後

我
が

国
の

自
治

体
、

地
域

が
必

要
と

す
る

情
報

処
理

基
盤

を
提

供
で

き
、

社
会

に
と

っ
て

安
定

し
た

コ

ン
テ

ン
ツ

収
集

・
蓄

積
・
利

用
を

可
能

と
す

る
。

H
2
6
：
事

前
調

査

H
2
7
-
H

2
8

：
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

H
2
9
-
H

3
0
：
基

本
評

価 H
3
1
-
H

3
2
：
実

証
研

究

総
額

8
7

初
期

投
資

5
、

設
備

費

2
8
、

人
件

費
1
7
、

シ
ス

テ

ム
開

発
費

2
0
、

実
証

実

験
費

1
0
、

施
設

費
・
そ

の

他
7

筑
波

大
を

中
心

的
実

施
機

関
と

し
、

東
大

、
東

工
大

、
京

大
、

名

古
屋

大
、

阪
大

、
早

大
、

N
IC

T
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ

研
究

所
と

我
が

国
の

デ
ー

タ
工

学
・
計

算
機

シ
ス

テ
ム

分
野

の
中

心
的

研
究

機
関

が
中

核
機

関
と

し
て

連
携

す
る

。
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
    分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
2
5

2
5
-
5

大
規

模
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

デ
ー

タ

分
析

に
基

づ
く
高

品
質

・
高

信
頼

集
合

知
の

形
成

F
o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
w

is
d
o
m

s
 o

f 
c
ro

w
d
s

w
it
h
  

h
ig

h
 q

u
a
li
ty

 a
n
d
 c

re
d
ib

il
it
y

b
y
 b

ig
 s

o
c
ia

l 
m

e
d
ia

 d
a
ta

a
n
a
ly

ti
c
s

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

巨
大

デ
ー

タ

の
分

析
を

高
効

率
で

行
い

、
高

品

質
・
高

信
頼

な
知

識
（
集

合
知

）
の

抽

出
・
形

成
を

行
う

た
め

の
基

盤
技

術

を
研

究
開

発
す

る
。

情
報

検
索

・
分

析
、

ク
ラ

ウ
ド

計
算

（
巨

大
非

数
値

デ
ー

タ
の

超
高

速
分

析
）
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン

グ
分

野
、

ネ
ッ

ト
社

会
で

の
人

々
の

振
る

舞
い

の
解

明
と

い
っ

た
社

会
心

理
学

分
野

で
の

学
術

的
な

意
義

が

大
き

い
。

ウ
エ

ブ
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
が

す

で
に

社
会

の
基

盤
的

な
情

報
メ

デ
ィ

ア
と

な
り

つ
つ

あ
り

、
社

会
に

お
け

る

政
治

・
経

済
・
学

術
活

動
な

ど
を

行
う

た
め

の
、

も
と

と
な

る
情

報
源

と
し

て

実
際

に
使

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、

そ
の

影
響

は
極

め
て

高
い

。

H
2
6
-
H

3
0
：
施

設
整

備
及

び
運

転
（
研

究

推
進

用
ク

ラ
ウ

ド

サ
ー

バ
装

置
）

総
額

3
2
（
H

2
6
-
H

3
0
）

研
究

推
進

用
ク

ラ
ウ

ド

設
備

7
、

運
営

費
等

5
/
年

（
毎

年
度

1
は

国
際

共
同

研
究

経
費

に
充

当
）

京
都

大
学

、
東

京
大

学
、

国
立

情
報

学
研

究
所

、
早

稲
田

大
学

1
2
6

2
5
-
6

安
全

・
安

心
社

会
を

実
現

す
る

情
報

シ

ス
テ

ム
の

た
め

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

盤

S
e
c
u
ri
ty

 b
a
s
is

 o
n
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n

s
y
s
te

m
 f

o
r 

s
e
c
u
re

 a
n
d
 t

ru
s
t

s
o
c
ie

ty

安
全

性
が

保
証

可
能

な
暗

号
方

式

や
リ

ス
ク

対
策

技
術

や
リ

ス
ク

の
定

量
化

・
可

視
化

に
よ

り
、

状
態

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
・
分

析
シ

ス
テ

ム
及

び
プ

ラ
イ

バ
シ

保
護

と
完

全
性

検
証

を
実

現
し

た
セ

キ
ュ

ア
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
解

析
シ

ス

テ
ム

を
構

築
。

各
種

攻
撃

に
安

全
な

暗
号

方
式

や

シ
ス

テ
ム

脆
弱

性
の

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
、

自
動

防
御

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
研

究
の

み
な

ら
ず

、
暗

号
理

論
か

ら
シ

ス
テ

ム
に

跨
が

る
分

野
連

携
・
統

合

や
生

活
科

学
分

野
へ

の
適

用
な

ど
、

学
際

的
な

価
値

は
高

い
。

デ
ー

タ
可

用
性

、
シ

ス
テ

ム
可

視

化
、

個
人

情
報

保
護

を
実

現
し

、
ク

ラ

ウ
ド

ビ
ジ

ネ
ス

の
設

計
・
構

築
の

有
効

な
指

針
や

生
活

科
学

の
学

際
的

価

値
か

ら
生

活
者

ニ
ー

ズ
を

掘
り

起
こ

す
こ

と
で

新
産

業
育

成
に

貢
献

し
、

社
会

全
体

へ
の

貢
献

は
計

り
知

れ
な

い
。

H
2
5
-
H

2
6
：
基

盤
研

究
及

び
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
構

築

H
2
7
-
H

2
9

：
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
シ

ス
テ

ム
及

び
リ

ス
ク

D
B

構
築

、

基
盤

研
究

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

○
基

盤
研

究
：
人

件
費

5
、

設
備

費
3
、

サ
ー

バ

類
2
、

設
計

外
注

費
2

○
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
1
：
人

件

費
3
、

設
備

費
4
、

サ
ー

バ
類

2
、

設
計

外
注

費
3

○
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
2
：
人

件

費
3
、

設
備

費
5
、

サ
ー

バ
類

2
、

設
計

外
注

費
3

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
、

東
京

大
学

、
産

総
研

、
理

化

学
研

究
所

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

大
学

院
大

学
、

慶
応

義
塾

大

学
、

N
E
C

、
国

立
成

育
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
、

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

、
佐

賀
大

学
、

長
崎

大
学

1
2
7

2
5
-
6

ス
マ

ー
ト

で
タ

フ
な

次
世

代
社

会
情

報

シ
ス

テ
ム

構
築

の
た

め
の

研
究

開
発

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

A
 r

e
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 e

x
p
e
ri
m

e
n
ta

l

p
la

tf
o
rm

 f
o
r 

s
m

a
rt

 a
n
d
 r

e
s
il
ie

n
t

s
o
c
ia

l 
in

fo
rm

a
ti
o
n
 i
n
fr

a
s
tr

u
c
tu

re

社
会

基
盤

化
し

た
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

性
・
安

定
性

の
向

上
に

資
す

る

研
究

推
進

の
た

め
に

、
ス

マ
ー

ト
な

社
会

情
報

シ
ス

テ
ム

の
実

証
実

験
に

適
し

た
広

域
分

散
型

か
つ

共
用

可
能

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

・
運

用

す
る

。

障
害

・
攻

撃
を

前
提

と
し

た
挙

動
予

測
が

極
め

て
困

難
な

社
会

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
性

・
安

定
性

向
上

の
た

め
に

、
単

体
で

は
な

く
広

域
分

散
型

統
合

シ
ス

テ
ム

に
対

し
て

、
設

計
・
分

析
・
試

験
な

ど
の

技
術

開
発

を
総

合

的
に

行
う

点
に

学
術

的
意

義
が

あ

る
。

社
会

に
深

く
浸

透
す

る
ス

マ
ー

ト
な

社
会

情
報

シ
ス

テ
ム

を
対

象
に

、
科

学
的

リ
ス

ク
分

析
や

制
度

的
規

制
の

根
拠

と
な

る
科

学
的

裏
付

け
に

必
要

な
定

量
的

評
価

の
た

め
の

環
境

を
構

築
し

、
人

々
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

社
会

の
構

成
に

貢
献

す
る

。

H
2
6
-
H

3
1

：
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
の

設
計

、
構

築
、

運
用

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

設
備

費

1
0

、
設

備
運

用
経

費

1
1
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

設
計

開
発

費
2
1
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
・
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

使

用
料

1
1
、

そ
の

他
3

東
京

大
学

を
中

心
に

、
筑

波
大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

、
早

稲
田

大
学

、
北

陸
先

端
科

学
技

術
大

学
院

大
学

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

大
学

院
大

学
、

理
化

学
研

究
所

な
ど

が
参

画
す

る
。

1
2
8

2
5
-
7

「
行

間
が

読
め

る
」
自

然
言

語
処

理
を

実
現

す
る

た
め

の
知

識
と

推
論

シ
ス

テ
ム

の
構

築

B
u
il
d
in

g
 k

n
o
w

le
d
g
e
 a

n
d

in
fe

re
n
c
e
 s

y
s
te

m
s
 f

o
r 

n
a
tu

ra
l

la
n
g
u
a
g
e
 p

ro
c
e
s
s
in

g
 e

n
a
b
li
n
g

c
o
m

p
u
te

rs
 t

o
 "

R
e
a
d
 b

e
tw

e
e
n
 t

h
e

li
n
e
s
"

人
間

が
言

語
理

解
に

利
用

す
る

知

識
を

解
明

し
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
に

そ

の
よ

う
な

知
識

お
よ

び
そ

の
知

識
を

利
用

す
る

推
論

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

人
間

の
よ

う
に

テ

キ
ス

ト
の

「
行

間
が

読
め

る
」
自

然
言

語
処

理
技

術
の

確
立

を
目

指
す

。

こ
の

1
0
年

間
で

蓄
積

さ
れ

た
テ

キ
ス

ト
の

表
層

的
な

情
報

か
ら

自
然

言
語

処
理

に
利

用
で

き
る

知
識

を
抽

出
す

る
様

々
な

手
法

を
さ

ら
に

洗
練

・
拡

張

し
、

人
工

知
能

研
究

の
本

質
的

な
課

題
で

あ
る

知
識

構
築

の
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
を

打
破

す
る

。

「
行

間
が

読
め

る
」
自

然
言

語
処

理

に
よ

っ
て

検
索

シ
ス

テ
ム

の
ユ

ー
ザ

の
意

図
を

的
確

に
理

解
し

、
必

要
な

情
報

を
提

示
す

る
検

索
シ

ス
テ

ム
の

構
築

や
文

脈
を

考
慮

し
た

翻
訳

に
よ

り
翻

訳
シ

ス
テ

ム
の

性
能

を
飛

躍
的

に
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

前
期

(3
年

)
ア

ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ー

マ
の

設
計

と
ア

ノ

テ
ー

シ
ョ

ン

中
期

(4
年

)
知

識

の
獲

得
と

そ
れ

を
利

用
す

る
推

論
機

構

の
構

築

後
期

(3
年

)
行

間

が
読

め
る

言
語

解

析
技

術
の

構
築

と

応
用

へ
の

展
開

オ
フ

ィ
ス

(3
0
0
平

米
レ

ン
タ

ル
)5

、
計

算
基

盤

(レ
ン

タ
ル

)1
0
、

研
究

員

(2
0
名

)2
0
、

支
援

員
(4

名
)2

、
備

品
・
消

耗
品

・

旅
費

・
会

議
費

8

国
立

国
語

研
究

所
、

情
報

学
研

究
所

、
情

報
通

信
研

究
機

構
、

統
計

数
理

研
究

所
、

東
北

大

学
、

東
京

工
業

大
学

、
奈

良
先

端
科

学
技

術
大

学
院

大
学

、
京

都
大

学

情 報 学
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【
区
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分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
2
9

2
5
-
7

日
本

列
島

4
次

元
時

空
モ

デ
リ

ン
グ

と

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
解

析
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム P
la

tf
o
rm

 f
o
r 

4
D

 s
p
a
ti
o
te

m
p
o
ra

l

m
o
d
e
li
n
g
 a

n
d
 a

c
ti
v
it
y
 a

n
a
ly

s
is

 o
f

th
e
 J

a
p
a
n
e
s
e
 i
s
la

n
d
s

日
本

中
を

覆
う

数
億

の
カ

メ
ラ

よ
り

得

ら
れ

た
膨

大
な

映
像

デ
ー

タ
を

ク
ラ

ウ
ド

上
に

集
め

、
そ

れ
ら

の
映

像
か

ら
、

構
造

物
の

3
次

元
復

元
だ

け
で

な

く
、

3
次

元
空

間
内

で
の

活
動

を
復

元

し
観

る
こ

と
の

で
き

る
4
次

元
時

空
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

す
る

。

時
々

刻
々

と
変

化
す

る
生

活
空

間
を

過
去

・
現

在
・
未

来
に

渡
っ

て
表

現
す

る
こ

と
を

狙
い

と
し

、
犯

罪
・
テ

ロ
対

策
、

市
民

活
動

把
握

、
交

通
状

況
予

測
、

減
災

対
策

等
、

多
面

的
な

生
活

支
援

が
可

能
と

な
り

IC
T

社
会

を
変

革
す

る
基

盤
技

術
で

あ
る

。

日
常

に
お

け
る

事
故

の
防

止
や

、
テ

ロ
や

犯
罪

の
抑

止
・
解

決
、

災
害

/
緊

急
時

に
お

け
る

状
況

の
把

握
な

ど
緊

急
時

の
利

用
に

加
え

、
平

時
に

は
、

人
・
物

の
流

れ
を

把
握

す
る

こ
と

で
新

た
な

価
値

を
創

造
し

、
新

た
な

ビ
ジ

ネ

ス
の

創
出

が
期

待
さ

れ
る

。

1
-
6
年

目

デ
ー

タ
収

集
環

境

整
備

、
モ

デ
リ

ン
グ

エ
ン

ジ
ン

開
発

、
統

合
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
開

発

総
額

9
9

拠
点

共
通

設
備

1
7
、

小

型
衛

星
設

備
2
2
、

運
営

経
費

6
0

拠
点

本
部

：
大

阪
大

学
産

業
科

学
研

究
所

東
北

拠
点

：
東

北
大

学
情

報
科

学
研

究
科

関
東

拠
点

：
東

京
大

学
生

産
技

術
研

究
所

九
州

拠
点

：
九

州
大

学
シ

ス
テ

ム
情

報
科

学
研

究
院

デ
ー

タ
拠

点
：
国

立
情

報
学

研

究
所

1
3
0

2
5
-
8

複
雑

デ
ー

タ
か

ら
の

デ
ィ

ー
プ

ナ
レ

ッ

ジ
発

見
計

画

R
e
s
e
a
rc

h
 p

ro
je

c
t 

o
n
 d

e
e
p

k
n
o
w

le
d
g
e
 d

is
c
o
v
e
ry

 f
ro

m

c
o
m

p
le

x
 d

a
ta

世
の

デ
ー

タ
が

大
量

で
あ

る
ば

か
り

で
な

く
、

複
雑

な
性

質
を

も
つ

に
至

る

に
対

応
し

て
、

デ
ー

タ
の

背
景

に
あ

る

深
い

知
識

（
デ

ィ
ー

プ
ナ

レ
ッ

ジ
）
を

読
み

取
る

た
め

の
基

礎
技

術
の

醸

成
と

産
業

分
野

へ
の

応
用

、
及

び
人

材
育

成
を

図
る

。

従
来

の
機

械
学

習
や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

技
術

を
、

よ
り

複
雑

な
デ

ー
タ

か

ら
の

潜
在

的
な

知
識

の
発

見
へ

と
掘

り
下

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

従
来

果
た

せ

な
か

っ
た

知
識

発
見

を
可

能
に

し
、

自
然

科
学

、
社

会
科

学
、

産
業

上
の

新
し

い
知

識
発

見
を

も
た

ら
す

。

研
究

成
果

と
し

て
の

「
デ

ィ
ー

プ
ナ

レ
ッ

ジ
」
が

知
的

財
産

と
な

り
、

高
い

社
会

的
価

値
を

も
た

ら
す

だ
け

で
な

く
、

そ
の

発
見

を
可

能
に

す
る

解
析

技
術

を
も

っ
た

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル

な
人

材
を

組
織

的
に

育
成

し
、

人
材

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

H
2
5
-
H

2
7
：
基

盤
技

術
開

発
と

体
制

構

築 H
2
8
-
H

3
0

：
技

術
と

協
力

体
制

の
拡

大

H
2
8
-
H

3
0

：
選

択
と

統
合

H
3
3
-
H

3
4
：
総

括

総
額

1
0
0

初
期

投
資

1
0
、

設
備

費

1
0
、

人
件

費
3
5
、

各
拠

点
研

究
費

3
5
、

協
力

体

制
構

築
費

5
、

イ
ン

タ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
5

東
京

大
学

情
報

理
工

学
研

究
科

と
大

阪
大

学
産

業
科

学
研

究
所

が
実

質
的

な
統

括
を

行
う

。
実

行

組
織

と
し

て
、

統
数

研
、

N
II
、

京

都
大

、
早

大
、

産
総

研
、

関
西

大
、

慶
大

、
東

北
大

、
九

大
、

北

大
と

民
間

企
業

を
含

む
。

1
3
1

2
5
-
8

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
活

用
研

究
拠

点
の

形
成

F
o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
re

s
e
a
rc

h
 c

o
m

m
o
n
s

fo
r 

a
c
a
d
e
m

ic
 b

ig
 d

a
ta

 u
ti
li
za

ti
o
n

デ
ー

タ
基

盤
整

備
、

モ
デ

リ
ン

グ
・
解

析
基

盤
整

備
、

人
材

育
成

の
三

位
一

体
の

事
業

を
推

進
し

て
、

第
4
の

パ
ラ

ダ
イ

ム
と

し
て

の
デ

ー
タ

中
心

科
学

を
確

立
し

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
活

用
の

た
め

の
共

同
利

用
拠

点
を

形
成

す
る

。

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

時
代

の
新

し
い

科
学

的
方

法
論

を
確

立
し

、
そ

の
た

め
の

研
究

基
盤

を
整

備
し

て
共

同
利

用
に

供
す

る
こ

と
は

、
学

術
研

究
の

発
展

に
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

る
こ

と

が
期

待
で

き
、

大
き

な
学

術
的

意
義

が
あ

る
。

デ
ー

タ
中

心
科

学
は

、
情

報
社

会
・

知
識

創
造

社
会

の
た

め
の

デ
ー

タ
駆

動
型

の
科

学
的

方
法

論
で

あ
り

、
地

球
環

境
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

問
題

等

の
予

測
や

政
策

決
定

へ
の

貢
献

の

ほ
か

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

に
お

け
る

価
値

の
源

泉
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

H
2
5
-
H

3
4
 （

1
0
 年

間
）

総
額

1
9
6

初
期

投
資

1
6
、

運
営

費

等
1
8
×

1
0
年

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
（
国

立
遺

伝
学

研
究

所
、

国
立

極
地

研
究

所
、

国
立

情
報

学
研

究

所
、

統
計

数
理

研
究

所
、

新
領

域
融

合
研

究
セ

ン
タ

ー
、

ラ
イ

フ

サ
イ

エ
ン

ス
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

セ
ン

タ
ー

）

1
3
2

2
5
-
8

医
用

画
像

を
中

心
と

し
た

診
断

治
療

支
援

ス
ー

パ
ー

ブ
レ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

M
e
d
ic

a
l 
im

a
g
e
-
b
a
s
e
d
 m

u
lt
i-

d
is

c
ip

li
n
a
ry

 c
o
m

p
u
ta

ti
o
n
a
l

fr
a
m

e
w

o
rk

 f
o
r 

d
ia

g
n
o
s
ti
c
 a

n
d

th
e
ra

p
e
u
ti
c
 d

e
c
is

io
n
 s

u
p
p
o
rt

医
用

画
像

を
中

心
と

し
た

診
断

治
療

デ
ー

タ
及

び
そ

の
解

析
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

得
ら

れ
る

解
剖

・
機

能
デ

ー

タ
を

含
む

症
例

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
統

計
学

習
に

基
づ

き
、

医
師

の
情

報
集

約
・
意

思
決

定
能

力
を

増
強

す
る

高

度
知

能
化

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。

人
間

で
は

扱
い

き
れ

な
い

ビ
ッ

グ

デ
ー

タ
で

あ
る

過
去

症
例

の
大

規
模

か
つ

多
元

的
な

時
空

間
情

報
を

総
合

し
た

統
計

数
理

モ
デ

ル
を

用
い

て
、

医
師

の
能

力
を

超
え

る
診

断
治

療
の

意
思

決
定

を
目

指
す

点
に

、
科

学
と

し
て

の
挑

戦
が

あ
り

学
術

的
意

義
が

あ
る

。

高
度

知
能

化
に

よ
る

医
療

水
準

の
全

体
的

向
上

に
加

え
て

、
診

断
治

療
に

お
け

る
意

思
決

定
の

根
拠

が
明

確
化

さ
れ

、
患

者
が

納
得

で
き

る
医

療
が

実
現

で
き

る
。

さ
ら

に
、

医
療

情
報

産

業
と

い
う

未
開

拓
の

市
場

を
拓

く
た

め

の
人

材
と

社
会

資
産

を
提

供
す

る
。

H
2
6
-
H

2
7
：
各

拠
点

で
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

整
備

・
シ

ス
テ

ム
構

築 H
2
8
-
H

3
0
：
実

臨
床

で
の

実
証

的
研

究

の
推

進

総
額

7
5

初
期

投
資

2
5
（
新

規
拠

点
施

設
（
統

括
本

部
）
お

よ
び

各
研

究
拠

点
に

高

性
能

計
算

・
大

規
模

フ
ァ

イ
ル

サ
ー

バ
）
、

運
営

費

等
5
0
（
工

学
系

・
医

療
系

博
士

研
究

員
雇

用
、

他
）

医
療

拠
点

：
女

子
医

、
国

際
医

福

大
、

九
大

、
阪

大
、

慈
恵

大
等

。

応
用

拠
点

：
東

大
、

徳
島

大
、

岐

阜
大

、
名

大
、

九
大

、
阪

大
、

山

口
大

等
。

基
盤

拠
点

：
統

数
研

、

名
工

大
、

東
大

、
農

工
大

、
名

大

等
。

統
括

本
部

：
新

規
設

置
。

1
3
3

2
5
-
8

高
度

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

基
盤

と

す
る

A
Iチ

ャ
レ

ン
ジ

と
A

Iサ
ー

ビ
ス

の

実
現

A
I 
c
h
a
ll
e
n
g
e
s
 a

n
d
 A

I 
s
e
rv

ic
e
s

b
a
s
e
d
 o

n
 a

d
v
a
n
c
e
d
 i
n
te

g
ra

ti
o
n

本
計

画
で

は
「
探

索
、

制
約

、
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
、

オ
ン

ト
ロ

ジ
ー

、
言

語

理
解

」
等

の
先

進
A

I要
素

技
術

の
統

合
環

境
を

構
築

し
、

そ
の

環
境

を
利

用
し

て
、

囲
碁

、
医

療
、

行
政

等
に

お

け
る

A
Iチ

ャ
レ

ン
ジ

・
A

Iサ
ー

ビ
ス

を

開
発

す
る

。

先
進

A
I要

素
技

術
の

組
合

せ
レ

ベ
ル

で
の

大
き

な
効

果
が

期
待

さ
れ

、
「
プ

ロ
と

競
争

す
る

A
Iチ

ャ
レ

ン
ジ

」
、

「
専

門
家

/
ユ

ー
ザ

を
支

援
す

る
A

Iサ
ー

ビ
ス

」
の

実
装

と
評

価
に

よ
り

、
ト

ラ
ン

ス
・
デ

ィ
ス

プ
リ

ン
と

し
て

の
知

見
も

得
ら

れ
る

。

近
年

、
A

Iが
人

の
生

活
・
業

務
様

式

を
変

え
る

予
感

か
ら

、
市

民
の

A
Iへ

の
関

心
は

高
ま

っ
て

お
り

、
本

研
究

成
果

を
元

に
、

我
が

国
か

ら
、

多
く
の

面
白

い
A

Iサ
ー

ビ
ス

が
誕

生
す

れ

ば
、

社
会

的
に

も
産

業
界

に
も

大
き

く

貢
献

で
き

る
。

H
2
5
-
H

3
0

人
件

費
3
0
（
6
×

5
年

）
、

設
備

費
1
0
、

消
耗

品
費

2
、

旅
費

1
0
、

施
設

貸
借

料
・
会

議
費

3

慶
應

義
塾

大
学

理
工

学
部

情 報 学

49



【
区
分
Ⅰ
】
 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
3
4

2
5
-
9

デ
ジ

タ
ル

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

計
画

D
ig

it
a
l 
m

u
s
e
u
m

 p
ro

je
c
t

本
研

究
計

画
で

は
、

バ
ー

チ
ャ

ル
リ

ア
リ

テ
ィ

や
拡

張
現

実
感

と
い

っ
た

デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
技

術
を

駆
使

す
る

こ

と
で

、
貴

重
な

文
化

資
産

を
五

感
で

対
話

的
に

体
験

可
能

と
す

る
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
基

盤
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す

る
。

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

展
示

を
よ

り
魅

力
的

に

す
る

た
め

の
先

端
的

デ
ジ

タ
ル

メ

デ
ィ

ア
技

術
を

研
究

開
発

す
る

こ
と

に
加

え
、

先
端

科
学

技
術

研
究

に
文

化
資

産
に

よ
る

国
力

の
充

実
と

い
う

文
脈

を
与

え
る

新
し

い
研

究
方

法
論

の
開

発
と

い
う

使
命

も
持

つ
。

少
子

高
齢

化
に

よ
り

文
化

・
技

術
の

世
代

間
伝

承
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

現
代

に
お

い
て

、
既

に
失

わ
れ

、
又

は
現

在
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

文
化

資
産

や
成

熟
技

術
を

保
存

し
、

若
い

世
代

が
自

由
に

鑑
賞

・
体

験
可

能
と

す
る

技
術

の
充

実
は

大
き

な
意

味
を

持

つ
。

H
2
5
-
H

3
4
：
施

設
整

備
及

び
運

転

設
備

投
資

3
0
、

運
転

実

験
経

費
1
5
、

運
営

費
1
0

東
京

大
学

を
中

心
に

、
立

命
館

大
、

慶
応

大
、

N
IC

T
、

N
H

K
他

多

様
な

専
門

を
持

つ
大

学
・

企
業

と
、

技
術

開
発

の
方

向
性

策
定

、

コ
ン

テ
ン

ツ
企

画
、

シ
ス

テ
ム

の

運
用

・
展

開
を

行
う

ミ
ュ

ー
ジ

ア

ム
群

が
研

究
を

実
施

す
る

。

1
3
5

2
5
-
9

有
形

、
無

形
、

融
合

文
化

遺
産

の
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

技
術

開
発

な
ら

び

に
ア

ー
カ

イ
ブ

事
業

：
祭

り
の

ア
ー

カ

イ
ブ

を
例

と
し

て

A
rc

h
iv

in
g
 f

u
s
io

n
 h

e
ri
ta

g
e
 o

f

ta
n
g
ib

le
 a

n
d
 i
n
ta

n
g
ib

le
 h

e
ri
ta

g
e
：

fo
lk

 f
e
s
ti
v
a
ls

 a
s
 a

n

re
p
re

s
e
n
ta

ti
v
e
 e

x
a
m

p
le

 o
f 

fu
s
io

n

h
e
ri
ta

g
e

一
つ

の
文

化
財

や
一

人
の

演
者

の

動
き

を
対

象
と

し
た

「
も

の
」
の

デ
ジ

タ

ル
化

、
そ

れ
ら

が
融

合
し

た
場

と
し

て

の
「
こ

と
」
の

再
現

の
技

術
開

発
。

「
こ

と
」
の

代
表

例
と

し
て

の
地

域
文

化
の

結
晶

で
あ

る
祭

り
を

解
析

し
再

現
す

る
技

術
を

開
発

す
る

。

物
体

形
状

・
色

彩
記

録
技

術
、

動
き

記
録

技
術

、
場

の
表

現
技

術
な

ど
の

Ｃ
Ｖ

・
Ｃ

Ｇ
・
Ｈ

Ｃ
Ｉ技

術
の

確
立

。
な

ら

び
に

、
祭

り
の

ア
ー

カ
イ

ブ
、

祭
り

の

地
方

伝
播

の
モ

デ
ル

、
文

化
の

中
央

と
地

方
の

間
で

の
伝

播
モ

デ
ル

な
ど

の
文

化
誌

的
理

論
の

新
展

開
。

祭
り

は
地

域
伝

統
芸

術
の

結
晶

で
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
で

日
々

失

わ
れ

つ
つ

あ
る

こ
の

祭
り

を
ア

ー
カ

イ

ブ
化

で
き

る
。

祭
り

の
ア

ー
カ

イ
ブ

を

調
査

分
析

す
る

こ
と

で
地

域
の

人
々

の
生

活
な

ら
び

に
中

央
伝

統
文

化
の

地
域

へ
の

伝
播

を
解

析
で

き
る

。

1
0
年

間
の

研
究

期

間
の

全
体

を
通

し
て

東
北

地
方

と
京

都
・

奈
良

地
方

の
祭

り

の
ア

ー
カ

イ
ブ

を
行

い
こ

の
結

果
を

対
比

さ
せ

モ
デ

ル
化

・
解

析
を

行
う

。

総
額

6
5

設
備

費
2
5
（

セ
ン

サ
ー

群
、

デ
ー

タ
蓄

積
用

サ
ー

バ
ー

、
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

祭
り

再
現

シ
ス

テ
ム

）
、

運
用

費
4
0
（
技

術
開

発
人

件

費
、

ア
ー

カ
イ

ブ
人

件

費
、

ポ
ス

ド
ク

任
用

経

費
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
研

究
拠

点
を

1

東
京

大
学

2
早

稲
田

大
学

3
東

京

芸
術

大
学

・
東

京
文

化
財

研
究

所
4
国

立
情

報
学

研
究

所
5
東

北
大

学
6
大

阪
大

学
7
立

命
館

大

学
8
奈

良
先

端
大

・
奈

良
女

子
大

9
九

州
大

学
で

形
成

す
る

。

1
3
6

2
5
-
9

「
テ

レ
イ

グ
ジ

ス
タ

ン
ス

社
会

」
実

現
の

た
め

の
知

の
統

合
研

究

C
o
n
s
il
e
n
c
e
 s

tu
d
y
 o

n
 r

e
a
li
za

ti
o
n

o
f 

T
e
le

x
is

te
n
c
e
 s

o
c
ie

ty

世
界

中
に

分
身

ロ
ボ

ッ
ト

を
配

置
し

遠

隔
か

ら
利

用
す

る
こ

と
で

、
人

の
時

間
と

空
間

の
制

約
を

解
除

し
て

未
知

の
体

験
を

可
能

と
し

、
人

の
能

力
を

自
在

に
活

用
可

能
と

し
て

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
も

貢
献

す
る

「
テ

レ
イ

グ
ジ

ス

タ
ン

ス
社

会
」
の

実
現

。

人
間

の
能

力
を

時
間

と
空

間
を

超
え

て
伝

え
る

た
め

の
方

法
論

と
構

成
論

を
確

立
し

、
新

し
い

学
術

分
野

を
樹

立
す

る
こ

と
と

、
人

と
の

関
係

及
び

社

会
の

受
容

性
の

問
題

、
さ

ら
に

は
法

的
な

諸
問

題
を

、
知

の
統

合
の

観
点

か
ら

解
決

す
る

こ
と

に
あ

る
。

人
間

能
力

の
拡

張
は

無
論

の
こ

と
、

実
際

の
物

理
的

な
移

動
を

と
も

な
わ

ず
、

効
果

と
し

て
は

瞬
間

移
動

が
可

能
な

こ
と

か
ら

、
時

間
を

効
率

的
に

利
用

で
き

る
と

い
う

側
面

に
加

え
、

省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

立
場

か
ら

も
有

意
義

で
優

れ
た

社
会

が
実

現
で

き
る

。

H
2
6
-
H

3
0

H
2
8
：
中

間
評

価

H
3
0
：
最

終
評

価

総
額

8
7
（
5
年

間
）

テ
レ

イ
グ

ジ
ス

タ
ン

ス
共

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

設
置

し
、

拠
点

同
士

の

ど
こ

か
ら

で
も

ど
こ

に
で

も
テ

レ
イ

グ
ジ

ス
タ

ン
ス

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

実
験

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

基
盤

を
構

築
す

る
。

慶
應

義
塾

大
学

、
東

京
大

学
、

大
阪

大
学

、
A

T
R

、
日

本
科

学

未
来

館
の

5
拠

点
を

通
信

網
で

結
び

、
そ

れ
を

世
界

と
結

ぶ
こ

と

で
国

際
的

な
共

同
利

用
が

可
能

な
、

テ
レ

イ
グ

ジ
ス

タ
ン

ス
共

通

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

成
。

1
3
7

2
5
-
9

超
高

臨
場

感
情

報
科

学
技

術
基

盤

In
fo

rm
a
ti
o
n
 s

c
ie

n
c
e
 b

a
s
is

 f
o
r 

th
e

re
a
li
za

ti
o
n
 o

f 
s
u
p
ra

 s
e
n
s
e
-
o
f-

p
re

s
e
n
c
e

情
報

通
信

技
術

の
質

的
な

向
上

へ

の
期

待
を

実
現

す
べ

く
、

メ
デ

ィ
ア

科

学
技

術
の

特
性

で
あ

る
自

由
で

豊
か

な
発

想
を

生
か

し
、

臨
場

感
に

代
表

さ
れ

る
高

次
感

性
情

報
を

自
由

に
操

作
、

表
現

、
評

価
す

る
情

報
科

学
技

術
の

基
盤

を
確

立
す

る
。

ジ
ャ

パ
ン

ク
ー

ル
と

称
さ

れ
日

本
が

現
在

強
み

を
持

ち
な

が
ら

世
界

か
ら

追
い

上
げ

を
受

け
る

メ
デ

ィ
ア

表
現

と
、

そ
れ

を
取

り
巻

く
情

報
技

術
の

質

的
深

化
に

つ
な

が
り

、
情

報
学

的
基

盤
と

し
て

の
学

術
水

準
を

大
き

く
向

上

さ
せ

う
る

。

新
た

な
文

化
の

創
造

や
、

我
が

国
が

誇
る

デ
ザ

イ
ン

、
コ

ン
テ

ン
ツ

の
潜

在

力
向

上
に

つ
な

が
る

研
究

で
あ

り
、

デ
ィ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

、
メ

デ
ィ

ア

ア
ー

ト
な

ど
、

日
本

の
強

み
を

生
か

し

た
産

業
の

国
際

的
優

位
性

の
さ

ら
な

る
発

展
が

期
待

で
き

る
。

H
2
6
-
H

2
8

：
シ

ス
テ

ム
構

築

H
2
7
-
H

3
1
：
基

盤
技

術
確

立

H
2
8
-
H

3
3
：
超

高
臨

場
感

の
知

覚
・
認

知

と
取

得
・

創
出

・
共

有
の

研
究

初
期

投
資

2
6
（
超

高
臨

場
感

マ
ル

チ
モ

ー
ダ

ル

感
覚

情
報

の
計

測
・
提

示
・
共

有
シ

ス
テ

ム
群

の
構

築
）
、

運
営

費
等

3

×
7
.5

年
（
設

備
保

守
費

1
.2

/
年

、
消

耗
品

費
0
.6

/

年
、

人
件

費
1
.2

/
年

）

東
京

大
学

（
情

報
学

環
/
情

報
理

工
学

系
研

究
科

）
、

東
北

大
学

（
電

気
通

信
研

究
所

＝
全

国
共

同
利

用
共

同
研

究
機

関
）
、

大
阪

大
学

（
サ

イ
バ

ー
メ

デ
ィ

ア
セ

ン

タ
ー

）
、

立
命

館
大

学
（
情

報
理

工
学

部
）

1
3
8

2
5
-
1
0

時
間

軸
お

よ
び

空
間

軸
に

お
け

る
プ

ラ

イ
バ

シ
ー

情
報

保
護

活
用

基
盤

R
e
s
e
a
rc

h
 o

n
 s

p
a
ti
o
te

m
p
o
ra

l

p
ri
v
a
c
y
-
p
ro

te
c
ti
o
n
 f

ra
m

e
w

o
rk

災
害

時
や

緊
急

時
に

お
い

て
、

通
信

を
介

し
て

個
人

情
報

を
利

活
用

す
る

た
め

に
、

時
間

軸
（
災

害
時

な
ど

特

別
な

場
合

）
、

空
間

軸
（
実

世
界

に
お

け
る

特
別

な
場

所
）
に

お
け

る
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
情

報
保

護
活

用
基

盤
を

構

築
す

る
。

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

情
報

の
保

護
と

活
用

を
実

現
す

る
た

め
に

、
時

間
軸

と
空

間
軸

に
分

け
て

、
相

互
の

関
連

、
相

違
点

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

、
情

報

科
学

、
工

学
、

社
会

工
学

分
野

の
価

値
創

造
に

貢
献

す
る

。

災
害

時
に

も
っ

と
も

重
要

な
情

報
を

提
供

す
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
モ

バ

イ
ル

機
器

を
利

用
し

た
防

災
・
減

災

情
報

シ
ス

テ
ム

の
実

現
は

、
日

本
の

特
徴

を
生

か
し

た
取

り
組

み
で

あ
り

、

科
学

技
術

の
発

展
や

人
材

育
成

な

ど
の

価
値

創
造

に
貢

献
。

H
2
5
-
H

2
7
：
ID

デ
ー

タ
コ

モ
ン

ズ
・
H

IF
I基

盤
構

築

H
2
8
-
H

3
0
：
社

会
実

装
・
評

価
実

験

ID
デ

ー
タ

コ
モ

ン
ズ

・

H
IF

I基
盤

費
6
、

ラ
イ

フ

ロ
グ

収
集

・
分

析
・
管

理

基
盤

費
6
、

人
と

集
団

の

行
動

分
析

基
盤

4
、

社
会

実
装

・
実

証
実

験
1
0
、

人

材
育

成
拠

点
4

総
合

研
究

大
学

院
大

学
、

大
阪

大
学

、
国

立
情

報
学

研
究

所
、

数
理

研
究

所
、

東
京

大
学

、
お

よ

び
地

方
自

治
体

、
IC

T
産

業
界

、

公
的

研
究

機
関

情 報 学

50



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

情 報 学
1
3
9

2
5
-
1
0

ヒ
ュ

ー
マ

ン
 E

-
サ

イ
エ

ン
ス

と
ソ

ー

シ
ャ

ル
IC

T
に

よ
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

M
e
n
ta

l 
h
e
a
lt
h
 i
n
n
o
v
a
ti
o
n
 v

ia

H
u
m

a
n
 E

-
S
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 S

o
c
ia

l

IC
T

革
新

的
な

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
情

報
科

学
技

術
と

そ
の

社
会

シ
ス

テ
ム

実
装

法
か

ら
な

る
新

た
な

学
問

体
系

を
世

界
に

先
駆

け
構

築
し

、
近

年
急

速
に

深
刻

化
し

て
い

る
人

々
の

心
の

ト
ラ

ブ
ル

を
予

防
し

、
生

き
る

意
欲

と
喜

び

を
支

え
る

社
会

の
実

現
に

貢
献

す

る
。

人
間

の
心

理
・
行

動
・
生

理
に

関
す

る
諸

科
学

、
人

間
を

認
識

し
対

話
す

る
知

能
か

ら
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ま

で
の

先
端

情
報

科
学

技

術
、

サ
ー

ビ
ス

か
ら

制
度

・
政

策
ま

で

の
社

会
デ

ザ
イ

ン
を

、
実

社
会

ビ
ッ

グ

デ
ー

タ
を

基
盤

と
し

融
合

。

毎
年

3
万

人
の

自
殺

者
、

1
0
0
万

人
の

う
つ

病
等

気
分

障
害

者
な

ど
、

近
年

急
増

し
深

刻
な

社
会

的
損

失
を

招
い

て
い

る
心

の
問

題
を

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
経

由
で

気
楽

に
利

用
で

き
る

新

サ
ー

ビ
ス

に
よ

り
予

防
し

、
活

力
あ

る

健
全

な
社

会
の

実
現

に
資

す
る

。

H
2
6
-
H

2
8
：
基

盤
シ

ス
テ

ム
構

築
、

運
用

H
2
9
-
H

3
1

：
デ

ー
タ

集
積

・
解

析

H
3
2
-
H

3
5
：
統

合
シ

ス
テ

ム
、

社
会

実

装
、

検
証

総
額

1
5
0

設
備

4
0
、

デ
ー

タ
集

積
・

モ
デ

ル
構

築
6
0
、

人
件

費
・
運

営
費

5
0

東
京

大
学

（
情

報
理

工
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
IC

T
研

究
セ

ン
タ

ー
、

教

育
学

・
臨

床
心

理
コ

ー
ス

・
バ

リ

ア
フ

リ
ー

教
育

開
発

セ
ン

タ
ー

）
、

東
北

大
、

京
都

大
、

大
阪

大
、

立

命
館

大
、

産
総

研
、

は
こ

だ
て

未

来
大

、
北

海
道

大

1
4
0

2
6
-
1

新
し

い
時

代
の

科
学

技
術

立
国

を
支

え
る

放
射

光
科

学
の

高
輝

度
光

源
計

画 P
ro

je
c
t 

o
f 

a
 l
o
w

 e
m

it
ta

n
c
e

s
y
n
c
h
ro

tr
o
n
 r

a
d
ia

ti
o
n
 f

a
c
il
it
y
 f

o
r

th
e
 e

s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
 c

o
m

in
g

w
o
rl
d
 l
e
a
d
e
r 

in
 s

c
ie

n
c
e
 a

n
d

te
c
h
n
o
lo

g
y

物
質

・
生

命
科

学
の

更
な

る
発

展
を

目
指

し
、

低
コ

ス
ト

建
設

、
省

エ
ネ

ル

ギ
ー

運
転

を
設

計
基

本
思

想
に

取
り

入
れ

た
低

エ
ミ

ッ
タ

ン
ス

運
転

と
挿

入

光
源

を
基

本
と

し
た

3
G

e
V

ク
ラ

ス
高

輝
度

放
射

光
施

設
の

早
急

な
建

設
・

運
転

開
始

を
提

案
す

る
。

電
子

集
団

の
理

解
に

基
づ

く
新

量
子

物
質

相
の

創
成

、
タ

ン
パ

ク
質

集
団

の
機

能
発

現
機

構
に

基
づ

い
た

細
胞

機
能

の
予

測
、

光
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

換
効

率
を

飛
躍

的
に

向
上

さ
せ

る
新

原
理

の
発

見
に

よ
り

、
新

学
術

研
究

領
域

の
創

成
、

新
産

業
育

成
に

貢

献
。

高
輝

度
放

射
光

が
提

供
す

る
技

術

は
、

科
学

的
根

拠
に

立
脚

し
た

も
の

つ
く
り

の
実

用
化

を
実

現
し

、
国

内
産

業
の

国
際

的
な

優
位

性
と

競
争

力
を

強
化

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

新
た

な
市

場

の
創

出
や

社
会

的
価

値
の

創
出

し

経
済

的
効

果
に

結
び

付
け

る
。

H
2
6
：
デ

ザ
イ

ン
コ

ン

セ
プ

ト
の

決
定

H
2
7
-
H

3
0
：
放

射
光

施
設

・
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
建

設

H
3
1
：
共

用
試

験
開

始

中
型

放
射

光
施

設
建

設

2
5
0
（
3
年

間
）
、

ビ
ー

ム

ラ
イ

ン
施

設
整

備
3
0
、

運

営
費

1
0
-
1
5
/

年
（

※
土

地
取

得
経

費
は

含
ま

ず
）

高
輝

度
3
G

e
V

光
源

は
、

理
化

学

研
究

所
、

K
E
K
が

中
心

と
な

っ
て

全
日

本
の

協
力

体
制

の
も

と
建

設
・
運

営
を

行
う

。
理

研
、

K
E
K
を

加
え

た
全

国
の

学
術

界
、

産
業

界
か

ら
志

願
し

た
組

織
が

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

建
設

を
実

施
。

1
4
1

2
6
-
1

産
学

最
先

端
分

析
技

術
・
計

測
機

器

開
発

お
よ

び
共

同
利

用
コ

ア
ー

コ
ン

ピ

テ
ン

ス
セ

ン
タ

ー

A
c
a
d
e
m

ia
 a

n
d
 i
n
d
u
s
tr

y

c
o
ll
a
b
o
ra

ti
o
n
-
b
a
s
e
d
 c

o
re

c
o
m

p
e
te

n
c
e
 c

e
n
te

r 
fo

r 
a
d
v
a
n
c
e
d

a
n
a
ly

ti
c
a
l 
te

c
h
n
o
lo

g
ie

s
 a

n
d

in
s
tr

u
m

e
n
ta

ti
o
n

産
学

共
同

で
最

先
端

分
析

技
術

お
よ

び
機

器
開

発
を

進
め

る
共

同
開

発
・

利
用

拠
点

を
作

る
。

次
の

4
部

門
を

柱

と
す

る
。

1
）
極

限
計

測
技

術
、

2
）
高

度
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
、

3
）
安

全
安

心
分

析
技

術
、

4
）
先

端
分

析
機

器
共

同
利

用
の

促
進

を
進

め
る

。

最
先

端
の

分
析

技
術

お
よ

び
機

器

開
発

を
進

め
る

こ
と

で
、

独
創

的
も

の

づ
く
り

（
ア

ト
ム

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
）

と
先

端
科

学
研

究
開

発
の

支
援

が

産
学

に
わ

た
っ

て
幅

広
く
で

き
る

。
さ

ら
に

大
型

分
析

装
置

の
共

同
利

用
、

分
析

技
術

教
育

も
行

う
。

生
ま

れ
て

く
る

先
端

分
析

機
器

は
産

業
的

な
価

値
も

高
い

。
特

に
バ

イ
オ

系
の

分
析

機
器

が
弱

い
と

さ
れ

る
日

本
の

分
析

機
器

の
技

術
向

上
、

さ
ら

に
は

世
界

の
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
に

な
る

分

析
技

術
な

ど
の

課
題

に
、

本
提

案
の

セ
ン

タ
ー

が
担

う
役

割
は

大
き

い
。

1
0
年

間
を

ス
パ

ン
と

し
て

運
営

す
る

。
初

年
度

は
建

物
建

設

と
分

析
機

器
の

設

置
で

、
2
年

度
か

ら
4

部
門

に
関

す
る

事

業
と

支
援

体
制

を
作

り
上

げ
る

。

○
初

年
度

：
・
建

屋
建

設

1
5
0
（
大

型
分

析
機

器
納

入
お

よ
び

ク
リ

ー
ン

ル
ー

ム
設

置
5
0
を

含
む

）

○
2
年

度
以

降
1
0
年

度

ま
で

：
4
部

門
で

各
2
0
、

計
8
0
（
研

究
開

発
事

業

軽
費

、
事

務
経

費
を

含

む
）

日
本

分
析

化
学

会
、

日
本

分
析

機
器

工
業

会
な

ど
が

共
同

で
、

研
究

開
発

と
利

用
組

織
体

（
産

学
最

先
端

分
析

技
術

・
計

測
機

器
共

同
利

用
協

議
会

）
を

作
り

企

画
と

運
営

を
行

う
。

1
4
2

2
6
-
2

物
質

循
環

と
共

役
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

に
よ

る
再

生
可

能
社

会
の

構
築

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

p
h
o
to

-
 a

n
d

e
le

c
tr

o
c
h
e
m

ic
a
l 
e
n
e
rg

y

c
o
n
v
e
rs

io
n
 c

o
u
p
le

d
 w

it
h

c
h
e
m

ic
a
l 
c
y
c
le

 a
im

e
d
 f

o
r

s
u
s
te

in
a
b
le

 s
o
c
ie

ty

光
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
用

い
た

物
質

変
換

系
を

開
発

し
て

、
新

規
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

を
社

会
に

提
供

す
る

。
光

→
電

気
変

換
を

行
う

光
半

導
体

、
電

気
→

物
質

変
換

を
行

う
分

子
触

媒
を

そ
れ

ぞ
れ

開
発

し
、

複
合

化
す

る
こ

と
で

目
標

を
達

成
す

る
。

半
導

体
へ

の
光

照
射

に
よ

る
電

荷
分

離
は

本
質

的
に

1
電

子
過

程
で

あ
り

、

2
電

子
過

程
の

物
質

変
換

に
は

適
さ

な
い

。
2
電

子
の

化
学

反
応

を
触

媒

可
能

な
分

子
触

媒
へ

、
半

導
体

か
ら

連
続

的
に

電
子

を
注

入
す

る
こ

と

で
、

光
→

物
質

変
換

の
道

を
拓

く
。

半
導

体
を

用
い

た
光

電
変

換
は

、
電

気
エ

ネ
ル

ギ
ー

獲
得

に
利

用
さ

れ
て

い
る

が
、

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

貯

蔵
・
輸

送
は

難
し

い
。

光
電

変
換

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

物
質

変
換

に
利

用
で

き
れ

ば
、

再
生

可
能

な
石

油
の

代
替

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

社
会

に
提

供
で

き
る

。

H
2
6
-
H

2
8
：
装

置
の

設
置

、
光

半
導

体
の

長
波

長
化

、
分

子
触

媒
開

発

H
2
7
-
H

3
0
：
半

導
体

-
分

子
触

媒
の

複
合

化
、

非
貴

金
属

触
媒

開
発

総
額

1
0
0
（
1
0
年

）

設
備

費
4
0
、

運
営

費
1
0

年
×

6
＝

6
0

京
都

大
学

、
北

海
道

大
学

、
東

京
大

学
、

東
京

工
業

大
学

、
分

子
科

学
研

究
所

、
名

古
屋

大

学
、

大
阪

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

、
九

州
大

学
、

東
京

理
科

大
学

1
4
3

2
6
-
2

革
新

的
光

機
能

性
材

料
開

拓
へ

の
無

機
-
有

機
-
生

物
機

能
の

統
合

研
究

In
te

g
ra

te
d
 r

e
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 o
f

in
o
rg

a
n
ic

-
o
rg

a
n
ic

-
b
io

 f
u
n
c
ti
o
n
s

fo
r 

in
n
o
v
a
ti
v
e
 p

h
o
to

fu
n
c
ti
o
n
a
l

m
a
te

ri
a
ls

“
光

”
と

“
元

素
”
の

高
度

活
用

を
鍵

と

し
て

、
化

学
お

よ
び

関
連

分
野

の
光

機
能

に
関

す
る

統
合

研
究

を
推

進
す

る
。

基
幹

研
究

機
構

を
中

心
に

、
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
と

異
分

野
共

同
研

究
の

推
進

、
人

材
育

成
、

産
学

連
携

を
推

進
す

る
。

複
合

系
光

機
能

性
物

質
の

開
発

と

生
物

光
機

能
の

解
明

が
急

速
に

進

展
し

て
い

る
中

、
個

々
の

知
の

財
産

を
共

有
し

た
統

合
的

研
究

を
目

指
す

も
の

で
あ

り
、

新
た

な
学

術
創

成
や

各
分

野
で

の
ブ

レ
ー

ク
ス

ル
ー

、
応

用
展

開
が

期
待

で
き

る
。

太
陽

光
発

電
、

Ｌ
Ｅ

Ｄ
な

ど
の

光
科

学

技
術

の
重

要
性

は
自

明
で

あ
り

、
我

が
国

が
国

際
的

優
位

性
を

保
持

し
続

け
る

た
め

に
も

基
盤

研
究

と
し

て
の

材
料

探
索

・
開

発
は

必
須

で
あ

る
。

本
統

合
研

究
は

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

に
有

効
な

取
り

組
み

と
な

る
。

H
2
6
：
設

備
・
人

材
整

備 H
2
7
-
H

3
0
：
共

同
研

究
課

題
設

定
と

推

進 H
3
0
：
中

間
評

価

H
3
1
-
H

3
5

：
第

2
期

研
究

推
進

初
期

設
備

整
備

費
2
0

(取
り

ま
と

め
機

関
の

設

備
拡

充
・
整

備
5
、

連
携

研
究

機
関

の
設

備
拡

充
・
整

備
1
5
)、

運
営

費

8
0
（
8

[人
件

費
3
、

運
営

費
5
]×

1
0
年

）

北
海

道
大

学
理

学
研

究
院

元
素

戦
略

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

、
工

学

研
究

院
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
化

学
教

育

研
究

セ
ン

タ
ー

他
、

京
都

大
学

物

質
-
細

胞
統

合
シ

ス
テ

ム
拠

点
、

理
学

研
究

科
、

東
京

大
学

理
学

系
研

究
科

、
生

産
技

術
研

究
所

他

化 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
4
4

2
6
-
3

智
の

結
集

に
よ

り
持

続
成

長
可

能
な

社
会

実
現

を
目

指
す

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

新

材
料

の
創

出

C
re

a
ti
o
n
 o

f 
n
e
w

 h
y
b
ri
d
 m

a
te

ri
a
ls

b
y
 i
n
te

g
ra

ti
o
n
 o

f 
c
h
e
m

ic
a
l

k
n
o
w

le
d
g
e
 t

o
w

a
rd

s
 t

h
e
 s

o
c
ia

l

re
a
li
za

ti
o
n
 o

f 
s
e
lf
-
s
u
s
ta

in
a
b
le

c
o
m

m
u
n
it
y

有
機

-
無

機
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
材

料
に

お

け
る

基
盤

研
究

を
充

実
さ

せ
、

材
料

設
計

か
ら

実
用

化
ま

で
を

短
縮

し
、

高
機

能
性

材
料

を
生

み
出

す
こ

と

で
、

持
続

成
長

可
能

な
社

会
の

実
現

と
日

本
の

グ
ロ

ー
バ

ル
リ

ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
獲

得
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

理
論

、
合

成
、

解
析

の
基

盤
研

究
の

拡
充

に
よ

り
、

所
望

の
機

能
性

材
料

の
設

計
指

針
が

明
確

化
さ

れ
、

未
利

用
の

有
機

・
無

機
成

分
か

ら
な

る
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
の

創
出

、
ト

レ
ー

ド
オ

フ
関

係
解

消
、

バ
イ

オ
な

ど
未

適
用

の
分

野
へ

の
展

開
が

期
待

さ
れ

る
。

偶
然

に
依

存
し

た
既

存
の

研
究

手
法

を
脱

す
る

た
め

、
学

術
的

な
情

報
を

駆
使

す
る

こ
と

で
、

実
用

化
ま

で
の

コ

ス
ト

・
時

間
を

短
縮

し
、

産
業

界
の

高

度
な

要
求

を
満

た
す

材
料

を
創

出
す

る
こ

と
で

我
が

国
の

国
際

競
争

力
強

化
に

貢
献

す
る

。

Ｈ
2
6
：
課

題
抽

出

Ｈ
2
7
-
H

2
8
：
材

料
創

出
の

ブ
レ

イ
ク

ス

ル
ー

Ｈ
2
9
-
H

3
1
：
研

究
の

進
展

Ｈ
3
2
-
H

3
3
：
産

業
界

へ
の

提
供

及
び

総

括

総
額

4
0
（
各

年
度

5
×

8

年
）

 「
智

の
結

集
」
の

た
め

に

毎
年

3
0
以

上
の

研
究

グ

ル
ー

プ
が

参
画

す
る

。

合
成

お
よ

び
解

析
に

関

連
す

る
主

要
な

機
器

類

の
導

入
を

重
点

的
に

行

い
、

共
同

利
用

を
効

率

よ
く
進

め
る

。

高
分

子
学

会
を

中
心

に
化

学
お

よ
び

材
料

関
連

の
学

協
会

等
の

連
携

に
よ

り
実

施
す

る
。

京
都

大

学
に

研
究

拠
点

を
お

き
、

全
国

の

各
大

学
か

ら
の

参
加

協
力

を
得

て
、

智
の

結
集

に
よ

る
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

体
制

を
組

織
す

る
。

1
4
5

2
6
-
4

物
質

創
製

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

In
n
o
v
a
ti
o
n
 o

f 
m

a
te

ri
a
l 
p
ro

d
u
c
ti
o
n

物
質

創
製

技
術

は
環

境
、

エ
ネ

ル

ギ
ー

、
資

源
の

変
化

に
応

じ
て

革
新

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
本

計
画

で
は

広
く
新

し
い

研
究

の
芽

を
育

て
新

し
い

方
法

論
の

開
発

を
行

い
、

日
本

全
体

の
研

究
者

の
底

上
げ

に
よ

り
技

術

力
、

開
発

力
の

復
活

を
図

る
。

我
が

国
の

化
学

分
野

の
論

文
数

は

最
近

減
少

傾
向

に
あ

り
、

中
堅

以
下

の
大

学
で

の
研

究
の

空
洞

化
が

原

因
と

考
え

ら
れ

る
。

本
研

究
計

画
で

は
次

世
代

物
質

創
製

の
技

術
革

新

を
目

指
す

だ
け

で
な

く
、

広
く
研

究
者

の
底

上
げ

を
図

る
。

物
質

創
製

の
た

め
の

方
法

論
、

分
子

（
材

料
）
設

計
技

術
は

、
経

済
的

・
産

業
的

に
大

き
な

価
値

を
生

み
出

し
、

環
境

問
題

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

、
入

手
可

能
な

資
源

の
変

化
に

応
じ

て
革

新
を

続
け

る
こ

と
が

社
会

的
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。

H
2
6
-
H

3
0

：
4
5
0

件

程
度

の
研

究
助

成

H
3
1
-
H

3
5

：
5

件
程

度
に

統
合

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

化

研
究

消
耗

品
費

9
0
0
、

異

分
野

交
流

会
お

よ
び

公

開
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
費

1
0
、

運
営

費
9
0

本
研

究
計

画
は

日
本

全
体

の
研

究
力

の
底

上
げ

を
図

る
も

の
で

あ
り

、
全

国
で

き
る

だ
け

広
い

地

域
、

多
く
の

大
学

で
の

実
施

が
望

ま
し

い
。

1
4
6

2
6
-
4

自
己

集
合

性
有

機
分

子
の

創
製

In
v
e
n
ti
o
n
 o

f 
s
e
lf
-
a
s
s
e
m

b
li
n
g

o
rg

a
n
ic

 m
o
le

c
u
le

s

1
）
自

動
集

合
性

有
機

分
子

を
創

製

2
）
各

状
態

で
の

物
性

3
)単

体
お

よ
び

複
合

材
料

の
物

性
探

索 4
）
所

望
性

能
の

有
機

分
子

の
創

製

5
）
有

機
分

子
変

換
新

手
法

と
有

機

分
子

修
飾

技
術

の
確

立

6
）
分

の
設

計
指

針
の

シ
ミ

ュ
レ

ー

シ
ョ

ン

有
機

材
料

全
般

を
俯

瞰
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
，

グ
リ

ー
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

資
す

る
材

料
化

学
を

確
立

し
、

2
1
世

紀
の

わ
が

国
の

科
学

技
術

が
世

界

で
先

導
的

役
割

を
果

た
す

。

本
研

究
に

よ
り

、
多

く
の

電
子

機
器

及
び

そ
の

周
辺

機
器

の
軽

量
化

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

、
高

精
細

化
等

が
可

能
に

し
、

希
少

金
属

の
代

替
え

な

ど
、

日
本

経
済

・
産

業
の

安
定

化
に

寄
与

す
る

。

H
2
6
か

ら
1
0
年

間
総

額
1
0
0

東
北

大
学

、
東

京
大

学
、

東
京

工
業

大
学

、
中

央
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

京
都

大
学

、
同

志
社

大
学

、
奈

良
先

端
科

学
技

術
大

学
院

大
学

、
高

知
工

科
大

学
、

九
州

大
学

1
4
7

2
6
-
5

ア
ト

秒
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
施

設

In
s
ti
tu

te
 f

o
r 

A
tt

o
s
e
c
o
n
d
 L

a
s
e
r

s
c
ie

n
c
e

軟
×

線
ア

ト
秒

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

を
4
本

整
備

し
、

ア
ト

秒
分

解
能

で
の

時
間

分
解

分
光

装
置

、
顕

微
鏡

を
整

備
す

る
。

更
に

、
レ

ー
ザ

ー
プ

ラ
ズ

マ
加

速

と
ア

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

技
術

を
融

合
し

て
、

次
世

代
ア

ト
秒

光
源

技
術

の
開

発
を

行
う

。

ア
ト

秒
科

学
は

物
質

内
や

界
面

で
の

電
子

運
動

を
実

時
間

で
観

測
・
制

御

す
る

研
究

分
野

で
あ

り
、

全
て

の
物

質
変

換
の

根
源

を
解

明
す

る
学

問
で

あ
る

。
最

先
端

ア
ト

秒
レ

ー
ザ

ー
光

源
と

計
測

設
備

を
各

先
端

分
野

の
第

一
線

研
究

者
に

い
ち

早
く

提
供

す

る
。

本
提

案
に

よ
っ

て
実

現
さ

れ
る

世
界

最
先

端
の

超
短

パ
ル

ス
レ

ー
ザ

ー

技
術

を
基

礎
と

し
た

ア
ト

秒
レ

ー
ザ

ー

科
学

研
究

施
設

は
、

基
礎

科
学

研
究

や
環

境
材

料
、

ラ
イ

フ
、

バ
イ

オ
・
医

療
な

ど
の

幅
広

い
分

野
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

支
援

す
る

。

H
2
6
-
H

3
6

：
ア

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

科
学

研

究
施

設
施

設
整

備

及
び

運
転

中
核

施
設

「
ア

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

科
学

研
究

施
設

」

整
備

費
7
4
、

計
測

装
置

設
備

費
1
4
、

運
営

費
8

東
京

大
学

を
中

核
機

関
と

し
、

理

化
学

研
究

所
を

始
め

と
す

る
日

本
全

国
の

大
学

、
研

究
機

関
、

民
間

企
業

の
研

究
者

が
参

加
。

実
行

組
織

と
し

て
「
設

備
整

備
部

門
」
、

「
利

用
推

進
部

門
」
、

「
解

析
支

援
部

門
」
を

設
置

。

1
4
8

2
6
-
8

物
性

科
学

連
携

研
究

体

J
o
in

t 
re

s
e
a
rc

h
 l
a
b
o
ra

to
ry

 f
o
r

m
a
te

ri
a
ls

 s
c
ie

n
c
e

物
性

科
学

分
野

ト
ッ

プ
5
研

究
所

間

の
シ

ナ
ジ

ー
効

果
を

最
大

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

融
合

学
術

分
野

を
創

成
し

、
全

地
球

的
課

題
の

解
決

に
資

す
る

革
新

的
新

技
術

や
指

導
原

理
を

提
案

・
実

証
す

る
と

と
も

に
、

将
来

の

研
究

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

。

本
研

究
の

意
義

は
、

ト
ッ

プ
研

究
機

関
間

の
連

携
に

よ
る

分
野

融
合

学
理

の
構

築
と

、
そ

れ
を

基
盤

と
す

る
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

解
決

に
資

す

る
新

技
術

・
指

導
原

理
の

確
立

、
さ

ら

に
融

合
研

究
を

通
し

た
若

手
リ

ー

ダ
ー

研
究

者
育

成
に

あ
る

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
、

物
質

変
換

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

子
技

術
に

対
し

、
従

来
原

理
お

よ
び

技
術

の
改

良
・
延

長

で
は

な
く
、

統
合

的
・
基

礎
物

質
科

学

だ
け

が
で

き
る

挑
戦

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

っ
て

、
画

期
的

な
技

術
学

理
を

構
築

す
る

こ
と

。

H
2
6
-
H

3
5

：
研

究

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

、
シ

ナ
ジ

ー
促

進
の

た
め

の
基

礎

研
究

体
制

の
充

実
、

国
際

的
研

究
発

信
・

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

研
究

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

7
5
、

シ
ナ

ジ
ー

促

進
の

た
め

の
基

礎
研

究

体
制

の
充

実
6
5
、

国
際

的
研

究
発

信
・
オ

ー
プ

ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
1
0

理
化

学
研

究
所

創
発

物
性

科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
（
責

任
機

関
）

京
都

大
学

　
化

学
研

究
所

自
然

科
学

研
究

機
構

分
子

科

学
研

究
所

東
京

大
学

　
物

性
研

究
所

東
北

大
学

　
金

属
材

料
研

究
所

化 学

52



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
    分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
4
9

2
7
-
1

量
子

技
術

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

創
造

基
盤

In
n
o
v
a
ti
o
n
 i
n
it
ia

ti
v
e
s
 f

o
r

q
u
a
n
tu

m
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y
 n

e
tw

o
rk

情
報

通
信

に
お

け
る

大
容

量
、

高
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
省

エ
ネ

に
対

す
る

要
求

が
ま

す
ま

す
高

ま
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

量
子

技
術

の
研

究
拠

点
を

整
備

し
、

拠
点

間
を

コ
ヒ

ー
レ

ン
ト

に
結

合

す
る

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

整
備

す
る

。

量
子

情
報

技
術

は
、

量
子

暗
号

通
信

及
び

量
子

標
準

・
計

測
な

ど
の

要
素

技
術

を
含

ん
で

い
る

。
全

国
規

模
の

光
フ

ァ
イ

バ
ー

網
に

よ
る

研
究

拠
点

間
の

コ
ヒ

ー
レ

ン
ト

な
結

合
・

連
携

は
、

局
所

的
な

要
素

技
術

で
は

不
可

能
だ

っ
た

新
し

い
展

開
を

も
た

ら
す

。

国
産

の
光

格
子

時
計

の
実

用
化

は
、

次
世

代
の

秒
の

定
義

と
し

て
国

際
的

に
強

力
な

ア
ピ

ー
ル

と
な

る
。

ま
た

、

量
子

情
報

技
術

は
、

高
速

・
大

容
量

通
信

の
産

業
を

支
え

る
基

盤
技

術
と

な
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
な

ど
生

活

の
安

心
・
安

全
へ

貢
献

す
る

。

H
2
6
-
H

3
5

：
光

フ
ァ

イ
バ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
施

設
整

備
、

研
究

拠
点

H
2
6
-
H

3
5

：
量

子

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
つ

な
い

で
研

究
展

開

総
額

4
5

光
フ

ァ
イ

バ
ー

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

整
備

3
0

（
北

海
道

、
仙

台
-
つ

く
ば

-
東

京
圏

-
関

西
圏

-
広

島
）
、

量
子

技
術

研
究

拠
点

の

整
備

1
5

 


実
施

機
関

：
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
東

京
大

学
、

大
阪

大
学

、

京
都

大
学

、
東

北
大

学
、

情
報

通
信

研
究

機
構

、
北

海
道

大

学
、

理
化

学
研

究
所

実
行

組
織

：
拠

点
代

表
1
名

、
部

門
リ

ー
ダ

5
名

、
運

営
委

員
会

、

国
際

諮
問

委
員

会

1
5
0

2
7
-
1

ラ
イ

フ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
向

け
た

ナ
ノ

バ
イ

オ
学

術
基

盤
形

成
事

業

S
c
ie

n
c
e
 p

la
tf

o
rm

 p
ro

g
ra

m
 f

o
r

c
re

a
ti
n
g
 n

a
n
o
b
io

te
c
h
n
o
lo

g
y

ta
rg

e
te

d
 t

o
w

a
rd

 l
if
e
 i
n
n
o
v
a
ti
o
n

デ
バ

イ
ス

試
作

、
実

験
動

物
、

生
体

試
料

実
験

等
を

U
n
d
e
r

o
n
e

ro
o
fで

実
施

可
能

な
共

同
利

用
施

設
を

有

す
る

国
際

的
ハ

ブ
拠

点
形

成
を

軸
に

ナ
ノ

バ
イ

オ
に

関
す

る
課

題
解

決
型

研
究

及
び

産
官

学
の

研
究

者
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

行
う

。

生
命

機
能

の
根

源
た

る
自

己
組

織

化
、

特
異

的
分

子
認

識
能

等
の

原
理

を
理

解
し

応
用

す
る

こ
と

で
新

た
な

価
値

の
創

発
が

可
能

に
な

り
、

バ
イ

オ
の

巧
妙

な
機

能
原

理
を

集
積

化
し

た
デ

バ
イ

ス
創

製
な

ど
、

よ
り

高
い

次

元
で

の
相

乗
効

果
が

期
待

で
き

る
。

ナ
ノ

バ
イ

オ
分

野
の

発
展

は
最

先
端

医
療

技
術

開
発

や
少

子
高

齢
化

に

伴
う

グ
ロ

ー
バ

ル
課

題
へ

の
対

応
等

を
可

能
と

し
、

医
薬

・
医

療
機

器
産

業

創
出

や
雇

用
拡

大
も

著
し

く
期

待
さ

れ
、

健
康

長
寿

社
会

、
予

防
医

療
や

医
療

経
済

合
理

性
の

実
現

に
貢

献

す
る

。

H
2
6
-
H

3
0
（
5
年

間
）

総
額

5
5

設
備

投
資

2
5
、

拠
点

維

持
管

理
経

費
2
0
(
人

件

費
、

消
耗

品
費

等
)、

人

材
育

成
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
費

1
0

大
学

（
北

海
道

大
学

、
東

北
大

学
、

東
京

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

慶
応

大
学

、
京

都
大

学
、

大

阪
大

学
、

九
州

大
学

、
佐

賀
大

学
等

）
、

独
立

行
政

法
人

（
産

業

技
術

総
合

研
究

所
、

理
化

学
研

究
所

、
物

質
・
材

料
研

究
機

構

等
）

1
5
1

2
7
-
1

有
機

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

統
合

拠
点

の

整
備

 C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
re

s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r

fo
r 

m
o
le

c
u
la

r 
e
le

c
tr

o
n
ic

s
 a

n
d

re
la

te
d
 d

is
c
ip

li
n
e
s

本
計

画
で

は
、

有
機

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク

ス
の

統
合

的
・
分

野
横

断
的

な
研

究

に
必

要
な

設
備

を
、

研
究

・
技

術
職

員
も

含
め

、
一

か
所

に
集

中
配

備

し
、

全
国

の
研

究
者

が
共

同
利

用
で

き
る

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

立
を

目
的

と
す

る
。

本
研

究
拠

点
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

分
野

横
断

的
な

共
同

研
究

、
産

官
学

連
携

研
究

が
進

み
、

日
本

の
学

術
研

究
や

関
連

産
業

が
世

界
で

指

導
的

な
地

位
を

占
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
地

域
産

業
の

振
興

に
も

つ

な
が

る
も

の
と

期
待

で
き

る
。

当
該

分
野

の
研

究
が

進
展

す
る

こ
と

に
よ

り
、

従
来

の
シ

リ
コ

ン
を

ベ
ー

ス

と
し

た
半

導
体

素
子

に
は

困
難

で

あ
っ

た
、

柔
軟

で
軽

量
な

製
品

が
実

現
で

き
る

。
ま

た
、

化
学

な
ど

の
他

分

野
で

の
新

研
究

領
域

の
発

展
を

促

す
。

1
-
3
年

目
：
建

物
の

建
設

・
職

員
の

配
置

3
-
8
年

目
：
全

国
共

同
利

用
研

究
の

推

進 8
-
1
0
年

目
：
国

際
共

同
研

究
の

推
進

有
機

合
成

設
備

5
、

評
価

装
置

類
5

、
ク

リ
ー

ン

ル
ー

ム
1
0
、

デ
バ

イ
ス

作
製

装
置

（
真

空
装

置

類
な

ど
）
2
、

印
刷

技
術

製
造

装
置

2
、

物
性

・
デ

バ
イ

ス
評

価
装

置
類

5
、

人
件

費
1
.5

、
建

物
3
0

つ
く

ば
市

の
独

立
行

政
法

人
研

究
所

1
5
2

2
7
-
1

長
寿

命
放

射
性

廃
棄

物
の

核
変

換
に

よ
り

原
子

力
発

電
の

最
大

の
課

題
に

立
ち

向
か

う
た

め
の

技
術

基
盤

構
築

を
目

指
す

J
-
P
A

R
C

核
変

換
実

験
施

設 J
-
P
A

R
C

 t
ra

n
s
m

u
ta

ti
o
n

e
x
p
e
ri
m

e
n
ta

l 
fa

c
il
it
y
 a

im
in

g
 a

t

e
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

te
c
h
n
o
lo

g
ic

a
l

b
a
s
is

 t
o
 t

a
c
k
le

 t
h
e
 m

o
s
t 

c
ri
ti
c
a
l

is
s
u
e
 o

f 
n
u
c
le

a
r 

p
o
w

e
r 

b
y

tr
a
n
s
m

u
ti
n
g
 l
o
n
g
-
li
v
e
d

ra
d
io

a
c
ti
v
e
 w

a
s
te

s

J
-
P
A

R
C

に
「
A

D
S
タ

ー
ゲ

ッ
ト

試
験

施
設

」
と

「
核

変
換

物
理

実
験

施
設

」

で
構

成
す

る
「
核

変
換

実
験

施
設

」
を

整
備

し
、

幅
広

い
実

験
に

挑
戦

し
て

、

世
界

的
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

放
射

性
廃

棄
物

処
分

の
負

担
軽

減
を

目

指
す

。

原
子

力
の

廃
棄

物
問

題
の

解
決

に

大
き

な
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え
、

エ
ネ

ル

ギ
ー

の
安

定
供

給
と

地
球

環
境

保

全
の

両
立

に
多

大
に

貢
献

す
る

加
速

器
駆

動
シ

ス
テ

ム
（
A

D
S
）
の

実
現

に

必
要

な
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

原
子

力
利

用
に

よ
る

負
の

遺
産

を
で

き
る

だ
け

後
世

に
残

し
た

く
な

い
と

い

う
国

民
の

願
い

と
、

我
が

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
安

定
供

給
に

資
す

る
原

子

力
の

高
度

利
用

を
図

り
た

い
と

い
う

産
業

面
か

ら
の

要
求

を
同

時
に

満
た

す
た

め
に

欠
か

せ
な

い
技

術
で

あ

る
。

H
2
8
-
H

3
0

：
A

D
S

タ
ー

ゲ
ッ

ト
試

験
施

設
施

設
整

備

H
3
0
-
H

3
4
：
核

変
換

物
理

実
験

施
設

施

設
整

備

施
設

建
設

費
2
1
9
.7

（
開

発
費

及
び

設
計

費
8
.9

、

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

建
設

費

1
7
.3

、
A

D
S

タ
ー

ゲ
ッ

ト

試
験

施
設

建
設

費

6
4
.1

、
核

変
換

物
理

実

験
施

設
建

設
費

1
2
9
.4

）
、

運
転

維
持

費

1
0
/
年

等

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
が

施
設

を
建

設
し

、
運

転
・
維

持
を

行
う

と
と

も
に

、
実

験
を

主
導

的

に
進

め
る

。
ま

た
、

国
内

外
の

他

機
関

か
ら

の
実

験
参

加
を

募
り

、

そ
の

実
験

の
遂

行
に

協
力

す

る
。

総 合 工 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
    分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
5
3

2
7
-
1

「
ス

ピ
ン

ト
ロ

ニ
ク

ス
学

術
研

究
基

盤
と

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
拠

点
の

整
備

B
u
il
d
in

g
 a

n
d
 d

e
v
e
lo

p
in

g

s
p
in

tr
o
n
ic

s
 r

e
s
e
a
rc

h

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 a

n
d
 n

e
tw

o
rk

ス
ピ

ン
ト

ロ
ニ

ク
ス

学
術

研
究

基
盤

の
構

築
を

進
め

、
材

料
科

学
お

よ
び

物
理

学
、

ス
ト

レ
ー

ジ
、

メ
モ

リ
お

よ

び
ロ

ジ
ッ

ク
、

量
子

情
報

の
分

野
間

お
よ

び
研

究
機

関
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

、
さ

ら
に

将
来

の
研

究
開

発
を

担
う

人
材

育
成

を
行

う
。

さ
ま

ざ
ま

な
物

質
中

の
「
ス

ピ
ン

」
の

生
成

、
蓄

積
、

流
れ

（
ス

ピ
ン

流
）
を

理
解

し
制

御
す

る
こ

と
に

よ
り

、
多

様

な
新

し
い

物
理

現
象

が
生

じ
、

異
分

野
を

横
断

す
る

豊
か

な
学

術
の

創
造

と
そ

れ
ら

を
利

用
し

た
革

新
的

技
術

の
創

出
が

期
待

さ
れ

る
。

大
容

量
ス

ト
ー

レ
ー

ジ
や

メ
モ

リ
、

新

機
能

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

・
論

理
回

路
、

低

消
費

電
力

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
右

脳
型

の
柔

軟
な

情
報

処
理

、
新

し
い

計
測

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

の
開

発
が

進

み
、

新
産

業
の

創
造

、
環

境
に

や
さ

し
い

社
会

基
盤

の
構

築
に

貢
献

す

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
ス

ピ
ン

ト

ロ
ニ

ク
ス

連
携

研
究

教
育

セ
ン

タ
ー

を
設

立
、

学
術

基
盤

と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
、

研
究

成
果

を
産

業
応

用
へ

展
開

ス
ピ

ン
ト

ロ
ニ

ク
ス

連
携

研
究

教
育

セ
ン

タ
ー

の

設
立

と
維

持
1
6
、

同
支

部
の

設
立

と
維

持
1
4
、

特
任

教
員

・
研

究
員

の

雇
用

費
9
、

設
備

備
品

費
・
消

耗
品

費
8
、

国
際

会
議

・
ス

ク
ー

ル
・
研

究

会
な

ど
の

開
催

費
・
招

聘
旅

費
2
、

広
報

・
成

果

報
告

・
出

版
費

 1

国
内

主
要

大
学

に
設

立
す

る
ス

ピ
ン

ト
ロ

ニ
ク

ス
連

携
研

究
教

育

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
支

部

1
5
4

2
7
-
1

最
先

端
プ

ラ
ズ

マ
科

学
グ

ロ
ー

バ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
の

形
成

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
 o

f 
g
lo

b
a
l 
in

n
o
v
a
ti
o
n

re
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r 
w

it
h
 a

d
v
a
n
c
e
d

p
la

s
m

a
 s

c
ie

n
c
e

我
が

国
が

世
界

に
誇

る
プ

ラ
ズ

マ
科

学
技

術
を

基
盤

と
し

、
名

古
屋

大
学

を
中

心
と

し
た

研
究

機
関

連
携

に

よ
っ

て
、

グ
リ

ー
ン

・
ラ

イ
フ

及
び

安

心
・
安

全
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
先

導
す

る
世

界
最

高
峰

の
拠

点
を

構
築

す

る
。

プ
ラ

ズ
マ

と
物

質
や

生
体

と
の

相
互

作
用

が
創

出
す

る
非

平
衡

・
物

理
化

学
反

応
場

に
お

け
る

新
現

象
に

挑
戦

す
る

。
多

様
な

学
際

領
域

の
境

界
を

破
り

、
融

合
・
体

系
化

に
よ

っ
て

新
学

理
「
プ

ラ
ズ

マ
科

学
」
の

確
立

と
イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

を
実

現
す

る
。

プ
ラ

ズ
マ

科
学

技
術

の
発

展
は

、
グ

リ
ー

ン
、

ラ
イ

フ
、

安
全

安
心

の
全

分

野
に

亘
っ

て
未

来
産

業
を

創
成

す

る
。

次
世

代
の

車
、

高
効

率
太

陽
電

池
・
燃

料
電

池
、

食
の

安
全

、
が

ん

治
療

な
ど

国
民

の
活

力
と

な
る

社
会

シ
ス

テ
ム

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

繋
が

る
。

H
2
5
-
H

2
7
：
研

究
棟

建
設

、
連

携
体

制
整

備 H
2
8
-
H

3
2
：
産

官
学

連
携

・
技

術
移

転
の

拡
充

H
3
3
-
H

3
4
：
次

期
拠

点
基

本
計

画
策

定

国
際

共
同

利
用

施
設

[実
験

棟
+
教

育
研

究
棟

]

8
0

、
共

同
利

用
装

置

5
0
、

運
営

費
1
0
/
年

×
1
0

年
（
研

究
者

の
国

際
公

募
、

設
備

技
術

者
の

雇

用
、

諸
外

国
と

の
人

事

交
流

、
継

続
的

環
境

整

備
）

「
最

先
端

プ
ラ

ズ
マ

科
学

グ
ロ

ー

バ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
」
：
名

古
屋

大
学

「
プ

ラ
ズ

マ
科

学
イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
」
を

中
心

機

関
と

し
、

九
州

大
学

プ
ラ

ズ
マ

ナ

ノ
界

面
工

学
セ

ン
タ

ー
、

東
京

大

学
、

東
北

大
学

と
連

携
。

1
5
5

2
7
-
1

先
端

ナ
ノ

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

大
規

模
研

究

計
画

L
a
rg

e
-
s
c
a
le

 n
e
tw

o
rk

 o
n

in
n
o
v
a
ti
v
e
 a

n
d
 a

d
v
a
n
c
e
d

n
a
n
o
p
h
o
to

n
ic

s
 r

e
s
e
a
rc

h

ナ
ノ

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

研
究

を
、

我
が

国

の
叡

智
を

結
集

し
つ

つ
、

大
規

模
に

展
開

こ
と

に
よ

り
将

来
の

情
報

処
理

・

通
信

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
ラ

イ
フ

サ
イ

エ

ン
ス

、
材

料
分

野
に

革
新

と
イ

ノ
ベ

ー

シ
ョ

ン
を

も
た

ら
す

融
合

学
術

領
域

の
開

拓
を

目
指

す
。

ナ
ノ

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

は
、

幅
広

い
応

用

へ
の

期
待

か
ら

、
今

後
の

重
要

な
学

術
分

野
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
本

計
画

に
よ

り
、

学
術

・

技
術

の
両

面
に

お
け

る
新

た
な

ブ
レ

イ
ク

ス
ル

ー
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
が

期
待

さ
れ

る
。

将
来

の
国

民
生

活
を

支
え

る
情

報
技

術
の

基
盤

技
術

と
し

て
だ

け
で

な
く
、

健
康

福
祉

社
会

へ
の

貢
献

、
太

陽
光

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
の

革
新

的
発

展
、

超
小

型
高

感
度

セ
ン

サ
ー

の
実

現
な

ど
、

高
度

医
療

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

解
決

へ
の

貢
献

も
期

待
さ

れ
る

。

H
2
6
-
H

2
8
：
先

端
ナ

ノ
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
大

規

模
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
準

備
・
構

築
・
運

営

○
拠

点
構

築
：
設

備
3
0
、

環
境

構
築

3
5

○
維

持
運

営
：
研

究
拠

点
運

営
8
0
、

事
務

局
運

営
5

京
大

、
東

大
、

東
工

大
、

阪
大

、

横
国

大
、

東
北

大
、

北
大

、
慶

大
、

早
大

、
産

総
研

、
理

研
、

物

材
機

構
等

の
大

学
研

究
機

関
、

Ｎ
Ｅ

Ｃ
、

東
芝

、
三

菱
、

日
立

、
浜

松
ホ

ト
ニ

ク
ス

、
ロ

ー
ム

、
富

士

通
、

沖
電

気
、

N
T
T
等

1
5
6

2
7
-
1

統
合

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

集
積

化
共

通

基
盤

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

に
む

け

た
研

究
開

発
拠

点
整

備

C
e
n
te

r 
o
f 

e
x
c
e
ll
e
n
c
e
 f

o
r

fo
rm

a
ti
o
n
 o

f 
in

te
g
ra

te
d

e
le

c
tr

o
n
ic

s
 p

la
tf

o
rm

社
会

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
主

導
の

統
合

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク

ス
集

積
化

共
通

基
盤

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
世

界
に

先
駆

け
て

構
築

し
、

そ
の

成
果

を
産

業
界

へ
シ

ー
ム

レ
ス

に
提

供
す

る
た

め
の

研
究

開
発

拠
点

を
整

備
す

る
。

統
合

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

の
よ

う
な

学

際
的

な
分

野
で

は
、

分
野

間
の

交
流

が
促

進
さ

れ
、

新
た

な
学

術
領

域
が

創
造

さ
れ

る
可

能
性

が
高

く
、

我
が

国
の

学
術

研
究

に
大

き
く

寄
与

で
き

る
。

統
合

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

の
進

展
に

よ

り
、

我
が

国
の

基
礎

研
究

の
蓄

積
が

各
種

の
社

会
的

な
課

題
解

決
に

活

か
さ

れ
る

可
能

性
が

高
く

、
社

会
に

大
き

く
貢

献
で

き
る

。

H
2
7
-
H

2
9
：
新

機
能

と
技

術
課

題
の

抽

出 H
3
0
-
H

3
2
：
技

術
の

絞
り

込
み

と
種

集
積

化 H
3
3
-
H

3
6
：
集

積
化

基
盤

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

拠
点

大
学

の
設

備
更

新
・
維

持
3
0
0
、

T
IA

の
設

備
更

新
・

維
持

4
0
0

、

シ
ャ

ト
ル

便
補

助
費

5
0
、

ポ
ス

ド
ク

人
件

費
・
大

学

院
生

支
援

1
0
0

新
た

に
組

織
す

る
統

合
エ

レ
ク

ト

ロ
ニ

ク
ス

大
学

連
合

（
仮

称
）
、

お

よ
び

国
の

補
助

に
よ

り
新

た
に

立

ち
上

げ
る

独
立

研
究

開
発

拠
点

組
織

総 合 工 学

54



【
区
分
Ⅰ
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
5
7

2
7
-
2

複
雑

系
数

理
モ

デ
ル

学
に

基
づ

く
数

理
知

の
統

合
と

そ
の

分
野

横
断

的
科

学
・
技

術
応

用

S
y
n
th

e
s
is

 o
f 

m
a
th

e
m

a
ti
c
a
l

k
n
o
w

le
d
g
e
 a

n
d
 i
ts

tr
a
n
s
d
is

c
ip

li
n
a
ry

 a
p
p
li
c
a
ti
o
n
s
 i
n

s
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y
 o

n
 t

h
e

b
a
s
is

 o
f 

m
a
th

e
m

a
ti
c
a
l 
th

e
o
ry

 f
o
r

m
o
d
e
li
n
g
 c

o
m

p
le

x
 s

y
s
te

m
s

様
々

な
科

学
・
技

術
応

用
に

関
わ

る

複
雑

問
題

、
複

雑
現

象
や

複
雑

シ
ス

テ
ム

を
対

象
と

し
、

そ
れ

ら
を

数
理

的
に

解
明

・
解

決
す

る
複

雑
系

数
理

モ
デ

ル
学

に
基

づ
く

数
理

知
の

統
合

と
そ

の
分

野
横

断
的

科
学

・
技

術
応

用
の

研
究

を
目

指
す

。

F
IR

S
T

最
先

端
数

理
モ

デ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

な
ど

の
成

果
を

基
盤

と
し

て
、

複
雑

系
数

理
モ

デ
ル

学
に

基
づ

く
数

理
知

の
統

合
と

そ
の

分
野

横
断

的
科

学
・
技

術
応

用
の

た
め

の
数

理

基
盤

を
あ

ら
た

に
確

立
す

る
点

に
、

大
き

な
特

徴
と

独
自

性
が

あ
る

。

ラ
イ

フ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
グ

リ
ー

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
震

災
復

興
イ

ノ
ベ

ー

シ
ョ

ン
等

、
知

的
・
経

済
的

・
産

業
的

価
値

の
創

出
が

期
待

さ
れ

る
。

ま

た
、

数
学

の
社

会
へ

の
貢

献
を

示
す

こ
と

で
、

中
高

生
の

数
学

へ
の

興
味

が
増

す
こ

と
も

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

2
7
：
数

理
モ

デ
ル

学

H
2
8
-
H

3
3
：
数

理
知

の
統

合
、

科
学

技
術

へ
の

応
用

H
3
4
-
H

3
5
：
数

理
的

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

完
成

初
期

投
資

2
（
研

究
実

施

場
所

整
備

1
、

数
値

解
析

用
大

型
計

算
機

の
整

備

1
）
、

運
営

費
3
0
（
人

件
費

1
5
、

物
品

費
1
0
、

他
5
）

東
京

大
学

生
産

技
術

研
究

所
と

同
大

学
院

情
報

理
工

学
系

研
究

科
を

主
な

実
施

機
関

と
し

、
同

大

学
院

数
理

科
学

研
究

科
等

他
研

究
科

さ
ら

に
は

国
内

の
諸

大
学

と
連

携
し

て
行

な
う

。

1
5
8

2
7
-
2

マ
ル

チ
ス

ケ
ー

ル
で

循
環

す
る

水
活

用
シ

ス
テ

ム
を

実
現

す
る

知
の

統
合

学 C
o
n
s
il
ie

n
c
e
 f

o
r 

w
a
te

r

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 u

ti
li
zi

n
g
 m

u
lt
i-

s
c
a
le

 w
a
te

r 
c
ir
c
u
la

ti
o
n

本
研

究
は

、
自

然
と

循
環

し
多

面
性

を
有

す
る

水
を

時
空

間
的

に
異

な
る

ス
ケ

ー
ル

を
持

つ
階

層
化

さ
れ

た
動

的
シ

ス
テ

ム
と

し
て

捉
え

、
産

官
学

の
幅

広
い

分
野

の
知

識
集

積
と

そ
の

活
用

を
可

能
と

す
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
の

確
立

を
目

指
す

。

構
築

を
目

指
す

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
、

社
会

的
課

題
解

決
に

向
け

た
統

合
的

シ
ス

テ
ム

設
計

手
法

の
確

立
と

い
う

学
術

的
意

義
に

加
え

、
諸

課
題

を
解

決
す

る
実

シ
ス

テ
ム

実
現

に
向

け
た

産
官

学
連

携
促

進
の

共
通

基

盤
と

し
て

の
重

要
な

役
割

を
果

た

す
。

本
計

画
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
環

境
・
医

療
と

い
っ

た
課

題
の

個
別

的
解

決
を

考
え

る
の

で
は

な
く

、
「
水

循
環

」
を

キ
ー

と
し

て
シ

ス
テ

ム
設

計
の

観
点

で
そ

れ
ら

を
総

合
的

に
検

討
す

る
も

の
で

、
縦

割
り

行
政

か
ら

の
脱

却
に

一
石

を
投

じ
る

可
能

性
が

大
で

あ

る
。

H
2
6
-
H

3
5

セ
ン

タ
ー

運
営

費
5
、

公

募
研

究
費

1
1
6

東
京

大
学

情
報

理
工

学
系

研

究
科

、
グ

ロ
ー

カ
ル

水
利

用
シ

ス

テ
ム

研
究

セ
ン

タ
ー

1
5
9

2
7
-
2

食
・
素

材
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
の

バ
イ

オ
マ

ス
の

徹
底

利
用

を
実

現
し

好
循

環
型

社
会

構
築

を
目

指
す

分
野

横
断

的
研

究
拠

点
の

形
成

In
te

rd
is

c
ip

li
n
a
ry

 r
e
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r

fo
r 

s
u
s
ta

in
a
b
le

 s
o
c
ie

ty
 w

it
h

b
io

m
a
s
s
 e

n
g
in

e
e
re

d
 s

y
s
te

m
s
 f

o
r

fo
o
d
, 
m

a
te

ri
a
ls

 a
n
d
 e

n
e
rg

y

広
範

な
学

術
分

野
の

叡
智

を
集

め
た

研
究

拠
点

を
形

成
、

特
性

に
応

じ
た

バ
イ

オ
マ

ス
の

多
段

徹
底

利
用

を
実

現
す

る
プ

ロ
セ

ス
構

築
、

地
域

の
産

業
構

造
や

ニ
ー

ズ
を

考
慮

し
た

自
立

型
社

会
シ

ス
テ

ム
構

築
、

俯
瞰

的
に

物
事

を
考

察
で

き
る

技
術

者
育

成
を

実
施

。

歴
史

の
浅

い
バ

イ
オ

マ
ス

利
活

用
に

関
連

す
る

学
問

を
化

石
資

源
利

用
に

匹
敵

す
る

レ
ベ

ル
ま

で
短

期
間

で
発

展
さ

せ
る

た
め

、
広

範
な

学
術

分
野

で
個

別
に

蓄
積

さ
れ

つ
つ

あ
る

知
見

や
情

報
の

集
約

と
強

固
な

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
形

成
、

学
術

の
融

合
や

創
生

を
図

る
。

新
規

な
地

域
産

業
創

出
、

環
境

負
荷

軽
減

、
自

立
・
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー

供
給

体
制

強
化

な
ど

が
実

現
可

能
と

な
る

た
め

経
済

的
・
産

業
的

価
値

の

大
き

さ
は

計
り

知
れ

ず
、

国
民

生
活

に
大

き
な

利
益

を
も

た
ら

す
た

め
国

民
の

理
解

に
沿

っ
た

高
い

有
益

性
を

持
つ

。

研
究

期
間

1
0
年

（
①

研
究

セ
ン

タ
ー

と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

形
成

②
知

見
や

情

報
を

統
合

的
に

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
③

シ
ス

テ
ム

の
設

計

ツ
ー

ル
確

立
）

セ
ン

タ
ー

建
設

・
研

究
設

備
1
5
0
、

運
営

費
等

3
0
0

東
北

大
学

を
中

心
に

バ
イ

オ
マ

ス
事

業
化

戦
略

研
究

セ
ン

タ
ー

を
設

置
、

低
炭

素
社

会
戦

略
セ

ン
タ

ー
や

地
球

環
境

産
業

技
術

研
究

機
を

は
じ

め
、

各
大

学
や

研
究

所
の

関
連

施
設

と
連

携
し

て
バ

ー
チ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠

点
を

形
成

1
6
0

2
7
-
2

日
本

社
会

の
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
デ

ザ

イ
ン

を
実

現
す

る
知

の
統

合
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

「
バ

ー
チ

ャ
ル

J
a
p
a
n
」
構

築

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
“
V

ir
tu

a
l 
J
a
p
a
n
”
,

tr
a
n
s
d
is

c
ip

li
n
a
ry

 u
n
if
ic

a
ti
o
n

p
la

tf
o
rm

 o
f 

k
n
o
w

le
d
g
e
 a

n
d

w
is

d
o
m

 f
o
r 

in
te

ra
c
ti
v
e
 d

e
s
ig

n
 o

f

J
a
p
a
n

複
合

的
課

題
解

決
や

影
響

軽
減

に

向
け

て
、

新
技

術
や

社
会

制
度

を
、

利
害

関
係

者
が

参
加

し
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
か

つ
定

量
的

に
デ

ザ
イ

ン
し

、

社
会

的
合

意
形

成
を

促
進

す
る

た
め

の
、

知
の

統
合

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を

構
築

す
る

。

人
間

・
社

会
系

、
生

態
系

、
自

然
環

境
、

人
工

物
等

が
相

互
作

用
す

る
現

実
社

会
を

、
定

量
的

に
模

擬
可

能
な

統
合

モ
デ

ル
に

再
構

築
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

異
学

術
分

野
の

相
互

作
用

に
焦

点
を

あ
て

た
新

学
術

分
野

を
創

成
で

き
る

。

日
本

社
会

の
複

雑
な

因
果

関
係

を
、

利
害

関
係

者
に

よ
る

バ
ー

チ
ャ

ル

J
a
p
a
n
の

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
使

用

に
よ

っ
て

定
量

的
に

把
握

で
き

、
そ

の
結

果
、

社
会

的
課

題
解

決
に

向
け

て
国

民
の

社
会

的
合

意
形

成
を

促

進
で

き
る

。

H
2
5
-
H

3
1

総
額

4
2
.9

拠
点

整
備

費
5
、

研
究

費

7
、

シ
ス

テ
ム

開
発

費

1
5
、

設
備

運
営

費
4
.2

、

人
件

費
4
.8

、
シ

ス
テ

ム

検
証

費
3
.6

、
旅

費
1
.8

、

国
際

シ
ン

ポ
開

催
費

1
.5

東
大

工
学

系
及

び
情

報
理

工
学

系
研

究
科

に
中

核
拠

点
を

設

立
。

計
測

自
動

制
御

学
会

、
日

本
計

算
力

学
連

合
等

に
所

属
す

る
研

究
者

、
日

本
自

動
車

研
究

所
、

鉄
道

総
研

等
の

研
究

所
・
企

業
の

主
任

研
究

員
ク

ラ
ス

が
参

画
。

1
6
1

2
7
-
2

統
合

的
リ

ス
ク

情
報

シ
ス

テ
ム

科
学

の
確

立
と

社
会

実
装

を
加

速
す

る
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

型
研

究
基

盤
構

築

E
s
ta

b
li
s
h
in

g
 t

h
e
 i
n
te

g
ra

te
d
 r

is
k

in
fo

rm
a
ti
o
n
 s

y
s
te

m
 s

c
ie

n
c
e
 w

it
h

th
e
 r

e
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 o
f

e
x
c
e
ll
e
n
c
e
 f

o
r 

it
s
 f

o
u
n
d
a
ti
o
n
 o

f

s
o
c
ia

l 
im

p
le

m
e
n
ta

ti
o
n

個
別

学
術

領
域

に
分

散
す

る
多

様
な

リ
ス

ク
科

学
方

法
論

を
統

合
す

る
俯

瞰
的

リ
ス

ク
科

学
の

理
念

・
体

系
・
教

育
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
、

こ
の

学
術

を

全
国

の
研

究
教

育
機

関
が

共
同

利

用
可

能
な

仕
組

み
の

構
築

に
よ

り
、

国
民

へ
安

全
・
安

心
を

提
供

す
る

。

個
々

の
事

象
に

と
ど

ま
ら

ず
、

集
約

的
に

抽
象

化
・
汎

用
化

さ
れ

た
リ

ス
ク

モ
ー

ド
を

用
い

て
異

分
野

融
合

的
研

究
の

推
進

拠
点

形
成

に
よ

り
、

個
別

リ
ス

ク
科

学
領

域
の

専
門

家
の

知
を

他
領

域
の

リ
ス

ク
表

出
化

に
お

い
て

再
利

用
す

る
こ

と
を

可
能

と
す

る
。

俯
瞰

的
リ

ス
ク

科
学

形
成

と
そ

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
学

術
シ

ス
テ

ム
に

よ

り
、

地
震

と
そ

れ
に

対
す

る
災

害
の

発
生

、
製

品
安

全
、

食
品

安
全

、
自

殺
な

ど
の

喫
緊

の
社

会
課

題
に

対

し
、

安
全

・
安

心
を

希
求

す
る

国
民

の

期
待

に
応

え
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

。

H
2
6
-
H

3
2

中
核

支
援

拠
点

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
整

備
・
拠

点
間

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・

S
N

S
形

成
費

4
、

教
育

拠

点
整

備
費

4
、

基
幹

研
究

拠
点

形
成

整
備

費
4
、

定

常
研

究
運

営
経

費

1
9
.8

、
国

際
学

会
組

織

開
催

費
1
.5

基
幹

研
究

拠
点

を
東

大
、

島
根

大
、

九
大

、
明

治
大

に
、

実
装

拠

点
を

地
震

予
知

振
興

会
、

電
通

大
、

医
薬

品
・
食

品
衛

生
研

、
同

志
社

大
、

精
神

・
神

経
医

療
研

究

セ
ン

タ
ー

に
、

教
育

拠
点

を
筑

波

大
、

支
援

拠
点

を
統

数
研

に
置

く
。

総 合 工 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
6
2

2
7
-
3

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

高
効

率
回

収
・
有

効

利
用

技
術

の
開

発

In
n
o
v
a
ti
v
e
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

 f
o
r 

e
ff

ic
ie

n
t

s
to

ra
g
e
 a

n
d
 u

ti
li
za

ti
o
n
 o

f 
th

e
rm

a
l

e
n
e
rg

y

化
学

蓄
熱

を
用

い
て

、
大

量
に

排
出

さ
れ

て
い

る
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

回

収
、

貯
蔵

、
輸

送
技

術
の

研
究

開
発

と
社

会
的

実
装

性
の

検
討

を
行

う
。

化
学

、
伝

熱
、

機
械

工
学

、
シ

ス
テ

ム
工

学
な

ど
、

熱
利

用
技

術
が

必
要

と
す

る
学

問
分

野
と

連
携

し
て

新
た

な
総

合
的

な
研

究
分

野
、

学
問

体
系

の
創

出
も

視
野

に
入

れ
た

取
り

組
み

に
発

展
す

る
契

機
と

な
る

。

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
二

酸
化

炭
素

排
出

削
減

と
い

う
国

民
的

要
望

に
応

え
る

だ
け

で
な

く
、

新
産

業
分

野
の

創
出

、

産
業

力
向

上
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
負

担
の

軽
減

に
直

結
す

る
。

H
2
6
-
H

2
9
：
技

術
開

発
セ

ン
タ

ー

H
2
6
-
H

3
5
：
施

設
建

設
及

び
運

転
、

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

H
3
0
-
H

3
5
：
社

会
実

装
性

検
証

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

技

術
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー

建
設

2
0
、

運
営

費
2
6
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

研
究

費

5
0
、

研
究

設
備

3

東
工

大
：
化

学
蓄

熱
材

開
発

、
名

大
：
吸

着
式

冷
熱

発
生

装
置

開

発
、

九
大

：
吸

着
式

高
温

蒸
気

発

生
装

置
開

発
、

東
北

大
：
高

伝
熱

性
材

設
計

、
北

大
：
熱

輸
送

技
術

実
用

化
、

三
菱

化
学

：
排

熱
利

用

シ
ス

テ
ム

の
社

会
実

装
性

検
証

1
6
3

2
7
-
7

計
算

科
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

先
端

基

盤
国

際
共

同
拠

点

In
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
jo

in
t 

c
e
n
te

r 
fo

r

fr
o
n
t 

b
a
s
e
s
 d

ri
v
e
n
 c

o
m

p
u
ta

ti
o
n
a
l

s
c
ie

n
ti
fi
c
 s

im
u
la

ti
o
n

京
や

今
後

の
エ

ク
サ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
能

力
を

最
大

限
に

利
用

す
る

た
め

の
並

列
処

理
技

術
や

マ
ル

チ
ス

ケ
ー

ル
・
マ

ル
チ

フ
ィ

ジ
ク

ス
解

析
技

術
の

開
発

な
ど

を
効

率
良

く
行

う
た

め
の

計
算

科
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

先
端

基

盤
国

際
共

同
拠

点
の

設
置

の
計

画
。

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
化

の
た

め
の

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

、
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
科

学
、

維
持

・

改
良

・
発

展
を

効
率

良
く
行

う
た

め
の

新
し

い
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

、
品

質

保
証

に
基

づ
く

体
系

化
と

標
準

化
な

ど
の

学
術

領
域

に
貢

献
。

本
提

案
に

よ
り

横
糸

的
な

機
能

の
充

実
が

得
ら

れ
各

分
野

間
の

シ
ス

テ
マ

テ
ィ

ッ
ク

な
連

携
が

進
む

。
こ

れ
に

よ

り
本

領
域

の
研

究
の

効
率

は
各

段
に

向
上

し
、

計
算

科
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ

ン
分

野
で

我
が

国
が

他
国

を
凌

駕
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

H
2
7
-
H

2
8
：
陣

容
の

整
備

、
設

備
導

入
計

画
等

H
2
9
-
H

3
6

：
5

つ
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
実

現
の

た
め

の
実

践
と

委
託

計
算

の
受

注
等

総
額

4
4

初
期

投
資

8
、

運
営

費
等

3
6

理
化

学
研

究
所

の
計

算
科

学
研

究
機

構
、

部
科

学
省

H
P
C

I戦
略

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

一
般

社
団

法
人

H
P
C

Iコ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
と

協
力

し

本
提

案
組

織
は

、
数

・
数

理
科

学

を
ベ

ー
ス

に
研

究
推

進
と

人
材

育
成

を
担

当
。

1
6
4

2
7
-
7

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
科

学
的

発

見
を

促
す

統
合

可
視

化
技

術
の

開
発

と
そ

の
社

会
実

装
を

目
指

す
ビ

ジ
ュ

ア

ル
ア

ナ
リ

テ
ィ

ッ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
の

設
置

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
 o

f 
J
a
p
a
n
 v

is
u
a
l

a
n
a
ly

ti
c
s
 r

e
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r　
w

h
ic

h

a
im

s
 t

o
 d

e
v
e
lo

p
 a

n
 i
n
te

g
ra

te
d

e
n
v
ir
o
n
m

e
n
t 

fo
r 

fa
c
il
it
a
ti
n
g
 a

s
c
ie

n
ti
fi
c
 d

is
c
o
v
e
ry

 u
s
in

g
 b

ig

d
a
ta

計
算

科
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
か

ら

得
ら

れ
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

て

科
学

的
発

見
を

促
す

統
合

可
視

化

技
術

の
開

発
と

そ
の

社
会

実
装

を
実

現
す

る
た

め
の

研
究

セ
ン

タ
ー

：
ビ

ジ
ュ

ア
ル

ア
ナ

リ
テ

ィ
ッ

ク
ス

研
究

セ

ン
タ

ー
を

設
置

・
整

備
す

る
。

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
計

算
科

学
が

向
か

い
合

う
こ

と
に

よ
り

、
計

算
機

科
学

や

認
知

科
学

、
社

会
科

学
、

人
文

科
学

な
ど

と
の

連
携

が
実

現
さ

れ
、

複
雑

な
問

題
解

決
に

資
す

る
融

合
的

方
法

論
の

開
発

と
そ

の
実

践
に

繋
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
利

活
用

し
て

、
社

会

的
課

題
を

抽
出

し
、

政
策

メ
ニ

ュ
ー

を

社
会

に
提

供
す

る
上

で
、

V
A

技
術

は
、

大
変

有
用

だ
と

期
待

さ
れ

て
い

る
。

H
2
6
-
H

3
5

：
シ

ス
テ

ム
環

境
構

築
及

び

運
用

（
ビ

ジ
ュ

ア
ル

ア
ナ

リ
テ

ィ
ッ

ク
ス

環

境
）

総
額

7
1
,8

(H
2
6
-
H

2
8
)9

/
年

、

（
H

2
9
-
H

3
5
）
6
.4

/
年

主
な

実
施

機
関

は
京

都
大

学

で
、

実
行

組
織

と
し

て
慶

応
大

学
・
北

海
道

大
学

・
関

東
学

院
大

学
・
J
A

M
S
T
E
C

を
考

え
る

。

1
6
5

2
7
-
8

将
来

宇
宙

輸
送

機
の

実
現

に
向

け
た

重
要

技
術

の
実

証
と

実
証

環
境

の
整

備 D
e
m

o
n
s
tr

a
ti
o
n
s
 o

f 
c
o
re

te
c
h
n
o
lo

g
ie

s
 o

f 
fu

tu
re

 s
p
a
c
e

tr
a
n
s
p
o
rt

e
rs

 a
n
d
 p

re
p
a
ra

ti
o
n
 o

f

fa
c
il
it
ie

s

低
コ

ス
ト

宇
宙

輸
送

シ
ス

テ
ム

実
現

の
た

め
の

技
術

実
証

と
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

提
案

す
る

。
サ

ブ
オ

ー
ビ

タ
ル

機
を

用
い

て
制

御
技

術
を

、
ま

た
エ

ア
ブ

リ
ー

ザ
の

試
験

技
術

を
獲

得
す

る
。

運
用

拠
点

と
し

て
宇

宙
港

と
、

高

速
走

行
試

験
設

備
を

整
備

す
る

。

機
体

制
御

技
術

を
実

用
レ

ベ
ル

に
高

め
ら

れ
る

。
エ

ア
ブ

リ
ー

ザ
技

術
や

再
突

入
耐

熱
技

術
等

が
実

証
さ

れ

る
。

高
速

走
行

試
験

設
備

で
は

汎
用

的
に

試
験

可
能

。
宇

宙
港

は
実

証
機

の
運

用
だ

け
で

は
な

く
、

社
会

的
な

役
割

の
検

証
に

も
役

立
つ

。

宇
宙

輸
送

コ
ス

ト
が

劇
的

に
下

が

り
、

コ
ス

ト
面

で
実

現
に

至
ら

な
か

っ

た
産

業
分

野
に

機
会

が
提

供
さ

れ

る
。

エ
ア

ブ
リ

ー
ザ

と
有

翼
宇

宙
機

の
技

術
は

、
極

超
音

速
輸

送
機

の
開

発
に

も
つ

な
が

る
。

宇
宙

利
用

へ
の

理
解

、
知

的
興

味
の

増
進

も
図

れ

る
。

H
2
6
-
H

2
8

：
製

作
・

整
備

H
2
8
-
H

2
9
：
小

型
実

験
機

試
験

・
エ

ア
ブ

リ
ー

ザ
・
高

速
走

行

設
備

試
験

H
3
0
：
実

証
試

験
・
宇

宙
港

整
備

完
了

総
額

3
3
7

サ
ブ

オ
ー

ビ
タ

ル
実

証

機
の

研
究

5
5
、

エ
ア

ブ

リ
ー

ザ
と

エ
ア

ブ
リ

ー
ザ

実
証

機
の

研
究

1
5
0
、

宇

宙
港

整
備

1
2
0
、

高
速

走

行
試

験
設

備
1
2

本
提

案
の

主
要

な
項

目
は

J
A

X
A

、
九

工
大

、
H

A
T
IC

、
室

蘭
工

大
を

中
心

に
進

め
る

が
、

学
会

で
の

活
動

な
ど

を
通

し
て

産
学

官
で

協
調

し
A

ll
J
a
p
a
n

の

体
制

で
進

め
る

。

1
6
6

2
7
-
8

再
使

用
観

測
ロ

ケ
ッ

ト
計

画

R
e
u
s
a
b
le

 s
o
u
n
d
in

g
 r

o
c
k
e
t

p
ro

je
c
t

打
上

後
発

射
点

に
帰

還
す

る
再

使

用
観

測
ロ

ケ
ッ

ト
を

開
発

し
、

ユ
ー

ザ
ー

で
あ

る
研

究
者

に
低

コ
ス

ト
か

つ
質

的
に

異
な

る
革

新
的

な
実

験
機

会
を

提
供

す
る

。
開

発
と

「
実

運
用

」

を
通

し
て

将
来

の
宇

宙
往

還
シ

ス
テ

ム
に

必
要

な
基

礎
技

術
を

獲
得

す

る
。

低
コ

ス
ト

・
高

頻
度

か
つ

質
的

に
異

な

る
観

測
ロ

ケ
ッ

ト
実

験
環

境
が

提
供

さ
れ

る
こ

と
に

な
り

、
従

来
の

実
験

環

境
で

は
得

ら
れ

な
い

飛
躍

的
な

科
学

的
研

究
成

果
が

創
出

さ
れ

る
。

再
使

用
観

測
ロ

ケ
ッ

ト
の

実
用

化
・
実

利
用

に
よ

り
、

将
来

の
宇

宙
往

還
シ

ス
テ

ム
開

発
に

対
す

る
国

民
の

理
解

が
一

層
深

ま
る

。
関

連
産

業
が

活
性

化
さ

れ
る

と
と

も
に

、
新

し
い

産
業

創

出
も

見
込

め
、

経
済

的
効

果
が

期
待

で
き

る
。

技
術

実
証

フ
ェ

ー

ズ
：
～

F
Y
2
6

機
体

シ
ス

テ
ム

開

発
フ

ェ
ー

ズ
：

F
Y
2
7
-
F
Y
3
0

定
常

運
用

フ
ェ

ー

ズ
：
F
Y
3
1
～

再
使

用
観

測
ロ

ケ
ッ

ト
機

体
シ

ス
テ

ム
開

発
・
製

造
・
試

験
費

4
0
、

地
上

試

験
設

備
・
射

場
設

備
整

備
費

2
5
、

再
使

用
観

測

ロ
ケ

ッ
ト

エ
ン

ジ
ン

開
発

・

製
造

・
試

験
費

3
5

独
立

行
政

法
人

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

が
中

心
と

な
っ

て
実

施
す

る
。

総 合 工 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
    分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
6
7

2
7
-
8

学
術

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
多

様
な

ニ
ー

ズ

の
実

現
へ

向
け

た
超

小
型

衛
星

の
研

究
開

発
と

軌
道

上
実

証

R
e
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f

m
ic

ro
-
s
a
te

ll
it
e
s
 a

n
d
 t

h
e
ir
 i
n
-

o
rb

it
 d

e
m

o
n
s
tr

a
ti
o
n
 t

o
w

a
rd

s

re
a
li
za

ti
o
n
 o

f 
d
iv

e
rs

e
 n

e
e
d
s
 o

f

a
c
a
d
e
m

ic
 c

o
m

m
u
n
it
ie

s

超
小

型
衛

星
を

使
っ

て
、

複
数

の
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

中
に

あ
る

宇
宙

科

学
、

地
球

観
測

、
工

学
実

験
、

宇
宙

探
査

等
の

様
々

な
宇

宙
利

用
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

実
際

に
衛

星
を

開
発

・
打

ち
上

げ
、

所
定

の
ミ

ッ
シ

ョ

ン
を

果
た

す
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

萌
芽

的
で

あ
る

た
め

中
・
大

型
衛

星

で
は

実
現

し
え

な
い

が
き

わ
め

て
重

要
な

工
学

・
理

学
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

現

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
過

程
で

超
小

型

衛
星

の
要

素
技

術
・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

・
開

発
手

法
・
ミ

ッ
シ

ョ
ン

対
応

能

力
等

の
さ

ら
な

る
向

上
を

図
る

。

衛
星

開
発

利
用

コ
ス

ト
の

大
幅

な
低

下
に

よ
り

、
限

ら
れ

た
宇

宙
予

算
内

で
も

宇
宙

活
動

の
広

が
り

や
裾

野
拡

大
、

産
業

化
と

人
材

育
成

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

宇
宙

輸
送

、
宇

宙
環

境

監
視

や
地

震
予

知
な

ど
の

革
新

的

宇
宙

利
用

に
よ

る
社

会
貢

献
を

果
た

す
。

H
2
5

：
開

発
と

利
用

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

と
連

結

H
2
6
-
：
ミ

ッ
シ

ョ
ン

選

定
、

衛
星

開
発

、
打

ち
上

げ
運

用

年
1
機

ず
つ

選
抜

で
約

1
0
（
海

外
ロ

ケ
ッ

ト
）
o
r

8

（
日

本
の

ロ
ケ

ッ
ト

利

用
）
、

年
2
機

ず
つ

選
抜

で
約

1
8
o
r約

1
4
(内

訳
：

衛
星

開
発

：
5
-
7
/

機
な

ど
）

衛
星

開
発

：
東

京
大

学
を

中
心

と
す

る
「
ほ

ど
よ

し
P
J
」
の

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
開

発
・
運

用
・
利

用
：

各
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
P
Iを

中
心

と
す

る

連
携

組
織

1
6
8

2
7
-
8

宇
宙

探
査

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

支
え

る
宇

宙

技
術

実
証

プ
ロ

グ
ラ

ム

S
p
a
c
e
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y
 d

e
m

o
n
s
tr

a
ti
o
n

p
ro

g
ra

m
 f

o
r 

s
p
a
c
e
 e

x
p
lo

ra
ti
o
n

m
is

s
io

n
s

宇
宙

探
査

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

必
須

と
な

る

重
力

天
体

突
入

・
降

下
・
着

陸
＆

長

期
表

面
探

査
技

術
、

外
惑

星
領

域
往

復
＆

内
部

試
料

採
取

技
術

を
宇

宙

実
証

に
よ

っ
て

獲
得

し
、

科
学

成
果

を
追

及
す

る
こ

と
で

、
人

類
の

活
動

領
域

拡
大

や
宇

宙
科

学
等

に
寄

与

す
る

。

太
陽

系
の

様
々

な
天

体
で

長
期

間

表
面

を
観

測
し

、
内

部
試

料
を

持
ち

帰
る

探
査

が
可

能
と

な
り

、
生

命
が

生
ま

れ
た

地
球

と
い

う
惑

星
の

成
り

立
ち

を
探

求
し

、
人

類
の

存
続

に
不

可
欠

な
地

球
環

境
の

長
期

的
な

安

定
性

を
理

解
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。

・
人

類
の

活
動

領
域

拡
大

：
資

源
探

査
利

用
、

ス
ペ

ー
ス

ガ
ー

ド
等

・
裾

野
の

広
い

産
業

の
牽

引
：
製

造

業
、

防
災

・
減

災
、

グ
リ

ー
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

複
合

材
、

遠
隔

医
療

、

新
電

子
デ

バ
イ

ス
等

・
科

学
啓

蒙
・
教

育

・
S
T
E
M

分
野

の
人

材
育

成

H
2
7
-
H

3
5
：
火

星

H
2
8
-
H

3
6
：
月

面

H
2
7
-
H

4
8

：
木

星
ト

ロ
ヤ

群
小

惑
星

H
3
3
-
H

5
5
：
土

星
衛

星
エ

ン
セ

ラ
ダ

ス

総
額

1
8
0
5

火
星

探
査

技
術

実
証

4
8
0
、

月
面

長
期

探
査

技

術
実

証
5
0
0
、

木
星

ト
ロ

ヤ
群

小
惑

星
探

査
技

術

実
証

3
4
5
、

土
星

衛
星

エ

ン
セ

ラ
ダ

ス
探

査
技

術

実
証

4
8
0

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

が
中

心
と

な
り

、
探

査
機

開
発

・
打

ち

上
げ

・
運

用
を

行
う

。
多

数
の

大

学
・
研

究
所

の
研

究
者

も
大

勢

本
計

画
に

加
わ

る
。

1
6
9

2
7
-
8

高
高

度
滞

空
型

無
人

航
空

機
シ

ス
テ

ム
技

術
基

盤
確

立
と

利
用

分
野

創
成

E
s
ta

b
li
s
h
in

g
 u

n
d
e
rl
y
in

g

te
c
h
n
o
lo

g
ie

s
 f

o
r 

h
ig

h
 a

lt
it
u
d
e

lo
n
g
 e

n
d
u
ra

n
c
e
 u

n
m

a
n
n
e
d

a
ir
c
ra

ft
 s

y
s
te

m
s
 a

n
d
 n

e
w

a
p
p
li
c
a
ti
o
n
 f

ie
ld

s

従
来

の
航

空
機

で
は

不
可

能
な

長

時
間

の
観

測
や

通
信

中
継

な
ど

を
可

能
と

す
る

高
高

度
滞

空
型

無
人

航
空

機
シ

ス
テ

ム
を

実
現

す
る

た
め

、
基

盤
技

術
の

研
究

開
発

と
シ

ス
テ

ム
実

証
を

通
じ

て
、

そ
の

技
術

基
盤

を
確

立
し

、
利

用
分

野
を

創
成

す
る

。

技
術

研
究

開
発

の
成

果
は

、
航

空
機

及
び

航
空

交
通

シ
ス

テ
ム

の
高

効

率
化

や
安

全
性

向
上

に
寄

与
す

る
。

ま
た

、
高

高
度

滞
空

型
無

人
航

空
機

シ
ス

テ
ム

は
新

し
い

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ

ン
グ

手
段

と
し

て
気

象
、

地
球

・
海

洋

科
学

等
の

発
展

に
貢

献
す

る
。

高
高

度
滞

空
型

無
人

航
空

機
シ

ス

テ
ム

は
、

防
災

、
安

全
保

障
、

地
球

環
境

問
題

等
の

社
会

的
課

題
/
リ

ス

ク
へ

の
対

応
能

力
を

向
上

し
、

安
全

・

安
心

な
社

会
の

実
現

に
貢

献
す

る
。

ま
た

、
無

人
航

空
機

の
非

軍
事

利
用

分
野

（
市

場
）
を

主
導

で
き

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
基

盤
技

術
研

究
開

発

H
2
9
-
H

3
2
：
利

用
実

証
シ

ス
テ

ム
開

発

○
基

盤
技

術
研

究
開

発
：
高

高
度

滞
空

技
術

2
0

、
安

全
運

航
技

術

1
0
、

利
用

技
術

5

〇
利

用
実

証
シ

ス
テ

ム

開
発

：
詳

細
設

計
2
5
、

エ

ン
ジ

ン
開

発
試

験
2
5
、

機
体

製
造

4
5
、

運
航

シ

ス
テ

ム
開

発
3
0
、

飛
行

試
験

5

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

、
東

京
大

学
、

電
子

航
法

研
究

所
ほ

か
、

国
内

の
航

空
機

メ
ー

カ
、

大

学
、

研
究

所

1
7
0

2
7
-
9

海
洋

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
開

発
の

た
め

の
総

合
研

究
試

験
施

設

C
o
m

p
re

h
e
n
s
iv

e
 r

e
s
e
a
rc

h
 a

n
d

te
s
ti
n
g
 c

e
n
te

r 
o
f 

o
c
e
a
n

re
n
e
w

a
b
le

 e
n
e
rg

y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t

海
洋

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用

の
事

業
化

に
向

け
て

、
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

と
連

携
し

、
機

器
の

開
発

・
認

証

に
関

し
て

、
開

発
、

学
術

、
教

育
面

で

の
総

合
的

な
支

援
体

制
を

構
築

し
、

わ
が

国
が

世
界

を
リ

ー
ド

で
き

る
存

在
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。

海
洋

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

開

発
は

、
新

た
な

形
式

や
方

式
が

次
々

と
提

案
さ

れ
る

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

な
技

術

分
野

で
あ

る
。

先
行

す
る

欧
米

と
連

携
し

て
、

解
析

技
術

、
安

全
安

心
の

実
現

に
向

け
て

知
見

の
蓄

積
し

研
究

す
る

中
核

的
組

織
と

な
る

。

海
洋

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に

関
し

て
は

、
資

源
量

の
大

き
さ

な
ど

か
ら

、
コ

ス
ト

の
低

減
、

信
頼

性
の

向

上
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

わ
が

国
の

エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

に
お

い
て

重
要

な
位

置
を

占
め

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、

国

民
全

般
の

期
待

も
大

き
い

。

初
年

度
：
本

部
機

能

立
上

と
全

体
プ

ラ
ン

確
定

2
-
3
年

度
：
試

験
施

設
建

設

4
年

度
：
施

設
完

成
、

機
能

確
認

5
年

度
以

降
：

活
動

本
格

化

本
部

機
能

5
、

実
海

域
再

現
に

よ
る

安
全

・
性

能
評

価
施

設
5
0
、

ド
ラ

イ
ブ

ト

レ
イ

ン
試

験
施

設
1
5
、

翼

の
構

造
試

験
施

設
1
0

本
部

に
て

企
画

・
運

営
を

行
う

。

企
画

・
運

営
に

参
画

す
る

機
関

：

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
運

営
機

関
、

東

大
、

九
大

、
京

大
、

佐
賀

大
他

の

関
連

大
学

、
海

技
研

、
港

湾
空

港
研

、
産

総
研

、
海

洋
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

利
用

推
進

機
構

総 合 工 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

総 合 工 学

1
7
1

2
7
-
9

フ
ル

デ
プ

ス
有

人
潜

水
調

査
船

開
発

と
超

深
海

海
溝

生
命

圏
探

査
計

画

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

fu
ll
-
d
e
p
th

m
a
n
n
e
d
 r

e
s
e
a
rc

h
 s

u
b
m

e
rs

ib
le

a
n
d
 i
ts

 a
p
p
li
c
a
ti
o
n
 t

o
 u

lt
ra

-
d
e
e
p

tr
e
n
c
h
 e

c
o
s
y
s
te

m
s
 r

e
s
e
a
rc

h

「
地

球
最

後
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

」
で

あ
る

超
深

海
海

溝
域

の
豊

か
な

生
命

圏

の
学

術
上

の
重

要
性

は
高

い
。

海
洋

最
深

部
に

お
い

て
「
科

学
者

に
よ

る

直
接

観
察

」
を

可
能

と
す

る
有

人
潜

水
調

査
船

を
開

発
・
建

造
し

、
極

限

環
境

生
命

圏
の

解
明

等
に

挑
む

。

超
深

海
海

溝
域

の
プ

レ
ー

ト
沈

み
込

み
現

場
に

お
け

る
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

生

命
現

象
を

、
人

間
の

全
感

覚
を

生
か

す
「
フ

ル
デ

プ
ス

有
人

潜
水

船
」
で

探

査
す

る
こ

と
は

、
科

学
の

限
界

へ
の

挑
戦

で
あ

る
と

共
に

、
先

端
技

術
を

飛
躍

的
に

進
化

さ
せ

る
。

世
界

最
先

端
技

術
レ

ベ
ル

の
フ

ル
デ

プ
ス

潜
水

船
は

多
く

の
技

術
の

集
合

体
で

あ
り

、
そ

こ
で

開
発

さ
れ

る
要

素

技
術

の
応

用
は

日
本

の
産

業
発

展

に
貢

献
す

る
。

ま
た

巨
大

地
震

の
調

査
な

ど
国

民
の

高
い

海
洋

へ
の

関

心
に

的
確

に
応

え
得

る
。

有
人

潜
水

調
査

船
：

H
2
5
-
H

3
0

要
素

技

術
検

討
・
開

発

H
3
1
-
H

3
4
建

造
・
試

験 調
査

船
母

船
：

H
2
8
-
H

3
0
建

造

H
3
5
-
（
運

用
）

フ
ル

デ
プ

ス
有

人
潜

水

調
査

船
建

造
費

3
0
0
、

有

人
潜

水
調

査
船

母
船

2
0
0
、

超
深

海
ト

ー
タ

ル

オ
ブ

ザ
ー

バ
ト

リ
ー

開

発
5
0
、

研
究

費
1
0
0
（
1
0
/

年
）

「
フ

ル
デ

プ
ス

有
人

潜
水

調
査

船
」
建

造
と

そ
の

運
用

、
お

よ
び

超
深

海
海

溝
生

命
圏

探
査

研
究

は
、

独
立

行
政

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

を
主

体
と

し
て

実
施

。

さ
ら

に
メ

ー
カ

ー
・
技

術
陣

と
国

内
外

研
究

者
の

参
画

を
得

る
。

1
7
2

2
8
-
2

実
証

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

総
合

工
学

研
究

拠

点 In
te

r-
u
n
iv

e
rs

it
y
 r

e
s
e
a
rc

h

in
s
ti
tu

te
 f

o
r 

fe
a
s
ib

il
it
y
 s

tu
d
y
 i
n

in
te

rd
is

c
ip

li
n
a
ry

 e
n
g
in

e
e
ri
n
g
 o

f

g
re

e
n
 m

o
b
il
it
y

次
世

代
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
指

向
し

た
、

異

分
野

連
携

に
基

づ
く

総
合

的
な

実
証

型
共

同
利

用
・
共

同
研

究
拠

点
の

形

成
に

向
け

て
、

天
候

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

付

大
型

風
洞

設
備

を
設

置
し

、
学

々
・

産
学

共
同

研
究

お
よ

び
国

際
共

同

研
究

の
企

画
・
推

進
を

行
う

。

天
候

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

付
大

型
風

洞
実

験
設

備
に

よ
り

、
実

走
行

に
近

い
環

境
で

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
お

け
る

エ
ネ

ル

ギ
ー

変
換

性
能

・
安

全
性

能
の

評
価

と
向

上
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
学

際

的
な

研
究

拠
点

と
し

て
、

新
概

念
創

出
の

場
と

な
る

。

天
候

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
付

大
型

風
洞

実
験

設
備

を
整

備
し

、
世

界
を

牽
引

す
る

研
究

基
盤

の
構

築
、

産
業

界
で

は
推

進
し

難
い

教
育

に
よ

る
人

材
輩

出
、

革
新

的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出

に
よ

り
社

会
に

貢
献

す
る

。

H
2
5
-
H

3
4
：
天

候
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

付
大

型
風

洞
実

験
設

備

施
設

整
備

及
び

運

転

総
額

6
0

初
期

投
資

3
6
【

1
、

2
年

目
】
、

運
営

費
等

2
4
【
3
-

1
0
年

目
】

名
古

屋
大

学
グ

リ
ー

ン
モ

ビ
リ

テ
ィ

連
携

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

核

に
、

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点

運
営

専
門

委
員

会
に

よ
り

運
営

す
る

。

1
7
3

2
8
-
4

理
論

応
用

力
学

研
究

拠
点

の
形

成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

h
u
b
 c

e
n
te

r 
fo

r

th
e
o
re

ti
c
a
l 
a
n
d
 a

p
p
li
e
d

m
e
c
h
a
n
ic

s
 r

e
s
e
a
rc

h

最
先

端
の

理
論

応
用

力
学

に
関

す

る
研

究
・
教

育
の

拠
点

研
究

所
を

設

置
し

、
全

国
的

・
学

際
的

な
研

究
体

制
と

当
該

分
野

研
究

者
の

共
同

研

究
と

人
材

育
成

の
場

を
構

築
、

理
論

応
用

力
学

分
野

に
お

い
て

世
界

を

リ
ー

ド
す

る
研

究
教

育
活

動
を

展
開

す
る

。

力
学

は
広

範
な

学
術

分
野

の
基

盤

で
あ

り
、

製
品

・
機

器
開

発
を

支
え

て

い
る

。
力

学
に

関
す

る
分

野
間

の
学

術
交

流
と

将
来

を
担

う
人

材
育

成
の

場
が

学
術

分
野

の
深

化
と

異
分

野

間
の

協
働

を
生

み
、

科
学

・
技

術
に

お
け

る
ブ

レ
イ

ク
ス

ル
ー

を
生

み
出

す
。

目
に

見
え

な
い

学
術

基
盤

で
あ

る

「
力

学
」
を

実
社

会
で

の
利

用
に

結
び

つ
け

る
理

論
応

用
力

学
は

、
学

術
研

究
レ

ベ
ル

の
向

上
だ

け
で

な
く
、

実
社

会
で

の
製

品
開

発
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
も

の
で

あ
り

、
そ

の
社

会
的

な

価
値

は
多

大
で

あ
る

。

初
年

度
：
東

西
に

研

究
拠

点
を

形
成

2
年

目
以

降
：
固

体
、

流
体

、
複

合
領

域
の

3
分

野
に

つ
い

て
国

際
的

に
研

究
者

を

招
聘

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

を
実

施

研
究

拠
点

形
成

費
2
0
、

研
究

員
雇

用
費

2
0
（
1
0

年
分

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研

究
経

費
3
0
（
1
0
年

分
）
、

集
中

講
座

な
ら

び
に

国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催

経
費

5
（
1
0
年

分
）

京
都

大
学

や
東

京
工

業
大

学
と

い
っ

た
大

学
を

東
西

の
中

核
拠

点
と

し
て

、
さ

ら
に

「
理

論
応

用
力

学
講

演
会

」
の

実
施

組
織

で
あ

る

2
4
学

協
会

の
連

携
の

基
に

、
研

究
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築

1
7
4

2
8
-
7

ス
ー

パ
ー

メ
カ

ノ
シ

ス
テ

ム
創

造
開

発

の
た

め
の

オ
ー

プ
ン

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ

ン
・
フ

ィ
ー

ル
ド

の
構

築

F
o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
o
p
e
n
 i
n
n
o
v
a
ti
o
n

fi
e
ld

 f
o
r 

c
re

a
ti
v
e
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f

s
u
p
e
r 

m
e
c
h
a
n
o
-
s
y
s
te

m
s

社
会

の
難

問
題

を
解

決
す

る
新

た
な

機
械

シ
ス

テ
ム

を
異

文
化

・
異

分
野

・

異
業

種
協

働
に

よ
っ

て
開

発
す

る
と

と
も

に
、

人
材

・
企

業
育

成
、

学
術

深

化
お

よ
び

新
学

術
分

野
創

出
を

行

う
、

オ
ー

プ
ン

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・

フ
ィ

ー
ル

ド
を

構
築

す
る

。

「
も

の
」
の

根
源

的
な

存
在

価
値

ま
で

を
も

追
究

し
、

そ
れ

を
具

体
的

な
「
も

の
」
と

し
て

社
会

に
供

給
す

る
と

い
う

文
理

融
合

型
の

次
世

代
も

の
つ

く
り

学
理

は
世

界
的

に
も

稀
有

で
あ

り
、

工
学

全
般

の
学

術
と

産
業

界
の

発

展
に

大
い

に
寄

与
す

る
。

異
分

野
協

働
に

よ
り

社
会

の
難

問
題

の
解

決
を

図
る

た
め

に
大

学
内

に
設

置
す

る
オ

ー
プ

ン
な

場
は

、
日

本
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
の

中
核

拠
点

と

な
り

得
る

も
の

で
あ

り
、

高
度

技
術

社

会
を

構
成

し
よ

う
と

す
る

日
本

に
と

っ

て
社

会
的

価
値

は
著

し
く
高

い
。

H
2
6
-
H

3
5

：
S
M

S
セ

ン
タ

ー
整

備
（

施

設
、

設
備

、
コ

ン
ソ

、

ス
タ

ッ
フ

）
、

研
究

開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
、

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
築

・
実

施

施
設

整
備

（
改

修
）
1
0
、

加
工

・
計

測
・
分

析
設

備

1
0
、

雇
用

経
費

7
（
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
教

員
、

技
術

職
員

、
事

務
職

員
）
、

運

営
費

1
（
学

生
交

流
、

専

門
家

の
招

聘
、

シ
ン

ポ

ジ
ウ

ム
開

催
等

）

東
京

工
業

大
学

の
機

械
系

を
中

核
と

し
た

教
員

組
織

、
技

術
部

の

各
教

育
研

究
支

援
セ

ン
タ

ー
、

も

の
つ

く
り

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

、
産

学
連

携
推

進
本

部

1
7
5

2
8
-
8

火
力

発
電

プ
ラ

ン
ト

の
ト

ラ
ブ

ル
フ

リ
ー

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

向
け

た
革

新
的

プ
ラ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

開
発

S
tu

d
y
 o

n
 i
n
n
o
v
a
ti
v
e
 p

la
n
t

s
im

u
la

to
r 

o
f 

th
e
rm

a
l 
p
o
w

e
r 

p
la

n
t

w
it
h
 t

ro
u
b
le

 -
fr

e
e
 m

e
n
te

n
a
c
e

火
力

発
電

プ
ラ

ン
ト

の
設

計
・
運

用
・

保
守

に
関

わ
る

オ
ー

ル
・
イ

ン
・
ワ

ン
・

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
を

開
発

す
る

と
と

も

に
、

セ
ン

シ
ン

グ
・
補

修
・
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
と

の
融

合
に

よ
っ

て
革

新
的

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
基

盤
技

術
を

構
築

す

る
。

損
傷

・
現

象
の

機
構

解
明

や
モ

デ
リ

ン
グ

、
数

値
解

析
の

高
度

化
、

新
し

い
セ

ン
サ

ー
材

料
や

ロ
ボ

ッ
ト

機
構

の
開

発
な

ど
を

通
じ

て
、

工
学

野
で

の
融

合
的

・
総

合
的

な
学

術
基

盤
を

確
立

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

火
力

発
電

プ
ラ

ン
ト

の
設

計
・
運

用
・

保
守

に
関

わ
る

全
分

野
を

総
合

し
た

プ
ラ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
開

発
は

初

め
て

の
試

み
で

あ
り

、
社

会
に

不
可

欠
な

電
力

供
給

に
つ

い
て

高
い

安
全

性
・
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

6
年

間
（

モ
デ

ル
調

査
、

現
象

解
析

モ
デ

ル
、

オ
ー

ル
・
イ

ン
・

ワ
ン

化
手

法
開

発
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
組

込
み

、
技

術
総

合
、

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

開
発

）

火
力

発
電

プ
ラ

ン
ト

の

オ
ー

ル
・
イ

ン
・
ワ

ン
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

開
発

1
5
、

革
新

的
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
フ

リ
ー

検
査

装

置
開

発
4
0
、

シ
ミ

ュ
レ

ー

タ
ー

開
発

3
5

電
力

会
社

の
共

同
研

究
機

関
で

あ
る

電
力

中
央

研
究

所
が

中
核

と
な

り
、

三
菱

重
工

・
日

立
・
東

芝

等
の

メ
ー

カ
ー

お
よ

び
京

都
大

学
・
東

京
工

業
大

学
等

の
研

究

機
関

の
密

接
な

協
力

の
下

で
、

研
究

の
企

画
・
推

進
・
管

理
を

行

う
。

機 械 工 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 

  分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
7
6

2
8
-
8

太
陽

光
風

力
等

の
革

新
的

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

力
基

盤
技

術
研

究
開

発
拠

点
形

成

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
 o

f 
a
 r

e
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r

to
w

a
rd

 i
n
n
o
v
a
ti
v
e
 e

le
c
tr

ic
 p

o
w

e
r

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 s

y
s
te

m
 b

a
s
e
d
 o

n

re
n
e
w

a
b
le

 e
n
e
rg

y
 r

e
s
o
u
rc

e
s

風
力

、
太

陽
光

、
水

力
、

波
力

、
地

熱

等
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

高
度

利
用

す
る

に
は

、
各

特
性

を
補

完
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

ミ
ッ

ク
ス

が
重

要
で

あ
る

。
当

研

究
で

は
、

将
来

の
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
社

会
を

見
据

え
、

適
切

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
形

態
確

立
を

目
指

す
。

太
陽

光
発

電
の

導
入

普
及

を
加

速

す
る

た
め

の
新

原
理

、
新

材
料

、
新

構
造

に
関

す
る

研
究

、
自

然
環

境
下

で
の

風
を

予
測

し
安

定
し

た
発

電
を

実
現

す
る

予
測

・
制

御
技

術
な

ど
、

本
研

究
が

関
連

分
野

の
発

展
に

与

え
る

学
術

的
意

義
は

大
き

い
。

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

構
築

に
向

け

た
、

革
新

的
太

陽
光

風
力

発
電

等
の

技
術

開
発

、
電

力
供

給
シ

ス
テ

ム
を

含
む

社
会

イ
ン

フ
ラ

最
適

化
の

検
討

を
行

い
、

安
定

し
た

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
力

供
給

シ
ス

テ
ム

を
提

案
す

る
こ

と
で

社
会

に
大

き
く
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

3
6
：
基

盤
研

究
（
太

陽
電

池
、

風

力
波

力
発

電
、

複
合

発
電

、
小

型
プ

ラ
ン

ト
）

H
2
8
-
H

3
6
：
実

証
研

究
（
大

型
プ

ラ
ン

ト
）

総
額

7
6
7
.5

（
1
0
年

間
）

設
備

費
4
2
6
.5

/
1
0
年

（
大

型
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
実

証

設
備

）
、

人
件

費
9
3
/
1
0

年
、

運
営

費
2
4
8
/
1
0
年

東
京

大
学

先
端

研
附

属
産

学
連

携
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
研

究
施

設
が

中
心

と
な

り
、

東
京

大
学

学
内

関

係
機

関
、

東
京

工
業

大
学

、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

を
主

な
機

関
と

し
て

実
施

す
る

。

1
7
7

2
8
-
8

調
和

エ
ネ

ル
ギ

ー
体

系
構

築
の

た
め

の
革

新
的

燃
焼

科
学

の
創

成

C
re

a
ti
o
n
 o

f 
in

n
o
v
a
ti
v
e

c
o
m

b
u
s
ti
o
n
 s

c
ie

n
c
e
 t

o
 e

s
ta

b
li
s
h

h
a
rm

o
n
io

u
s
 e

n
e
rg

y
 s

y
s
te

m
s

航
空

宇
宙

・
推

進
、

自
動

車
、

発
電

、

工
業

炉
、

環
境

分
野

等
に

お
い

て
、

革
新

的
燃

焼
科

学
技

術
を

創
成

し
、

燃
焼

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

効
率

を
極

限
ま

で
高

め
、

動
力

・
熱

・
物

質
を

相

互
活

用
す

る
新

し
い

調
和

エ
ネ

ル

ギ
ー

体
系

の
構

築
を

図
る

。

電
子

レ
ベ

ル
の

量
子

化
学

・
ピ

コ
秒

素
反

応
時

間
に

遡
る

反
応

化
学

、
ミ

ク
ロ

か
ら

実
機

ま
で

の
熱

・
物

質
移

動
に

至
る

巨
大

ス
ケ

ー
ル

幅
対

応

等
、

広
範

な
基

礎
科

学
の

集
約

で
あ

る
燃

焼
科

学
を

多
様

技
術

の
融

合
・

社
会

的
要

求
に

基
づ

き
発

展
さ

せ
る

点
。

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

8
0
％

超
を

担
う

燃
焼

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

効
率

向

上
と

技
術

向
上

に
よ

る
経

済
的

・
産

業
的

な
価

値
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
安

全
・

保
障

へ
の

貢
献

は
極

め
て

大
き

い
。

再
生

可
能

・
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
の

進
捗

を
補

い
つ

つ
多

大
な

貢
献

が
あ

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
拠

点
設

置
、

海
外

機
関

連

携
、

設
備

新
設

・
高

度
化

、
内

外
シ

ン

ポ
、

再
評

価
、

実

用
・
実

証
研

究

設
備

等
費

1
8
（
試

験
設

備
1
5
、

数
理

・
計

算
3
）
、

人
件

費
2
5

（
ポ

ス
ド

ク

1
4
、

研
究

者
招

聘
1
.8

、

事
務

局
員

等
9
.2

）
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

8
（
旅

費
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
ス

ク
ー

ル
開

催
）
、

そ
の

他
1
.8

日
本

燃
焼

学
会

を
核

に
1
4
大

(旧

帝
大

、
東

工
、

慶
、

広
島

、
阪

府

等
)、

産
総

研
、

J
A

X
A

、
1
2
社

（
ト

ヨ
タ

、
本

田
技

研
、

日
産

、
マ

ツ
ダ

、
三

菱
重

、
IH

I、
日

立
、

J
F
E
エ

、
電

中
研

、
東

・
大

ガ
ス

、

J
X
）

1
7
8

2
9
-
2

空
間

へ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

分
散

化
手

法
の

確
立

お
よ

び
空

間
電

力
分

布
の

制
御

に
関

す
る

研
究

R
e
s
e
a
rc

h
 o

n
 e

s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f

d
is

tr
ib

u
te

d
 e

n
e
rg

y
 s

to
ra

g
e
 i
n

s
p
a
c
e
s
 a

n
d
 c

o
n
tr

o
l 
o
f 

th
e
 s

p
a
ti
a
l

e
le

c
tr

ic
 e

n
e
rg

y
 d

is
tr

ib
u
ti
o
n

空
間

内
に

分
散

化
さ

れ
た

エ
ネ

ル

ギ
ー

ス
ト

レ
ー

ジ
を

有
す

る
各

機
器

お
よ

び
電

源
系

統
に

対
し

て
、

空
間

知
能

化
に

よ
っ

て
空

間
電

力
分

布
を

計
測

し
ワ

イ
ヤ

レ
ス

電
力

伝
送

と
移

動
ス

ト
レ

ー
ジ

を
用

い
て

エ
ネ

ル

ギ
ー

分
布

を
最

適
化

す
る

制
御

を
実

現
す

る
。

人
間

中
心

の
観

測
技

術
を

エ
ネ

ル

ギ
ー

分
布

の
予

測
に

用
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
各

機
器

の
使

用
状

況
・
計

画

の
推

定
に

お
い

て
、

人
間

と
機

器
と

の
間

の
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
や

個
人

の

行
動

様
式

な
ど

を
十

分
に

考
慮

し
た

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。

モ
バ

イ
ル

機
器

へ
の

間
欠

的
な

自
動

充
電

に
よ

り
、

電
池

切
れ

防
止

や

バ
ッ

テ
リ

容
量

低
減

に
伴

う
軽

量
化

に
よ

る
レ

ア
メ

タ
ル

使
用

量
の

低
減

を

達
成

す
る

。
ま

た
、

超
小

型
パ

ー
ソ

ナ
ル

ビ
ー

ク
ル

の
小

型
・
軽

量
化

に

よ
る

新
し

い
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
実

現
す

る
。

空
間

電
力

分
布

研

究
開

発
装

置

H
2
6
-
H

3
3
：
施

設
整

備
及

び
設

置

H
3
4
-
H

3
5

：
シ

ス
テ

ム
の

広
域

化

設
備

投
資

8
.5

、
建

屋
及

び
維

持
5
.5

、
運

営
及

び

人
件

費
6

中
央

大
学

理
工

学
部

（
電

気
系

、

機
械

系
、

化
学

系
）
、

J
A

X
A

1
7
9

2
9
-
3

超
伝

導
デ

バ
イ

ス
開

発
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

拠
点

の
形

成

C
e
n
te

r 
fo

r 
d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f

s
u
p
e
rc

o
n
d
u
c
to

r 
d
e
v
ic

e
s

現
在

の
N

b
系

超
伝

導
集

積
回

路
作

製
拠

点
を

強
化

・
拡

大
し

、
デ

バ
イ

ス

供
給

を
通

し
て

基
礎

か
ら

シ
ス

テ
ム

ま
で

の
超

伝
導

研
究

者
が

協
業

を
行

う
場

と
な

る
超

伝
導

デ
バ

イ
ス

開
発

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

を
構

築
す

る
。

超
伝

導
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
分

野
で

世

界
を

リ
ー

ド
す

る
我

が
国

が
さ

ら
に

圧

倒
的

な
技

術
力

を
獲

得
す

る
こ

と

で
、

学
術

と
技

術
の

サ
イ

ク
ル

を
加

速
化

す
る

。
ま

た
、

様
々

な
分

野
の

研
究

者
の

交
流

拠
点

を
形

成
し

、
革

新
的

技
術

の
創

出
を

促
す

。

超
伝

導
デ

バ
イ

ス
技

術
に

基
づ

く

種
々

の
応

用
技

術
に

よ
り

「
グ

リ
ー

ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」
や

「
ラ

イ
フ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」
等

の
先

端
科

学
の

分

野
で

我
が

国
の

主
導

権
を

示
し

、
科

学
の

発
展

や
産

業
の

振
興

に
貢

献

す
る

。

H
2
6
-
H

3
6
：
施

設
整

備
デ

バ
イ

ス
開

発

及
び

デ
バ

イ
ス

供

給

総
額

6
0

施
設

建
設

6
、

設
備

導
入

2
4
、

人
件

費
・
運

営
費

3
/

年
×

1
0
年

間

(
独

)
産

業
技

術
総

合
研

究
所

（
A

IS
T
)が

主
な

実
施

機
関

と
な

り
、

超
伝

導
デ

バ
イ

ス
開

発
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

は
A

IS
T
に

設
置

さ

れ
る

。

1
8
0

2
9
-
3

持
続

可
能

で
安

心
安

全
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
革

新
的

電
子

デ
バ

イ
ス

・

電
子

機
器

統
合

的
グ

リ
ー

ン
半

導
体

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

in
n
o
v
a
ti
v
e

e
le

c
tr

o
n
ic

 d
e
v
ic

e
s
 a

n
d
 s

y
s
te

m
s

fo
r 

a
 s

u
s
ta

in
a
b
le

 s
o
c
ie

ty

p
ro

m
o
ti
n
g
 s

a
fe

ty
 a

n
d
 s

e
c
ru

it
y

電
力

・
電

子
機

器
の

消
費

エ
ネ

ル

ギ
ー

を
極

小
化

す
る

た
め

の
統

合
的

グ
リ

ー
ン

半
導

体
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

を
構

築
し

、
電

子
デ

バ
イ

ス
自

体
の

省
エ

ネ
化

、
さ

ら
に

そ
の

省
エ

ネ
デ

バ
イ

ス
を

用
い

た
電

子
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

社
会

の
省

エ
ネ

化
を

図
る

。

動
力

系
電

力
量

と
情

報
機

器
の

電

力
量

の
両

者
の

大
幅

な
削

減
と

い
う

エ
ネ

ル
ギ

ー
有

効
利

用
と

い
う

工
学

の
学

理
、

物
理

世
界

と
サ

イ
バ

ー
世

界
の

高
度

な
融

合
か

ら
新

た
な

価
値

の
創

造
と

い
う

新
た

な
学

際
領

域
と

い
う

2
つ

の
学

術
的

意
義

が
あ

る
。

全
世

界
的

な
人

類
共

通
の

課
題

で

あ
る

「
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

」
に

直
接

答
え

る
研

究
で

あ
る

。
社

会
・
産

業
界

の
グ

リ
ー

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を

先
導

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
我

が

国
の

国
際

競
争

力
の

強
化

に
直

接

的
に

大
き

く
貢

献
す

る
。

1
-
3
年

次
：
要

素
技

術
と

基
礎

学
理

4
-
6

年
次

：
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
化

と
プ

ロ
タ

イ

プ
実

現

7
-
1
0
年

次
：
情

報
系

省
エ

ネ
と

電
力

系
省

エ
ネ

の
統

合

シ
ニ

ア
研

究
者

・
技

術

者
人

件
費

7
0
、

グ
リ

ー
ン

半
導

体
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
構

築
経

費
9
0

、
グ

リ
ー

ン
半

導
体

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

運
営

経
費

2
0
5
、

統
合

的
試

作
拠

点

2
0
0
、

運
営

事
務

局
5

京
都

大
学

(と
り

ま
と

め
)、

北
海

道
大

学
、

東
京

大
学

、
東

京
工

業
大

学
、

横
浜

国
立

大
学

、
大

阪
大

学
、

神
戸

大
学

、
早

稲
田

大
学

、
産

業
技

術
総

合
研

究

所
、

情
報

通
信

研
究

機
構

、
関

連
企

業

機 械 工 学 電 気 電 子 工 学
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
8
1

2
9
-
5

ク
ラ

イ
シ

ス
に

強
い

社
会

・
生

活
空

間

創
成

の
情

報
通

信
基

盤

In
fo

rm
a
ti
o
n
 a

n
d
 c

o
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 f

o
r 

re
s
il
ie

n
t

s
o
c
ie

ty
 a

n
d
 l
if
e
 s

p
a
c
e

平
常

時
か

ら
ク

ラ
イ

シ
ス

時
、

ク
ラ

イ

シ
ス

時
か

ら
平

常
時

に
シ

ー
ム

レ
ス

に
移

行
で

き
る

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な
社

会
・
生

活
空

間
の

創
成

を
、

デ
ー

タ

駆
動

の
サ

イ
バ

ー
フ

ィ
ジ

カ
ル

融
合

を
ベ

ー
ス

に
技

術
、

政
策

、
人

材
育

成
面

か
ら

検
討

。

産
学

官
の

連
携

に
よ

り
、

ク
ラ

イ
シ

ス

に
強

い
社

会
・
生

活
空

間
を

創
成

す

る
た

め
の

技
術

開
発

、
並

び
に

人
材

育
成

を
行

い
、

将
来

の
新

産
業

に
結

び
付

け
る

科
学

技
術

の
発

展
と

社
会

実
装

に
よ

る
社

会
的

価
値

創
造

に
貢

献
。

災
害

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

化
を

契
機

と
し

た

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

利
活

用
を

促
進

す
る

社
会

シ
ス

テ
ム

の
変

革
、

及
び

災
害

に
強

い
デ

ー
タ

駆
動

の
シ

ス
テ

ム
・

サ
ー

ビ
ス

基
盤

等
の

日
本

形
社

会
シ

ス
テ

ム
の

プ
ロ

ダ
ク

ト
化

産
業

強
化

、

人
材

育
成

に
貢

献
。

H
2
5
-
H

2
7
：
共

同
研

究
拠

点
形

成

H
2
8
-
H

3
0

：
デ

ー
タ

管
理

、
通

信
シ

ス
テ

ム
基

盤
、

実
証

実
験

拠
点

形
成

デ
ー

タ
収

集
・
分

析
・
管

理
・
共

有
基

盤
費

3
0
、

情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
費

2
0
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

管
理

基
盤

費
2
0
、

シ
ミ

ュ
レ

ー

シ
ョ

ン
基

盤
費

3
0
、

社
会

実
装

・
人

材
育

成
拠

点

4
0

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
、

東

北
大

、
東

大
、

早
大

、
京

大
、

阪

大
、

九
大

、
及

び
被

災
地

地
方

自
治

体
、

防
災

・
減

災
主

導
の

自

治
体

や
担

当
官

庁
、

情
報

通
信

産
業

界

1
8
2

2
9
-
6

電
磁

波
の

科
学

的
利

用
と

商
業

的
利

用
の

共
存

・
共

栄

C
o
e
x
is

te
n
c
e
 a

n
d
 h

a
rm

o
n
iz

a
ti
o
n

o
f 

s
c
ie

n
ti
fi
c
 a

n
d
 c

o
m

m
e
rc

ia
l 
u
s
e

o
f 

ra
d
io

 w
a
v
e
s

電
波

天
文

や
地

球
観

測
衛

星
な

ど

の
科

学
的

利
用

・
無

線
通

信
や

無
線

電
力

伝
送

な
ど

の
商

業
的

利
用

を
含

む
様

々
な

電
磁

波
利

用
に

関
し

、
運

用
状

況
を

模
し

た
実

験
環

境
を

構
築

し
、

利
用

者
間

の
共

存
の

条
件

を
科

学
的

に
導

き
出

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

科
学

的
・
客

観
的

に
電

磁
波

利
用

の

共
存

を
図

る
た

め
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
を

構
築

し
、

実
験

実
証

と
確

率
的

モ
デ

ル
に

基
づ

い
た

科
学

的
指

標
を

通
じ

、
有

限
な

資
源

で
あ

る
電

磁
波

の
一

層
の

有
効

活
用

を
通

じ
た

科
学

技
術

の
進

歩
へ

貢
献

す
る

。

本
計

画
で

実
現

す
る

装
置

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

ア
ド

ホ
ッ

ク
に

行
わ

れ
て

き

た
行

政
に

お
け

る
技

術
検

討
を

、
常

設
の

施
設

・
体

制
で

迅
速

に
検

討
で

き
、

電
波

利
用

の
一

層
の

促
進

を
通

じ
た

産
業

の
振

興
及

び
国

民
の

福
祉

へ
の

貢
献

が
期

待
で

き
る

。

H
2
5
-
H

2
7
：
設

備
の

基
本

仕
様

策
定

・
共

存
評

価
手

順
の

検

討 H
2
8
-
H

3
4
：
本

格
的

運
用

（
総

務
省

に
お

け
る

技
術

的
検

討
を

含
む

）

電
波

暗
室

4
、

コ
ン

パ
ク

ト
レ

ン
ジ

1
、

電
波

反
射

箱
1
、

フ
ェ

ー
ジ

ン
グ

シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
4

、
汎

用
高

周
波

計
測

器
2
、

高
感

度

セ
ン

サ
2
、

人
件

費
3
、

消

耗
品

費
1

中
立

的
な

U
R

S
I国

内
委

員
会

を

中
心

と
し

、
設

備
保

有
・
管

理
機

関
Ｎ

ＩＣ
Ｔ

な
ど

の
独

立
行

政
法

人
、

共
存

条
件

を
議

論
す

る
科

学
的

利
用

と
商

業
的

利
用

を
代

表
す

る
大

学
、

国
公

立
研

究
機

関
、

民
間

企
業

お
よ

び
学

会
な

ど
。

1
8
3

3
0
-
1

巨
大

建
設

物
を

支
え

る
構

造
要

素
の

破
壊

現
象

解
明

と
脆

弱
性

評
価

に
必

要
な

世
界

最
大

容
量

の
3
方

向
加

力

実
験

施
設

T
h
e
 w

o
rl
d
’
s
 l
a
rg

e
s
t 

tr
ia

x
ia

l

lo
a
d
in

g
 f

a
c
il
it
ie

s
 t

o
 s

tu
d
y
 b

ri
tt

le

fa
il
u
re

 m
e
c
h
a
n
is

m
s
 o

f 
c
ri
ti
c
a
l

c
o
m

p
o
n
e
n
ts

 f
o
r 

m
e
g
a
-
s
tr

u
c
tu

re
s

世
界

最
大

の
3
方

向
加

力
実

験
装

置

（
鉛

直
力

1
万

ト
ン

、
2
方

向
水

平
力

は

各
2
千

ト
ン

）
を

構
築

し
、

巨
大

建
設

物
の

主
要

構
造

部
材

の
地

震
時

破

壊
現

象
を

解
明

す
る

。
実

務
に

先
行

さ
れ

た
高

耐
力

大
型

構
造

部
材

の
破

壊
機

構
を

解
明

す
る

。

巨
大

建
設

物
の

大
型

部
材

の
寸

法

効
果

、
脆

性
破

壊
を

解
明

す
る

強
力

な
加

力
装

置
は

世
界

に
未

だ
無

い
た

め
、

日
本

で
盛

ん
に

開
発

・
適

用
さ

れ
て

い
る

革
新

的
な

構
造

部
材

の
実

証
も

含
め

、
世

界
の

耐
震

工
学

・
破

壊
力

学
上

、
最

も
顕

著
な

貢
献

が
で

き
る

。

各
巨

大
建

設
物

が
支

え
る

何
千

・
何

万
の

命
、

何
百

億
円

の
資

産
や

社
会

機
能

の
保

護
に

不
可

欠
な

実
証

施

設
は

、
安

全
安

心
な

社
会

の
形

成
に

貢
献

す
る

。
革

新
的

構
造

部
材

の
開

発
・
適

用
で

世
界

の
群

を
抜

く
日

本

の
技

術
の

普
及

と
産

業
の

発
展

に
繋

が
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
建

設

H
2
8
-
H

2
9
：
設

備
校

正
・
共

同
研

究
課

題

の
具

体
化

H
3
0
-
H

3
5
：
構

造
要

素
の

実
大

実
験

・
海

外
か

ら
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

取
込

大
反

力
床

・
壁

・
建

屋

1
9
、

鉛
直

ジ
ャ

ッ
キ

8
本

支
持

鉄
骨

構
造

7
.8

、
載

荷
ジ

ャ
ッ

キ
・
油

圧
ポ

ン

プ
5
.8

、
防

音
・
防

振
対

策
1
、

特
任

助
教

・
技

術

職
員

人
件

費
1
.5

、
機

器

維
持

管
理

・
光

熱
費

な

ど
運

営
費

1
.4

5

実
施

機
関

は
東

工
大

と
5
大

学

（
東

京
大

学
・
首

都
大

学
東

京
・

名
古

屋
大

学
・
大

阪
大

学
・
横

浜

国
立

大
学

）
で

あ
り

、
実

行
組

織

は
大

手
ゼ

ネ
コ

ン
・
政

府
・
海

外

の
研

究
機

関
を

含
め

た
産

官
学

国
際

共
同

研
究

体
制

と
す

る
。

1
8
4

3
0
-
4

災
害

リ
ス

ク
の

統
合

的
な

研
究

の
推

進 In
te

g
ra

te
d
 R

e
s
e
a
rc

h
 o

n
 D

is
a
s
te

r

R
is

k
（
IR

D
R

）

災
害

リ
ス

ク
統

合
研

究
を

目
指

す

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
の

「
防

災
減

災
研

究

機
構

」
を

設
置

し
、

災
害

原
因

の
学

際
究

明
、

各
種

デ
ー

タ
の

統
融

合
、

災
害

リ
ス

ク
に

関
わ

る
自

然
・
社

会
・

人
間

の
関

連
性

の
解

析
に

よ
り

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な
社

会
を

構
築

す
る

。

被
害

予
防

を
目

指
し

た
従

来
の

防
災

科
学

に
加

え
て

、
災

害
か

ら
の

復

旧
・
復

興
の

担
い

手
と

な
る

個
々

人

の
認

識
世

界
の

解
明

を
融

合
さ

せ
、

自
然

科
学

、
工

学
、

社
会

科
学

が
連

携
し

て
科

学
的

意
思

決
定

と
体

系
的

な
防

災
教

育
を

社
会

に
提

供
す

る
。

施
設

整
備

中
心

の
防

災
対

策
や

公

助
の

限
界

を
踏

ま
え

、
多

様
な

主
体

が
参

加
し

、
情

報
基

盤
を

用
い

て
、

災
害

リ
ス

ク
を

共
有

し
て

、
種

々
の

減

災
策

を
組

み
合

わ
せ

る
多

重
防

御
の

思
想

を
基

礎
と

す
る

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

社

会
へ

の
移

行
貢

献
で

き
る

。

H
2
6
-
H

2
9
：
国

内
体

制
整

備
・
ア

ー
カ

イ

ブ
構

築

H
3
0
-
H

3
2

：
ア

ジ
ア

展
開

H
3
3
-
H

3
4
：
世

界
展

開 H
3
5

：
ま

と
め

と

フ
ェ

ー
ズ

Ⅱ
提

案

「
防

災
減

災
研

究
機

構
」

の
設

立
・
運

営
費

6
/
年

、

災
害

デ
ー

タ
・
リ

ス
ク

情

報
の

ア
ー

カ
イ

ブ
構

築
・

拡
張

1
/

年
、

観
測

・
調

査
・
研

究
の

推
進

費
3
/

年

東
京

大
学

地
震

研
究

所
、

京
都

大
学

防
災

研
究

所
、

東
北

大
学

災
害

国
際

研
究

所
、

水
災

害
・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

国
際

セ
ン

タ
ー

、
東

京
大

学
地

球
観

測

デ
ー

タ
統

融
合

連
携

研
究

機
構

を
各

と
す

る
「
防

災
減

災
研

究
機

構
」
の

設
置

1
8
5

3
0
-
4

実
大

ス
ト

ー
ム

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

（
強

風
・

火
災

・
降

雨
・
降

雪
・
降

雹
の

シ
ミ

ュ

レ
ー

タ
）
お

よ
び

気
象

災
害

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

F
u
ll
-
s
c
a
le

 s
to

rm
 s

im
u
la

to
r 

a
n
d

m
e
te

o
ro

lo
g
ic

a
l 
h
a
za

rd
s
 s

c
ie

n
c
e

p
a
rk

風
速

8
0
ｍ

/
s
程

度
ま

で
の

強
風

と
、

火
災

、
降

雨
、

降
雪

、
降

雹
な

ど
を

同

時
に

作
用

さ
せ

得
る

大
型

ス
ト

ー
ム

発
生

装
置

を
建

設
し

、
建

物
の

外
装

材
や

骨
組

の
健

全
性

を
実

ス
ケ

ー
ル

で
検

証
す

る
ほ

か
に

、
気

象
災

害
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
と

し
て

運
営

。

実
ス

ケ
ー

ル
の

極
め

て
稀

な
強

風

と
、

火
災

、
降

雨
、

降
雪

等
と

の
複

合

事
象

を
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

さ
れ

た
環

境

下
で

再
現

し
、

破
壊

プ
ロ

セ
ス

を
含

ん
だ

建
築

物
等

の
耐

風
性

能
の

解

明
、

レ
イ

ノ
ル

ズ
数

問
題

の
克

服
等

、

多
く

の
ブ

レ
ー

ク
ス

ル
ー

が
図

ら
れ

る
。

我
国

の
風

災
害

は
年

数
千

億
円

と

見
積

も
ら

れ
、

近
年

増
加

傾
向

に
あ

り
、

気
候

変
動

等
で

そ
れ

が
促

進
さ

れ
る

可
能

性
も

あ
る

。
合

理
的

構
法

や
建

材
開

発
等

に
よ

る
耐

風
性

能
等

の
向

上
に

よ
る

災
害

低
減

は
、

著
し

い
社

会
的

、
経

済
的

効
果

を
も

た
ら

す
。

H
2
6
-
H

2
8
：
施

設
設

計
、

装
置

設
計

H
2
9
-
H

3
0
：
測

定
機

器
設

計
、

設
置

、
施

設
建

設

H
3
1

：
性

能
検

定

（
H

3
2
運

用
開

始
）

実
大

ス
ト

ー
ム

シ
ミ

ュ

レ
ー

タ
1
6
8
（
ス

ト
ー

ム
発

生
装

置
1
0
0
、

建
物

等
建

設
5
0
、

空
力

的
設

計
・
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
試

験
・
検

証

8
、

H
2
6
か

ら
6
ヶ

年
間

運

営
費

1
0
）
（
※

土
地

代
、

完
成

後
運

営
費

は
含

ま

ず
）

関
連

す
る

諸
学

会
、

大
学

、
団

体

に
よ

る
「
実

大
ス

ト
ー

ム
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
建

設
実

行
委

員
会

」
を

構

築
し

、
建

設
終

了
ま

で
を

統
轄

す

る
。

実
際

の
管

理
・
運

営
は

「
気

象
災

害
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー

（
仮

）
」
を

設
立

し
て

遂
行

す
る

。

土 木 工 学 ・ 建 築 学電 気 電 子 工 学

60



【
区
分
Ⅰ
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

土 木 工 学 ・ 建 築 学

1
8
6

3
0
-
7

ア
ジ

ア
の

民
生

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
要

構
造

と
将

来
予

測
に

関
す

る
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

構
築

S
tu

d
y
 o

n
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

 t
h
e

p
la

tf
o
rm

 c
o
n
c
e
rn

in
g
 e

n
e
rg

y

d
e
m

a
n
d
 s

tr
u
c
tu

re
 a

n
d
 f

u
tu

re

fo
re

c
a
s
t 

in
 A

s
ia

n
 c

o
u
n
tr

ie
s

ア
ジ

ア
（
中

国
、

尼
、

馬
、

越
、

泰
、

比
、

柬
、

台
、

印
）
に

お
け

る
主

に
住

宅
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
、

住
ま

い
方

に
関

す
る

実
態

を
把

握
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

す
る

と
と

も
に

将
来

予
測

を
行

い
、

各
国

の
C

O
2
削

減
対

策
に

関
す

る
提

案
を

行
う

。

ア
ジ

ア
各

国
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築

し
、

需
要

分
析

、
研

究
開

発
、

政
策

立
案

に
資

す
る

。
同

時
に

低
炭

素
都

市
・
建

築
の

開
発

、
各

国
に

お
け

る

温
暖

化
防

止
対

策
の

政
策

立
案

に

資
す

る
。

主
に

住
宅

で
の

生
活

の
質

を
維

持
し

つ
つ

エ
ネ

ル
ギ

ー
削

減
を

実
現

す
る

方
法

を
提

供
し

、
低

炭
素

化
に

向
け

た
評

価
手

法
を

構
築

し
、

産
業

的
価

値
を

向
上

し
、

国
際

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

を
拡

張
し

、
我

が
国

の
学

術
基

盤
の

強
化

に
資

す
る

。

H
2
6
-
H

3
1

：
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

実
態

及

び
計

測
調

査
、

使
い

方
調

査

H
3
2
：
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

の
将

来
予

測
、

C
O

2
排

出
削

減
国

別
対

策
の

提
案

総
額

2
8
.8

人
件

費
1
0

、
計

測
器

4
.8

、
サ

ー
バ

ー
類

0
.1

、

現
地

調
査

協
力

費
2
.6

、

国
内

旅
費

1
.6

、
海

外
旅

費
4
、

事
務

所
家

賃
0
.4

、

備
品

消
耗

品
0
.4

、
一

般

管
理

費
4
.8

住
環

境
計

画
研

究
所

、
京

都
大

学
大

学
院

、
広

島
大

学
大

学

院
、

埼
玉

大
学

、
北

九
州

市
立

大
学

、
早

稲
田

大
学

、
日

本
大

学
、

筑
波

技
術

大
学

、
東

北
工

業
大

学
、

ト
ー

タ
ル

シ
ス

テ
ム

研

究
所

1
8
7

3
1
-
3

超
高

圧
電

子
顕

微
鏡

先
端

融
合

研
究

拠
点

A
d
v
a
n
c
e
d
 r

e
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 f
o
r

u
lt
ra

-
h
ig

h
 v

o
lt
a
g
e
 e

le
c
tr

o
n

m
ic

ro
s
c
o
p
y

超
高

圧
電

子
顕

微
鏡

を
4
大

学
に

設

置
・
更

新
し

、
連

携
し

て
装

置
・
観

察

手
法

の
開

発
研

究
を

行
う

と
と

も
に

、

先
端

的
機

能
の

超
高

圧
電

子
顕

微

鏡
を

国
内

外
の

研
究

者
に

開
放

し
、

世
界

最
高

水
準

の
物

質
材

料
科

学
・

医
学

生
物

学
研

究
を

展
開

す
る

。

電
子

の
加

速
電

圧
が

高
い

こ
と

を
活

用
し

た
厚

い
試

料
か

ら
の

極
微

構
造

の
実

空
間

で
の

高
分

解
観

察
や

、
電

子
の

速
度

が
光

速
に

近
づ

く
こ

と
に

よ
る

相
対

論
効

果
を

利
用

し
た

超
短

パ
ル

ス
電

子
線

に
よ

る
高

時
間

分
解

観
察

を
特

徴
と

し
た

研
究

を
推

進
す

る
。

物
質

・
材

料
科

学
で

は
ナ

ノ
材

料
、

非

平
衡

物
質

、
触

媒
、

電
池

材
料

、
ナ

ノ

加
工

等
の

分
野

、
医

学
・
生

物
学

で

は
生

体
微

細
構

造
の

3
次

元
立

体
観

察
に

焦
点

を
合

わ
せ

た
課

題
解

決
に

よ
り

、
グ

リ
ー

ン
・
ラ

イ
フ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
研

究
期

間 H
2
6
-
H

2
8
：
施

設
整

備
（
阪

大
超

高
圧

電

顕
改

造
）

H
3
0
-
H

3
2
：
施

設
整

備
（
北

大
超

高
圧

電

顕
更

新
）

阪
大

超
高

圧
電

子
顕

微

鏡
改

造
2
7
、

北
大

超
高

圧
電

子
顕

微
鏡

更
新

費

2
6
、

運
営

費
0
.5

/
年

×
4

大
学

大
阪

大
学

超
高

圧
電

子
顕

微
鏡

セ
ン

タ
ー

、
北

海
道

大
学

大
学

院

工
学

研
究

院
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
研

究
室

、
名

古
屋

大
学

エ
コ

ト

ピ
ア

科
学

研
究

所
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
施

設
、

九
州

大
学

超
高

圧
電

子
顕

微
鏡

室

1
8
8

3
1
-
6

生
命

機
能

の
解

明
と

創
薬

・
医

療
応

用
を

目
指

し
た

次
世

代
型

高
次

元
組

織
体

の
基

盤
拠

点
形

成

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

c
o
re

 t
e
c
h
n
o
lo

g
y

fo
r 

a
d
v
a
n
c
e
d
 h

ig
h
e
r-

d
im

e
n
s
io

n
a
l

ti
s
s
u
e
s
 f

o
r 

d
is

c
o
v
e
ry

 o
f 

b
io

-

fu
n
c
ti
o
n
s
 a

n
d
 p

h
a
rm

a
c
e
u
ti
c
a
l-

m
e
d
ic

a
l 
a
p
p
li
c
a
ti
o
n
s

ナ
ノ

材
料

科
学

と
細

胞
工

学
を

基
盤

と
し

て
最

先
端

の
学

問
分

野
を

融
合

し
、

生
体

類
似

の
高

次
集

積
組

織
の

構
築

を
行

い
、

そ
の

生
命

機
能

の
解

析
と

医
薬

品
の

安
全

性
・
効

果
予

測

や
再

生
医

療
等

の
医

療
応

用
を

目

的
と

し
た

最
先

端
科

学
を

展
開

す

る
。

iP
S

細
胞

で
世

界
に

優
位

に
立

っ
た

日
本

が
、

伝
統

的
な

得
意

分
野

で
あ

る
材

料
科

学
を

駆
使

し
た

細
胞

工
学

を
世

界
に

先
駆

け
融

合
す

る
こ

と
で

、

生
命

科
学

・
医

療
応

用
・
産

業
創

出

ま
で

見
据

え
た

生
命

機
能

体
に

関
す

る
革

新
的

な
学

問
領

域
を

開
拓

す

る
。

再
生

医
療

の
た

め
の

ヒ
ト

三
次

元
細

胞
組

織
体

の
構

築
と

医
療

応
用

、
動

物
代

替
検

査
用

組
織

チ
ッ

プ
の

創
成

と
薬

剤
効

果
判

定
シ

ス
テ

ム
構

築
、

高
分

子
材

料
に

よ
る

細
胞

機
能

の
制

御
と

高
次

元
組

織
化

に
関

す
る

研

究
、

な
ど

の
社

会
的

貢
献

が
期

待
さ

れ
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
研

究
拠

点
形

成

H
2
8
-
H

3
1
：
技

術
確

立
・
自

動
化

装
置

開

発 H
3
2
-
H

3
5
：
有

効
性

検
証

、
認

可
申

請
、

製
品

化

総
額

9
5

初
期

投
資

4
5
（
高

次
元

組
織

体
構

築
技

術
開

発

部
門

5
、

機
能

解
析

部
門

5
、

創
薬

応
用

部
門

1
0
、

医
療

応
用

部
門

1
5
、

産

業
応

用
部

門
1
0
）
、

運
営

費
5
0

中
核

機
関

：
高

分
子

学
会

・
J
B

A

中
核

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

実
施

機
関

：
大

阪
大

、
東

京
大

、

岡
山

大
、

名
古

屋
大

、
熊

本
大

、

北
大

、
放

医
研

、
日

女
大

、
弘

前

大
、

城
西

大
、

国
立

衛
研

、
愛

大
、

浜
松

医
大

、
横

浜
市

大
 他

1
8
9

3
1
-
8

ユ
ー

ザ
ー

フ
レ

ン
ド

リ
ー

な
高

分
解

能

固
体

N
M

R
設

備
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

分
野

を
超

え
た

産
学

官
共

同
管

理
に

よ
る

材
料

ゲ
ノ

ム
の

学
び

場
の

形
成

と

運
営

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
 a

n
d
 o

p
e
ra

ti
o
n
 o

f

m
a
te

ri
a
l 
g
e
n
o
m

e
　

c
o
ll
e
g
ia

l

o
rg

a
n
iz

a
ti
o
n
 b

y
 t

h
e
 i
n
d
u
s
tr

y
-

a
c
a
d
e
m

ia
-
g
o
v
e
rn

m
e
n
t

c
o
ll
a
b
o
ra

ti
o
n
 b

e
y
o
n
d
 t

h
e
 f

ie
ld

 b
y

h
ig

h
-
re

s
o
lu

ti
o
n
 s

o
li
d
-
s
ta

te
 N

M
R

fo
r 

e
a
s
y
 u

s
e

分
野

を
超

え
た

産
学

官
の

研
究

開
発

人
材

が
容

易
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
、

高
分

解
能

固
体

N
M

R
設

備
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

産
学

官
共

同
管

理
に

よ
る

材
料

ゲ
ノ

ム
の

学
び

場
の

形
成

と
運

営
を

行
う

。

複
雑

構
造

の
解

析
、

原
子

番
号

が
隣

接
す

る
元

素
で

も
識

別
可

能
な

点

で
、

X
線

と
の

併
用

で
、

材
料

の
高

性

能
化

、
有

効
利

用
の

た
め

の
正

確
で

迅
速

な
解

析
を

可
能

と
す

る
。

さ
ら

に

作
用

磁
場

を
上

げ
る

こ
と

で
、

よ
り

精

度
高

い
解

析
が

容
易

に
な

る
。

複
雑

構
造

を
持

つ
物

質
・
材

料
の

構

造
解

析
と

そ
の

動
的

挙
動

解
明

に

よ
っ

て
、

よ
り

高
機

能
な

次
世

代
機

器
が

開
発

さ
れ

る
き

っ
か

け
と

な
る

と

と
も

に
、

資
源

問
題

の
緩

和
、

環
境

問
題

の
解

決
へ

の
寄

与
が

期
待

さ

れ
て

い
る

。

1
期

（
H

2
6
-
H

2
8
）
：

9
3
0
M

H
z級

の
整

備

2
期

（
H

2
9
-
H

3
1
）
：

1
G

H
z

超
級

の
開

発
・
組

込

3
期

（
H

3
3
-
H

3
5
）
：

運
用

総
額

9
0

9
3
0
M

H
z
級

固
体

N
M

R

整
備

4
0
、

1
G

H
z超

級
固

体
N

M
R

整
備

3
0
、

実
験

プ
ロ

ー
ブ

整
備

5
、

液
体

H
e
1
0
、

人
件

費
5

第
1
期

で
は

、
物

質
・
材

料
研

究

機
構

が
主

体
と

な
り

、
理

化
学

研

究
所

横
浜

研
究

所
と

共
同

で
体

制
を

構
築

。
第

2
期

で
は

、
本

事

業
の

主
旨

に
賛

同
す

る
全

国
の

機
関

が
保

有
設

備
の

共
有

マ
シ

ン
タ

イ
ム

を
拠

出
し

て
参

加
。

1
9
0

3
1
-
8

ヒ
ュ

ー
マ

ン
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
思

考
に

基
づ

く
新

材
料

創
製

H
u
m

a
n
 c

e
n
tr

ic
 m

a
n
u
fa

c
tu

ri
n
g
 f

o
r

m
a
te

ri
a
l 
d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t

物
質

・
材

料
分

野
に

お
け

る
新

学
理

創
成

を
目

指
し

、
人

間
の

生
活

や
生

活
文

化
向

上
に

寄
与

す
る

新
価

値
を

創
造

す
る

人
間

ひ
と

り
ひ

と
り

の
感

覚
・
感

性
に

合
わ

せ
た

材
料

創
製

(ヒ
ュ

ー
マ

ン
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
思

考
)を

可

能
に

す
る

拠
点

形
成

を
お

こ
な

う
。

物
質

の
原

子
・
分

子
レ

ベ
ル

と
ヒ

ト
の

感
覚

・
感

性
を

数
理

的
に

つ
な

ぐ

「
ス

ー
パ

ー
材

料
創

製
モ

デ
ル

」
を

構

築
し

、
デ

ジ
タ

ル
フ

ァ
ブ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

人
の

感
性

と
材

料
の

機
能

性
を

共
に

意
識

し
た

自
在

な
も

の
づ

く

り
が

実
現

で
き

る
学

理
創

成
。

従
来

の
個

別
の

技
術

領
域

に
お

け
る

知
的

財
産

創
出

と
異

な
り

、
材

料
・
デ

バ
イ

ス
か

ら
デ

ザ
イ

ン
、

社
会

心
理

に
至

る
幅

広
い

概
念

を
主

張
す

る
知

的
財

産
の

創
出

に
つ

な
が

り
、

ま
さ

に
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
原

動
力

と

な
る

。

1
-
2
年

目
：
設

備
充

実
、

ノ
ウ

ハ
ウ

蓄
積

3
-
4

年
目

：
シ

ス
テ

ム
構

築
、

新
材

料
創

製
モ

デ
ル

構
築

5
-
6
年

目
：
知

識
体

系
化

、
学

理
創

成

総
額

9
9

装
置

整
備

費
3
2
、

ク
ラ

ウ
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備

費
7
、

運
営

経
費

6
0

物
質

・
デ

バ
イ

ス
共

同
研

究
拠

点
（
北

海
道

大
学

電
子

科
学

研

究
所

、
東

北
大

学
多

元
物

質
化

学
研

究
所

、
東

京
工

業
大

学
資

源
化

学
研

究
所

、
大

阪
大

学
産

業
科

学
研

究
所

、
九

州
大

学
先

導
化

学
研

究
所

）
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【
区
分
Ⅰ
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
9
1

3
1
-
8

ユ
ー

ザ
ー

フ
レ

ン
ド

リ
ー

な
東

京
湾

ナ

ノ
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
放

射
光

リ
ン

グ
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

る
材

料
研

究
の

国

際
競

争
力

の
飛

躍
的

向
上

Q
u
a
n
tu

m
 l
e
a
p
  

o
n
 m

a
te

ri
a
ls

re
s
e
a
rc

h
 i
n
 i
n
te

rn
a
ti
o
n
a
l

c
o
m

p
e
ti
ti
o
n
 b

y
 n

a
n
o
-
a
p
p
li
c
a
ti
o
n

S
O

R
 r

in
g
 i
n
 T

o
k
y
o
 m

e
tr

o
p
o
li
ta

n

b
a
y
 a

re
a
 u

n
d
e
r 

u
s
e
r-

fr
ie

n
d
ly

fl
e
x
ib

le
 c

o
n
s
o
rt

iu
m

 o
p
e
ra

ti
o
n

3
.5

G
e
V

の
高

輝
度

ナ
ノ

ア
プ

リ
ケ

ー

シ
ョ

ン
リ

ン
グ

を
ア

ク
セ

ス
の

良
い

東

京
湾

地
域

に
新

設
し

、
ユ

ー
ザ

ー
主

体
の

柔
軟

な
運

用
形

態
に

よ
り

短
い

タ
ー

ン
オ

ー
バ

ー
と

柔
軟

な
運

用
形

態
を

実
現

し
、

最
先

端
材

料
研

究
の

国
際

競
争

力
を

向
上

さ
せ

る
。

ユ
ー

ザ
ー

利
便

性
や

ユ
ー

ザ
ー

支

援
の

高
度

化
に

よ
り

、
高

輝
度

放
射

光
を

利
用

し
た

物
質

・
材

料
研

究
の

爆
発

的
な

人
口

拡
大

・
普

及
が

進

み
、

飛
躍

的
な

材
料

工
学

の
学

術
の

発
展

と
東

京
湾

地
域

に
立

地
す

る
企

業
に

よ
る

産
業

利
用

の
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
。

グ
リ

ー
ン

・
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
社

会
に

不

可
欠

な
太

陽
電

池
、

燃
料

電
池

、
蓄

電
池

、
高

温
超

伝
導

、
光

触
媒

な
ど

の
先

端
材

料
技

術
開

発
や

国
民

が

希
望

す
る

医
療

技
術

の
向

上
、

工
業

技
術

の
発

展
に

よ
る

経
済

発
展

、
安

全
で

安
心

な
環

境
の

実
現

に
貢

献

す
る

。

H
2
5
-
H

2
7
：
予

備
調

査 H
2
7
-
H

3
0
(H

3
2
)：

S
O

R
な

ら
び

に
B

L

整
備

H
3
0
(H

3
2
)-

H
3
7
：

各
B

L
の

順
次

運
用

開
始

シ
ン

ク
ロ

ト
ロ

ン
放

射
光

設
備

：
設

備
投

資
6
5
0

（
地

盤
工

事
1
5
0
、

シ
ン

ク
ロ

ト
ロ

ン
本

体
3
0
0
、

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

1
5
0

、
そ

の
他

5
0

）
、

運
営

費
3
0

（
維

持
・
運

営
費

2
0
、

人

件
費

1
0
）
/
年

東
大

、
東

工
大

等
の

大
学

、
理

研
、

物
質

材
料

研
究

機
構

（
N

IM
S

）
、

物
質

・
材

料
系

企
業

群
の

ユ
ー

ザ
ー

群
と

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
（
K
E
K
）

等
が

組
織

す
る

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム

（
研

究
組

合
）

1
9
2

3
1
-
8

コ
ン

パ
ク

ト
中

性
子

源
を

利
用

し
た

そ

の
場

長
時

間
経

時
変

化
追

跡
に

よ
る

物
質

構
造

変
化

解
析

施
設

の
分

野
を

越
え

た
産

学
官

共
同

管
理

に
よ

る
材

料
ゲ

ノ
ム

の
学

び
場

の
形

成
と

運
営

F
o
u
n
d
a
ti
o
n
 o

f 
m

a
te

ri
a
l 
g
e
n
o
m

e

c
o
ll
e
g
ia

l 
o
rg

a
n
iz

a
ti
o
n
 u

n
d
e
r 

th
e

in
d
u
s
tr

y
-
a
c
a
d
e
m

ia
-
g
o
v
e
rn

m
e
n
t

c
o
ll
a
b
o
ra

ti
o
n
 f

o
r 

in
-
s
it
u
 l
o
n
g
-

te
rm

 o
b
s
e
rv

a
ti
o
n
 o

f

m
ic

ro
s
tr

u
c
tu

ra
l 
e
v
o
lu

ti
o
n
 b

y

c
o
m

p
a
c
t 

n
e
u
tr

o
n
 s

o
u
rc

e

分
野

を
超

え
た

産
学

官
の

研
究

開
発

人
材

が
容

易
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
コ

ン
パ

ク
ト

中
性

子
源

を
利

用
し

た
そ

の
場

長
時

間
経

時
変

化
追

跡
に

よ
る

物
質

構
造

変
化

解
析

施
設

を
整

備

し
、

産
学

官
共

同
管

理
に

よ
る

材
料

ゲ
ノ

ム
の

学
び

の
場

を
形

成
す

る
。

X
線

で
は

透
過

不
能

な
サ

ン
プ

ル
の

内
部

組
織

や
内

部
応

力
分

布
を

測

定
で

き
、

構
造

決
定

、
磁

気
構

造
、

原
子

振
動

を
明

ら
か

に
で

き
る

。

非
破

壊
で

ミ
ク

ロ
ス

ケ
ー

ル
の

構
造

変
化

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

を
解

明
し

、
計

算

科
学

と
連

携
し

て
材

料
の

未
解

明
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

新

材
料

、
新

プ
ロ

セ
ス

の
創

成
と

産
業

レ
ベ

ル
の

展
開

ま
で

可
能

で
あ

る
。

1
期

（
3
年

）
、

2
期

（
3

年
）
、

3
期

（
4
年

）

総
額

1
７

（
新

用
地

確
保

費
用

は
考

慮
し

て
い

な

い
）

小
型

中
性

子
源

加
速

器

3
、

中
性

子
発

生
装

置

2
、

実
験

プ
ロ

ー
ブ

1
0
式

2
、

保
守

管
理

0
.5

/
年

、

人
件

費
0
.5

/
年

第
1
期

は
物

質
・
材

料
研

究
機

構

（
N

IM
S

）
が

主
体

と
な

り
理

化
学

研
究

所
、

原
子

力
開

発
機

構
と

共
同

体
制

。
第

2
期

以
降

で
は

産

学
官

で
研

究
開

発
を

進
め

つ
つ

N
IM

S
が

中
心

と
な

っ
て

産
学

官

共
同

管
理

体
制

を
構

築
。
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【
区
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 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
1
-
1

日
本

語
の

歴
史

的
典

籍
の

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
構

築
計

画

D
a
ta

b
a
s
e
 c

o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f

J
a
p
a
n
e
s
e
 h

is
to

ri
c
a
l 
B

O
O

K

日
本

人
に

よ
っ

て
著

述
さ

れ
た

歴
史

的
典

籍
の

画
像

約
3
0
万

点
を

網
羅

的
に

集
積

し
、

文
化

・
学

術
環

境
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

国
内

外
に

対

し
総

合
的

・
体

系
的

に
発

信
し

、
亡

失

の
危

機
に

あ
る

日
本

の
文

化
資

源
を

確
実

に
未

来
に

継
承

す
る

。

本
計

画
に

よ
り

、
従

来
の

活
字

テ
キ

ス
ト

中
心

の
研

究
に

変
革

を
も

た
ら

し
、

新
分

野
の

展
開

が
期

待
で

き
る

。

ま
た

絵
画

的
情

報
な

ど
の

提
供

は
隣

接
諸

分
野

の
研

究
に

資
す

る
。

海
外

に
も

「
日

本
」
の

イ
メ

ー
ジ

を
発

信
し

、

対
外

的
効

用
は

大
き

い
。

研
究

に
資

す
る

こ
と

を
第

一
と

す
る

が
、

活
字

テ
キ

ス
ト

に
は

な
い

古
典

籍
へ

の
興

味
・
関

心
を

一
般

社
会

に

掘
り

起
こ

し
、

特
に

教
育

現
場

や
生

涯
教

育
等

に
お

い
て

、
活

用
さ

れ
る

。

ま
た

、
世

界
に

発
信

す
る

こ
と

で
、

ク
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
の

一
翼

を
担

う
。

H
2
5
-
H

3
4

人
件

費
1
4
（
特

任
教

授
、

研
究

員
、

事
務

等
）
、

運

営
費

5
1

（
画

像
デ

ー
タ

作
成

、
委

員
会

等
開

催
、

通
信

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
保

守
・
管

理

等
）
、

設
備

費
7
（
原

本
参

考
資

料
購

入
、

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
導

入
）

主
な

実
施

機
関

：
国

文
学

研
究

資
料

館
、

実
行

組
織

：
同

館
に

設

置
さ

れ
る

古
典

籍
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

研
究

事
業

セ
ン

タ
ー

と
3

委
員

会
、

及
び

外
部

の
2
０

拠
点

大
学

（
東

京
大

学
、

京
都

大
学

等
）

2
3
-
5

心
の

先
端

研
究

の
た

め
の

連
携

拠
点

（
W
I
S
H
）

構
築

W
e
b
 
f
o
r
 
t
h
e
 
i
n
t
e
g
r
a
t
e
d

s
t
u
d
i
e
s
 
o
f
 
t
h
e
 
h
u
m
a
n
 
m
i
n
d

文
理

連
携

に
よ

る
「
心

の
先

端
研

究

の
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
を

整
備

し
、

心
の

働
き

と
そ

の
認

知
・
神

経
基

盤
、

発
達

基
盤

、
社

会
基

盤
、

及
び

進
化

基
盤

を
解

明
し

、
現

代
社

会
が

直
面

す
る

喫
緊

の
課

題
の

解
決

に

資
す

る
心

の
先

端
科

学
を

構
築

す

る
。

心
理

学
・
認

知
科

学
、

発
達

科
学

、

脳
科

学
、

実
験

社
会

科
学

、
霊

長
類

学
、

認
知

発
達

ロ
ボ

テ
ィ

ク
ス

が
有

機
的

に
連

携
す

る
心

の
先

端
研

究

拠
点

の
構

築
に

よ
り

、
「
社

会
的

き
ず

な
」
を

作
る

ヒ
ト

知
性

の
本

質
に

迫
る

日
本

発
の

学
問

領
域

が
創

成
さ

れ

る
。

い
じ

め
や

ひ
き

こ
も

り
、

高
ス

ト
レ

ス

に
よ

る
う

つ
病

や
自

殺
の

多
発

な
ど

現
代

社
会

が
抱

え
る

心
を

め
ぐ

る
社

会
病

理
の

解
決

に
向

け
て

最
先

端

の
知

見
に

基
づ

く
提

言
を

行
う

と
共

に
、

科
学

的
人

間
理

解
に

基
づ

く
社

会
制

度
設

計
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

H
2
6
-
H

3
0

施
設

整
備

費
1
5
.6

（
M

R
I、

被
験

者
管

理
シ

ス
テ

ム
、

乳
児

発
達

研

究
設

備
、

構
成

的
行

動

実
験

設
備

、
比

較
認

知

科
学

研
究

棟
、

個
体

情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

生

涯
発

達
研

究
設

備
）
、

連

携
拠

点
運

営
経

費
3
1
.5

東
大

進
化

認
知

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
京

大
心

の
先

端
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
、

北
大

社
会

科
学

実
験

研

究
セ

ン
タ

ー
、

阪
大

未
来

戦
略

機

構
、

玉
川

大
応

用
脳

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
慶

大
人

間
知

性
研

究

セ
ン

タ
ー

、
生

理
学

研
究

所

基 礎 生 物 学

3
1
2
-
1

国
際

宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

宇

宙
生

命
科

学
研

究
計

画

S
p
a
c
e
 l
if
e
 s

c
ie

n
c
e
 p

ro
g
ra

m
 i
n

th
e
 i
n
te

rn
a
ti
o
n
a
l 
s
p
a
c
e
 s

ta
ti
o
n

①
細

胞
内

動
態

リ
ア

ル
タ

イ
ム

解
析

シ
ス

テ
ム

、
②

植
物

栽
培

制
御

・
解

析
シ

ス
テ

ム
、

③
哺

乳
動

物
飼

育
制

御
・
解

析
シ

ス
テ

ム
、

④
生

物
試

料

回
収

・
解

析
統

合
シ

ス
テ

ム
、

⑤
船

外
実

験
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（

暴
露

部
）
利

用
実

験
施

設
、

を
設

置

宇
宙

環
境

に
お

け
る

生
命

現
象

の
普

遍
性

が
理

解
さ

れ
、

人
類

を
は

じ
め

と
し

た
地

球
生

命
の

多
様

性
と

生
命

活
動

の
根

幹
が

明
ら

か
に

な
る

。

「
人

類
の

健
康

と
い

の
ち

を
守

る
」
た

め
に

必
要

不
可

欠
な

多
く

の
科

学
的

成
果

が
得

ら
れ

、
広

範
な

波
及

効
果

を
も

た
ら

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
5
-
H

2
8

：
5

研
究

設
備

の
開

発
、

製

作
、

き
ぼ

う
へ

の
運

搬
・
設

置

H
2
6
-
H

3
2
：
研

究
設

備
の

本
格

運
用

・
研

究
の

推
進

総
額

2
0
0

研
究

設
備

開
発

1
0
0
、

「
き

ぼ
う

」
へ

の
運

搬
・
設

置
費

3
0
、

設
置

後
の

運

用
経

費
と

し
て

1
0
/
年

（
7

年
間

で
7
0
）

独
立

行
政

法
人

宇
宙

航
空

研

究
開

発
機

構
（
J
A

X
A

）
が

実
施

主
体

と
な

っ
て

推
進

す
る

。

基 礎 医 学

4
1
6
-
8

先
進

的
医

学
研

究
の

た
め

の
遺

伝
子

改
変

動
物

研
究

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

設
立

J
a
p
a
n
 k

n
o
c
k
o
u
t 

m
o
u
s
e

c
o
n
s
o
rt

iu
m

 f
o
r 

le
a
d
in

g
-
e
d
g
e

b
io

m
e
d
ic

a
l 
re

s
e
a
rc

h

2
万

数
千

の
ヒ

ト
遺

伝
子

の
中

か
ら

疾
患

に
関

連
す

る
と

予
想

さ
れ

る
遺

伝
子

を
選

別
し

、
遺

伝
子

を
破

壊
し

た
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
マ

ウ
ス

を
中

心
に

遺

伝
子

改
変

動
物

を
2
、

0
0
0
系

統
作

製

し
、

個
体

レ
ベ

ル
で

遺
伝

子
機

能
を

明
ら

か
に

す
る

。

作
製

し
た

遺
伝

子
改

変
動

物
を

、
表

現
型

情
報

と
合

わ
せ

て
研

究
者

が
自

由
に

利
用

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

我
が

国
の

医
学

研
究

の
発

展
と

産
学

連
携

に
よ

る
創

薬
を

強
力

に
推

進
す

る
研

究
資

源
(バ

イ
オ

リ
ソ

ー

ス
) 

と
す

る
。

病
気

の
理

解
と

再
現

を
通

じ
て

予

防
・
治

療
を

実
現

し
、

人
類

の
健

康
な

長
寿

生
活

の
実

現
に

貢
献

す
る

。
さ

ら
に

次
世

代
を

担
う

医
療

・
バ

イ
オ

資

源
と

し
て

産
業

的
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

が
期

待
で

き
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
基

盤
整

備 H
2
6
-
H

3
5
：
運

用

○
基

盤
整

備
：
遺

伝
子

改
変

動
物

作
製

設
備

1
2
、

飼
育

設
備

3
3
.5

、
解

析
設

備
2
4
.5

○
運

営
経

費
：
消

耗
品

7
0
、

人
件

費
1
5
.8

、
そ

の

他
に

4
.2

東
京

大
学

、
大

阪
大

学
、

筑
波

大
学

、
熊

本
大

学
、

京
都

大
学

、

九
州

大
学

、
理

化
学

研
究

所
、

国
内

1
4
学

会
な

ど

薬 学
5

2
0
-
2

創
薬

基
盤

拠
点

の
形

成

R
e
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r 
fo

r 
d
ru

g

d
is

c
o
v
e
ry

本
計

画
で

は
創

薬
の

た
め

の
大

型

基
盤

設
備

を
整

備
・
充

実
さ

せ
、

創

薬
拠

点
を

基
盤

と
し

て
大

学
等

の
公

的
研

究
機

関
で

行
う

創
薬

研
究

、
特

に
希

少
疾

患
・
難

治
疾

患
創

薬
を

支

援
す

る
体

制
を

構
築

す
る

。
構

造
活

性
相

関
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

も
構

築
す

る
。

本
計

画
は

公
的

研
究

機
関

で
行

わ

れ
て

い
る

生
命

科
学

研
究

を
創

薬
に

つ
な

げ
る

基
盤

構
築

を
目

的
と

し
て

お
り

、
新

薬
創

出
の

観
点

か
ら

有
意

義
で

あ
る

と
同

時
に

、
成

果
は

基
礎

科
学

分
野

に
も

有
用

で
あ

り
、

価
値

が
あ

る
。

国
民

の
健

康
を

守
る

事
は

国
の

重
要

施
策

の
一

つ
で

あ
り

、
疾

病
の

克
服

は
人

類
の

悲
願

と
言

っ
て

も
過

言
で

は
な

い
。

ア
カ

デ
ミ

ア
の

基
礎

研
究

を

応
用

研
究

で
あ

る
新

薬
開

発
に

繋
げ

る
こ

の
計

画
の

社
会

的
価

値
に

つ
い

て
は

議
論

の
余

地
は

な
い

。

H
2
5
-
H

2
7
：
大

型
基

盤
設

備
の

整
備

・
充

実 H
2
5
-
H

3
4
：
創

薬
拠

点
整

備
と

そ
の

運
用

総
額

1
2
5

設
備

投
資

4
5
（
設

備
の

建
設

を
含

め
た

投
資

額
）
、

運
営

費
年

間
8
（
8

×
1
0
年

間
 =

 8
0
）

主
な

実
施

機
関

：
東

大
創

薬

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン

タ
ー

実
行

組
織

：
東

大
、

北
大

、
東

北

大
、

京
大

、
阪

大
、

九
大

、
長

崎

大
、

慶
應

大
、

名
大

、
名

工
大

、

東
京

医
歯

大
、

岡
大

、
東

薬
大

な
ど

人 文 ・ 社 会 科 学
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区
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   分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

6
2
3
-
1

強
磁

場
コ

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

：
次

世
代

強

磁
場

施
設

の
整

備

H
ig

h
 m

a
g
n
e
ti
c
 f

ie
ld

 c
o
-

la
b
o
ra

to
ry

-
h
ig

h
 f

ie
ld

 f
a
c
il
it
ie

s
 i
n

n
e
x
t 

g
e
n
e
ra

ti
o
n

我
が

国
が

強
い

伝
統

を
も

つ
強

磁
場

施
設

の
連

携
に

よ
り

、
オ

ー
ル

ジ
ャ

パ
ン

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

強
磁

場
コ

ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
を

構
築

し
、

物
性

物
理

学
、

物
質

科
学

、
材

料
科

学
の

主
要

要
素

で
あ

る
強

磁
場

科
学

の
国

際
的

優
位

性
を

確
保

す
る

。

強
磁

場
は

物
質

科
学

、
材

料
科

学
に

必
須

の
基

盤
的

な
環

境
で

あ
る

.次

世
代

施
設

を
整

備
し

て
強

磁
場

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
を

追
求

し
、

、
新

物
質

･新

現
象

の
発

見
と

そ
の

展
開

･応
用

を

目
指

す
こ

と
は

、
、

物
質

･
材

料
科

学

推
進

に
重

要
な

意
義

が
あ

る
。

強
磁

場
施

設
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

、
環

境
、

医
療

分
野

等
の

産
業

革
新

に

必
須

の
社

会
的

な
役

割
を

有
し

、
我

が
国

の
材

料
開

発
と

関
連

産
業

推

進
に

不
可

欠
な

基
盤

的
設

備
と

し

て
、

そ
の

成
果

は
広

く
社

会
に

還
元

さ
れ

、
社

会
的

価
値

は
極

め
て

高

い
。

H
2
6
-
H

3
1
：
全

日
本

定
常

強
磁

場
拠

点

建
設

H
2
6
-
H

3
3
：
準

定
常

パ
ル

ス
磁

場
施

設

整
備

（
運

転
は

完
成

後
1
0
年

）

○
定

常
強

磁
場

：
2
4
M

W

電
源

2
4
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

磁
石

2
8
、

他
総

額
9
9

○
3
0
T
超

伝
導

磁
石

1
5

○
パ

ル
ス

強
磁

場
：
発

電
機

型
電

源
3
0
、

他
総

額
4
5

○
事

業
の

設
備

費
合

計

等
1
4
4

東
京

大
学

物
性

研
究

所
･
国

際

超
強

磁
場

科
学

研
究

施
設

、
東

北
大

学
金

属
材

料
研

究
所

･強

磁
場

超
伝

導
材

料
研

究
セ

ン

タ
ー

、
 大

阪
大

学
･極

限
量

子
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
、

物
質

･
材

料

研
究

機
構

･
強

磁
場

ス
テ

ー
シ

ョ

ン

7
2
3
-
1

計
算

基
礎

科
学

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

構

築 N
e
tw

e
o
k
 o

f 
c
o
m

p
u
ta

ti
o
n
a
l

fu
n
d
a
m

e
n
ta

l 
s
c
ie

n
c
e

物
理

学
分

野
全

体
に

わ
た

っ
て

計
算

科
学

を
軸

と
し

た
学

際
的

な
研

究
を

推
進

す
る

拠
点

を
構

築
す

る
。

計
算

機
環

境
を

整
備

・
運

用
す

る
と

同
時

に
、

計
算

機
科

学
分

野
と

の
連

携
を

強
化

し
、

エ
ク

サ
ス

ケ
ー

ル
に

向
け

て
の

準
備

研
究

を
実

施
す

る
。

計
算

機
と

い
う

共
通

の
道

具
を

用
い

る
計

算
科

学
を

通
じ

て
、

分
野

を
超

え
る

研
究

協
力

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

、
現

在
、

H
P
C

I戦
略

プ
ロ

グ
ラ

ム

で
進

め
て

い
る

物
質

科
学

お
よ

び
素

粒
子

・
原

子
核

・
宇

宙
で

の
連

携
を

統
合

し
強

化
す

る
。

計
算

手
法

の
高

度
化

を
進

め
る

こ
と

で
、

多
階

層
に

わ
た

る
現

象
の

理
解

を
必

要
と

す
る

生
命

、
環

境
、

も
の

づ

く
り

な
ど

の
分

野
に

お
け

る
計

算
科

学
の

問
題

解
決

に
寄

与
す

る
。

H
2
5
-
H

2
7
：
H

P
C

I戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

分
野

2
お

よ
び

分
野

5

H
2
8
-
：
発

展
し

た
全

体
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

設
備

費
：

各
拠

点
の

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
借

入
・
運

用
経

費

6
拠

点
総

額
　

約
4
0
/
年

運
営

費
：
連

携
拠

点
の

構
築

・
運

営
費

6
拠

点
総

額
　

約
1
/
年

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
、

筑
波

大
学

計
算

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
国

立
天

文
台

、
東

京

大
学

物
性

研
究

所
、

自
然

科
学

研
究

機
構

分
子

科
学

研
究

所
、

東
北

大
学

金
属

材
料

研
究

所

8
2
3
-
2

K
E
K
 S

u
p
e
r 

B
-
fa

c
to

ry
 計

画

S
u
p
e
r 

B
-
fa

c
to

ry
 p

ro
je

c
t 

a
t 

K
E
K

加
速

器
、

測
定

器
の

増
強

の
の

ち
、

2
0
1
5
年

初
頭

に
ビ

ー
ム

運
転

を
開

始
、

加
速

器
や

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

を

理
解

し
つ

つ
、

2
0
1
6
年

秋
よ

り
物

理

運
転

を
開

始
す

る
。

新
物

理
や

新
複

合
粒

子
な

ど
に

関
す

る
幅

広
い

研
究

成
果

が
期

待
さ

れ
る

。

ヒ
ッ

グ
ス

粒
子

が
発

見
さ

れ
、

次
な

る

探
査

目
標

は
新

物
理

で
あ

る
こ

と
が

明
確

に
な

っ
た

。
本

研
究

で
は

、
新

物
理

の
僅

か
な

量
子

力
学

的
寄

与

を
精

密
測

定
に

よ
り

見
つ

け
出

し
、

ま

た
、

そ
の

物
理

模
型

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
の

多
角

的
観

測
を

行
う

。

日
本

が
世

界
最

先
端

の
研

究
を

主

導
し

、
ノ

ー
ベ

ル
賞

級
の

研
究

を
推

進
す

る
知

的
価

値
。

外
国

と
の

交
流

に
伴

う
技

術
水

準
の

向
上

。
研

究
施

設
、

設
備

を
国

内
企

業
と

協
力

し
て

つ
く

り
上

げ
る

際
の

経
済

効
果

。
一

般
向

け
の

科
学

教
育

な
ど

。

H
2
6
よ

り
加

速
器

運

転
開

始
、

H
2
7

よ
り

測
定

器
運

転
開

始
、

H
3
4
ご

ろ
ま

で
に

目

安
と

な
る

5
0
/
a
b
の

デ
ー

タ
取

得
達

成
。

運
転

・
維

持
・

更
新

・

デ
ー

タ
解

析
・
結

果
報

告
・
発

信
な

ど
の

た
め

に

要
す

る
費

用
：

H
2
7
　

7
0

H
2
8
　

8
0

H
2
9
　

9
0

H
3
0
以

降
　

年
間

1
0
0

実
施

機
関

：
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

実
行

組
織

：
加

速
器

研
究

施
設

、

素
粒

子
原

子
核

研
究

所
、

B
e
ll
e

II
国

際
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン

意
思

決
定

：
Ｂ

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

計
画

推
進

委
員

会

9
2
3
-
2

J
-
P
A

R
C

主
リ

ン
グ

大
強

度
化

に
よ

る

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

の
新

た
な

展
開

N
e
w

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

N
e
u
tr

in
o

p
h
y
s
ic

s
 w

it
h
 u

p
g
ra

d
e
d
 M

a
in

 R
in

g

a
t 

J
-
P
A

R
C

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

振
動

現
象

の
研

究
に

お

け
る

最
重

要
課

題
の

一
つ

で
あ

る
“
レ

プ
ト

ン
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
C

P
対

称

性
の

破
れ

”
の

探
索

を
開

始
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

、
J
-
P
A

R
C

主
リ

ン
グ

加
速

器
を

大
強

度
化

す
る

。

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

に
お

け
る

C
P
対

称
性

の

破
れ

が
物

質
宇

宙
創

成
に

大
き

な
役

割
を

果
た

し
た

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

本
研

究
に

よ
り

そ
の

探
索

に

先
鞭

を
つ

け
る

事
は

、
宇

宙
の

物
質

起
源

の
謎

に
迫

る
大

き
な

前
進

と
な

る
。

我
々

の
物

質
優

勢
宇

宙
創

成
の

歴

史
を

紐
解

く
大

き
な

ス
テ

ッ
プ

と
な

り

極
め

て
大

き
な

知
的

貢
献

で
あ

る
と

い
え

る
。

今
後

も
日

本
が

世
界

の

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

研
究

を
リ

ー
ド

し
続

け
る

こ
と

は
、

将
来

を
担

う
世

代
に

科
学

へ

の
夢

を
育

む
事

に
つ

な
が

る
。

H
2
7
-
H

3
3
：
大

強
度

化
お

よ
び

運
転

主
リ

ン
グ

電
源

お
よ

び

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

施
設

大
強

度
対

応
6
7

、
運

営
維

持
、

性
能

向
上

費
1
/
年

×
5
年

、
電

気
代

増
加

分

2
/
年

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
を

中
心

と
し

て
、

東
京

大
学

宇

宙
線

研
究

所
、

東
京

大
学

・
京

都

大
学

・
神

戸
大

学
・
大

阪
市

立
大

学
・
宮

城
教

育
大

学
な

ど
国

内

の
研

究
機

関
と

海
外

1
0
カ

国
の

研
究

機
関

、
合

わ
せ

て
5
6
機

関

1
0

2
3
-
3

3
0
ｍ

光
赤

外
線

望
遠

鏡
計

画
T
M

T

T
h
ir
ty

 m
e
te

r 
te

le
s
c
o
p
e
 p

ro
je

c
t

直
径

3
0
ｍ

の
光

赤
外

線
望

遠
鏡

を
マ

ウ
ナ

ケ
ア

山
頂

に
建

設
し

、
補

償
光

学
装

置
の

高
度

化
と

新
世

代
観

測

装
置

に
よ

り
、

初
期

宇
宙

の
銀

河
形

成
史

、
太

陽
系

外
惑

星
の

探
査

、

ダ
ー

ク
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
研

究
な

ど
を

行
う

。

太
陽

系
外

の
地

球
型

惑
星

の
大

気

分
光

に
よ

る
生

命
の

兆
候

の
探

査
、

赤
方

偏
移

1
0
以

上
の

初
期

宇
宙

の

天
体

の
観

測
、

宇
宙

膨
張

史
の

直
接

測
定

に
よ

る
ダ

ー
ク

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

研
究

を
初

め
、

様
々

な
観

測
成

果
が

期
待

さ
れ

る
。

光
を

直
接

制
御

す
る

補
償

光
学

技
術

の
高

度
化

は
医

療
や

レ
ー

ザ
ー

産

業
な

ど
へ

の
波

及
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。

新
し

い
宇

宙
観

の
創

成
は

人
類

共
通

の
知

的
資

産
と

な
り

、
地

球
規

模
の

視
点

育
成

に
資

す
る

。

H
2
5
-
H

3
3
：
建

設
期

間 H
3
0
-
H

3
3
：
部

分
運

用 H
3
4
-
：
本

格
運

用

総
額

1
5
0
0
(内

3
７

5
を

日

本
が

分
担

）

望
遠

鏡
本

体
2
3
5
、

主
鏡

材
2
1
、

研
磨

4
5
、

装
置

9
、

共
通

経
費

6
5
、

そ
の

他
国

内
経

費
4
0
、

運
用

経
費

3
0
/
年

国
立

天
文

台
(日

本
）
、

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

、
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

工

科
大

(米
国

）
、

カ
ナ

ダ
天

文
学

大

学
連

合
､
イ

ン
ド

T
M

T
連

携
機

構
、

国
家

天
文

台
(中

国
）
が

設

立
す

る
T
M

T
国

際
天

文
台

が
管

理
運

営

物 理 学
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【
区
分
Ⅱ
】
 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

1
1

2
3
-
3

次
期

X
線

天
文

衛
星

ア
ス

ト
ロ

-

H
(A

S
T
R

O
-
H

)計
画

A
S
T
R

O
-
H

  
X
-
ra

y
 a

s
tr

o
n
o
m

y

s
a
te

ll
it
e
 p

ro
je

c
t

A
S
T
R

O
-
H

衛
星

を
開

発
し

、
X

線
か

ら
ガ

ン
マ

線
の

波
長

域
に

お
い

て
高

い
感

度
の

観
測

を
行

う
。

打
ち

上
げ

後
の

初
期

性
能

実
施

観
測

の
後

、
観

測
提

案
は

公
募

さ
れ

、
最

終
的

に
観

測
デ

ー
タ

は
公

開
さ

れ
る

。
最

低
3
年

間
の

観
測

を
め

ざ
す

。

宇
宙

の
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

進
化

と
エ

ネ

ル
ギ

ー
集

中
過

程
の

解
明

を
目

指

し
、

X
線

超
精

密
分

光
と

広
帯

域
観

測
に

よ
り

銀
河

団
内

部
の

高
温

ガ
ス

の
運

動
を

測
定

し
、

さ
ら

に
、

銀
河

の

中
心

の
巨

大
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

の
誕

生
と

成
長

の
過

程
を

明
ら

か
に

す

る
。

こ
れ

ま
で

見
る

こ
と

の
で

き
な

か
っ

た
、

宇
宙

の
進

化
の

新
た

な
側

面
が

解
明

さ
れ

る
こ

と
で

、
世

界
最

高
レ

ベ

ル
の

日
本

の
X
線

天
文

学
が

飛
躍

的

に
発

展
し

、
宇

宙
物

理
学

に
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

、
我

が
国

の
プ

レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

に
つ

な
が

る
。

H
2
0
-
H

2
7
：
衛

星
設

計
、

開
発

H
2
7
-
H

2
9

：
打

ち
上

げ
、

運
用

○
衛

星
分

：
初

期
投

資

約
1
6
1
、

運
用

費
等

約
1
4

（
※

打
上

げ
ロ

ケ
ッ

ト
を

含
ま

な
い

）

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

(J
A

X
A

)
、

N
A

S
A

、
S
R

O
N

、

C
S
A

、
E
S
A

、
名

古
屋

大
学

、
愛

媛
大

学
、

首
都

大
学

東
京

、
金

沢
大

学
、

大
阪

大
学

、
京

都
大

学
、

東
京

大
学

、
広

島
大

学
他

A
S
T
R

O
-
H

チ
ー

ム

1
2

2
3
-
3

大
型

低
温

重
力

波
望

遠
鏡

計
画

L
a
rg

e
-
s
c
a
le

 c
ry

o
g
e
n
ic

g
ra

v
it
a
ti
o
n
a
l 
w

a
v
e
 t

e
le

s
c
o
p
e

p
ro

je
c
t

一
辺

3
k
m

の
超

高
感

度
レ

ー
ザ

ー
干

渉
計

を
建

設
し

、
中

性
子

星
連

星
合

体
や

超
新

星
爆

発
な

ど
か

ら
の

重
力

波
を

観
測

す
る

。
7
億

光
年

先
ま

で
観

測
可

能
な

感
度

を
実

現
す

る
た

め
、

装
置

全
体

を
地

下
設

置
と

し
、

極
低

温
鏡

を
用

い
る

。

強
重

力
場

に
お

け
る

一
般

相
対

性
理

論
の

検
証

が
行

わ
れ

、
時

空
の

動
的

な
性

質
が

明
ら

か
に

な
る

。
海

外
の

装
置

と
の

共
同

観
測

に
よ

り
重

力
波

天
文

学
の

学
問

分
野

が
創

成
さ

れ
、

ブ
ラ

ッ
ク

ホ
ー

ル
生

成
の

瞬
間

な
ど

が
観

測
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

「
時

空
の

波
」
や

「
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

を

捕
ら

え
る

」
な

ど
が

テ
ー

マ
で

あ
り

、

純
粋

基
礎

科
学

の
お

も
し

ろ
さ

を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
る

。
本

研

究
に

必
要

な
最

先
端

技
術

に
国

内

の
企

業
が

関
わ

る
こ

と
で

、
経

済
的

・

産
業

的
価

値
を

生
む

。

H
2
2
-
H

2
8
：
装

置
建

設 観
測

期
間

と
し

て
は

H
2
9
年

か
ら

2
0
年

以

上
を

想
定

装
置

建
設

費
総

額
約

1
5
6
、

毎
年

の
運

転
経

費

は
約

4
.5

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

が
ホ

ス
ト

機
関

と
な

り
、

自
然

科
学

研

究
機

構
国

立
天

文
台

、
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

と
の

3
研

究
機

関
の

密
接

な
協

力
の

も
と

で
装

置
を

建
設

中
で

あ
る

。

総
勢

約
2
0
0
人

の
国

際
共

同
研

究
。

地 球 惑 星 科 学

1
3

2
4
-
1

衛
星

に
よ

る
全

球
地

球
観

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

C
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
a
 s

a
te

ll
it
e
 E

a
rt

h

o
b
s
e
rv

a
ti
o
n
 s

y
s
te

m

国
際

的
な

観
測

要
求

/
計

画
調

整
枠

組
に

基
づ

き
、

衛
星

に
よ

る
全

球
地

球
観

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
行

う
。

気
候

変
動

、
植

生
/
地

殻
変

動
、

雲
/

エ
ア

ロ
ゾ

ル
/
降

水
、

温
室

効
果

ガ

ス
、

大
気

汚
染

物
質

を
対

象
と

す
る

衛
星

シ
ス

テ
ム

を
計

画
す

る
。

重
要

気
候

変
数

の
長

期
観

測
：

G
C

O
M

、
植

生
/
地

殻
変

動
観

測
：

A
L
O

S
、

雲
エ

ア
ロ

ゾ
ル

鉛
直

/
速

度

観
測

：
E
a
rt

h
C

A
R

E
、

全
球

降
水

観

測
：
G

P
M

、
温

室
効

果
ガ

ス
濃

度
分

布
：
G

O
S
A

T
、

大
気

汚
染

観
測

：
静

止
衛

星
を

目
的

気
候

変
動

：
気

象
/
台

風
予

報
精

度

向
上

。
海

洋
観

測
：
漁

場
/
冬

期
航

路

確
認

。
降

水
：
農

業
/
生

活
水

確
保

。

陸
域

：
土

地
利

用
状

況
/
地

殻
変

動
/

地
す

べ
り

危
険

度
診

断
、

温
室

効
果

ガ
ス

観
測

：
地

域
別

排
出

状
況

把
握

に
各

々
貢

献
す

る
。

H
2
4
-
H

3
4

総
額

4
,0

0
0
-
5
,0

0
0

（
今

後
1
0
年

）

G
C

O
M

-
W

1
/
-
C

1
約

8
0
0

、
G

P
M

約
2
2
0

、

E
a
rt

h
C

A
R

E
約

1
0
0

、

A
L
O

S
-
2
約

3
0
0
、

将
来

衛
星

2
4
0
0
-
3
4
0
0

宇
宙

航
空

開
発

研
究

機
構

：
全

体
と

り
ま

と
め

気
象

研
究

所
：
デ

ー
タ

研
究

国
土

地
理

院
：
デ

ー
タ

研
究

森
林

総
研

：
デ

ー
タ

研
究

情
報

通
信

研
究

機
構

：
セ

ン
サ

研
究

環
境

省
/
国

立
環

境
研

究
所

：
セ

ン
サ

/
デ

ー
タ

研
究

1
4

2
7
-
1

複
合

原
子

力
科

学
の

有
効

利
用

に
向

け
た

先
導

的
研

究
の

推
進

P
ro

m
o
ti
o
n
 o

f 
le

a
d
in

g
 r

e
s
e
a
rc

h

to
w

a
rd

 e
ff

e
c
ti
v
e
 u

ti
li
za

ti
o
n
 o

f

m
u
lt
id

is
c
ip

li
n
a
ry

 n
u
c
le

a
r 

s
c
ie

n
c
e

a
n
d
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y

人
類

社
会

の
持

続
的

発
展

に
は

原

子
力

・
放

射
線

の
利

用
が

必
要

で
あ

る
。

本
計

画
で

は
、

研
究

炉
・
加

速
器

を
用

い
る

共
同

利
用

・
共

同
研

究
を

軸
に

、
複

合
的

な
原

子
力

科
学

の
発

展
と

有
効

利
用

に
向

け
た

先
導

的
研

究
を

推
進

し
、

そ
の

拠
点

を
形

成
す

る
。

本
研

究
の

意
義

は
、

複
合

的
な

原
子

力
科

学
の

裾
野

が
拡

大
・
発

展
し

、

よ
り

安
全

で
効

率
的

な
原

子
力

・
放

射
線

の
利

用
を

支
え

る
基

礎
・
基

盤

的
学

術
の

新
た

な
創

成
と

展
開

に
つ

な
が

り
、

そ
れ

ら
の

有
効

利
用

へ
の

道
が

拓
か

れ
る

こ
と

に
あ

る
。

原
子

力
の

学
際

的
研

究
分

野
（
医

療
・
健

康
、

物
質

科
学

、
安

全
・
防

災
）
の

研
究

成
果

の
社

会
還

元
、

安

全
基

盤
科

学
研

究
の

成
果

の
原

子

力
安

全
規

制
等

の
実

務
的

な
体

系

へ
の

反
映

、
実

験
教

育
活

動
に

よ
る

人
材

育
成

へ
の

貢
献

が
期

待
さ

れ

る
。

F
F
A

G
陽

子
加

速

器
：
H

2
6
-
増

強
・
施

設
整

備
（
既

設
実

験

研
究

棟
、

総
合

研
究

棟
）

小
型

サ
イ

ク
ロ

ト
ロ

ン
：
H

2
7
-

設
置

・
実

験
設

備
整

備

初
期

投
資

7
0
（
小

型
サ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

、
加

速
器

増
強

、
既

設
実

験
研

究

棟
整

備
、

総
合

研
究

棟

新
営

、
実

験
設

備
）
、

運

用
経

費
2
8
 (

7
年

）

主
な

実
施

機
関

：
京

都
大

学
原

子
炉

実
験

所

計
画

の
軸

と
な

る
共

同
利

用
・
共

同
研

究
に

つ
い

て
は

、
多

数
の

学
外

者
を

含
む

共
同

利
用

運
営

委
員

会
等

に
お

い
て

方
針

の
立

案
、

課
題

採
択

等
を

行
い

、
推

進

す
る

。

1
5

2
7
-
3

高
性

能
核

融
合

プ
ラ

ズ
マ

の
定

常
実

証
研

究

D
e
m

o
n
s
tr

a
ti
o
n
 o

f 
s
te

a
d
y
-
s
ta

te

h
ig

h
-
p
e
rf

o
rm

a
n
c
e
 f

u
s
io

n
 p

la
s
m

a

核
融

合
発

電
実

証
を

行
う

原
型

炉
段

階
に

進
む

た
め

に
不

可
欠

な
炉

心
級

の
性

能
を

持
っ

た
高

温
プ

ラ
ズ

マ
の

定
常

保
持

の
実

証
に

、
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置
と

J
T
-
6
0
S
A

を
用

い
て

IT
E
R

計
画

と
相

補
的

に
全

国
共

同
研

究
体

制
で

取
り

組
む

。

世
界

最
高

の
性

能
を

持
つ

高
温

定

常
プ

ラ
ズ

マ
の

実
現

に
基

づ
い

た
プ

ラ
ズ

マ
物

理
の

体
系

化
に

よ
り

、
核

融
合

発
電

実
証

を
行

う
原

型
炉

設
計

の
た

め
の

、
学

術
基

盤
に

立
っ

た
包

括
的

か
つ

精
密

な
予

測
科

学
を

世
界

に
先

駆
け

て
構

築
す

る
。

核
融

合
発

電
の

実
現

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
地

球
環

境
問

題
の

解
決

に
極

め
て

大
き

な
社

会
的

、
経

済
的

影
響

を
与

え
る

も
の

。
プ

ラ
ズ

マ
は

産
業

応
用

と
し

て
の

科
学

的
価

値
が

高

い
。

国
際

的
な

取
組

と
熾

烈
な

競
争

の
中

、
ト

ッ
プ

の
地

位
を

獲
得

確
保

す
る

。

大
型

ヘ
リ

カ
ル

装
置

H
2
5
-
H

3
2

：
増

強
と

実
験

H
3
3
-
H

3
5

：
実

証
と

体
系

化

J
T
-
6
0
S
A

H
2
5
-
H

3
0
：
建

設

H
3
0
-
H

3
1
：
実

験

○
大

型
ヘ

リ
カ

ル
装

置

の
最

高
性

能
化

：
運

転

経
費

・
実

験
経

費
等

5
9
2
、

設
備

投
資

9
7

〇
J
T
-
6
0
S
A

計
画

：
初

期
投

資
4
0
9
.6

、
運

営
費

等
2
5
.4

（
他

、
既

存
設

備

の
解

体
・
改

造
等

を
実

施
す

る
必

要
あ

り
）

各
々

大
型

実
験

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

責
任

を
持

つ
核

融
合

科
学

研
究

所
と

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
が

実
施

主
体

と
し

て
連

携
し

、

国
内

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

よ

る
全

日
本

の
共

同
研

究
体

制
で

進
め

る
。

物 理 学 総 合 工 学
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６ 提言：重点大型研究計画 

 
(1) 策定過程 

 
本分科会は、２(4)で示した策定プロセスに従って重点大型研究計画の策定作業を開

始した。まず、本分科会は、学術大型研究計画の区分 I（192 件）の中から、当該分野

の大型研究計画の審査における順位と評価分科会に割り当てられた上限数をもとに、ヒ

アリング対象とする提案として 66件を選定した。 

2013 年９月 20 日から９月 22 日まで３日間にわたり審査小委員会を開催し、66 件の

ヒアリングを１件当たり 15 分（プレゼン７分、質疑応答７分）で実施した。審査小委

員会委員は、自らの見識の下で厳正に各提案に対して評価を行った。３日にわたる審議

にもかかわらず、審査小委員会委員 30名のうち常時 25名以上がほぼ出席するという状

況で評価が実施されており、まさに日本学術会議全体の合意形成の場に相応しいヒアリ

ングであった。 

さらに、本分科会において、審査小委員会委員の評価点数の平均値に従って順位付け

を行い、それに基づき審議し、2013年 10月２日に重点大型研究計画候補として 27件を

採択した。具体的な分野別のヒアリングの件数と策定件数は表２に示す。結果として、

ヒアリング対象総数に対して全体として 41％が重点大型研究計画として採択された。各

部ごとの採択率を見ると、第一部が 35％、第二部が 39％、第三部が 43％であり、概ね

バランスが保たれたといえる。 

なお、当初の方針通り、各部から一定数程度以上の計画が重点大型研究計画に含むこ

とに対して一定の配慮を行ったが、各分野別委員会の採択件数のアンバランスについて

は、調整を一切しなかった。また、物理学分野からの提案８件には、国際リニアコライ

ダー計画に関する提案が含まれているが、本提案に関しては、日本学術会議課題別委員

会委員会として設立された「国際リニアコライダー計画に関する検討委員会」において

ヒアリング当時に別途検討が進められていたこと等を鑑みて、ヒアリングは実施したが

評価の対象から除外した。 
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1 言語・文学委員会 0 0

2 哲学委員会 0 0

3 心理学・教育学委員会 2 1

4 社会学委員会 1 0

5 史学委員会 0 0

6 地域研究委員会 1 0

7 法学委員会 0 0

8 政治学委員会 0 0

9 経済学委員会 0 0

10 経営学委員会 0 0

11 人文・社会科学融合領域 2 1

6 2

12 基礎生物学委員会 1 0

13 統合生物学委員会 2 0

14 農学委員会 4 1

15 食料科学委員会 3 1

16 基礎医学委員会 3 3

17 臨床医学委員会 1 1

18 健康・生活科学委員会 1 0

19 歯学委員会 1 1

20 薬学委員会 2 0

18 7

21 環境学委員会 1 0

22 数理科学委員会 1 0

23 物理学委員会 8 6

24 地球惑星科学委員会 6 1

25 情報学委員会 8 3

26 化学委員会 3 3

27 総合工学委員会 7 3

28 機械工学委員会 2 0

29 電気電子工学委員会 2 0

30 土木工学・建築学委員会 2 2

31 材料工学委員会 2 0

42 18

66 27総件数

小計

小計

第三部

第二部

小計

ヒアリング
対象件数

重点大型
研究計画

第一部

部／分野

 

表２ 重点大型研究計画に関する分野別ヒアリング件数と選定件数 

 

(2) 重点大型研究計画一覧 

 
策定された学術大型研究計画の一覧（27件）を示す。 
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【
重
点
大
型
研
究
計

画
】
 

 

   分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

5
3
-
6

「
乳

児
発

達
保

育
実

践
政

策
学

」
研

究
・
教

育
推

進
拠

点
の

形
成

―
発

達

基
礎

の
解

明
に

基
づ

く
乳

児
期

か
ら

の
良

質
な

保
育

・
養

育
環

境
の

構
築

C
e
n
te

r 
fo

r 
c
o
ll
a
b
o
ra

ti
v
e

re
s
e
a
rc

h
-
e
d
u
c
a
ti
o
n
 n

e
tw

o
rk

 o
f

in
fa

n
t 

s
tu

d
y
：
 d

e
s
ig

n
 f

o
r 

h
ig

h

q
u
a
li
ty

 s
y
s
te

m
 i
n
 e

a
rl
y
 c

h
il
d
h
o
o
d

e
d
u
c
a
ti
o
n
 a

n
d
 c

a
re

保
育

実
践

政
策

学
確

立
の

た
め

に

乳
児

の
保

育
の

質
と

発
達

縦
断

研

究
、

乳
児

発
達

基
礎

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
、

国
際

保
育

政
策

比
較

を
基

に
子

ど
も

子
育

て
政

策
提

言
と

人
材

育
成

を
行

う
。

乳
児

発
達

に
関

し
、

発
達

心
理

学
・

発
達

神
経

科
学

、
発

達
小

児
科

学
、

保
育

学
・
教

育
学

、
社

会
福

祉
行

財

制
政

策
学

の
研

究
連

携
で

の
新

た

な
学

術
領

域
の

創
造

と
わ

が
国

最
初

の
国

際
研

究
拠

点
形

成
と

な
る

。

少
子

化
、

待
機

児
童

、
初

期
か

ら
の

発
達

格
差

等
の

社
会

的
課

題
に

対
し

て
我

が
国

の
乳

児
発

達
実

証
デ

ー
タ

に
基

づ
き

子
ど

も
の

発
達

の
視

点
か

ら
の

具
体

的
提

言
を

行
う

こ
と

が
で

き

る
。

H
2
7
-
H

3
6

総
額

7
5

初
期

投
資

、
セ

ン
タ

ー
・

研
究

設
備

1
5
（
脳

機
能

計
測

、
行

動
解

析
、

分

子
生

物
）
、

年
度

事
業

経

費
6
(3

.5
、

協
力

2
.5

)計
6
0

東
京

大
学

大
学

院
教

育
学

研
究

科
（
医

学
系

、
総

合
文

化
、

農
学

生
命

科
学

、
社

会
科

学
研

究
所

と
部

局
間

連
携

、
お

茶
大

、
東

北

大
と

事
業

連
携

）

1
6

1
1
-
1

危
機

後
を

支
え

る
社

会
イ

ン
フ

ラ
と

真

の
豊

か
さ

を
実

現
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

・

ベ
ー

ス
・
ポ

リ
シ

ー
（
E
B

P
)研

究
と

社

会
科

学
デ

ー
タ

網
構

築
の

連
携

拠
点

(W
e
b
 o

f 
H

O
P
E
S
)

 T
h
e
 w

e
b
 o

f 
h
o
u
s
e
h
o
ld

 p
a
n
e
l-

d
a
ta

 a
n
d
 e

v
id

e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
-
p
o
li
c
y

s
tu

d
ie

s
 t

o
w

a
rd

s
 b

u
il
d
in

g
 s

o
c
ia

l

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 s

u
p
p
o
rt

in
g
 t

ru
e

p
ro

s
p
e
ri
ty

 i
n
 t

h
e
 p

o
s
t-

c
ri
s
is

w
o
rl
d
 (

W
e
b
 o

f 
H

O
P
E
S
)

市
場

の
質

理
論

を
基

礎
と

し
、

大
規

模
社

会
科

学
系

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

を
構

築
し

、
危

機
後

の
社

会
で

真
の

豊
か

さ
を

形
成

す
る

社
会

イ
ン

フ
ラ

の
在

り

方
を

提
示

し
、

エ
ビ

デ
ン

ス
・
ベ

ー
ス

制
度

設
計

・
政

策
提

言
・
評

価
の

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
実

現
す

る
。

「
市

場
の

質
」
と

い
う

日
本

発
の

新
し

い
経

済
理

論
を

国
際

的
に

定
着

さ
せ

る
．

高
質

な
市

場
形

成
を

支
え

る
社

会
イ

ン
フ

ラ
の

実
証

的
な

解
明

に
向

け
、

大
規

模
社

会
科

学
デ

ー
タ

を
構

築
し

、
政

策
の

現
場

で
の

E
B

P
の

高

度
化

を
目

指
す

。

学
術

会
議

が
提

言
す

る
「
自

由
で

活

力
あ

る
社

会
の

実
現

に
向

け
た

社
会

的
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

」
、

「
リ

ス
ク

に
対

応
す

る
た

め
の

高
質

な
市

場
の

構

築
」
を

実
現

し
、

科
学

技
術

を
真

の
豊

か
さ

に
つ

な
ぐ

た
め

に
必

要
な

市
場

の
活

用
方

法
を

明
ら

か
に

す
る

。

H
2
5
-
H

3
4

W
e
b

o
f

H
O

P
E
S

構
築

費
・
維

持
費

、
拠

点
活

動

費
8
3
、

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

設
計

・
構

築
費

、
設

計
費

7
9
、

公
的

デ
ー

タ
・
ア

ー

カ
イ

ブ
化

費
1
0

京
都

大
学

経
済

研
究

所
を

中
核

と
し

た
9
大

学
、

1
4
研

究
組

織
の

連
携

。

農 学
3
9

1
4
-
8

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
農

学
拠

点 C
o
re

 o
f 

a
g
ri
c
u
lt
u
ra

l 
s
c
ie

n
c
e
s
 f

o
r

re
c
o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f 
th

e
 a

re
a
s

d
a
m

a
g
e
d
 b

y
 T

h
e
 g

re
a
t 

e
a
s
t

J
a
p
a
n
 e

a
rt

h
q
u
a
k
e

被
災

地
そ

れ
ぞ

れ
の

実
態

に
即

し
た

ニ
ー

ズ
分

析
と

知
識

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
、

復
興

支
援

の
研

究
の

ク
ラ

ス
タ

ー
を

形
成

。
研

究
開

発
の

重
点

的
・
効

果
的

推
進

と
「
復

興
農

学
」
の

成
果

を
世

界
に

発
信

し
国

際
貢

献
を

図
る

。

復
興

の
農

村
計

画
学

、
防

災
・
減

災

学
、

修
復

・
再

建
の

工
学

、
被

災
農

地
で

の
新

農
業

経
営

に
関

す
る

フ
ィ

ー
ル

ド
研

究
。

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

濃
縮

・
減

容
技

術
の

開
発

、
生

態
系

汚
染

の
解

明
、

汚
染

森
林

の
管

理
学

、
食

品
リ

ス
ク

学
な

ど
が

進
む

。

我
が

国
の

農
学

の
取

り
組

み
に

よ
り

復
興

が
道

程
に

乗
る

こ
と

は
、

被
災

地
の

復
興

に
直

接
的

に
貢

献
す

る
だ

け
で

な
く

、
東

日
本

大
震

災
が

経
済

社
会

全
般

に
暗

い
影

を
落

と
し

て
い

る
現

状
に

お
い

て
将

来
へ

の
展

望
を

切
り

開
く
効

果
を

持
つ

。

H
2
5
-
H

3
5

総
額

1
5
0

「
復

興
農

学
セ

ン
タ

ー
」

の
設

置
経

費
3
0
（
構

想

で
は

宮
城

県
と

福
島

県

に
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
方

式

の
拠

点
を

設
置

）
、

運
営

経
費

1
2
×

1
0
年

（
サ

ー

バ
ー

運
営

、
人

件
費

、

緊
急

重
点

研
究

支
援

な

ど
を

想
定

）

東
京

大
学

、
東

北
大

学
、

東
京

農
業

大
学

、
（
独

）
農

業
・
食

品
産

業
総

合
技

術
研

究
機

構
、

宮
城

県
農

業
・
園

芸
総

合
研

究
所

、
福

島
県

農
業

総
合

セ
ン

タ
ー

他

食 料 科 学

4
2

1
5
-
4

動
物

界
O

n
e
 H

e
a
lt
h
：
ア

グ
リ

サ
イ

エ

ン
ス

研
究

拠
点

O
n
e
 H

e
a
lt
h
 i
n
 t

h
e
 a

n
im

a
l 
w

o
rl
d
：

A
im

in
g
 a

t 
th

e
 c

o
n
s
tr

u
c
ti
o
n
 o

f

A
g
ri
c
u
lt
u
ra

l-
S
c
ie

n
c
e
 s

ta
ti
o
n

動
物

界
O

n
e
 H

e
a
lt
h
の

視
点

で
研

究

拠
点

を
中

心
に

農
学

系
動

物
学

（
陸

生
、

水
圏

、
昆

虫
）
を

統
合

し
、

動
物

資
源

開
発

、
産

業
動

物
・
伴

侶
動

物

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

野
生

動
物

・
環

境

動
物

医
科

学
部

門
を

置
き

新
し

い
科

学
を

推
進

す
る

。

ヒ
ト

を
含

め
地

球
上

の
生

命
体

が
調

和
の

と
れ

た
環

境
（
O

n
e

W
o
rl
d
）
で

、

総
合

的
健

康
を

達
成

す
る

（
O

n
e

H
e
a
lt
h
）
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
縦

割
り

の
統

合
と

分
野

融
合

に
よ

る
新

し
い

ア
グ

リ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

を
展

開
す

る
。

O
n
e

H
e
a
lt
h
と

持
続

的
社

会
形

成
の

た
め

の
危

機
管

理
、

陸
圏

と
水

圏
の

資
源

を
利

用
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の

た
め

の
科

学
的

知
見

や
高

等
哺

乳

動
物

比
較

ゲ
ノ

ム
の

知
見

を
活

か
し

た
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ン

ナ
ル

リ
サ

ー

チ
の

拠
点

形
成

。

H
2
7
-
H

3
6

総
額

1
8
0

設
備

投
資

6
0
、

運
営

費

1
2
0
（
1
/
年

程
度

の
追

加

設
備

を
含

む
）

東
京

大
学

大
学

院
農

学
生

命
科

学
研

究
科

を
基

幹
校

と
し

て
、

全

国
の

国
公

私
立

大
学

、
公

的
研

究
機

関
で

実
施

す
る

。

人 文 ・ 社 会 科 学

68



【
重
点
大
型
研
究
計

画
】
 

 
  分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

4
9

1
6
-
1

こ
こ

ろ
の

健
康

社
会

を
創

る
多

次
元

ブ

レ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：
機

能
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
解

析
に

基
づ

く
精

神
・
神

経
疾

患
の

革
新

的
予

防
・
治

療
法

開
発

拠
点

の

形
成

M
u
lt
i-

d
is

c
ip

li
n
a
ry

 b
ra

in
 s

c
ie

n
c
e

p
ro

je
c
t 

to
w

a
rd

s
 u

n
d
e
rs

ta
n
d
in

g

a
n
d
 t

re
a
tm

e
n
t 

o
f 

b
ra

in
 d

is
o
rd

e
rs

本
研

究
計

画
で

は
臨

床
デ

ー
タ

・
バ

イ
オ

サ
ン

プ
ル

の
収

集
、

脳
の

シ
ー

ム
レ

ス
解

析
技

術
の

開
発

、
動

物
・
ヒ

ト
に

共
通

の
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開

発
の

三
つ

の
柱

の
推

進
に

よ
り

先
端

的
脳

科
学

研
究

の
推

進
と

そ
の

臨
床

応
用

を
目

指
す

。

本
計

画
の

実
現

に
よ

り
生

命
科

学
の

最
後

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
で

あ
る

脳
の

機

能
が

解
明

さ
れ

、
そ

の
成

果
が

臨
床

脳
科

学
に

よ
る

脳
疾

患
の

克
服

の
み

な
ら

ず
、

「
こ

こ
ろ

」
の

科
学

的
理

解

な
ど

、
広

範
な

影
響

を
周

辺
科

学
領

域
に

与
え

る
事

が
期

待
さ

れ
る

。

本
研

究
計

画
の

最
も

大
き

な
社

会
的

価
値

は
分

子
か

ら
回

路
を

経
て

行
動

に
至

る
各

階
層

を
つ

な
い

だ
脳

機
能

の
理

解
が

可
能

に
な

る
こ

と
で

あ
り

、

さ
ら

に
研

究
基

盤
の

整
備

と
成

果
の

活
用

に
よ

り
「
こ

こ
ろ

の
健

康
社

会
」

の
実

現
に

貢
献

す
る

事
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

3
5
（
施

設
整

備
及

び
運

用
）
臨

床

デ
ー

タ
取

得
、

シ
ー

ム
レ

ス
解

析
技

術
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

タ
ブ

ル
マ

ー
カ

ー
整

備

の
3
項

目
に

つ
い

て

総
額

3
5
0

○
臨

床
デ

ー
タ

取
得

：

設
備

費
4
0
、

運
営

費
5
0

○
シ

ー
ム

レ
ス

解
析

技

術
：
設

備
費

6
0
、

運
営

費

1
0
0

○
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
タ

ブ
ル

マ
ー

カ
ー

：
設

備
費

4
0
、

運
営

費
6
0

東
大

、
理

研
脳

セ
ン

タ
ー

、
生

理

研
・
基

生
研

、
精

神
・
神

経
セ

ン

タ
ー

、
北

大
、

東
北

大
、

東
京

医

歯
大

、
山

梨
大

、
新

潟
大

、
名

大
、

京
大

、
阪

大
、

広
島

大
、

九

大
、

放
医

研
、

Ａ
Ｔ
Ｒ

5
3

1
6
-
5

ヒ
ト

生
命

情
報

統
合

研
究

の
拠

点
構

築 E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
 s

tr
a
te

g
ic

o
rg

a
n
iz

a
ti
o
n
 f

o
r 

in
te

g
ra

te
d

h
u
m

a
n
 b

io
s
c
ie

n
c
e
y

1
0
0
万

人
規

模
の

健
常

者
集

団
の

長

期
観

察
か

ら
得

ら
れ

る
ゲ

ノ
ム

、
バ

イ

オ
マ

ー
カ

ー
、

診
断

、
生

活
習

慣
、

環

境
な

ど
の

膨
大

な
情

報
を

集
積

・
統

合
・
解

析
し

、
健

康
に

関
わ

る
様

々
な

知
見

を
見

い
だ

す
た

め
の

ヒ
ト

生
命

情
報

統
合

研
究

を
実

施
す

る
。

本
研

究
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

世
界

に
一

歩
先

ん
じ

た
高

齢
化

社
会

の
健

康
長

寿
モ

デ
ル

の
構

築
が

可
能

で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
新

た
な

ヘ
ル

ス

ケ
ア

産
業

の
創

出
や

保
健

医
療

情

報
の

IT
化

に
よ

る
新

時
代

の
保

健
医

療
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
可

能
と

な

る
。

2
1
世

紀
の

医
学

の
目

標
は

「
病

気
に

か
か

ら
な

い
」
あ

る
い

は
「
病

気
と

の

平
和

共
存

」
の

医
療

開
発

で
あ

る
。

本
提

案
は

そ
の

た
め

の
基

盤
作

り
で

あ
り

、
医

学
、

医
療

、
創

薬
や

、
そ

の

た
め

の
装

置
産

業
や

情
報

産
業

に
も

大
き

な
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
準

備

H
2
9
-
H

4
1

：
ゲ

ノ
ム

コ
ホ

ー
ト

実
施

H
3
4
-
H

4
1
：
情

報
集

積
・
共

有
・
統

合

H
3
4
-
：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

公
開

・
活

用

総
額

6
8
1

準
備

1
5
、

ゲ
ノ

ム
コ

ホ
ー

ト
実

施
5
0
0

、
情

報
集

積
・
共

有
・

統
合

1
2
0
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
公

開
・

活
用

4
6

実
施

機
関

：
J
S
T

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

、

実
行

組
織

：
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス

統
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

、

情
報

研
、

遺
伝

研
、

東
北

大
、

九

大
、

京
大

、
東

大
、

筑
波

大
、

神

戸
先

端
医

療
振

興
財

団

5
5

1
6
-
6

高
度

安
全

実
験

（
B

S
L
-
4
）
施

設
を

中

核
と

し
た

感
染

症
研

究
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

w
o
rl
d
-
le

a
d
in

g

re
s
e
a
rc

h
 a

n
d
 t

ra
in

in
g
 c

e
n
te

r 
fo

r

in
fe

c
ti
o
u
s
 d

is
e
a
s
e
s
 w

it
h
 a

 h
ig

h

c
o
n
ta

in
m

e
n
t 

la
b
o
ra

to
ry

 (
B

S
L
-
4
)

国
内

に
最

高
水

準
の

高
度

安
全

実

験
（
B

S
L
-
4
）

施
設

を
有

す
る

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
感

染
症

教
育

研
究

拠
点

を
形

成
し

、
当

該
分

野
で

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

と
人

材
育

成
に

よ

り
感

染
症

に
対

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
な

安
全

・
安

心
の

向
上

に
貢

献
す

る
。

一
種

病
原

体
を

含
め

た
す

べ
て

の
病

原
体

・
感

染
症

の
包

括
的

な
研

究
が

可
能

と
な

り
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研

究
成

果
が

期
待

で
き

る
。

ま
た

、
共

同
研

究
拠

点
へ

の
研

究
者

の
結

集

に
よ

る
研

究
の

加
速

化
、

研
究

者
・

技
術

者
等

の
人

材
育

成
も

可
能

に
な

る
。

本
計

画
に

よ
り

新
興

感
染

症
な

ど
に

対
す

る
診

断
・
治

療
法

が
確

立
さ

れ
、

適
切

な
予

防
手

段
が

講
じ

ら
れ

る
こ

と
で

、
国

民
の

安
全

・
安

心
が

確

保
さ

れ
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
感

染

症
管

理
体

制
へ

の
貢

献
を

通
じ

、
世

界
の

安
全

・
安

心
の

確
保

に
資

す

る
。

H
2
6
：
設

置
準

備

H
2
7
-
H

3
0

：
設

計
・

建
設

H
3
1
：
試

運
転

H
3
2
-
H

3
5
：
運

用
開

始 H
2
8
-
H

3
5
：
人

材
育

成

施
設

建
設

費
8
0
、

実
験

設
備

・
機

器
費

1
1
、

研
究

成
果

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構

築
費

1
.5

、
施

設
維

持
費

3
/
年

北
海

道
大

学
、

東
北

大
学

、
東

京
大

学
、

東
京

医
科

歯
科

大

学
、

慶
應

義
塾

大
学

、
大

阪
大

学
、

神
戸

大
学

、
九

州
大

学
、

長

崎
大

学
、

化
学

及
血

清
療

法
研

究
所

臨 床 医 学

5
8

1
7
-
4

ゲ
ノ

ム
医

療
開

発
研

究
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

re
s
e
a
rc

h
 c

e
n
te

r

fo
r 

p
e
rs

o
n
a
l 
g
e
n
o
m

e
 m

e
d
ic

in
e

本
研

究
拠

点
で

は
、

わ
が

国
の

ゲ
ノ

ム
医

療
の

ヘ
ッ

ド
ク

ォ
ー

タ
ー

と
し

て
、

ゲ
ノ

ム
解

析
技

術
・
臨

床
情

報

の
統

合
的

解
析

研
究

に
基

づ
き

、
ゲ

ノ
ム

診
療

の
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

作
り

上

げ
る

「
ゲ

ノ
ム

医
療

開
発

研
究

拠
点

」

の
実

現
を

目
指

す
。

パ
ー

ソ
ナ

ル
ゲ

ノ
ム

情
報

を
、

治
療

法
開

発
、

診
療

に
活

用
し

て
い

く
と

い

う
、

tr
a
n
s
la

ti
o
n
a
l

g
e
n
o
m

ic
s

の
実

現
が

、
今

後
の

医
療

に
お

い
て

、
治

療
の

最
適

化
、

医
療

経
済

の
効

率
化

の
原

動
力

に
な

る
。

パ
ー

ソ
ナ

ル
ゲ

ノ
ム

解
析

に
基

づ
く

疾
患

の
発

症
機

構
の

解
明

、
創

薬
研

究
へ

発
展

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

ゲ
ノ

ム
情

報
に

も
と

づ
く
、

診
断

、
治

療
の

最
適

化
は

、
医

療
の

質
の

向
上

と
い

う
点

で
そ

の
社

会
的

価
値

は
極

め
て

高

い
。

H
2
6
-
H

3
2
：
次

世
代

シ
ー

ケ
ン

サ
ー

お
よ

び
ゲ

ノ
ム

イ
ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
施

設
整

備
及

び
運

転

次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー

（
1
5
台

）
1
5
、

ゲ
ノ

ム
イ

ン

フ
ォ

マ
テ

ィ
ク

ス
の

た
め

の
計

算
機

5
0

、
ゲ

ノ
ム

解
析

費
用

7
5
、

リ
ソ

ー
ス

の
収

集
・
管

理
5
、

人
件

費
2
8

東
京

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

同
大

学
院

医
学

系
研

究
科

、
同

大
学

院
新

領
域

創
成

科
学

研
究

科
、

同
医

科
学

研
究

所
、

同
先

端
科

学
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー

歯 学
6
2

1
9
-
1

口
腔

疾
患

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
拠

点
の

形
成

E
s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

g
lo

b
a
l 
re

s
e
a
rc

h

c
e
n
te

r 
fo

r 
o
ra

l 
d
is

e
a
s
e
s

我
国

の
歯

学
研

究
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン

ナ
ー

を
結

集
し

て
学

際
的

な
口

腔
疾

患
グ

ロ
ー

バ
ル

研
究

拠
点

を
構

築

し
、

世
界

に
先

駆
け

て
少

子
高

齢
社

会
に

資
す

る
先

端
的

歯
学

研
究

・
歯

科
医

療
を

開
発

し
て

、
国

民
の

口
腔

機
能

回
復

、
健

康
維

持
向

上
を

図

る
。

本
計

画
の

推
進

に
よ

り
、

現
在

ま
で

に
築

い
て

き
た

我
国

の
歯

科
医

学
を

飛
躍

的
に

発
展

さ
せ

、
安

全
で

質
の

高
い

先
端

的
歯

科
医

療
を

国
民

に
提

供
し

、
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

歯
科

医
学

・
歯

科
医

療
の

国
際

的
リ

ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

確
立

に
貢

献
。

本
計

画
の

推
進

に
よ

り
、

我
が

国
の

歯
科

医
学

・
歯

科
医

療
レ

ベ
ル

を
向

上
さ

せ
、

世
界

に
誇

れ
る

歯
科

医
療

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

し
て

、
国

民

に
こ

れ
ま

で
以

上
に

安
心

・
安

全
で

、

か
つ

有
効

な
歯

科
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

に
貢

献
で

き
る

。

H
2
6
-
H

3
5
：
研

究
期

間

初
期

投
資

2
0
（
拠

点
整

備
7

、
設

備
・

備
品

費

1
3
）
、

人
件

費
2
0
、

運
営

経
費

3
0

東
京

医
科

歯
科

大
学

に
実

施
拠

点
を

設
置

し
、

国
公

私
立

大
学

歯
学

部
・
関

連
機

関
よ

り
選

出
さ

れ
た

メ
ン

バ
ー

で
構

成
さ

れ
る

運

営
委

員
会

が
、

拠
点

研
究

員
、

特
任

研
究

員
な

ど
を

人
選

し
、

学

際
的

な
研

究
を

推
進

す
る

。

基 礎 医 学

69



【
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大
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画
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  分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

7
4

2
3
-
1

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
全

国
共

同
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

究
計

画

R
e
s
e
a
rc

h
 n

e
tw

o
rk

 o
n
 ‘

n
o
n
-

e
q
u
il
ib

ri
u
m

 a
n
d
 e

x
tr

e
m

e
 s

ta
te

p
la

s
m

a
s
y

本
研

究
計

画
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
っ

て
、

最
先

端
プ

ラ
ズ

マ
物

理
研

究
を

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
の

共
通

学
理

に
基

づ
い

て
学

問
的

に
体

系
化

し
新

学
術

分
野

を
創

成
す

る
と

と
も

に
、

核
融

合
や

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
実

現
と

新
機

能
物

質
創

成
を

加
速

す

る
。

極
限

的
な

非
平

衡
状

態
を

実
現

し
、

従
来

と
は

異
な

る
新

次
元

か
ら

拡
張

し
た

科
学

研
究

を
展

開
し

、
宇

宙
天

体
の

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
や

構
造

形
成

の
理

解
、

先
端

科
学

技
術

の
実

現

に
、

中
心

的
役

割
を

果
た

す
新

学
術

領
域

と
な

る
。

非
平

衡
極

限
プ

ラ
ズ

マ
の

学
理

を
応

用
し

、
ス

ー
パ

ー
ダ

イ
ヤ

創
成

、
ナ

ノ
・
バ

イ
オ

の
プ

ラ
ズ

マ
な

ど
極

限
非

平
衡

プ
ラ

ズ
マ

に
起

源
を

持
つ

世
界

を
先

導
す

る
次

世
代

科
学

技
術

創
出

し
、

脱
C

O
2
社

会
な

ど
今

後
の

文
明

社
会

に
寄

与
す

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
施

設
整

備
及

び
運

転

総
額

1
1
9

主
設

備
「
非

平
衡

極
限

プ
ラ

ズ
マ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
6
5
、

運
営

費

5
4

九
州

大
学

（
中

心
実

施
機

関
）
、

電
通

大
、

阪
大

、
東

北
大

、
核

融

合
科

学
研

、
金

沢
大

、
名

大
、

等

8
0

2
3
-
2

J
-
P
A

R
C

実
験

施
設

の
高

度
化

に
よ

る
物

質
の

起
源

の
解

明

E
lu

c
id

a
ti
o
n
 o

f 
th

e
 o

ri
g
in

 o
f

m
a
tt

e
r 

w
it
h
 a

n
 u

p
g
ra

d
e
 o

f 
th

e
 J

-

P
A

R
C

 e
x
p
e
ri
m

e
n
ta

l 
fa

c
il
it
y

J
-
P
A

R
C

大
強

度
陽

子
ビ

ー
ム

を
最

大
限

に
活

用
し

研
究

成
果

創
出

の

為
、

ハ
ド

ロ
ン

実
験

施
設

の
拡

張
整

備
を

行
い

ミ
ュ

オ
ン

電
子

転
換

実
験

や
ハ

ド
ロ

ン
実

験
を

行
う

。
更

に
物

質

生
命

科
学

実
験

施
設

に
ミ

ュ
オ

ン
g
-

2
/
E
D

M
実

験
を

実
現

す
る

。

世
界

最
大

級
の

大
強

度
二

次
粒

子

ビ
ー

ム
（
主

に
ミ

ュ
オ

ン
お

よ
び

K
中

間
子

）
を

用
い

て
、

物
質

優
勢

宇
宙

の
理

解
の

鍵
と

な
る

粒
子

・
反

粒
子

の
間

の
非

対
称

性
と

、
強

い
力

に
よ

る
物

質
の

形
成

を
精

査
す

る
こ

と
で

、

物
質

の
起

源
に

迫
る

こ
と

が
出

来

る
。

宇
宙

と
物

質
の

起
源

の
探

究
は

、
人

類
共

通
の

知
的

資
産

を
産

み
、

社
会

の
多

分
野

発
展

の
重

要
な

基
盤

・
原

動
力

と
な

る
。

世
界

最
先

端
の

基
礎

科
学

が
日

本
で

発
展

す
る

姿
を

若
者

と
共

有
し

、
将

来
の

科
学

水
準

向
上

と
社

会
の

活
力

の
向

上
に

資
す

る
。

ミ
ュ

オ
ン

実
験

（
C

O
M

E
T

と
g
μ

-
2
/

μ
E
D

M
）

：
H

2
9
-

H
3
8
建

設
と

運
転

ハ
ド

ロ
ン

施
設

拡

張
：
H

3
0
-
H

3
9
建

設

と
運

転

ハ
ド

ロ
ン

施
設

拡
張

1
3
7
、

測
定

器
整

備
3
0
、

ミ
ュ

オ
ン

電
子

転
換

過

程
探

索
実

験
4
0
、

ミ
ュ

オ

ン
異

常
磁

気
能

率
/
電

気
双

極
子

能
率

測
定

実

験
3
1
、

運
転

経
費

1
5
.2

/

年

K
E
K

素
粒

子
原

子
核

研
究

所
の

J
-
P
A

R
C

ハ
ド

ロ
ン

実
験

施
設

を

建
設

運
用

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

を

中
心

に
機

構
内

外
（
理

化
学

研

究
所

仁
科

加
速

器
セ

ン
タ

ー
、

大

阪
大

学
核

物
理

研
究

セ
ン

タ
ー

）

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

8
5

2
3
-
2

大
型

先
端

検
出

器
に

よ
る

核
子

崩
壊

・

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

振
動

実
験

N
u
c
le

o
n
 d

e
c
a
y
 a

n
d
 n

e
u
tr

in
o

o
s
c
il
la

ti
o
n
 e

x
p
e
ri
m

e
n
t 

w
it
h
 a

la
rg

e
 a

d
v
a
n
c
e
d
 d

e
te

c
to

r

ス
ー

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

に
代

わ
る

1
0
0
万

ト
ン

級
水

チ
ェ

レ
ン

コ
フ

検
出

器
ハ

イ
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
を

建
設

し
、

J
-
P
A

R
C

加
速

器
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ

ビ
ー

ム
と

組
み

合
わ

せ
る

事
に

よ
り

、

世
界

最
先

端
の

核
子

崩
壊

・
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
研

究
を

行
う

。

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

に
お

け
る

C
P

対
称

性

（
粒

子
・
反

粒
子

対
称

性
）
の

破
れ

を

探
索

し
、

ニ
ュ

ー
ト

リ
ノ

に
満

ち
た

宇

宙
の

進
化

論
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
。

さ
ら

に
核

子
崩

壊
探

索
と

合
わ

せ
、

素
粒

子
物

理
学

の
標

準
理

論
を

超
え

る
物

理
の

確
立

を
目

指
す

。

素
粒

子
の

大
統

一
理

論
や

宇
宙

進

化
の

謎
に

迫
る

こ
と

に
よ

り
、

人
類

の

知
的

好
奇

心
に

訴
え

る
問

題
に

挑
戦

す
る

。
ま

た
我

が
国

が
主

導
し

て
き

た
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
研

究
の

飛
躍

的
発

展
に

よ
り

、
国

民
に

基
礎

科
学

の
夢

と
ロ

マ
ン

を
与

え
た

い
。

H
2
7

ー
H

5
0

：
ハ

イ

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

地
質

調
査

及
び

建

設
、

運
転

H
3
5
-
H

5
0
：

J
-
P
A

R
C

大
強

度
運

転

○
ハ

イ
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
：
建

設
費

8
0
0
、

運
転

経
費

等
3
0
/

年
（

1
5

年

間
）

○
J
-
P
A

R
C

：
運

転
経

費

4
0
/
年

（
1
5
年

間
）

○
前

置
検

出
器

：
建

設

費
約

3
0

東
京

大
学

宇
宙

線
研

究
所

と
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

が
中

心
と

な
り

推
進

し
、

国
内

外

の
大

学
・
研

究
機

関
の

参
加

も

予
定

。

9
2

2
3
-
3

一
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
電

波
干

渉
計

S
q
u
a
re

 k
il
o
m

e
tr

e
 a

rr
a
y

国
際

協
力

に
よ

る
開

口
面

積
1
平

方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

の
巨

大
な

c
m

波
・
m

波

帯
の

長
波

長
電

波
干

渉
計

。
高

感

度
・
高

分
解

能
・
広

視
野

・
広

帯
域

の

観
測

で
宇

宙
の

基
本

問
題

の
解

明
、

広
い

科
学

分
野

の
先

端
研

究
を

目

指
す

。

天
文

学
、

物
理

学
上

の
最

重
要

課
題

(1
)

宇
宙

の
暗

黒
時

代
、

(2
)

宇
宙

論
・
銀

河
進

化
、

(3
) 

宇
宙

磁
場

の
起

源
と

進
化

、
(4

)
重

力
理

論
の

検
証

、

(5
)

宇
宙

に
お

け
る

生
命

、
に

つ
い

て

の
解

明
が

期
待

さ
れ

る
。

最
先

端
の

計
画

に
日

本
が

参
加

し
宇

宙
の

未
解

決
問

題
を

解
明

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

国
民

の
科

学
へ

の
関

心
が

高
め

ら
れ

る
。

国
際

協
力

に
よ

り
学

術
的

国
際

交
流

が
進

み
、

経
済

的
・

産
業

的
に

も
世

界
最

先
端

の
技

術

開
発

へ
と

繋
が

る
。

H
2
8
-
H

3
2

：
1
0
%

建

設 H
3
3
-
H

3
7

：
全

ア
ン

テ
ナ

完
成

H
3
7
：
本

格
科

学
運

用
開

始

総
額

2
1
0
0

・
ア

ン
テ

ナ
建

設
1
4
0
0

・
イ

ン
フ

ラ
整

備
7
0
0

（
こ

の
他

に
準

備
費

1
4
、

正
式

メ
ン

バ
ー

の
経

費

年
額

0
.3

5
）

イ
ギ

リ
ス

ジ
ョ

ド
レ

ル
バ

ン
ク

観

測
所

に
S
K
A

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

フ
ィ

ス
設

置
。

参
加

国
の

代
表

者
か

ら
構

成
さ

れ
る

委
員

会
で

運
営

。

9
4

2
3
-
3

L
it
e
B

IR
D

 -
 熱

い
ビ

ッ
グ

バ
ン

以
前

の
宇

宙
を

探
索

す
る

宇
宙

マ
イ

ク
ロ

波

背
景

放
射

偏
光

観
測

衛
星

L
it
e
B

IR
D

 -
 A

 s
a
te

ll
it
e
 f

o
r

e
x
p
lo

ri
n
g
 t

h
e
 u

n
iv

e
rs

e
 b

e
fo

re
 t

h
e

h
o
t 

b
ig

 b
a
n
g
 w

it
h
 m

e
a
s
u
re

m
e
n
ts

o
f 

c
o
s
m

ic
 m

ic
ro

w
a
v
e
 b

a
c
k
g
ro

u
n
d

p
o
la

ri
za

ti
o
n

宇
宙

は
ど

の
よ

う
に

始
ま

っ
た

の
だ

ろ
う

？
熱

い
ビ

ッ
グ

バ
ン

以
前

の
宇

宙
を

記
述

す
る

最
も

有
力

な
仮

説
が

イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン

宇
宙

仮
説

で
あ

る
。

本
計

画
で

は
宇

宙
背

景
放

射
の

偏
光

を
全

天
で

観
測

し
、

こ
の

仮
説

が
予

言
す

る
原

始
重

力
波

を
検

出
す

る
。

本
計

画
は

原
始

重
力

波
の

存
在

を

確
認

出
来

る
唯

一
の

実
験

で
あ

る
。

イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン

仮
説

を
検

証
で

き

れ
ば

、
そ

の
背

後
に

あ
る

量
子

重
力

理
論

を
選

別
で

き
、

重
力

理
論

と
量

子
論

の
統

一
と

い
う

素
粒

子
物

理
学

最
大

の
目

標
に

到
達

出
来

る
。

熱
い

ビ
ッ

グ
バ

ン
以

前
を

解
明

す
れ

ば
人

類
に

と
っ

て
そ

の
知

的
価

値
は

計
り

知
れ

な
い

。
そ

の
よ

う
な

知
的

価

値
を

日
本

主
導

で
供

給
で

き
れ

ば
、

国
民

に
大

き
な

自
信

と
誇

り
を

も
た

ら

す
。

さ
ら

に
観

測
装

置
の

技
術

開
発

は
幅

広
い

応
用

の
可

能
性

を
拓

く
。

H
2
5
-
H

3
7
：

L
it
e
B

IR
D

衛
星

計

画 （
H

2
6
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

化 H
3
2
：
打

ち
上

げ

H
3
7
：
最

終
結

果
発

表
）

○
L
it
e
B

IR
D

衛
星

：
初

期
投

資
1
5

、
開

発
費

5
0
、

運
営

費
5
（
ロ

ケ
ッ

ト

打
ち

上
げ

費
用

は
含

ま

ず
）

東
京

大
学

国
際

高
等

研
究

所
カ

ブ
リ

数
物

連
携

宇
宙

研
究

機

構
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
素

粒
子

原
子

核
研

究

所
、

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

宇
宙

科
学

研
究

所

物 理 学

70



【
重
点
大
型
研
究
計

画
】
 

 
 分

野
計

画
番

号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

物 理 学
9
5

2
3
-
3

次
世

代
赤

外
線

天
文

衛
星

（
S
P
IC

A
）

計
画

T
h
e
 n

e
x
t-

g
e
n
e
ra

ti
o
n
 i
n
fr

a
re

d

a
s
tr

o
n
o
m

y
 m

is
s
io

n
 S

P
IC

A

「
ビ

ッ
グ

バ
ン

か
ら

生
命

の
誕

生
ま

で
」
の

宇
宙

史
の

解
明

を
目

指
す

次

世
代

赤
外

線
天

文
衛

星
ミ

ッ
シ

ョ
ン

。

絶
対

温
度

6
K

ま
で

冷
却

し
た

口
径

3
.2

m
の

大
型

望
遠

鏡
を

搭
載

す
る

こ

と
に

よ
り

、
中

間
-
遠

赤
外

線
で

の
圧

倒
的

な
高

感
度

を
達

成
す

る
。

天
体

を
構

成
す

る
バ

リ
オ

ン
物

質
の

輪
廻

に
着

目
し

、
3
つ

の
サ

ブ
テ

ー
マ

を
通

し
て

、
天

体
の

進
化

過
程

の
解

明
を

目
指

す
。

(1
)

銀
河

誕
生

の
ド

ラ

マ
、

(2
)

惑
星

系
形

成
の

レ
シ

ピ
、

(3
)

宇
宙

に
お

け
る

物
質

の
輪

廻
。

先
端

的
な

宇
宙

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
に

よ
り

、
日

本
の

産
業

基
盤

の
維

持
、

産
業

競
争

力
の

強
化

に
繋

が

る
。

人
類

の
宝

と
な

る
成

果
の

創
出

・

普
及

に
よ

り
、

将
来

の
日

本
を

に
な

う

優
秀

な
人

材
を

育
成

に
貢

献
す

る
。

H
2
6
-
H

2
8
：
設

計

H
2
9
-
H

3
4
：
製

作
試

験 H
3
4
：
打

上
げ

H
3
4
-
H

3
9
：
観

測
運

用

総
額

8
6
8
 (

概
算

)

（
日

本
：
5
3
8
）

国
内

：
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
(J

A
X
A

)、
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

大
阪

大
学

、
国

立
天

文
台

等
の

大
学

・
研

究
機

関

国
外

：
欧

州
宇

宙
機

構
(E

S
A

)

等

地 球 惑 星 科 学

1
0
2

2
4
-
1

太
陽

地
球

系
結

合
過

程
の

研
究

基
盤

形
成

S
tu

d
y
 o

f 
c
o
u
p
li
n
g
 p

ro
c
e
s
s
e
s
 i
n

th
e
 s

o
la

r-
te

rr
e
s
tr

ia
l 
s
y
s
te

m

太
陽

か
ら

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
放

射
と

太
陽

風
（
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
粒

子
流

）

か
ら

構
成

さ
れ

、
前

者
は

赤
道

域

で
、

後
者

は
極

域
で

最
大

と
な

る
。

こ

れ
ら

の
特

異
点

に
大

型
レ

ー
ダ

ー
を

建
設

し
、

全
球

に
わ

た
る

広
域

観
測

網
を

整
備

し
研

究
推

進
す

る
。

太
陽

か
ら

地
球

に
至

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
プ

ラ
ズ

マ
の

流
れ

、
太

陽
活

動
の

期
変

動
に

対
す

る
地

球
大

気
圏

・
電

離
圏

・
磁

気
圏

の
応

答
過

程
を

知

り
、

領
域

間
の

結
合

過
程

を
解

明
し

、

統
一

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

定
量

的
な

理
解

を
深

め
る

。

宇
宙

天
気

の
予

測
精

度
向

上
か

ら

衛
星

シ
ス

テ
ム

や
測

位
の

安
全

・
安

心
に

資
す

る
。

大
気

レ
ー

ダ
ー

観
測

の
活

用
か

ら
天

気
予

報
の

精
度

が

向
上

す
る

。
国

際
共

同
研

究
や

国
際

ス
ク

ー
ル

を
通

じ
て

発
展

途
上

国
の

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

。

H
2
6
-
H

2
7
：
赤

道
Ｍ

Ｕ
レ

ー
ダ

ー
建

設

H
2
6
-
H

2
9
：

E
IS

C
A

T
_3

D
建

設

H
2
7

：
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
・
広

域
観

測
網

整

備

総
額

1
2
0

○
赤

道
Ｍ

Ｕ
レ

ー
ダ

ー
：

設
備

3
5
、

運
営

2
0

○
E
IS

C
A

T
_3

D
レ

ー

ダ
ー

：
設

備
2
5
、

運
営

1
0

○
広

域
地

上
観

測
網

：

設
備

1
0
、

運
営

2
0

（
1
）
京

都
大

学
生

存
圏

研
究

所

（
2
）
国

立
極

地
研

究
所

、
名

古
屋

大
学

太
陽

地
球

環
境

研
究

所

（
3
）
名

古
屋

大
学

太
陽

地
球

環

境
研

究
所

、
九

州
大

学
国

際
宇

宙
天

気
科

学
・
教

育
セ

ン
タ

ー
、

IU
G

O
N

E
T
運

営
協

議
会

1
2
0

2
5
-
4

新
し

い
ス

テ
ー

ジ
に

向
け

た
学

術
情

報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(S
IN

E
T
)

S
c
ie

n
c
e
 I
n
fo

rm
a
ti
o
n
 N

E
T
w

o
rk

(S
IN

E
T
) 

to
w

a
rd

s
 a

 n
e
w

 s
ta

g
e

S
IN

E
T

は
、

1
最

高
の

通
信

性
能

、
2

セ
キ

ュ
ア

で
先

端
的

な
研

究
環

境
、

3

十
分

な
国

際
接

続
性

、
4
高

安
定

性

等
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
開

発
・
運

用
を

計
画

し
て

い
る

。

高
性

能
で

先
端

的
な

研
究

環
境

の

提
供

に
よ

り
様

々
な

学
術

分
野

で
の

研
究

成
果

の
創

出
に

貢
献

す
る

と
共

に
、

最
先

端
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

開
発

・

運
用

に
よ

り
、

高
度

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

技
術

の
創

出
に

寄
与

す
る

。

学
術

研
究

分
野

全
体

の
効

率
的

投

資
で

、
大

型
実

験
施

設
利

用
率

向
上

や
国

際
共

同
研

究
活

性
化

へ
寄

与
、

先
端

通
信

機
器

開
発

を
リ

ー
ド

し
産

学
連

携
の

最
先

端
基

盤
と

し
て

不
可

欠
。

ま
た

、
学

術
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

知
識

イ
ン

フ
ラ

の
強

化
に

寄
与

。

S
IN

E
T
4
:H

2
3
-
2
7

S
IN

E
T
5
:

H
2
8
運

用
開

始

H
2
9
S
D

N
導

入

H
3
0
-
3
1
S
D

N
拡

張

H
3
2
次

期
構

築
開

始

・
S
IN

E
T
4

3
2
5
(H

2
3
-

H
2
7
)

・
S
IN

E
T
5

5
3
2
(H

2
8
-

H
3
2
)

（
S
IN

E
T

の
運

営
（

国

内
、

国
際

）
、

学
術

情
報

ク
ラ

ウ
ド

基
盤

構
築

、

S
D

N
技

術
導

入
・

開
発

等
）

国
立

情
報

学
研

究
所

が
、

大
学

等
関

係
者

を
含

む
所

内
外

の
委

員
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
「
学

術
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

営
・
連

携
本

部
」
と

連
携

し
実

施
。

1
2
6

2
5
-
6

安
全

・
安

心
社

会
を

実
現

す
る

情
報

シ

ス
テ

ム
の

た
め

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

盤

S
e
c
u
ri
ty

 b
a
s
is

 o
n
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n

s
y
s
te

m
 f

o
r 

s
e
c
u
re

 a
n
d
 t

ru
s
t

s
o
c
ie

ty

安
全

性
が

保
証

可
能

な
暗

号
方

式

や
リ

ス
ク

対
策

技
術

や
リ

ス
ク

の
定

量
化

・
可

視
化

に
よ

り
、

状
態

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
・
分

析
シ

ス
テ

ム
及

び
プ

ラ
イ

バ
シ

保
護

と
完

全
性

検
証

を
実

現
し

た
セ

キ
ュ

ア
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
解

析
シ

ス

テ
ム

を
構

築
。

各
種

攻
撃

に
安

全
な

暗
号

方
式

や

シ
ス

テ
ム

脆
弱

性
の

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
、

自
動

防
御

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
研

究
の

み
な

ら
ず

、
暗

号
理

論
か

ら
シ

ス
テ

ム
に

跨
が

る
分

野
連

携
・
統

合

や
生

活
科

学
分

野
へ

の
適

用
な

ど
、

学
際

的
な

価
値

は
高

い
。

デ
ー

タ
可

用
性

、
シ

ス
テ

ム
可

視

化
、

個
人

情
報

保
護

を
実

現
し

、
ク

ラ

ウ
ド

ビ
ジ

ネ
ス

の
設

計
・
構

築
の

有
効

な
指

針
や

生
活

科
学

の
学

際
的

価

値
か

ら
生

活
者

ニ
ー

ズ
を

掘
り

起
こ

す
こ

と
で

新
産

業
育

成
に

貢
献

し
、

社
会

全
体

へ
の

貢
献

は
計

り
知

れ
な

い
。

H
2
5
-
H

2
6
：
基

盤
研

究
及

び
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
構

築

H
2
7
-
H

2
9

：
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
シ

ス
テ

ム
及

び
リ

ス
ク

D
B

構
築

、

基
盤

研
究

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

○
基

盤
研

究
：
人

件
費

5
、

設
備

費
3
、

サ
ー

バ

類
2
、

設
計

外
注

費
2

○
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
1
：
人

件

費
3
、

設
備

費
4
、

サ
ー

バ
類

2
、

設
計

外
注

費
3

○
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
2
：
人

件

費
3
、

設
備

費
5
、

サ
ー

バ
類

2
、

設
計

外
注

費
3

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
、

東
京

大
学

、
産

総
研

、
理

化

学
研

究
所

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

大
学

院
大

学
、

慶
応

義
塾

大

学
、

N
E
C

、
国

立
成

育
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
、

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

、
佐

賀
大

学
、

長
崎

大
学

1
3
1

2
5
-
8

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
活

用
研

究
拠

点
の

形
成

F
o
rm

a
ti
o
n
 o

f 
re

s
e
a
rc

h
 c

o
m

m
o
n
s

fo
r 

a
c
a
d
e
m

ic
 b

ig
 d

a
ta

 u
ti
li
za

ti
o
n

デ
ー

タ
基

盤
整

備
、

モ
デ

リ
ン

グ
・
解

析
基

盤
整

備
、

人
材

育
成

の
三

位
一

体
の

事
業

を
推

進
し

て
、

第
4
の

パ
ラ

ダ
イ

ム
と

し
て

の
デ

ー
タ

中
心

科
学

を
確

立
し

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
活

用
の

た
め

の
共

同
利

用
拠

点
を

形
成

す
る

。

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

時
代

の
新

し
い

科
学

的
方

法
論

を
確

立
し

、
そ

の
た

め
の

研
究

基
盤

を
整

備
し

て
共

同
利

用
に

供
す

る
こ

と
は

、
学

術
研

究
の

発
展

に
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

る
こ

と

が
期

待
で

き
、

大
き

な
学

術
的

意
義

が
あ

る
。

デ
ー

タ
中

心
科

学
は

、
情

報
社

会
・

知
識

創
造

社
会

の
た

め
の

デ
ー

タ
駆

動
型

の
科

学
的

方
法

論
で

あ
り

、
地

球
環

境
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

問
題

等

の
予

測
や

政
策

決
定

へ
の

貢
献

の

ほ
か

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

に
お

け
る

価
値

の
源

泉
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

H
2
5
-
H

3
4

（
1
0

年

間
）

総
額

1
9
6

初
期

投
資

1
6
、

運
営

費

等
1
8
×

1
0
年

情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
（
国

立
遺

伝
学

研
究

所
、

国
立

極
地

研
究

所
、

国
立

情
報

学
研

究

所
、

統
計

数
理

研
究

所
、

新
領

域
融

合
研

究
セ

ン
タ

ー
、

ラ
イ

フ

サ
イ

エ
ン

ス
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

セ
ン

タ
ー

）

情 報 学
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【
重
点
大
型
研
究
計

画
】
 

 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な
実

施
機

関
と

実
行

組
織

1
4
0

2
6
-
1

新
し

い
時

代
の

科
学

技
術

立
国

を
支

え
る

放
射

光
科

学
の

高
輝

度
光

源
計

画 P
ro

je
c
t 

o
f 

a
 l
o
w

 e
m

it
ta

n
c
e

s
y
n
c
h
ro

tr
o
n
 r

a
d
ia

ti
o
n
 f

a
c
il
it
y
 f

o
r

th
e
 e

s
ta

b
li
s
h
m

e
n
t 

o
f 

a
 c

o
m

in
g

w
o
rl
d
 l
e
a
d
e
r 

in
 s

c
ie

n
c
e
 a

n
d

te
c
h
n
o
lo

g
y

物
質

・
生

命
科

学
の

更
な

る
発

展
を

目
指

し
、

低
コ

ス
ト

建
設

、
省

エ
ネ

ル

ギ
ー

運
転

を
設

計
基

本
思

想
に

取
り

入
れ

た
低

エ
ミ

ッ
タ

ン
ス

運
転

と
挿

入

光
源

を
基

本
と

し
た

3
G

e
V

ク
ラ

ス
高

輝
度

放
射

光
施

設
の

早
急

な
建

設
・

運
転

開
始

を
提

案
す

る
。

電
子

集
団

の
理

解
に

基
づ

く
新

量
子

物
質

相
の

創
成

、
タ

ン
パ

ク
質

集
団

の
機

能
発

現
機

構
に

基
づ

い
た

細
胞

機
能

の
予

測
、

光
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

換
効

率
を

飛
躍

的
に

向
上

さ
せ

る
新

原
理

の
発

見
に

よ
り

、
新

学
術

研
究

領
域

の
創

成
、

新
産

業
育

成
に

貢

献
。

高
輝

度
放

射
光

が
提

供
す

る
技

術

は
、

科
学

的
根

拠
に

立
脚

し
た

も
の

つ
く
り

の
実

用
化

を
実

現
し

、
国

内
産

業
の

国
際

的
な

優
位

性
と

競
争

力
を

強
化

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

新
た

な
市

場

の
創

出
や

社
会

的
価

値
の

創
出

し

経
済

的
効

果
に

結
び

付
け

る
。

H
2
6
：
デ

ザ
イ

ン
コ

ン

セ
プ

ト
の

決
定

H
2
7
-
H

3
0
：
放

射
光

施
設

・
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
建

設

H
3
1
：
共

用
試

験
開

始

中
型

放
射

光
施

設
建

設

2
5
0
（
3
年

間
）
、

ビ
ー

ム

ラ
イ

ン
施

設
整

備
3
0
、

運

営
費

1
0
-
1
5
/

年
（

※
土

地
取

得
経

費
は

含
ま

ず
）

高
輝

度
3
G

e
V

光
源

は
、

理
化

学

研
究

所
、

K
E
K
が

中
心

と
な

っ
て

全
日

本
の

協
力

体
制

の
も

と
建

設
・
運

営
を

行
う

。
理

研
、

K
E
K
を

加
え

た
全

国
の

学
術

界
、

産
業

界
か

ら
志

願
し

た
組

織
が

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

建
設

を
実

施
。

1
4
7

2
6
-
5

ア
ト

秒
レ

ー
ザ

ー
科

学
研

究
施

設

In
s
ti
tu

te
 f

o
r 

A
tt

o
s
e
c
o
n
d
 L

a
s
e
r

s
c
ie

n
c
e

軟
×

線
ア

ト
秒

ビ
ー

ム
ラ

イ
ン

を
4
本

整
備

し
、

ア
ト

秒
分

解
能

で
の

時
間

分
解

分
光

装
置

、
顕

微
鏡

を
整

備
す

る
。

更
に

、
レ

ー
ザ

ー
プ

ラ
ズ

マ
加

速

と
ア

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

技
術

を
融

合
し

て
、

次
世

代
ア

ト
秒

光
源

技
術

の
開

発
を

行
う

。

ア
ト

秒
科

学
は

物
質

内
や

界
面

で
の

電
子

運
動

を
実

時
間

で
観

測
・
制

御

す
る

研
究

分
野

で
あ

り
、

全
て

の
物

質
変

換
の

根
源

を
解

明
す

る
学

問
で

あ
る

。
最

先
端

ア
ト

秒
レ

ー
ザ

ー
光

源
と

計
測

設
備

を
各

先
端

分
野

の
第

一
線

研
究

者
に

い
ち

早
く

提
供

す

る
。

本
提

案
に

よ
っ

て
実

現
さ

れ
る

世
界

最
先

端
の

超
短

パ
ル

ス
レ

ー
ザ

ー

技
術

を
基

礎
と

し
た

ア
ト

秒
レ

ー
ザ

ー

科
学

研
究

施
設

は
、

基
礎

科
学

研
究

や
環

境
材

料
、

ラ
イ

フ
、

バ
イ

オ
・
医

療
な

ど
の

幅
広

い
分

野
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

支
援

す
る

。

H
2
6
-
H

3
6

：
ア

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

科
学

研

究
施

設
施

設
整

備

及
び

運
転

中
核

施
設

「
ア

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

科
学

研
究

施
設

」

整
備

費
7
4
、

計
測

装
置

設
備

費
1
4
、

運
営

費
8

東
京

大
学

を
中

核
機

関
と

し
、

理

化
学

研
究

所
を

始
め

と
す

る
日

本
全

国
の

大
学

、
研

究
機

関
、

民
間

企
業

の
研

究
者

が
参

加
。

実
行

組
織

と
し

て
「
設

備
整

備
部

門
」
、

「
利

用
推

進
部

門
」
、

「
解

析
支

援
部

門
」
を

設
置

。

1
4
8

2
6
-
8

物
性

科
学

連
携

研
究

体

J
o
in

t 
re

s
e
a
rc

h
 l
a
b
o
ra

to
ry

 f
o
r

m
a
te

ri
a
ls

 s
c
ie

n
c
e

物
性

科
学

分
野

ト
ッ

プ
5
研

究
所

間

の
シ

ナ
ジ

ー
効

果
を

最
大

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

融
合

学
術

分
野

を
創

成
し

、
全

地
球

的
課

題
の

解
決

に
資

す
る

革
新

的
新

技
術

や
指

導
原

理
を

提
案

・
実

証
す

る
と

と
も

に
、

将
来

の

研
究

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

。

本
研

究
の

意
義

は
、

ト
ッ

プ
研

究
機

関
間

の
連

携
に

よ
る

分
野

融
合

学
理

の
構

築
と

、
そ

れ
を

基
盤

と
す

る
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

解
決

に
資

す

る
新

技
術

・
指

導
原

理
の

確
立

、
さ

ら

に
融

合
研

究
を

通
し

た
若

手
リ

ー

ダ
ー

研
究

者
育

成
に

あ
る

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
、

物
質

変
換

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

子
技

術
に

対
し

、
従

来
原

理
お

よ
び

技
術

の
改

良
・
延

長

で
は

な
く
、

統
合

的
・
基

礎
物

質
科

学

だ
け

が
で

き
る

挑
戦

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

っ
て

、
画

期
的

な
技

術
学

理
を

構
築

す
る

こ
と

。

H
2
6
-
H

3
5

：
研

究

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

、
シ

ナ
ジ

ー
促

進
の

た
め

の
基

礎

研
究

体
制

の
充

実
、

国
際

的
研

究
発

信
・

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

研
究

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

7
5
、

シ
ナ

ジ
ー

促

進
の

た
め

の
基

礎
研

究

体
制

の
充

実
6
5
、

国
際

的
研

究
発

信
・
オ

ー
プ

ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
1
0

理
化

学
研

究
所

創
発

物
性

科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
（
責

任
機

関
）

京
都

大
学

　
化

学
研

究
所

自
然

科
学

研
究

機
構

分
子

科

学
研

究
所

東
京

大
学

　
物

性
研

究
所

東
北

大
学

　
金

属
材

料
研

究
所

1
5
3

2
7
-
1

「
ス

ピ
ン

ト
ロ

ニ
ク

ス
学

術
研

究
基

盤
と

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
拠

点
の

整
備

B
u
il
d
in

g
 a

n
d
 d

e
v
e
lo

p
in

g

s
p
in

tr
o
n
ic

s
 r

e
s
e
a
rc

h

in
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
 a

n
d
 n

e
tw

o
rk

ス
ピ

ン
ト

ロ
ニ

ク
ス

学
術

研
究

基
盤

の
構

築
を

進
め

、
材

料
科

学
お

よ
び

物
理

学
、

ス
ト

レ
ー

ジ
、

メ
モ

リ
お

よ

び
ロ

ジ
ッ

ク
、

量
子

情
報

の
分

野
間

お
よ

び
研

究
機

関
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

、
さ

ら
に

将
来

の
研

究
開

発
を

担
う

人
材

育
成

を
行

う
。

さ
ま

ざ
ま

な
物

質
中

の
「
ス

ピ
ン

」
の

生
成

、
蓄

積
、

流
れ

（
ス

ピ
ン

流
）
を

理
解

し
制

御
す

る
こ

と
に

よ
り

、
多

様

な
新

し
い

物
理

現
象

が
生

じ
、

異
分

野
を

横
断

す
る

豊
か

な
学

術
の

創
造

と
そ

れ
ら

を
利

用
し

た
革

新
的

技
術

の
創

出
が

期
待

さ
れ

る
。

大
容

量
ス

ト
ー

レ
ー

ジ
や

メ
モ

リ
、

新

機
能

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

・
論

理
回

路
、

低

消
費

電
力

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
右

脳
型

の
柔

軟
な

情
報

処
理

、
新

し
い

計
測

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

の
開

発
が

進

み
、

新
産

業
の

創
造

、
環

境
に

や
さ

し
い

社
会

基
盤

の
構

築
に

貢
献

す

る
。

H
2
6
-
H

3
5
：
ス

ピ
ン

ト

ロ
ニ

ク
ス

連
携

研
究

教
育

セ
ン

タ
ー

を
設

立
、

学
術

基
盤

と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
、

研
究

成
果

を
産

業
応

用
へ

展
開

ス
ピ

ン
ト

ロ
ニ

ク
ス

連
携

研
究

教
育

セ
ン

タ
ー

の

設
立

と
維

持
1
6
、

同
支

部
の

設
立

と
維

持
1
4
、

特
任

教
員

・
研

究
員

の

雇
用

費
9
、

設
備

備
品

費
・
消

耗
品

費
8
、

国
際

会
議

・
ス

ク
ー

ル
・
研

究

会
な

ど
の

開
催

費
・
招

聘
旅

費
2
、

広
報

・
成

果

報
告

・
出

版
費

 1

国
内

主
要

大
学

に
設

立
す

る
ス

ピ
ン

ト
ロ

ニ
ク

ス
連

携
研

究
教

育

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
支

部

1
6
8

2
7
-
8

宇
宙

探
査

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

支
え

る
宇

宙

技
術

実
証

プ
ロ

グ
ラ

ム

S
p
a
c
e
 t

e
c
h
n
o
lo

g
y
 d

e
m

o
n
s
tr

a
ti
o
n

p
ro

g
ra

m
 f

o
r 

s
p
a
c
e
 e

x
p
lo

ra
ti
o
n

m
is

s
io

n
s

宇
宙

探
査

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

必
須

と
な

る

重
力

天
体

突
入

・
降

下
・
着

陸
＆

長

期
表

面
探

査
技

術
、

外
惑

星
領

域
往

復
＆

内
部

試
料

採
取

技
術

を
宇

宙

実
証

に
よ

っ
て

獲
得

し
、

科
学

成
果

を
追

及
す

る
こ

と
で

、
人

類
の

活
動

領
域

拡
大

や
宇

宙
科

学
等

に
寄

与

す
る

。

太
陽

系
の

様
々

な
天

体
で

長
期

間

表
面

を
観

測
し

、
内

部
試

料
を

持
ち

帰
る

探
査

が
可

能
と

な
り

、
生

命
が

生
ま

れ
た

地
球

と
い

う
惑

星
の

成
り

立
ち

を
探

求
し

、
人

類
の

存
続

に
不

可
欠

な
地

球
環

境
の

長
期

的
な

安

定
性

を
理

解
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。

・
人

類
の

活
動

領
域

拡
大

：
資

源
探

査
利

用
、

ス
ペ

ー
ス

ガ
ー

ド
等

・
裾

野
の

広
い

産
業

の
牽

引
：
製

造

業
、

防
災

・
減

災
、

グ
リ

ー
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

複
合

材
、

遠
隔

医
療

、

新
電

子
デ

バ
イ

ス
等

・
科

学
啓

蒙
・
教

育

・
S
T
E
M

分
野

の
人

材
育

成

H
2
7
-
H

3
5
：
火

星

H
2
8
-
H

3
6
：
月

面

H
2
7
-
H

4
8

：
木

星
ト

ロ
ヤ

群
小

惑
星

H
3
3
-
H

5
5
：
土

星
衛

星
エ

ン
セ

ラ
ダ

ス

総
額

1
8
0
5

火
星

探
査

技
術

実
証

4
8
0
、

月
面

長
期

探
査

技

術
実

証
5
0
0
、

木
星

ト
ロ

ヤ
群

小
惑

星
探

査
技

術

実
証

3
4
5
、

土
星

衛
星

エ

ン
セ

ラ
ダ

ス
探

査
技

術

実
証

4
8
0

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

が
中

心
と

な
り

、
探

査
機

開
発

・
打

ち

上
げ

・
運

用
を

行
う

。
多

数
の

大

学
・
研

究
所

の
研

究
者

も
大

勢

本
計

画
に

加
わ

る
。

総 合 工 学化 学
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【
重
点
大
型
研
究
計

画
】
 

分
野

計
画

番
号

学
術

領
域

番
号

計
画

名
称

計
画

の
概

要
学

術
的

な
意

義
社

会
的

価
値

計
画

期
間

所
要

経
費

（
億

円
）

主
な

実
施

機
関

と
実

行
組

織

総 合 工 学

1
7
1

2
7
-
9

フ
ル

デ
プ

ス
有

人
潜

水
調

査
船

開
発

と
超

深
海

海
溝

生
命

圏
探

査
計

画

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

o
f 

fu
ll
-
d
e
p
th

m
a
n
n
e
d
 r

e
s
e
a
rc

h
 s

u
b
m

e
rs

ib
le

a
n
d
 i
ts

 a
p
p
li
c
a
ti
o
n
 t

o
 u

lt
ra

-
d
e
e
p

tr
e
n
c
h
 e

c
o
s
y
s
te

m
s
 r

e
s
e
a
rc

h

「
地

球
最

後
の

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

」
で

あ
る

超
深

海
海

溝
域

の
豊

か
な

生
命

圏

の
学

術
上

の
重

要
性

は
高

い
。

海
洋

最
深

部
に

お
い

て
「
科

学
者

に
よ

る

直
接

観
察

」
を

可
能

と
す

る
有

人
潜

水
調

査
船

を
開

発
・
建

造
し

、
極

限

環
境

生
命

圏
の

解
明

等
に

挑
む

。

超
深

海
海

溝
域

の
プ

レ
ー

ト
沈

み
込

み
現

場
に

お
け

る
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

生

命
現

象
を

、
人

間
の

全
感

覚
を

生
か

す
「
フ

ル
デ

プ
ス

有
人

潜
水

船
」
で

探

査
す

る
こ

と
は

、
科

学
の

限
界

へ
の

挑
戦

で
あ

る
と

共
に

、
先

端
技

術
を

飛
躍

的
に

進
化

さ
せ

る
。

世
界

最
先

端
技

術
レ

ベ
ル

の
フ

ル
デ

プ
ス

潜
水

船
は

多
く

の
技

術
の

集
合

体
で

あ
り

、
そ

こ
で

開
発

さ
れ

る
要

素

技
術

の
応

用
は

日
本

の
産

業
発

展

に
貢

献
す

る
。

ま
た

巨
大

地
震

の
調

査
な

ど
国

民
の

高
い

海
洋

へ
の

関

心
に

的
確

に
応

え
得

る
。

有
人

潜
水

調
査

船
：

H
2
5
-
H

3
0

要
素

技

術
検

討
・
開

発

H
3
1
-
H

3
4
建

造
・
試

験 調
査

船
母

船
：

H
2
8
-
H

3
0
建

造

H
3
5
-
（
運

用
）

フ
ル

デ
プ

ス
有

人
潜

水

調
査

船
建

造
費

3
0
0
、

有

人
潜

水
調

査
船

母
船

2
0
0
、

超
深

海
ト

ー
タ

ル

オ
ブ

ザ
ー

バ
ト

リ
ー

開

発
5
0
、

研
究

費
1
0
0
（
1
0
/

年
）

「
フ

ル
デ

プ
ス

有
人

潜
水

調
査

船
」
建

造
と

そ
の

運
用

、
お

よ
び

超
深

海
海

溝
生

命
圏

探
査

研
究

は
、

独
立

行
政

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

を
主

体
と

し
て

実
施

。

さ
ら

に
メ

ー
カ

ー
・
技

術
陣

と
国

内
外

研
究

者
の

参
画

を
得

る
。

1
8
4

3
0
-
4

災
害

リ
ス

ク
の

統
合

的
な

研
究

の
推

進 In
te

g
ra

te
d
 R

e
s
e
a
rc

h
 o

n
 D

is
a
s
te

r

R
is

k
（
IR

D
R

）

災
害

リ
ス

ク
統

合
研

究
を

目
指

す

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
の

「
防

災
減

災
研

究

機
構

」
を

設
置

し
、

災
害

原
因

の
学

際
究

明
、

各
種

デ
ー

タ
の

統
融

合
、

災
害

リ
ス

ク
に

関
わ

る
自

然
・
社

会
・

人
間

の
関

連
性

の
解

析
に

よ
り

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な
社

会
を

構
築

す
る

。

被
害

予
防

を
目

指
し

た
従

来
の

防
災

科
学

に
加

え
て

、
災

害
か

ら
の

復

旧
・
復

興
の

担
い

手
と

な
る

個
々

人

の
認

識
世

界
の

解
明

を
融

合
さ

せ
、

自
然

科
学

、
工

学
、

社
会

科
学

が
連

携
し

て
科

学
的

意
思

決
定

と
体

系
的

な
防

災
教

育
を

社
会

に
提

供
す

る
。

施
設

整
備

中
心

の
防

災
対

策
や

公

助
の

限
界

を
踏

ま
え

、
多

様
な

主
体

が
参

加
し

、
情

報
基

盤
を

用
い

て
、

災
害

リ
ス

ク
を

共
有

し
て

、
種

々
の

減

災
策

を
組

み
合

わ
せ

る
多

重
防

御
の

思
想

を
基

礎
と

す
る

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

社

会
へ

の
移

行
貢

献
で

き
る

。

H
2
6
-
H

2
9
：
国

内
体

制
整

備
・
ア

ー
カ

イ

ブ
構

築

H
3
0
-
H

3
2

：
ア

ジ
ア

展
開

H
3
3
-
H

3
4
：
世

界
展

開 H
3
5

：
ま

と
め

と

フ
ェ

ー
ズ

Ⅱ
提

案

「
防

災
減

災
研

究
機

構
」

の
設

立
・
運

営
費

6
/
年

、

災
害

デ
ー

タ
・
リ

ス
ク

情

報
の

ア
ー

カ
イ

ブ
構

築
・

拡
張

1
/

年
、

観
測

・
調

査
・
研

究
の

推
進

費
3
/

年

東
京

大
学

地
震

研
究

所
、

京
都

大
学

防
災

研
究

所
、

東
北

大
学

災
害

国
際

研
究

所
、

水
災

害
・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

国
際

セ
ン

タ
ー

、
東

京
大

学
地

球
観

測

デ
ー

タ
統

融
合

連
携

研
究

機
構

を
各

と
す

る
「
防

災
減

災
研

究
機

構
」
の

設
置

1
8
5

3
0
-
4

実
大

ス
ト

ー
ム

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

（
強

風
・

火
災

・
降

雨
・
降

雪
・
降

雹
の

シ
ミ

ュ

レ
ー

タ
）
お

よ
び

気
象

災
害

サ
イ

エ
ン

ス
パ

ー
ク

F
u
ll
-
s
c
a
le

 s
to

rm
 s

im
u
la

to
r 

a
n
d

m
e
te

o
ro

lo
g
ic

a
l 
h
a
za

rd
s
 s

c
ie

n
c
e

p
a
rk

風
速

8
0
ｍ

/
s
程

度
ま

で
の

強
風

と
、

火
災

、
降

雨
、

降
雪

、
降

雹
な

ど
を

同

時
に

作
用

さ
せ

得
る

大
型

ス
ト

ー
ム

発
生

装
置

を
建

設
し

、
建

物
の

外
装

材
や

骨
組

の
健

全
性

を
実

ス
ケ

ー
ル

で
検

証
す

る
ほ

か
に

、
気

象
災

害
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
と

し
て

運
営

。

実
ス

ケ
ー

ル
の

極
め

て
稀

な
強

風

と
、

火
災

、
降

雨
、

降
雪

等
と

の
複

合

事
象

を
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

さ
れ

た
環

境

下
で

再
現

し
、

破
壊

プ
ロ

セ
ス

を
含

ん
だ

建
築

物
等

の
耐

風
性

能
の

解

明
、

レ
イ

ノ
ル

ズ
数

問
題

の
克

服
等

、

多
く

の
ブ

レ
ー

ク
ス

ル
ー

が
図

ら
れ

る
。

我
国

の
風

災
害

は
年

数
千

億
円

と

見
積

も
ら

れ
、

近
年

増
加

傾
向

に
あ

り
、

気
候

変
動

等
で

そ
れ

が
促

進
さ

れ
る

可
能

性
も

あ
る

。
合

理
的

構
法

や
建

材
開

発
等

に
よ

る
耐

風
性

能
等

の
向

上
に

よ
る

災
害

低
減

は
、

著
し

い
社

会
的

、
経

済
的

効
果

を
も

た
ら

す
。

H
2
6
-
H

2
8
：
施

設
設

計
、

装
置

設
計

H
2
9
-
H

3
0
：
測

定
機

器
設

計
、

設
置

、
施

設
建

設

H
3
1

：
性

能
検

定

（
H

3
2
運

用
開

始
）

実
大

ス
ト

ー
ム

シ
ミ

ュ

レ
ー

タ
1
6
8
（
ス

ト
ー

ム
発

生
装

置
1
0
0
、

建
物

等
建

設
5
0
、

空
力

的
設

計
・
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
試

験
・
検

証

8
、

H
2
6
か

ら
6
ヶ

年
間

運

営
費

1
0
）
（
※

土
地

代
、

完
成

後
運

営
費

は
含

ま

ず
）

関
連

す
る

諸
学

会
、

大
学

、
団

体

に
よ

る
「
実

大
ス

ト
ー

ム
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
建

設
実

行
委

員
会

」
を

構

築
し

、
建

設
終

了
ま

で
を

統
轄

す

る
。

実
際

の
管

理
・
運

営
は

「
気

象
災

害
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー

（
仮

）
」
を

設
立

し
て

遂
行

す
る

。

土 木 工 学 ・ 建 築 学
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７ 結語 

本提言は、日本学術会議「日本の展望―学術からの提言 2010―」の実現について、大型

研究計画の観点から新たな方向性を明示し、第 22期における新たな大型研究計画を取りま

とめ、その内容をマスタープラン 2014として策定したものである。我が国の科学者コミュ

ニティにおける学術の展望について、広く我が国と国際社会に発信するとともに、今後の

学術の計画的・総合的推進や国際的共同に向けて有用となるビジョンとして資することを

期待している。 

マスタープラン 2014 の策定に先立ち、本分科会が決定した「策定方針」では、学術分

野のビジョン・体系に立脚しつつ「学術大型研究計画」と「重点大型研究計画」を策定す

ることを社会に宣言した。さらに、学術大型研究計画を、研究・教育機関長または部局長

等、日本学術会議会員または連携会員、学協会長等を提案者とする公募方式とすることに

より、大型研究計画の選定における公開性を実現するとともに、策定プロセスの透明性の

確保と利益相反に留意した公平・公正な選定プロセスを構築した。 

この結果、243 の学術研究領域を制定するとともに、それらに立脚して、207 件の「学

術大型研究計画」を策定した。その内訳は、新規かつ学術上優れたものと評価された「学

術大型研究計画（区分 I）」が 192件、現在国が実施中の計画であり、継続して推進すべき

と判断した「学術大型研究計画（区分 II）」が 15件である。さらに、諸観点から速やかに

実施すべき大型研究計画として、学術大型研究計画（区分 I）の中から 27件を「重点大型

研究計画」に選定した。 

マスタープラン 2014 の策定に際しては、我が国の学会、学術研究機関を含む科学者コ

ミュニティにおいて学術の観点から大型研究計画の議論が進められた。また、人文・社会

科学、生命科学、理学・工学の各分野より、多くの長期的な大型研究計画の提案応募が行

われるとともに、学術会議における 30分野の多くの関係者が大型研究計画の選定の過程に

関与したことは意義がある。事前に公開した策定プロセスにより大型研究計画の選定が実

施されたことは、科学者コミュニティの総意の形成という観点から、我が国の学術の発展

にとって画期的なことであったといえる。大規模な研究開発投資は必ずしも純粋に科学的

な価値のみで決定されるものではないが、その推進のあり方を含め少なくとも学術の観点

から評価・検証がなされたことは意義深い。 

マスタープラン 2014 は、日本学術会議が、我が国の科学・技術の発展に向けて必要な

大型研究計画を学術の立場から取りまとめたものである。選定された大型研究計画につい

ては、科学者コミュニティにおける今後の研究の発展に資するとともに、各大型研究計画

の学術分野、内容等に応じて、文部科学省のみならず、他の関係府省等、国及び自治体に

おける学術に関わる政策にも有効に活用されていくことが求められる。また、３年後には、

第 23期日本学術会議が新たなマスタープランを策定し、日本の学術の発展に向けてさらに

主体的に取り組まなければならない。 
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＜参考資料＞ 

 
 
 
 

 



 



 

参考資料１ 審議経過 

 
2012年 

・第１回分科会  （１月 18日（水）10：00～12：30） 

役員の選出、前期提言の審議経過確認、今後の進め方について検討 

・第２回分科会  （３月３日（土） 14：00～16：00） 

活動方針及び取りまとめの時期、策定プロセスについて検討 

・第 162回総会  （４月９日（月）） 

科学者委員会の活動状況説明において、学術の大型研究計画検討分科会の作業

スケジュールについて報告 

・第３回分科会  （４月 27日（金） 17：00～19：00） 

参考人からの報告、活動方針について検討 

・第４回分科会  （５月 21日（月） 14：00～17：00） 

策定方針に関する意見交換 

・第５回分科会  （６月 26日（火） 17：00～19：00） 

第 22期マスタープラン策定方針メモについて検討 

・第６回分科会  （７月 12日（木）10：00～12：00） 

第 22期マスタープラン策定方針素案について検討 

・各部会（夏季部会７～８月） 

「第 22期の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針

素案について」報告 

・第 155回幹事会懇談会（７月 27日（金）） 

「第 22期の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針

素案について」報告 

・第１回分科会役員会（９月４日（火） 10:00～12：00） 

第 22期マスタープラン策定方針について検討 

・第７回分科会  （９月 25日（火） 15:00～17：00） 

夏季部会等の意見について審議、22期マスタープラン策定方針について検討 

・第 163回総会  （10月９日（火）） 

「第 22期の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針

（案）について」報告 

・第８回分科会  （10月９日（火） 16:30～18：30） 

第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方

針について審議 

・第９回分科会  （11月 16日（金）17：30～19：30） 

     策定プロセス及び利益相反に関する審議 

 

・第 10回分科会 （12月３日（月）持ち回りメール審議） 
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報告「第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策

定の方針」の取りまとめ 

・第 167回幹事会（12月 21日（金）） 

報告「第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策

定の方針」を承認 

・第 11回分科会 （12月 25日（火）10：00～12：00） 

     学術研究領域について審議、大型研究計画の策定プロセス・提案募集について

検討 

 

2013年 

・第 12回分科会 （１月８日（火）10：00～12：00） 

     学術研究領域について審議、大型研究計画の審査・評価プロセス・募集要項に

ついて検討 

・第 13回分科会 （１月 21日（月）17：00～19：00） 

     学術研究領域について審議、大型研究計画の審査・評価プロセス・募集要項に

ついて検討 

・第２回分科会役員会（２月４日（月） 15：15～17：15） 

     募集要項、審査・評価プロセスについて検討 

・第 14回分科会 （２月８日（金）10：00～12：30） 

     学術研究領域について審議、大型研究計画の審査・評価プロセス・募集要項に

ついて検討 

・第 15回分科会 （３月 11日（月）10：00～12：30） 

     審議経過報告、分野別評価分科会の構成について審議、大型学術研究計画の審

議・評価プロセスについて検討 

・第 164回総会  （４月２日（火）） 

「第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープランについ

て」報告 

・第 16回分科会 （４月２日（火）18：30～20：30） 

     公募結果報告、審査・評価プロセスについて検討 

・第 17回分科会 （４月 22日（月）17：30～19：30） 

     学術大型研究計画審査・評価プロセスについて審議、重点大型研究計画につい

て検討 

・第 18回分科会 （５月 10日（金）13：00～15：30） 

     学術大型研究計画の審査・評価状況について審議、重点大型研究計画の審査・

評価プロセスについて検討 

・第 19回分科会 （６月 12日（金）18：00～20：00） 

     学術大型研究計画の審査・評価状況について審議、重点大型研究計画の審査・

評価プロセスについて検討 
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・第３回分科会役員会（６月 12日（金） 16：00～18：00） 

     今後の進め方について検討 

・第 20回分科会 （６月 20日（木）17：30～19：30） 

     学術大型研究計画の策定について審議、重点大型研究計画の審査・評価プロセ

スについて検討 

・第４回分科会役員会（７月 26日（金） 17：00～19：00） 

     重点大型研究計画の審査・評価プロセス、今後の進め方について検討 

・各部会（夏季部会８月） 

科学者委員会学術の大型研究計画検討分科会の審議状況（「学術大型研究計画分

科会案」(207件)の策定等）について報告 

・第５回分科会役員会（８月 30日（金） 16：00～18：00） 

     重点大型研究計画の審査・評価プロセス・重点大型研究計画（案）策定に向け

たヒアリングについて検討 

・第 21回分科会 （９月 20日（金）10：00～18：00） 

        （９月 21日（土）10：00～18：00） 

        （９月 22日（日）10：00～18：00） 

     重点大型研究計画のヒアリング審査 

・第 22回分科会 （10月１日（火）14：00～16：00） 

     重点大型研究計画（案）策定に向けたヒアリング結果について審議 

・第 23回分科会 （10月２日（水）12：00～13：00） 

     重点大型研究計画の審査・評価プロセス、重点大型研究計画分科会案の決定、

今後の予定について審議 

・第 24回分科会 （11月 12日（木）10：00～12：00） 

     科学者委員会への報告、重点研究計画提案者への採否の連絡について審議、マ

スタープラン 2014の構成について検討 

・第 35回科学者委員会（11月 15 日（金）19：00～21：00） 

策定プロセスに関する確認 
・第 25回分科会 （12月 12日（木）16：00～18：00） 

     マスタープラン 2014の構成について検討 

・第 36回科学者委員会（12月 17日（火）17：00～18：15） 

 利益相反に関する確認 
 

2014年 

・第 26回分科会 （１月９日（木）10：00～12：00） 

     マスタープラン 2014の構成について検討 

・第 37回科学者委員会（１月 27日（月）13：00～15：00） 

提言（案）「第 22期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープ

ラン 2014）」の承認 
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・第 27回分科会 （２月 17日（月）13：00～15：00） 

     提言（案）「第 22期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープ

ラン 2014）」について確認 

・第 188回幹事会 （２月 28日（金）） 

     提言「第 22期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン

2014）」を承認 
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参考資料２ 報告「第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン

策定の方針」 
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この報告は、日本学術会議 科学者委員会 学術の大型研究計画検討分科会の審議を経て

取りまとめを行った第２２期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラ

ン策定の方針を公表するものである。 

 

 

日本学術会議 科学者委員会  

学術の大型研究計画検討分科会 

 

委員長 荒川 泰彦 （第三部会員） 東京大学生産技術研究所教授 

副委員長 松沢 哲郎 （第一部会員） 京都大学霊長類研究所教授 

幹事 長野 哲雄 （第二部会員） 東京大学大学院薬学系研究科教授 

幹事 西尾 章治郎 （第三部会員） 大阪大学大学院情報科学研究科教授 

 今田 髙俊 （第一部会員） 東京工業大学大学院社会理工学研究科教授 

 岩本 康志 （第一部会員） 東京大学大学院経済学研究科教授 

 樋口 美雄 （第一部会員） 慶應義塾大学商学部教授 

 大隅 典子 （第二部会員） 東北大学大学院医学系研究科教授 

 岡田 清孝 （第二部会員） 自然科学研究機構・副機構長・基礎生物学

研究所・所長 

 田中 啓二 （第二部会員） 財団法人東京都医学総合研究所所長 

 伊藤 早苗 （第三部会員） 九州大学副学長・応用力学研究所教授 

 永原 裕子 （第三部会員） 東京大学大学院理学系研究科教授 

    

 

本件の作成に当たっては、以下の職員が事務を担当した。 

事務   石原 祐志   参事官（審議第二担当） 

   齋田 豊   参事官（審議第二担当）付参事官補佐 

   増永 俊一   参事官（審議第二担当）付専門職 

   守屋 めぐみ   参事官（審議第二担当）付専門職付 

 

調査   中島 由佳   上席学術調査員 
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第２２期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関する 

マスタープラン策定の方針 

 

 

第２２期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針を以

下に示す。 

 

１． 目的・位置づけ 

 

（１） 大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン（以下、マスタープラン）

は、科学者コミュニティの代表としての日本学術会議が主体的に策定するものであ

り、学術全般を展望・体系化しつつ、各学術分野が必要とする大型研究計画を網羅

するとともに、我が国の大型計画のあり方について、一定の指針を与えることを目

的とする。 

（２） 上記の観点から、マスタープランとして、学術分野のビジョン・体系に立脚した大

型施設計画・大規模研究計画（以下、学術大型研究計画と呼ぶ）および、諸観点か

ら速やかに実施すべき大型施設計画・大規模研究計画（以下、重点大型研究計画と

呼ぶ）の二つの計画を策定する。なお、学術大型研究計画の策定にあたっては、学

術分野のビジョン・体系化のために、学術研究領域をあらかじめ制定しておく。 

（３） マスタープランの策定においては、会員ないし連携会員や分野別委員会の協力を得

るとともに、学協会との連携を積極的に推進する。これにより、科学者コミュニテ

ィの意思疎通を図り、日本学術会議の強化に貢献することを期待する。なお、策定

にあたっては、透明性を確保し、利益相反注）が生じることがないようにする。また、

大型計画を一般には必要としない学術分野にも配慮する。 

 

注）本策定における利益相反の考え方については、別紙に示す。 

 

２． マスタープランの策定 

 

１．で述べた目的等の達成に向けて、以下の方針で、学術大型研究計画と重点大型研究

計画の二計画で構成される第２２期マスタープランの策定を行う。 

 

（１） 学術研究領域の制定 

(a) 分野別委員会は、「日本の展望－学術からの提言」等を踏まえ当該分野の将来ビジ

ョンを俯瞰的に描き、学術の体系化をはかるとともに、学術研究領域を制定する。 

(b) 学術研究領域の数は、各分野 10以下とする。ただし、分野や部をまたがる融合学

術領域については、別途協議することとする。 

(c) 必要があれば、あわせて学術研究小領域として小項目も示すことができる。 
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（２） 学術大型研究計画の策定 

(a) 規模 

① 学術大型研究計画は、実施期間 5-10年程度、および予算総額数十億円超（上

限は特に定めない）の予算規模を有する、学術分野のビジョン・体系に立脚し

た大型研究施設計画もしくは大規模研究計画とする。各学術大型研究計画は、

２．（１）で定めた学術研究領域のいずれかに分類されるものとする。 

② 総数は 200件程度とする。 

(b) 策定プロセス 

① 公募により策定する。 

② 提案者は、(i)研究・教育機関長または部局長等、(ii) 学術会議会員、連携会

員、(iii) 学協会長等、のいずれかとする。また、各提案は、会員もしくは連

携会員 3名以上（会員 1名を含むこと）の推薦を受けることを条件とする。な

お、会員もしくは連携会員は、複数の提案を推薦することができる。 

③ 分野別委員会または部では、一定の絞り込みを行う。ただし、各分野最大数を

30件とする。 

④ 本分科会は、上記結果を参考にして、総数 200件程度の学術大型研究計画を策

定する。 

⑤ 既に予算化がなされ実施中の大型研究プロジェクトについても、(b)①②のプ

ロセスを経ることにより、④で作成する学術大型研究計画のリストに追加する

ことができる。 

 

（３） 重点大型研究計画の策定 

(a) 規模  

① 学術大型研究計画の中から、25-30件程度を、諸観点から速やかに実施すべき

計画として選択し、重点大型研究計画とする。 

(b) 策定プロセス 

① 分野別委員会または部は、予備選考を行い、全分野総計 100件程度となるよう

に、一定割合まで絞り込む。 

② ①の予備選考を踏まえて、新たに設置する審査小委員会（分科会レベル）にお

いて、ヒヤリングを含め審査を行い、25-30件程度を選ぶ。審査小委員会は、

本分科会委員、分野別委員会を代表する者、本分科会が必要と認めた会員もし

くは連携会員で構成される。 

③ 審査小委員会の決定を参考にして、本分科会は、最終的に諸バランスを考慮し

つつ、重点大型研究計画を策定する。 

④ 選定した重点大型研究計画は、5-10程度のカテゴリーに分類するものとする。 

⑤ 評価は、計画の学術的価値、科学者コミュニティの合意、計画の実施主体、共

同利用体制の充実度、計画の妥当性、緊急性、戦略性、社会や国民の理解、な

どの観点から行うものとする。 
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３． スケジュール 

    

2013年 1月 学術研究領域の制定 

2013年 2月 学術大型研究計画の公募開始 

2013年 3月 学術大型研究計画の公募締め切り 

2013年 6月  学術大型研究計画の策定 

2013年 12月  重点大型研究計画の策定 

2014年 2月 科学者委員会・幹事会の審議、必要があればパブコメ 

2014年 4月  総会へ報告 
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別紙 

 

第２２期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関する 

マスタープラン策定に関わる利益相反の考え方について 

 

 

１．利益相反 

 

大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン（以下本マスタープラン）は、

各学術分野が必要とする大型研究計画を網羅するとともに、我が国の大型研究計画のあり

方について指針を与えることを目的としたものであり、予算配分等に直接関与するもので

はない。しかしながら、日本学術会議会員・連携会員が本マスタープランの策定に関与す

る場合には、提案の審査・評価という公的な立場と一研究者としての立場の両方を有する

ため、相反する緊張関係（利益相反）の状態に入ることは否めない。よって、関係者は、

日本学術会議会員・連携会員としての高い見識の下で、日本学術会議声明『科学者の行動

規範について』の利益相反の条項を踏まえて、公平で公正な策定・選定を行うことを義務

とする。 

 

 

２．利害関係者の排除  

 

策定の公正性を確保するため、提案者および推薦者は、その当該提案の審査・評価には

関与しないこととする。 

本分科会委員および審査小委員会委員は、提案者および推薦者になることはできない。 
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＜参考資料＞ 学術の大型研究計画検討分科会 審議経過 

 
2012年 

・第１回分科会（1月 18日（水）10:00～12:30） 

  役員の選出、前期提言の審議経過確認、今後の進め方について検討 

・第２回分科会（3月 3日（土） 14:00～16:00） 

   活動方針及び取りまとめの時期、策定プロセスについて検討 

・第１６２回総会（4月 9日（月）） 

     科学者委員会の活動状況説明において、学術の大型研究計画検討分科会の作業

スケジュールについて報告 

・第３回分科会（4月 27日（金） 17:00～19:00） 

   参考人からの報告、活動方針について検討 

・第４回分科会（5月 21日（月） 14:00～17:00） 

   策定方針に関する意見交換 

・第５回分科会（6月 26日（火） 17:00～19:00） 

   22期マスタープラン策定方針メモについて検討 

・第６回分科会（7月 12日（木）10:00～12:00） 

   22期マスタープラン策定方針素案について検討 

・各部会（夏季部会 7～8月） 

「22期の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針素

案について」報告 

・第１５５回幹事会懇談会（7月 27日（金）） 

「22期の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針素

案について」報告 

・第１回分科会役員会（9月 4日（火） 10:00～12:00） 

   22期マスタープラン策定方針について検討 

・第７回分科会（9月 25日（火） 15:00～17:00） 

   夏季部会等の意見について審議、22期マスタープラン策定方針について検討 

・第１６３回総会（10月 9日（火）） 

   「22期の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針（案）

について」報告 

・第８回分科会（10月 9日（火） 16:30～18:30） 

22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針

について審議 

・第９回分科会（11月 16日（金）17:30～19:30） 

     策定プロセスおよび利益相反に関する審議 

・第１０回分科会（12月 3日（月）持ち回りメール審議） 

     報告『第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策
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定の方針』の取りまとめ 

 

 日本学術会議科学者委員会を経て、日本学術会議幹事会（第１６７回）（平成 24年 12

月 21日）において、報告『第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタ

ープラン策定の方針』を承認。 
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参考資料３ 学術大型研究計画公募要領 

2013年 2月 15 日 

 

第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン 

「学術大型研究計画」の公募について 

 

日本学術会議 科学者委員会 

学術の大型研究計画検討分科会 

委員長 荒川 泰彦 

 

１．マスタープランの目的と概要 

 

「大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン（以下、マスタープラン）」は、学術

全般を展望・体系化しつつ、各学術分野が必要とする大型研究計画を網羅し、我が国の大型計画

のあり方について、一定の指針を与えることを目的とするものです。 

第 21期日本学術会議では、2010年 3月に提言「学術の大型施設計画・大規模研究計画－企画・

推進策の在り方とマスタープラン策定について－」（以下、マスタープラン 2010）を取り纏め、

さらに 2011 年 9 月には報告「学術の大型施設計画・大規模研究計画マスタープラン 2011」を公

表しました。しかし、科学・技術の急速な進歩と、国際的な競争の激化を鑑みますと、こうした

大型施設計画・大規模研究計画は、社会や国民の理解を得ながら適切に更新していく必要があり

ます。 

このため、第 22 期日本学術会議においても、学術の最新の発展動向を反映した新たなマスタ

ープランの策定について審議してきました。その結果、2012年 12月に報告「第 22期学術の大型

施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針」（注１）を発出し、2014 年春を

目途にマスタープラン（以下、マスタープラン 2014）を策定することに致しました。 

マスタープラン 2014 では、学術分野のビジョン・体系に立脚した大型施設計画・大規模研究

計画を「学術大型研究計画」として策定します。さらに、この学術大型研究計画の中から、諸観

点から速やかに実施すべきと判断した大型施設計画・大規模研究計画を「重点大型研究計画」と

して選択します。 

なお、本マスタープランは、あくまで我が国の大型計画のあり方について指針を与えるもので

あり、予算への直接の反映等を意図するものではないことを申し添えます。 

 

２．学術大型研究計画の公募 

 

報告「第 22期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針」にし

たがい、「学術大型研究計画」を公募します。本計画に関して構想を有する科学者コミュニティ

からの積極的な応募を期待しています。応募された提案は、日本学術会議の分野別委員会や部に

おいて一定の絞り込みを行った後、学術の大型研究計画検討分科会が最終的な取り纏めを行いま

す。 

 

３．公募の対象 

 

公募の対象は下記のとおりです。 

 

区分 I：学術大型研究計画（新規計画） 

実施期間 5-10年程度、および予算総額数十億円超（上限は特に定めない）の予算規模を有する、

学術分野のビジョン・体系に立脚した大型施設計画もしくは大規模研究計画とします。ここで、
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各学術大型研究計画は、学術の大型研究計画検討分科会が制定した「学術研究領域」（注 2）のい

ずれかに分類されるものとします。 

大型施設計画とは、施設の建設（装置、設備、運営費等を含みます）を行う計画です。また、

大規模研究計画は、科学研究費補助金等では実施が困難であり、個別研究プロジェクトの枠を超

えた大分野の根幹となる、設備、ネットワーク構築、データ集積、運営費、人件費等の経費を必

要とする計画です。 

区分 II：学術大型研究計画（現在実施中・進行中の計画） 

マスタープラン 2010 もしくは 2011 に掲載され、かつ、現在実施中・進行中の大型研究施設計

画もしくは大規模研究計画については、審査・評価を経てマスタープラン 2014 の学術大型研究

計画の別表として記載します。ただし、終了年度は 2015 年度以降であることを要件とします。

また、各学術大型研究計画は、学術の大型研究計画検討分科会が制定した「学術研究領域」のい

ずれかに分類されるものとします。なお、本区分に属する学術大型研究計画の数は、報告「第 22

期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針」p.2の２（２）(b)

④における「総数 200 件程度」の外数とします。 

４．提案および推薦 

学術大型研究計画の提案は、(i)研究・教育機関の長または部局長等、 (ii) 日本学術会議会

員、連携会員、(iii)学協会長等、が行うことができます。ただし、(i)および (iii)は最大３件

まで、(ii)は１件のみ、それぞれ提案することができます。 

また、各提案には、日本学術会議会員もしくは連携会員 3 名以上（会員 1 名を含むこと）によ

る推薦が必要です。推薦者は、提案内容を熟知し、それが学術大型研究計画に相応しいことを保

証できる方とします。一人の推薦者が推薦できる提案数については特に制限を設けていません。 

なお、策定の公平性を確保するため、提案者および推薦者が、その当該提案の審査・評価に関

与することはありません。 

５．公募期間 

2013年 2月 15日（金）～ 2013年 3月 31日（日） 

６．応募方法 

区分 I  は、URL https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0039.html 

区分 II は、URL https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0040.html 

の様式にしたがい提案書を作成し、ウェブを通じて応募を行って下さい。 

なお、今回使用している内閣府のシステムでは、応募を受け付けたことを電子メールで通知す

る機能はありません。そのため、投稿後直ちに受領のメールが皆様に届くことはありません。 

その代わりに、皆様から戴いた応募データを事務局が処理をして、個別に受領したことをお伝

えするようにいたします。全体の応募件数にも左右されますが、原則として、皆様が応募されて

から２日以内（土日、祝日を除く）に受領のメールを送らせていただきます。 

７．提案書の記載内容 

記入項目、内容、分量等の詳細については、上記様式を参照して下さい。 

８．ご質問、お問い合わせ 
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本件に関するお問い合わせは、以下宛に電子メールでお問い合わせ下さい。

　日本学術会議事務局審議第二担当

また、多数の方から質問があったものについては、FAQ を日本学術会議のウェブサイト内に順

次用意しますのでご覧下さい（２月下旬開設予定）。 

９．その他 

 マスタープランに掲載することになった学術大型研究計画については、日本学術会議が意思

の表出（提言、報告等）をするための資料や、英文説明資料を作成していただくことになります

ので、よろしくお願い致します。 

（注１）URL  http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-h167-1.pdf 

（注 2） URL http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/ogata/pdf/ryoiki.pdf 
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参考資料４ 学術大型研究計画における審査・評価プロセス 

2013年 4月 22日 

 

学術大型研究計画策定における審査・評価プロセスについて 

 

学術の大型研究計画検討分科会 

 

１． 学術大型研究計画の審査・評価の担当組織 

① 学術の大型研究計画検討分科会（以下、本分科会） 

② 分野（部）別大型研究計画評価分科会（以下、評価分科会） 

 

２． 審査・評価プロセス 

(ア) 評価分科会の構成 

① 分科会の構成 

評価分科会は、8-10名程度の会員・連携会員で構成する。本構成は、幹事会の

承認を経て最終決定とする。 

② 委員長選出 

評価分科会委員長は、評価分科会において互選で選出される。ただし、当人が

提案者もしくは推薦者である場合には、その任に当たることができない。評価

分科会委員長は、重点大型研究計画の策定において構成する審査小委員会委員

も原則として務めることとする。なお、本分科会としては、評価分科会委員長

は対応する分野別委員会委員（部）長が就くことが望ましいと理解する。 

 

(イ) 審査・評価のプロセス 

① 応募提案の取り纏めと送付 

１） 本分科会及び日本学術会議事務局は、応募提案について、資格等の確認

を行い、審査の対象とする提案を確定する。 

２） 日本学術会議事務局は、各分野の応募提案を、当該分野の評価分科会委

員に評価用紙とともに直接送付する。 

② 評価分科会における学術大型研究計画案の作成 

１） 評価分科会委員は、学術大型研究計画（区分 I）及び学術大型研究計画

（区分 II）の目的・意義を十分理解の上、当該分野の全応募提案を自ら

の見識の下で厳正に評価し、その結果を評価用紙（別添）に記入して日

本学術会議事務局に送付する。なお、評価分科会委員自身が提案者もし

くは推薦者になっている提案については、評価を辞退することとする。 

提案の評価方法は（エ）項に示す。 
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２） 応募の際、（副）の学術研究領域を指定した提案については、評価分科会

委員長の判断により、（副）に指定された評価分科会に評価を依頼するこ

とができる。（副）に指定された評価分科会の評価結果は、４）、５）に

おける評価分科会委員長の判断の際に参考とされる。 

３） 日本学術会議事務局は、評価分科会委員の評価結果を集計し、その結果

を当該分野の評価分科会委員長に報告する。 

４） 評価分科会委員長は、総合評価の平均点にもとづき、当該分野（部）の

学術大型研究計画（区分 I）案を、順位を付けて作成する。ただし、30

件を超えることはできない。なお、同一平均点の提案については自らの

判断で順位付けを行うこととする。また、理由を付して提案の順位を入

れ替えることができる。 

５） 評価分科会委員長は、学術大型研究計画（区分 II）の提案について、総

合評価の平均点が「5」程度以上の評価を得ていれば、当該分野（部）の

学術大型研究計画（区分 II）案に含めることとする。 

６） １）から５）の実施にあたり、評価分科会委員長は、評価分科会を招集

し意見交換や議論を行うことができる。 

７） 評価分科会委員長は、当該分野（部）の学術大型研究計画案を、本分科

会に報告する。 

③ 本分科会における学術大型研究計画の策定 

本分科会は、評価分科会の報告に基づき審議を行い、学術大型研究計画を策

定する。ただし、本分科会は、必要であれば、数件程度以内の追加採択をす

ることができる。 

（ウ）守秘義務と評価の非公開審議について 

本策定作業に関わる本分科会委員、各評価分科会委員、日本学術会議事務局関

係者には、提案内容及び評価の結果について守秘義務が課せられる。また、本

分科会及び評価分科会における評価に関する審議は非公開とする。 

（エ）提案の評価法について 

学術大型研究計画（区分 I）及び学術大型研究計画（区分 II）の各提案の評価

法は以下のとおりである。 

I. 学術大型研究計画（区分 I） 

a． 項目評価について 

評価分科会委員は、利害関係者になる場合を除く当該分野の全提案につい

て、下記 5項目に関して 3段階で評価する。各評価項目の全提案に関する

平均値は「2」として、特に高い場合には「3」、低い場合には「1」とする。 

i. 学術的価値 

ii. 科学者コミュニティの合意（他の提案との重複の有無なども含む） 
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iii. 計画の実施主体、計画の妥当性、共同利用体制の充実度 

iv. 社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値など） 

v. 大型研究計画としての適否 

b． 総合評価について 

評価分科会委員は、利害関係者になる提案を除く当該分野の全提案につい

て、a.の項目評価の結果を踏まえて、以下に従って総合評価を 6 段階で行

う。 

① 全提案について審査を行い、「学術大型研究計画に相応しい水準を下回る

提案」、及び「水準をどちらかといえば下回る提案」については、それ

ぞれ「1」「2」を付ける。（注１） 

② 次に、利害関係者になる提案及び①で「1」または「2」が付いた提案を

除く全提案について、「3」から「6」の評価点で相対評価を行う。ただ

し、「6」を最も高い評価点とする。 

③ 評価点分布は、利害関係者になる提案及び①で「1」または「2」が付い

た提案を除く当該分野の全提案の総数に基づき、表１に従って定める

ものとする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 評価点分布の一覧表 

 

（注 1）あくまで一般論であるが、たとえ全提案の内で 10-25%程度の提案が「1」また

「2」の評価を受けたとしても、本分科会はそれに対して違和感を持つものではない。 

利害関係にある提案および①で
「1」または「2」が付いた提案を除い

た応募提案（区分I）の総数

評価点6を与
える提案件数

評価点5与え
る提案件数

評価点4を与
える提案件数

評価点3を与
える提案件数

1
2 0 1 1 0
3 1 1 1 0
4 1 1 1 1
5 1 2 1 1
6 1 2 2 1
7 1 3 2 1
8 1 3 3 1
9 2 3 3 1
10 2 3 3 2
11 2 4 3 2
12 2 4 4 2
13 2 5 4 2
14 2 5 5 2
15 3 5 5 2
16 3 5 5 3
17 3 6 5 3
18 3 6 6 3
19 4 6 6 3
20 4 6 6 4
21 4 7 6 4
22 4 7 7 4
23 4 8 7 4
24 4 8 8 4
25 5 8 8 4

26以上 20%以下 ３0-35% 30-35% 20%以下

いずれの評価点でもよい
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II. 学術大型研究計画（区分 II） 

a． 項目評価について 

評価分科会委員は、利害関係者になる場合を除く当該分野の全提案につい

て、下記 5項目に関して 3段階で評価する。各評価項目の全提案に関する

平均値は「2」として、特に高い場合には「3」、低い場合には「1」とする。 

i. 学術的価値 

ii. 科学者コミュニティの合意（他の提案との重複の有無なども含む） 

iii. 計画の実施主体、計画の妥当性、共同利用体制の充実度 

iv. 社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値など） 

v. 大型研究計画としての適否 

b． 総合評価について 

評価分科会委員は、利害関係者になる提案を除く当該分野の全提案につい

て、「1」から「6」の 6 段階で総合評価を行う。ただし、評価点は以下の評

価基準に従って、絶対評価に基づいて行うものとする。 

6: 非常に優れた計画であり、実施されていることは学術的観点から妥 

当と判断 

5: 優れた計画であり、実施されていることは学術的観点から概ね妥当 

と判断 

4:  概ね優れた計画であるが、実施の継続には一部見直しが必要 

3:  計画として問題点があり、実施の継続には慎重な検討が必要 

2:  計画として問題点が少なからずあり、実施の継続は適当でない 

1:  計画として問題点が多々あり、実施の継続はすべきではない 

 
３．スケジュール（状況により変更の可能性があります） 

5 月 15日 各評価分科会委員より事務局への評価結果報告の送付締切 

6 月 14日 評価分科会委員長より事務局への当該分野（部）の学術大型 

研究計画案の送付締切 

6 月 30日 本分科会において学術大型研究計画（案）を策定 
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参考資料５ 重点大型研究計画における審査・評価プロセス 

2013年 10 月 2日 

重点大型研究計画における審査・評価プロセスについて 

 

日本学術会議科学者委員会 

学術の大型研究計画検討分科会 

 

１．重点大型研究計画審査小委員会の構成 

重点大型研究計画審査小委員会（以下、審査小委員会）（注）は、学術の大型研究

計画検討分科会（以下、本分科会）委員、および各分野（部）別学術大型研究計

画評価分科会（以下評価分科会）の委員長もしくはその代理（以下、評価分科会

委員長）で構成される。ただし、提案者及び推薦者は小委員会の構成員（以下、

審査小委員会委員）になることはできない。 

（注）審査小委員会は通称であり、学術の大型研究計画検討分科会において評価分科会委員長

を参考人として招聘することにより会議が成立するものとする。 

 

２．重点大型研究計画の制定 

重点大型研究計画は、学術大型研究計画の中から、25-30 件程度を、諸観点から

速やかに実施すべき計画として選択する。 

 

３．重点大型研究計画の審査・評価のプロセス 

① 本分科会は、学術大型研究計画に関して、別表１にもとづいて分野（部）毎にヒ

アリングの対象とする提案を定める。ただし、本分科会が必要と認めれば、上記

に加えて若干数の提案をヒアリングの対象に追加することができる。 

② ヒアリングは、2013 年 9月 20日（金）から 22日（日）の 3日間実施する。 

③ 審査小委員会委員は、学術大型研究計画審査・評価結果及びヒアリングに基づき、

自らの見識の下で厳正に提案を評価する。ただし、評価の対象はヒアリングを行

った提案のみとする。また、利害関係者の排除の観点から、自らの活動に関連す

る提案の評価には関与しないこととする。 

④ 本分科会は、審査委員会委員の評価点数の平均値に従って順位付けを行い、それ

に基づき審議し、重点大型研究計画を 25-30 件程度策定する。必要であれば、再

度ヒアリングを行うことができる。 

⑤ 本分科会は、マスタープラン 2014の策定が日本学術会議の意思の表出であると

いう観点に立ち、各部から一定数程度以上の計画が重点大型研究計画に含まれる

ように配慮する。ただし、この場合の「一定数程度」は 2 ないし 3 と理解する。 

⑥ 重点大型研究計画の評価結果の公表形式は今後議論することとする。 
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⑦ 本分科会は、選定した重点大型研究計画を 5-10程度のカテゴリーに分類する。 

 

４．重点大型研究計画の評価法について 

(ア) 審査小委員会委員は、自らが直接関係する分野以外かつヒアリングを自ら行った全て

の提案（以下、全評価対象提案）について、以下の 6項目に関して 3,2,1 の 3段階で

絶対評価する。 

i. 学術的価値 

ii. 実施主体の明確性（責任を果たせる体制になっているか） 

iii. 計画の妥当性、成熟度、共同利用体制の充実度 

iv. 社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値） 

v. 大型研究計画としての適否 

vi. 国家としての戦略性、緊急性 

特に優れている場合を「3」として、優れている場合には「2」、優れていない、

もしくは問題がある場合には「1」とする。 

(イ) 審査小委員会委員は、全評価対象提案について、5を最高評価点にして 5段階で総合

評価を行う。ただし、評価は相対評価であり、評価点の分布は下記のとおりとする。

詳細は別表 2の通り。 

 5  全評価対象提案の約 20%  

 4 全評価対象提案の約 20%  

 3 全評価対象提案の約 20% 

 2 全評価対象提案の約 20%  

 1 全評価対象提案の約 20%  

 

５．今後のスケジュールについて 

2013年 6月 学術大型研究計画の策定 

2013年 7月 連絡担当者に採否通知 

2013年 7月 ヒアリング対象提案への通知 

2013年 9月 20-22日 ヒアリング 

2013年 11月 重点大型研究計画の策定 

2013年 12月 意思の表出に向けた提言（案）の作成 

2014年 1月 科学者委員会審議・承認 

2014年 2月     幹事会審議・承認 

2014年 3月 マスタープラン 2014を「提言」として公表 

2014年 4月 総会へ報告 
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別表１ 各分野（部）におけるヒアリング可能数の上限 

応募件数 学術大型研究計画
ヒアリング可能数

の上限

22 19 6

12 基礎生物学委員会 3 3 1

13 統合生物学委員会 6 6 2

14 農学委員会 12 12 4

15 食料科学委員会 8 8 3

16 基礎医学委員会 10 8 3

17 臨床医学委員会 4 3 1

18 健康・生活科学委員会 2 2 1

19 歯学委員会 1 1 1

20 薬学委員会 5 5 2

51 48 18

21 環境学委員会 4 4 1

22 数理科学委員会 1 1 1

23 物理学委員会 24 24 7

24 地球惑星科学委員会 16 13 5

25 情報学委員会 36 30 8

26 化学委員会 9 9 3

27 総合工学委員会 23 23 7

28 機械工学委員会 6 6 2

29 電気電子工学委員会 5 5 2

30 土木工学・建築学委員会 6 4 1

31 材料工学委員会 6 6 2

136 125 39

209 192 63総件数

1部

2部

合計

3部

合計
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別表２ 総合評価の評価点分布 

 

評価件数※ ５点 ４点 ３点 ２点 １点 評価件数※ ５点 ４点 ３点 ２点 １点

40 8 8 8 8 8

14 3 3 3 3 2 41 8 8 9 8 8

15 3 3 3 3 3 42 8 9 9 8 8

16 3 3 4 3 3 43 8 9 9 9 8

17 3 4 4 3 3 44 9 9 9 9 8

18 3 4 4 4 3 45 9 9 9 9 9

19 4 4 4 4 3 46 9 9 10 9 9

20 4 4 4 4 4 47 9 10 10 9 9

21 4 4 5 4 4 48 9 10 10 10 9

22 4 5 5 4 4 49 10 10 10 10 9

23 4 5 5 5 4 50 10 10 10 10 10

24 5 5 5 5 4 51 10 10 11 10 10

25 5 5 5 5 5 52 10 11 11 10 10

26 5 5 6 5 5 53 10 11 11 11 10

27 5 6 6 5 5 54 11 11 11 11 10

28 5 6 6 6 5 55 11 11 11 11 11

29 6 6 6 6 5 56 11 11 12 11 11

30 6 6 6 6 6 57 11 12 12 11 11

31 6 6 7 6 6 58 11 12 12 12 11

32 6 7 7 6 6 59 12 12 12 12 11

33 6 7 7 7 6 60 12 12 12 12 12

34 7 7 7 7 6 61 12 12 13 12 12

35 7 7 7 7 7 62 12 13 13 12 12

36 7 7 8 7 7 63 12 13 13 13 12

37 7 8 8 7 7 64 13 13 13 13 12

38 7 8 8 8 7 65 13 13 13 13 13

39 8 8 8 8 7 66 13 13 14 13 13

※利害関係者となる計画、また、欠席等によりヒアリングに参加できなかった計画を除いた件数により、点数分布をご確認ください。

　1～13件　略
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参考資料６ 重点大型研究計画審査小委員会委員名簿 

 

学術の大型研究計画検討分科会 

委員長 荒川 泰彦 (第三部会員) 東京大学生産技術研究所教授 

副委員長 松沢 哲郎 (第一部会員) 京都大学霊長類研究所教授 

幹 事 長野 哲雄 (第二部会員) 東京大学創薬オープンイノベーションセンター
特任教授 

幹 事 西尾 章治郎 (第三部会員) 大阪大学大学院情報科学研究科教授 

委 員 今田 髙俊 (第一部会員) 東京工業大学大学院社会理工学研究科教授 

  岩本 康志 (第一部会員) 東京大学大学院経済学研究科教授 

  樋口 美雄 (第一部会員) 慶應義塾大学商学部教授 

  大隅 典子 (第二部会員) 東北大学大学院医学系研究科教授 

  岡田 清孝 (第二部会員) 大学共同利用機関法人自然科学研究機構・理事 

  田中 啓二 (第二部会員) 公益財団法人東京都医学総合研究所所長 

  伊藤 早苗 (第三部会員) 九州大学副学長・応用力学研究所教授 

  永原 裕子 (第三部会員) 東京大学大学院理学系研究科教授 

 

分野（部）別学術大型研究計画評価分科会委員長もしくは代理人 

 大沢 真理 (第一部会員) 東京大学社会科学研究所教授 

 小原 雄治 (第二部会員) 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国
立遺伝学研究所特任教授 

 那須 民江 (第二部会員) 中部大学生命健康科学部客員教授、名古屋大学名
誉教授 

 西澤 直子 (第二部会員) 東京大学大学院農学生命科学研究科特任教授、石
川県立大学生物資源工学研究所所長 

 野口 伸 (第二部会員) 北海道大学大学院農学研究院教授 

 樋口 輝彦 (第二部会員) 独立行政法人国立精神・神経医療研究センター理
事長・総長 

 石川 幹子 (第三部会員) 中央大学理工学部教授 

 石原 宏 (第三部会員) 東京工業大学名誉教授 

 岸本 喜久雄 (第三部会員) 東京工業大学大学院理工学研究科教授 

 楠岡 成雄 (第三部会員) 東京大学大学院数理科学研究科教授 

 栗原 和枝 (第三部会員) 東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授・多
元物質科学研究所教授 

 小長井 誠 (第三部会員) 東京工業大学大学院理工学研究科教授 

 前田 正史 (第三部会員) 東京大学理事・副学長、生産技術研究所教授 

 池田 駿介 (連携会員) 株式会社建設技術研究所国土文化研究所長、東京
工業大学名誉教授 

 入村 達郎 (連携会員) 一般財団法人聖路加国際メディカルセンター特
別顧問、医療イノベーション部部長 

 木村 学 (連携会員) 東京大学大学院理学系研究科教授 

 丹沢 秀樹 (連携会員) 千葉大学大学院医学研究院臨床分子生物学教授 
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参考資料７ 分野（部）別学術大型研究計画評価分科会委員名簿 

※2013年３月 22日  日本学術会議第 170回幹事会決定 

対応分野別
Ｎｏ．コード

評価分科会名／
人数

1 佐藤　学　 第一部会員 岡田　清孝 第二部会員 松沢　哲郎 第一部会員 上田　一郎 第二部会員 佐藤　英明 第二部会員
2 大沢　真理 第一部会員 岸本　健雄 第二部会員 吉川　泰弘 第二部会員 大政　謙次 第二部会員 野口　伸 第二部会員
3 後藤　弘子 第一部会員 小原　雄治 第二部会員 北里　洋 第三部会員 川井　秀一 第二部会員 吉川　泰弘 第二部会員
4 丸井　浩　 第一部会員 中野　明彦 第二部会員 巌佐　庸 連携会員 嶋田　透 第二部会員 渡部　終五 第二部会員
5 長島　弘明 第一部会員 福田　裕穂 第二部会員 加藤　真 連携会員 西澤　直子 第二部会員 太田　明德 連携会員
6 野家　啓一 第一部会員 藤吉　好則 第二部会員 久原　哲 連携会員 矢澤　進 第二部会員 唐木　英明 連携会員
7 松沢　哲郎 第一部会員 室伏　きみ子 第二部会員 桑村　哲生 連携会員 内田　一徳 連携会員 酒井　健夫 連携会員
8 今田　髙俊 第一部会員 山本　正幸 第二部会員 西田　治文 連携会員 奥野　員敏 連携会員 清水　浩 連携会員
9 木村　茂光 第一部会員 馬場　悠男 連携会員 木村　眞人 連携会員 長澤　寛道 連携会員
10 田中　耕司 第一部会員 渡辺　茂 連携会員 武田　和義 連携会員 眞鍋　昇 連携会員
11 池田　眞朗 第一部会員
12 猪口　邦子 第一部会員
13 樋口　美雄 第一部会員
14 藤本　隆宏 第一部会員
15

委員長 佐藤　学　 第一部会員 小原　雄治 第二部会員 松沢　哲郎 第一部会員 西澤　直子 第二部会員 野口　伸 第二部会員

分野別委員会委員長 （第一部附置） 小原　雄治 第二部会員 鷲谷　いづみ 第二部会員 西澤　直子 第二部会員 野口　伸 第二部会員

1～11 12 13 14 15

人文・社会科学分野の大型研究
計画評価分科会

基礎生物学分野の
大型研究計画評価分科会

統合生物学分野の
大型研究計画評価分科会

農学分野の
大型研究計画評価分科会

食料科学分野の
大型研究計画評価分科会

  

対応分野別
Ｎｏ．コード

評価分科会名／
人数

1 大隅　典子 第二部会員 春日　雅人 第二部会員 太田　喜久子 第二部会員 古谷野　潔 第二部会員 清木　元治 第二部会員

2 清水　孝雄 第二部会員 白鳥　敬子 第二部会員 小川　宣子 第二部会員 髙戸　毅 第二部会員 長野　哲雄 第二部会員

3 須田　年生 第二部会員 戸山　芳昭 第二部会員 田畑　泉 第二部会員 戸塚　靖則 第二部会員 橋田　充 第二部会員

4 田中　啓二 第二部会員 中田　力 第二部会員 那須　民江 第二部会員 朝田　芳信 連携会員 赤池　昭紀 連携会員

5 宮下　保司 第二部会員 樋口　輝彦 第二部会員 磯　博康 連携会員 佐々木　啓一 連携会員 入村　達郎 連携会員

6 内山　安男 連携会員 福井　次矢 第二部会員 片田　範子 連携会員 島内　英俊 連携会員 柴﨑　正勝 連携会員

7 門松　健治 連携会員 米倉　義晴 第二部会員 片山　倫子 連携会員 進藤　正信 連携会員 杉山　雄一 連携会員

8 神庭　重信 連携会員 福永　哲夫 連携会員 田上　順次 連携会員 平井　みどり 連携会員

9 祖父江　元 連携会員 丹沢　秀樹 連携会員 藤井　信孝 連携会員

10 堀田　知光 連携会員 前田　健康 連携会員 眞弓　忠範 連携会員

11 森山　啓司 連携会員

12 矢谷　博文 連携会員

13

14

15

委員長 大隅　典子 第二部会員 樋口　輝彦 第二部会員 那須　民江 第二部会員 佐々木　啓一 連携会員 入村　達郎 連携会員
分野別委員会委員長 大隅　典子 第二部会員 樋口　輝彦 第二部会員 那須　民江 第二部会員 戸塚　靖則 第二部会員 橋田　充 第二部会員

16 17 18 19 20

基礎医学分野の
大型研究計画評価分科会

臨床医学分野の
大型研究計画評価分科会

健康・生活科学分野の
大型研究計画評価分科会

歯学分野の
大型研究計画評価分科会

薬学分野の
大型研究計画評価分科会

 
 

対応分野別
Ｎｏ．コード

評価分科会名／
人数

1 碓井　照子 第一部会員 石井　志保子 第三部会員 相原　博昭 第三部会員 碓井　照子 第一部会員 石田　亨 第三部会員
2 大政　謙次 第二部会員 楠岡　成雄 第三部会員 伊藤　早苗 第三部会員 大久保　修平 第三部会員 尾家　祐二 第三部会員
3 那須　民江 第二部会員 森田　康夫 第三部会員 岡　眞 第三部会員 川口　淳一郎 第三部会員 北川　源四郎 第三部会員
4 西澤　直子 第二部会員 小澤　徹 連携会員 須藤 靖 第三部会員 北里　洋 第三部会員 喜連川　優 第三部会員
5 鷲谷　いづみ 第二部会員 栗木　哲 連携会員 田島　節子 第三部会員 中島　映至 第三部会員 坂村　健 第三部会員
6 石川　幹子 第三部会員 小谷　元子 連携会員 觀山　正見 第三部会員 永原　裕子 第三部会員 西尾　章治郎 第三部会員
7 栗原　和枝 第三部会員 杉原　正顯 連携会員 伊藤　公孝 連携会員 奥村　晃史 連携会員 萩谷　昌己 第三部会員
8 花木　啓祐 第三部会員 竹村　彰通 連携会員 岡村　定矩 連携会員 木村　学 連携会員 安浦　寛人 第三部会員
9 氷見山 幸夫 第三部会員 中尾　充宏 連携会員 河野　公俊 連携会員 熊木　洋太 連携会員 米澤　明憲 第三部会員
10 安成　哲三 第三部会員 室田　一雄 連携会員 五神　真 連携会員 佐々木　晶 連携会員
11 淡路　剛久 連携会員 田村 裕和 連携会員 高橋　栄一 連携会員
12 鬼頭　秀一 連携会員 花輪　公雄 連携会員
13 進士　五十八 連携会員 春山　成子 連携会員
14 安岡　善文 連携会員
15

委員長 石川　幹子 第三部会員 楠岡　成雄 第三部会員 伊藤　早苗 第三部会員 永原　裕子 第三部会員 西尾　章治郎 第三部会員

分野別委員会委員長 石川　幹子 第三部会員 楠岡　成雄 第三部会員 伊藤　早苗 第三部会員 永原　裕子 第三部会員 西尾　章治郎 第三部会員

環境学分野の
大型研究計画評価分科会

数理科学分野の
大型研究計画評価分科会

物理学分野の
大型研究計画評価分科会

地球惑星科学分野の
大型研究計画評価分科会

情報学分野の
大型研究計画評価分科会

21 22 23 24 25
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対応分野別
Ｎｏ．コード

評価分科会名／
人数

1 川合　眞紀 第三部会員 伊藤　早苗 第三部会員 新井　民夫 第三部会員 石原　宏 第三部会員 石川　幹子 第三部会員
2 北川　進 第三部会員 川口　淳一郎 第三部会員 有信　睦弘 第三部会員 福田　敏男 第三部会員 嘉門　雅史 第三部会員
3 栗原　和枝 第三部会員 小長井　誠 第三部会員 岡崎　健　 第三部会員 保立　和夫 第三部会員 小松　利光 第三部会員
4 黒田　玲子 第三部会員 萩原　一郎 第三部会員 北村　隆行 第三部会員 吉田　進 第三部会員 花木　啓祐 第三部会員
5 澤本　光男 第三部会員 前田　正史 第三部会員 岸本　喜久雄 第三部会員 井筒　雅之 連携会員 吉野　博 第三部会員
6 髙原　淳 第三部会員 松岡　猛 第三部会員 木村　文彦 第三部会員 大西　公平 連携会員 依田　照彦 第三部会員
7 巽　和行 第三部会員 山地　憲治 第三部会員 庄子　哲雄 第三部会員 大橋　弘美 連携会員 和田　章 第三部会員
8 藤田　照典 第三部会員 渡辺　美代子 第三部会員 萩原　一郎 第三部会員 河野　隆二 連携会員 天野　玲子 連携会員
9 中村　栄一 連携会員 舘　暲 連携会員 福田　敏男 第三部会員 小林　一哉 連携会員 池田　駿介 連携会員
10 柴田　德思 連携会員 松本　洋一郎 第三部会員 福井　孝志 連携会員 小池　俊雄 連携会員
11 仙田　満 連携会員
12 中井　検裕 連携会員
13 中島　正愛 連携会員
14

15

委員長 栗原　和枝 第三部会員 小長井　誠 第三部会員 岸本　喜久雄 第三部会員 石原　宏 第三部会員 和田　章 第三部会員

分野別委員会委員長 栗原　和枝 第三部会員 小長井　誠 第三部会員 岸本　喜久雄 第三部会員 石原　宏 第三部会員 和田　章 第三部会員

化学分野の
大型研究計画評価分科会

総合工学分野の
大型研究計画評価分科会

機械工学分野の
大型研究計画評価分科会

電気電子工学分野の
大型研究計画評価分科会

土木工学・建築学分野の
大型研究計画評価分科会

26 27 28 29 30

 
 

対応分野別
Ｎｏ．コード

評価分科会名／
人数

1 岡田　益男 第三部会員
2 岡野　光夫 第三部会員
3 中嶋　英雄 第三部会員
4 細野　秀雄 第三部会員
5 前田　正史 第三部会員
6 吉田　豊信 第三部会員
7 片岡　一則 連携会員
8 小関　敏彦 連携会員
9 長井　寿 連携会員
10 山口　周 連携会員
11

12

13

14

15

委員長 前田　正史 第三部会員
分野別委員会委員長 前田　正史 第三部会員

材料工学分野の
大型研究計画評価分科会

31
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	①84 RIビームファクトリーの高度化による「安定の島」を目指したRI核反応学の推進_ok-4
	①85 大型先端検出器による核子崩壊・ニュートリノ振動実験
	①86.高エネルギー重イオン衝突実験によるクォーク・グルーオン・プラズマ相の解明
	①87光子ビームによるクォーク核物理研究計画
	①88 極低放射能環境でのニュートリノ研究
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